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文部科学省委託事業 平成 29 年度専修学校による地域産業中核的人材養成事業 

社会基盤分野における建設 IT 技術（BIM・CIM）に係る中核的専門人材養成プログラム開発プロジェクト 
 
 

■はじめに 
 

我が国では少子高齢化が進み、産業構造が変化したことに伴い非正規雇用者層が増加し、雇用の

ミスマッチが課題となっている。 

 

一方、これまで経済発展を支えてきた社会基盤分野においては 

・ 建設業若年就業者の減少 

・ 建設技能者の不足 

・ 都市・地域インフラ再生（インフラメンテナンス）の必要 

・ 新規都市・地域インフラ整備の必要 

・ 震災復興・防災・地域再生への対応 

・ コンパクトシティ化の必要 

・ パッケージ型インフラの海外展開の推進 

・ 建設ＩＴ技術推進（BIM の普及）の必要 

など、多くの課題が明らかになってきている。 

 

このような課題を解決するために、専門学校における職業実践的な教育をさらに進め、我が国の経

済社会を支える分厚い中間層を育成することが急務である。 

 

そのため、本事業では産業構造の変化やグローバル化に対応した基本姿勢（Mind）、知識

（Knowledge）、技術・技能（Skill）を備えた中核的専門人材を質・量ともに戦略的に確保し、実践力

と創造力を併せ持つ専門職人材を育てるための新たな学習システムを構築する。 

平成 29 年度においては、前年度に完成させた社会基盤分野の全国版モデルカリキュラムをさらに

発展させ、最新 ICT を中心に位置づけた建設専門科目に加え、分野横断・領域融合する科目（クロ

ッシング・テクノロジー＊など）を設定し、さらに、社会人、女性等の「学び直し」にも対応しやすい形を

強化し、モデルカリキュラムとして完成させた。 

また、本事業が 2017 年度に終了するに際し、モデルカリキュラムの実効性を検証する実証講座、ヒ

アリング等を実施し、実効性があることを確認した。 

 

上記のような内容・特色を持つ、中核的専門人材（専門職人材）を育成するための教育プログラムを

総合したモデルカリキュラムを活用することで、若者、女性、高齢者等が学びや職業を通じて活躍で

きる全員参加型の社会の実現を目指すものである。 

 
＊クロッシング・テクノロジーとは、社会基盤（建設）教育のメインストリート（仕事力＝人間力＋専門力＋領域横断力） 

と他分野のストリートが出会う「交差点」に生まれる技術である。 
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日本工学院八王子専門学校は、「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業（社会基盤分野）」を2012年-2017年
に文部科学省より受託し、次世代ニーズに対応した新たな専門職（建設分野）のための教育プログラムを開発した。

事業の背景と目的
Project Background and Objectives

●本事業の背景と目的
本事業は、
　―― 産業構造の変化、グローバル化
　―― 少子高齢化に伴う労働力人口の減少、
　　　非正規雇用者層の増加、雇用のミスマッチ問題
　　　等
を背景に、産業構造の変化やグローバル化等に対応した
知識・技術・技能を備えた中核的専門人材を、
量・質ともに確保する新たな学習システムを構築すること
を目的としている。
あわせて、若者、女性、社会人、高齢者等が学びや職業を
通じて活躍できる全員参加型の社会の実現をめざしている。

●2017 年時点での
　社会動向に対応した国の施策 等
―― 地方創生　まち・ひと・しごと創生　
　　 基本方針 2017
―― 未来投資戦略　2017
　　 ～ Society 5.0
―― 人生 100 年時代構想会議
―― 専門職大学

●事業の成果
―― 教えるべき最小単位のスキルの抽出・整理と、カリキュ

ラムを体系化する思想（「逆向き設計」論）を結合し、建
設産業界及び時代のニーズに合致した教育プログラムと
してモデルカリキュラムに総合化した

―― 建設分野の中核的専門人材を育成するために必要である
と思われる要素を可能な限りとり込んだカリキュラム（基
本的方向性を指し示すガイドライン）ができた

①事業体制の整備 ―― 産官学の連携によるコンソーシアムの組織化
②リサーチ ―― 建設産業界の人材ニーズをアンケート・ヒアリングし、
 　　 「人間力重視」の結果を得た
 ―― 視察・ヒアリングにより ICT の進展、海外展開の現状、教育の展開状況
 　　 などを把握した
③育成する人材像の設定 ―― 実践力と創造力を併せ持つ専門職人材とした

上記 ① ② ③ を踏まえ、
④スキルの抽出、積み上げ、分類整理（スキル・マトリックス）による科目開発
⑤「逆向き設計」論により、カリキュラムのレベルごとに目標と評価を設定

さらに時代のニーズ（インフラメンテナンスを担う人材の育成、海外展開を担う人材の育成、社会人・女性 等の
学び直し、地域の重視）への対応
および建設分野の教育の方向性 (ICT の発展への対応、建設産業界の人材ニーズに対応、分野横断・領域融合、

「人間力」教育の取組み ) を十分勘案し、
上記 ④ ⑤ を統合させることによって、新たな専門職（建設分野）のためのモデルカリキュラムを開発した。

モデルカリキュラムの 3 つの大きな特色は、
1．スキル・マトリックスによるスキルの積み上げ、可視化 ＝ 育てる能力（コンピテンシー）の可視化
2．BIM による科目関連付けと可視化 ＝ 科目関連と教育内容の可視化
3．クロッシング・テクノロジーの設定 ＝ 関連技術領域の可視化
である。

●社会基盤 ( 建設 ) 分野の課題
―― 雇用のミスマッチ

―― 建設技術者の慢性的不足

―― 新しい時代のニーズへの対応

　　・インフラメンテナンス
　　・海外展開
　　・ICT に対応する次世代ニーズ

　　　等

課題解決
のため

中核的専門
人材の育成

が必要

新たな専門職（建設分野）のための教育プログラムの開発
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Between 2012 and 2017, Nihon Kogakuin College Hachioji Campus implemented the Project to Develop 
Programs to Foster Core Experts in the Field of Architecture & Civil Engineering, developing programs 
to educate new specialists (in the field of construction) tailored to the needs of the next generation.

BIM（Building Information Modeling）①：
コンピューターの中に3次元のモデルを構築し、情報データベースと
するシステム。設計、積算、施工、管理などを総合的に行うことがで
きる。

クロッシング・テクノロジー：
建設の専門科目と分野横断・領
域融合する所に生まれる技術

スキル（＝コンピテンシー）:
「わかる」「できる」と表現できる
基本姿勢、知識、技術・技能

開発した建設分野の教育プログラム

カリキュラム編成

BIM による
科目関連づけと可視化
＝ 教育内容の可視化

クロッシング・テクノロジー
の設定

＝ 関連領域の可視化

モデルカリキュラム
【建築】

事業体制の整備
＝コンソーシアム

スキルの抽出
積み上げ
分類整理

カリキュラム編成論
UbD＊

― 「逆向き設計」論
　 ＝ 評価内容を
　　  先に決め、示す

専門職教育にかかわる動き
2014 年　職業実践専門課程
2017 年　専門職大学・専門職短期大学

＊UbD：「Understanding by Design」 （2nd Edition 2005 年／ 1st Edition 1998 年） 著者：Grant Wiggins/Jay McTighe
　　　　「理解をもたらすカリキュラム設計」西岡加名恵 訳（2012 年）

地域に根ざした
産公学連携の下での
具体的展開

 「地域版人材
  育成協議会」
 の設立・運営

カリキュラムの
レベルごとに
本質的な問い
を設定・体系化

「本質的な問い」
を「理解」
　　＝
スキルで「わかる」

「できる」と表現

身についたスキル
を適正に評価
― ルーブリック
― パターン・
　 ランゲージ

海外展開を担う
人材の育成

ICT の発展
への対応

建設産業界の
人材ニーズに対応

分野横断・領域融合 「人間力」教育
の取込み

インフラメンテ
ナンスを担う
人材の育成

社会人、女性等の
学び直しに対応

地域の重視

科目の開発
― シラバス
― コマシラバス

スキル・マトリックス 
＝ 育てる能力（コンピテンシー）の可視化

― スキルの体系化・可視化

リサーチ
―― アンケート
―― 視察・ヒアリング

育成する人材像の設定
―― 実践力と創造力を併せ持つ専門職人材

本質的な問い 永続的な理解 真正の評価

今後の展開

＝

●用語の定義
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6年間の事業の概要
Overview of the Six-year Project

本事業は、産官学連携による事業の体制をコンソーシアムとして構築した。コンソーシアムにおいて、調査を踏まえた教育プログ
ラムの検討を行ない、実証講座によって検証した上で、次世代ニーズに対応したモデルカリキュラムを開発した。

 

背景 Key Words

2012 年 2013 年 2014 年

体制

調査

実証
講座

関連する
トピックス

基本理念 Key Words

・少子高齢化
・雇用のミスマッチ
・建設業若年就業者の減少

重要テーマ　　養成すべき人材像の設定

・建設技能者不足
・都市、地域インフラ再生
・震災復興、防災、地域再生

・パッケージ型インフラの
  海外展開
・建設 ICT 推進

・子供や若者に建設分野
  の魅力を伝える

・ニーズに合致した教育の基盤の
  開発、それにもとづく教育をする

コンソーシアム

国内インフラ

海外インフラ

B I M

重要テーマ　　
社会人、女性などの学び直し
モデルカリキュラムの確立 重要テーマ　　地域版学び直し

コンソーシアム

国内インフラ

海外インフラ

B I M

コンソーシアム

国内 IT

海外

地域

合体

新規

●アンケート、ヒアリングによって、
　人材養成及び教育の基本ニーズをとらえる
●産業界が求めている人材は

・基本資質をもっている
・仕事の中で成長する能力がある
・コミュニケーション力、リーダーシップ力、
  マネージメント力、倫理観などを持っている

●中核的専門人材とは
　・国内インフラ・海外インフラ
　　10 年後に活躍できる
　　「中・小グループのリーダー」
　・BIM
　　10 年後も活躍できる
　　「BIM マネージャー」
●スキルスタンダードの整理 
　（Mind、Knowledge、Skill に分類）
●モデルカリキュラム、教育設計図の骨格構築

●学習ユニット積み上げ方式の骨格構築
●単位互換、履修証明、認定資格
　（職業専門士［仮説］）の検討

●スキルごとに自己評価
　（達成度評価シートに 5 段階評価）をし、
　基本データとする

●国内：社会基盤分野への導入
●海外：海外経験者による
　　　　「海外での仕事とは」
●BIM ： ①初心者のための BIM 実習
　　　　②実践 BIM 演習
　　　　　橋梁のモデリング

●前年 2011 年 3 月 11 日　
　東日本大震災
●中央自動車道・笹子トンネル　
　天井崩落事故

　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

　
　

　

●ヒアリング等によって
　・国内・BIM
　　現在のトレンドを把握
　・海外　　　
　　海外現地での連携や留学の支援に可能性
　　があるとともに、それらの課題（留学の
　　しくみ、費用など）が明らかになった

●モデルカリキュラム、シラバスの概成
●教材の作成
　・「GENBA-RYOKU」
　　海外の人に日本の建設ものづくりに興味を持ってもらう
　・「すごろく」（英語 / 日本語）
　　外国人、日本の小・中学生などに社会基盤
　　に興味を持ってもらう
　・専門学校生が小中学生等に教えることで
　　自らが成長することも「ねらい」

●「学び直し」に対応した対象者別のモデル
　コース（学習ユニット積み上げ方式）の設定
●パッケージ型インフラ輸出をになう人材養成
　のためのしくみの検討

●シラバスに「本授業で修得するスキル」を　
　明示し、それぞれのスキルごとに自己評価
　（5 段階）したものを基本データとする。
　加えて、学習指導計画表にアンケートを
　つけ、自己評価し、これを基本データとする

●国内：社会基盤の積算実習（演習型）
●海外：スマートシティ概論（演習型）
●BIM ：BIM 導入～社会人を対象に「学び直し」
　の集中講座

●東京オリンピック決定

●ヒアリング等によって
　・国内＋IT　　
　　BIM への各種取組みが進化
　　オーダーメイド型の教育ニーズが存在
　・海外　　
　　海外現地での人材確保が課題
　・地域　　
　　人材不足、地域特有の人材ニーズが判明
　　全国に地域をベースにした人材育成事例が存在

●全国版モデルカリキュラムの完成
●カリキュラムの汎用性を支える
　「モデルコース」の設定
　「学び直し」に対応したモデルコース
　（学習ユニット積み上げ方式）の概成
●「海外現地または日本で働く外国人向けの
　共通プログラム」、「海外で働く日本人向けの
　共通プログラム」の概成

●カリキュラムの実効性を高める「しくみ」の概成、実行、検討
　・留学生受入制度の概成、試験的実行
　・日本人学生の海外インターンシップのしくみ検討
　・海外で働きたい日本人、留学生および教員
　　のデータベース構築のしくみ検討

●達成度評価の「可視化」の概成
　学生の自己評価＋教員の判断（基準の明示）
　＋第三者の総合判断による
●第三者評価のしくみの概成

●国内＋IT
　①作成教材を使用して専門学校生が小中学生
　　と遊び・学び・教える
　②BIM・3DCAD を用いて「Bioclimatic Design
　　（生気候学的アプローチ）」の建築設計製図演習
　③3Dプリンタなどを活用した新しいものづくり
●海外
　①作成教材を使用して海外現地日本語学校生
　　等と遊び・学び・教える
　②ケースメソッドによる問題解決
●地域
　①新しい技術にチャレンジ 
　　－CAD の応用と BIM の基礎－
　②新しい技術にチャレンジ 
　　－インフラメンテナンスと CIM の基礎－
　③建築に関わる仕事を理解するための初歩講座
　　－建築の仕事と資格・ CAD 基礎－

●職業実践専門課程の制度化
●BIM ガイドラインの設定（国交省大臣官房営繕部）
●中央（リニア）新幹線　品川・名古屋間工事
　実施計画（その 1）の認可
●有効求人倍率　1.09　　7 年ぶりに 1 を
　こえる（求人数が求職数を上まわる）

教
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ラ
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キ
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ラ
ム
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み
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成
度
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「逆向き設計」論：ウィギンズとマクタイが提唱するカリキュラム設計論
―― 指導を行った後で考えられがちな評価方法を指導の前に考えておく点
―― 最終的な結果から遡って教育を設計する点
から、「逆向き」とよばれている

用語「社会基盤、建設、土木、建築」の関係：
社会基盤の中に建設が含まれ、建設の中に土木、建築が含まれる

・産官学が連携して人材養成の効果を
  上げる 「しくみ」の構築

重要テーマ　　
地方創生・地域版学び直し
全国版モデルカリキュラムの
発展・再編

重要テーマ　　
地域特性を踏まえた
教育プログラムの開発 重要テーマ　　

モデルカリキュラムの完成
事業の成果の実証

2015 年 2016 年 2017 年

実践力：理論にも裏付けられた高度な実践力を
　　　　強みとして、専門業務を牽引できる人材

創造力：変化に対応しつつ、新たなモノ
　　　　やサービスを創り出すことができる人材

・育成する人材像 : 実践力と創造力を併せ持つ専門職人材

多摩地域
委員会

専門部会① 建築 IT 技術

専門部会② スマート技術

専門部会③ 建築IT技術および海外展開～沖縄

専門部会④ コンソーシアム

建設 IT
技術

次世代
ニーズ

教育プログラム開発委員会

教育プログラム評価委員会 

教育プログラム開発委員会

e- ラーニング検討委員会

建設 IT
技術

次世代
ニーズ

BIM 技術委員会
多摩地域モデル委員会

CIM 技術委員会
インフラメンテナンス技術委員会

スマート技術委員会
海外展開・BIM・CIM 委員会

●ヒアリング等によって
　・国内外において、建設 ICT（BIM）を
　　活用した地域振興の試みが始まっている。
　・産官学連携が BIM 普及の推進力となる

●2016 全国版モデルカリキュラムの完成
　・3 つの特色を明確にした
　　①BIM による科目関連付けと見える化
　　②クロッシング・テクノロジー科目の設定
　　③スキル・マトリッククスによるスキルの
　　　積み上げ、可視化

 「多摩地域モデル」の継続的検討
＊多摩地域モデル―多摩地域の建設業において
　産学官が連携して「地学地就」を進める
　持続的活動

●実証講座の中で、科目ごとに達成度評価を検討

①BIM シミュレーション講座
②建設系社会人のためのキャリアアップ BIM 講座
③CIM 講座
④女性の学び直しのためのドローン入門
　キャリアアップ講座
⑤ドローン技術講座
⑥スマート技術講座
⑦海外展開人材 BIM 講座
⑧海外展開人材ケースメソッド講座

●「個人の能力と可能性を開花させ、全員参加に
　よる課題解決社会を実現するための教育の
　多様化と質保証のあり方について」
　（中央教育審議会答申）
●i-Construction の導入（国交省）
●有効求人倍率　1.36

●ヒアリング等によって
 　・本事業で開発した教育プログラムの
　　 コンセプト、特色、構成、実効性等
　　 について、成果があったと判断された

●モデルカリキュラムの完成
　 ・スキル（＝コンピテンシー）の抽出、積み上げ、
　　分類整理（スキル・マトリックス）による
　　科目開発と、「逆向き設計」論によるカリキュ
　　ラムのレベルごとの目標と評価の設定
　　を、時代のニーズを踏まえて統合

●可視化によって学習効果が高まることを検証
　する「しくみ」を可視化実証講座によって検討

●実証講座の中で、科目ごとに達成度評価を検討

●建設 IT 技術
　①可視化実証講座
　②中級者向け BIM 技術講座
　③スマート技術講座
●次世代ニーズ
　④建築とプログラミング講座
　⑤ｅ- ラーニング 建築士講座

●専門職大学・専門職短期大学の制度化

●有効求人倍率　1.50

●ヒアリング等によって
　・国内外において BIM が普及、新技術
　　（ドローン、3D プリンタ－、IoT、人工知能
　　など）が発展し、多様な人材ニーズが
　　生まれている
　・台湾での産学連携による BIM の普及
　　および活用に学ぶべきものがある

●2015 全国版モデルカリキュラムの完成
　・BIM を根幹にすえる人間力（非認知
　　スキル）、専門力、+αのスキル＝
　　クロッシング・テクノロジー＊で構成する
＊クロッシング・テクノロジーとは、建設分野の
　メイン・ストリート（専門力）と
　他分野（プログラミング、映像、語学など）が出会う
　「交差点」に生まれる技術。多分野にわたる授業時間
　6 時間の科目とし、「学び直し」にも対応しやすくする

●新資格「スマートマスター」の立上げに参画
●「地学地就多摩モデル」実施プログラムの策定

●第三者評価のしくみのさらなる検討
　・専門学校の団体による第三者評価の可能性
　・人間力（非認知スキル）も含めた評価基準

①最新建設 IT 技術活用「CIM 講座」
　ドローンによる点群データ測量と
　3 次元モデリング
②Autodesk Revit による BIM 活用講座
③海外展開「ケースメソッドによる問題解決演習」
④航空法改正にともなう無人航空機（ドローン）
　技術活用講座

●北陸新幹線開業
●新国立競技場の実施案決定

●有効求人倍率　1.20

In this project, we created a framework for deliberations based on collaboration between industry, 
academia and government, and conducted a survey that served as the basis for consideration of 
educational programs. After verifying the effectiveness of the programs through trial courses, we 
developed a model curriculum tailored to the needs of the next generation.
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文部科学省委託事業 平成 29 年度専修学校による地域産業中核的人材養成事業 

社会基盤分野における建設 IT 技術（BIM・CIM）に係る中核的専門人材養成プログラム開発プロジェクト 
 

■本事業の構成 
 

本事業は、職域プロジェクト 建設 IT 技術（BIM・CIM） の中に以下の 2 つの委員会を設け、 

「未来投資戦略 2017」 および 「まち・ひと・しごと創生総合戦略（2017 改訂版）」 でめざしている、 

個人の潜在力を磨き、安定した雇用に結びつく中核的専門人材養成の教育プログラムを開発する。 

 

 

 

■教育プログラム開発委員会 ―――――――― 地域特性を活かした実証講座を検討し、 

                                   建設 ICT を根幹にすえた 

                                   モデルカリキュラムを開発する。 

 

 

 

■教育プログラム評価委員会 ―――――――― 開発した教育プログラムの実効性を 

検証するとともに、カリキュラム評価、 

分野別第三者評価についての検討 

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
教育プログラム開発委員会 

 
 
 
 
教育プログラム評価委員会 

 

 

 

 

 

職域プロジェクト 
 

建設 IT 技術 
（BIM・CIM） 
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文部科学省委託事業 平成 29 年度専修学校による地域産業中核的人材養成事業 

社会基盤分野における建設 IT 技術（BIM・CIM）に係る中核的専門人材養成プログラム開発プロジェクト 
 
 

■目次 
 
はじめに 1 
 
事業計画の背景と目的 2 
 
6 年間の事業の概要 4 
 
本事業の構成 6 
 
 
 
 
第 1 章  事業の構成と作業の流れ 
 

（1）作業の組立 10 
 

 
第 2 章  カリキュラム開発 
 

（1）モデルカリキュラムの基本的考え方 16 
 

 
第 3 章  実証講座 
 

（1）実証講座の基本的考え方 48 
 
（2）可視化実証講座 56 
 

 
第 4 章  カリキュラム評価、分野別第三者評価 
 

（1）カリキュラム評価 106 
 
（2）分野別第三者価 106 
 

 
 
  
委員会名簿 114 
 
委員会実施日 116 
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     第 1 章  事業の構成と作業の流れ      

（1）作業の組立 

 

 

 

 



文部科学省委託事業 平成 29 年度専修学校による地域産業中核的人材養成事業 

社会基盤分野における建設 IT 技術（BIM・CIM）に係る中核的専門人材養成プログラム開発プロジェクト 
 
 

第 1 章 事業の構成と作業の流れ 

 

（1）作業の組立 

   本事業は、2 つの職域プロジェクト 

      ・建設 IT 技術（BIM・CIM） 

      ・次世代ニーズ 

   を相互に連動・関連させながら、実施した。 

   本報告書においては、職域プロジェクト 建設 IT 技術（BIM・CIM）について述べる。 

 

（ア）テーマの設定 ―― 第 1 ステップ 

      事業の背景と目的を理解した上で、委員会のテーマを設定した。 

       ■ 教育プログラム開発委員会 ――――― 地域特性を活かした実証講座を検討し、 

                                   建設 ICT を根幹にすえた 

                                   モデルカリキュラムを開発する。 

 

 

       ■ 教育プログラム評価委員会 ――――― 開発した教育プログラムの実効性を 

                                   検証するとともに、カリキュラム評価、 

                                   分野別第三者評価についての検討を 

                                   行う。 

 

（イ）調査および開発・実証 ―― 第 2 ステップ 

      現状の把握、教育ニーズの発見などの調査を行なった後に、委員会でテーマに 

      そった開発・実証を行なった。 

開発した教育プログラムの実効性を検証する実証講座および産業界と地域の 

教育ニーズを踏まえた実証講座を実施し、その成果をモデルカリキュラムに 

フィードバックした。 

       ■ 可視化実証講座 

         「環境に配慮した住宅設計」をテーマに、環境工学、BIM、設計製図を関連づけて 

         一体化し、環境工学の可視化授業が設計製図の内容を向上させることを検証 

          

       ■ 中級向け BIM 技術講座 

         ハッカソン（＝BIM を活用した集中作業）によるグループワーク 

 

       ■ スマート技術講座 

新資格「スマートマスター」に関係する、電気・建築・家電の学習  

 

（ウ）成果のとりまとめと課題の整理 ―― 第 3 ステップ 

開発・実証した教育プログラムをモデルカリキュラムに総合した。 
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文部科学省委託事業 平成 29 年度専修学校による地域産業中核的人材養成事業 

社会基盤分野における建設 IT 技術（BIM・CIM）に係る中核的専門人材養成プログラム開発プロジェクト 
 
■2017 年度事業の目的 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

2017 年度の事業の目的 ～ 「モデルカリキュラムを完成させる」とは＊ 

 

 カリキュラムを中心にしたＡのセットを完成させる 
とともに、背景、目標、成果、重要な要素などを 

関連づけ、統合すること 

 

  

   Ⅰ 
地域特性を活かした、
地学地就に結びつく 
教育プログラムの構築

―― 多摩 
―― 沖縄 

 

    Ⅱ 

カリキュラム 

編成論の 

組立て 

 

    Ⅳ 

専門職大学・ 

職業実践専門課程 

のめざす方向性 

を視野に入れる 

    Ⅲ 

カリキュラム評価・ 

     分野別第三者評価 

の検討 

 

 
Ｄ 

教育プログラム 
を構成する論の 
背景となる 
理論 等 
を整理し 

 
プログラムとの 

関連性を 
明示する 

 

 
Ｃ 
事業の成果確認 
ヒアリング 
（アンケート） 
によって 
 

 
事業の成果が 

あることを立証  

Ａ 
スキル・マトリックス 

＋ 
カリキュラム 

＋ 
シラバス・コマシラバス 

（一部） 
の 

セットが完成する 
 

 

 

 
モデルカリキュラムを 
完成させるとは、  
・4 つのテーマ ―――Ａ.Ｂ.Ｃ.Ｄ 
・4 つの背景  ―――Ⅰ.Ⅱ.Ⅲ.Ⅳ
・取り組むべき 
重要な要素である ―ａ.ｂ.ｃ.ｄ 

 
全てを関連づけて 

まとめること 
である 

 

 

 
ｂ. 
実証講座 
ｅ-ラーニング 

ａ. 
社会人・女性
の学び直し 

 
ｃ. 
日本の 
職業教育 
への展望 

ｄ. 
専門職大学・ 
職業実践専門
課程の枠組み

＊2017 年度に 

本事業は 

終了とする 

Ｂ 
可視化実証講座 

【環境＋設計】 

を実施し、 
実験計画法 
（事後テストのみの 
統制群法）によって 
 

可視化による 
学修効果を検証  
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第 2 章 カリキュラム開発 

 

（1） モデルカリキュラムの基本的考え方 

    
「2016 全国版モデルカリキュラム」に精査を加えて発展させ、「モデルカリキュラム」を開発、 

完成させた。 

精査の結果、明らかにした主な内容は、以下のとおりである。 

 

   ■専門学校の 4 年制のカリキュラムにアドバンストコース（2 年）を加える構成とした 

 

   ■カリキュラム開発の流れを明確にした 

      □1 育成する人材像の設定 

      □2 スキルの抽出 

      □3 スキルの分類・ユニット化と積み上げ・体系化・可視化 

      □4 UbD＊の基本概念の採用 

      □5 背景となる論、資料等の精査  

 

   ■カリキュラム開発のキーとなる概念を明らかにし、整理した 

     ―― スキル・マトリックス 

         体系化したカリキュラムによって教える内容を、要素に分けて詳細に記述した 

「スキル」で組み立てたものであり、育てる人材の能力を具体的に表現する 

 

     ―― スキル（コンピテンシー）に裏づけられた逆向き設計によるカリキュラム 

         初等教育からスタートした UbD＊を専門職教育に適用し、 

         スキル（コンピテンシー）の体系化による科目開発を同時に行い結合した。 

         カリキュラムのレベルごとに設定した「本質的な問い」を「理解する」ことが 

         専門職教育である 

 

     ―― クロッシング・テクノロジー 

            社会の多様化・多層化に伴い、教育領域が拡大し、分野融合が進んだことと、 

         ICT の急激かつ継続的な発達が、社会基盤分野と他分野（プログラミング、映像、 

語学 など）との「交差点」に生まれる技術のニーズを生んだ 
 

＊UｂD : 「Understanding by Design」 （2nd Edition 2005 年 / 1ｓｔ Edition 1998 年） 著者：Grant Wiggins/Jay McTighe 
      「理解をもたらすカリキュラム設計」西岡加名恵 訳 (2012) 

 

以上の結果、「モデルカリキュラム」の特色は以下のようにまとめられる。 
 
   ①スキル・マトリックスによるスキルの積み上げ、可視化 ＝育てる能力（コンピテンシー）の可視化 

カリキュラムは、スキルの積み上げにより構成され、全科目のスキルをスキル・マトリックスの中に 

位置づけ可視化している  
   ②BIM による科目関連付けと可視化 ＝科目関連と教育内容の可視化 

     全ての科目を BIM によって「可視化」することで、科目どうしの関連を意識しながら学習を進める 

     ことができる  
   ③クロッシング・テクノロジー科目の設定＝関連領域の可視化 

     企業ヒアリングからそのニーズが明らかになったクロッシング・テクノロジー科目を設定した 

16



文部科学省委託事業 平成 29 年度専修学校による地域産業中核的人材養成事業 

社会基盤分野における建設 IT 技術（BIM・CIM）に係る中核的専門人材養成プログラム開発プロジェクト

          

付属する資料 

実践力と創造力を併せ持つ専門職人材 

実践力：理論にも裏付けられた高度な実践力 
を強みとして、専門業務を牽引できる 
人材 

創造力：変化に対応しつつ、新たなモノや 
サービスを創り出すことができる人材 

□1 育成する

人材像の 

設定 

・スキルとは、各分野における具体的能力 
「～ができる」 
「～を理解している」 
「～を持っている」 

などと表現される  
・スキルは内容によって 

基本姿勢（Mind） 
知識(Knowｌedge) 

 技術・技能（Skill） 
に種別する 

□2 スキルの

   抽出 

分類・ユニット化 
（スコープ） 

↓ 
積み上げ 
（シークエンス） 

↓ 
スキル・マトリックス 
（ランドスケープ） 

・スキル・マトリックス（授業単位の
ラーニング・アウトカム）の背景 

・スキル・マトリックスシートの解説 

・各科目【可視化授業】のシラバス 
をつくる手順 

□3 スキルの

分類・ 

ユニット化と 

積み上げ・ 

体系化・可視化 

・あらかじめ評価方法を決めた 
カリキュラムの開発 

・「理解をもたらすカリキュラム 
設計」の構造 

・パフォーマンス評価による 
学習の質の評価 

□4 UbD の

基本概念 

の採用 

・日本の職業教育の 
スタンスと展望（試論） 

・AI 時代の職業選択 

・AI 技術革新の進展 
による社会への影響 

□5 背景となる論、

 資料等 

の精査 

・本質的な問い 
（essential questions） 

・永続的な理解 
（enduring understanding） 

・真正の評価 
（authentic assessment） 

「スキル」
は

「コンピテンシー」
と等しい

結合 モデルカリキュラム スキル（=コンピテンシー）に裏付けられた逆向き設計による 

・人工知能やロボットによる 
職業代替可能性 

・職務構造に関する研究 

・スイスにおける職業教育 

・EDTECH への取組・実施の検討

実際の開発作業は
リニアではない

カリキュラム開発の 
基本フロー 
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11

カリキュラム開発の考え方①
Approaches to Curriculum Design (1)

モデルカリキュラムは、初等教育からスタートしたUbD（「理解をもたらすカリキュラム設計」）の専門職教育への適用と、スキル（コ
ンピテンシー）の体系化による科目開発を同時に行い結合したものである。コンピテンシー（スキル）に裏づけられた逆向き設計
によるカリキュラムである。

「Understanding by Design」＊の基本概念
（理解をもたらすカリキュラム設計）

「本質的な
問い」を

専門職教育に
適用

●本質的な問い（essential questions）
―― 教科やカリキュラムの中心にあり
　　 （瑣末な問いや、先導する問いとは
　　 対照的である）、教科の探求と看破を
　　 促進する問い。
　　 本質的な問いの範囲（スコープ）について
　　 は、包括的であったり、トピックごと
　　 （単元特有）であったりしうる。

●永続的な理解（enduring understanding）
―― 教室を超えて持続する価値を持つ
　　 ような重大な観念にもとづく、
　　 特定の推論。

　　 「使える」ことに直結している。

＊「Understanding by Design」 
　Wiggins,G& McTighe,J（1998/2005年）
  「理解をもたらすカリキュラム設計」
　西岡加名恵 訳（2012年）

結合

＝スキルは「本質的な問い」
　を「～できる」「～理解する」
　と表現する ＝ 永続的な理解

初等教育からスタートした
UbD＊を専門職教育に適用した

スキル（コンピテンシー）の
体系化による科目開発を行った

UbDの「本質的な問い」

Competency-based Cuｒｒiculum
by Backward Design

＝

コンピテンシー（スキル）に
裏づけられた逆向き設計
によるカリキュラムである

モデルカリキュラム

●真正の評価（authentic assessment）
―― 現実世界における重要な挑戦を
　　 シミュレーションしたり模写したり
　　 するよう設計された、
　　 パフォーマンス課題と活動から
　　 構成される評価方法。

建築系カリキュラムの基本構造

●本カリキュラムにおける「本質的な問い（EQ）」
―― レベル（学科：15の横断的EQ/科目：包括的EQ/
　　 授業ごとのEQ)ごとに「本質的な問い」を設定
―― 「本質的な問い」は専門職ごとの基本的な
　　 考え方、姿勢 等を表現しており、これを
　　 「理解」することが専門職教育である
―― 専門職の種類ごとに「本質的な問い」の
　　 体系をつくる

●「逆向き設計」をし、
　2つの評価基準表現を併存させる
―― 結果（目標）と承認できる証拠(評価) を
　　 特定した上で指導計画を立てる
 ―― 2つの評価基準表現
　　 ・ルーブリック
　　 ・パターン・ランゲージ 
　　  ～具体的にできていることを明示＋配点

●スキルを詳細に積み上げる
　■本事業におけるスキルの定義
　　―― 基本姿勢（Mind）
　　―― 知識（Knowledge）
　　―― 技術・技能（Skill）
　　永続的な理解は「使える」こと
　　～これは「スキル」そのものの考え方

「本質的な問い」
を「理解」

＝
スキルで「わかる」
「できる」と表現

身についた
能力＝スキルを

適正に
評価する
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12

建築計画２

本質的な問い 【建築計画】建築はどのように計画するのか？　【建築計画2】商業建築、公共建築はどのように計画するのか？

科　目　名

タイトル

1

2

3

4

5

1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3

建築計画とは

事務所の計画

ホテルの計画

劇場の計画

商業建築の実例

建築はどのように
計画するのか？

建築計画の概要
商業建築計画の概要
公共建築計画の概要
貸事務所の構成と賃貸形式
平面計画等とレンタブル比
コアプランとエレベーター計画
ホテルの構成と面積配分
客室の計画
その他の計画（エントランスホール、フロント、レストラン・宴会場、エレベーター等）

劇場のジャンルによる分類
劇場の舞台と客席の関係による分類
客席、その他の計画
事務所の実例
ホテルの実例
劇場の実例

建築計画の基礎知識がある
商業建築計画の基礎知識がある
公共建築計画の基礎知識がある
貸事務所の構成と賃貸形式とは何かを理解している
平面計画等とレンタブル比とは何かを理解している
コアプランとエレベーターはどのように計画するのかを理解している
ホテルの構成と面積配分はどのように計画するのかを理解している
客室はどのように計画するのかを理解している
ホテルの客室以外はどのように計画するのかを理解している
劇場はジャンルによってどのように分類されるかを理解している
劇場は舞台と客席の関係によってどのように分類されるかを理解している
客席、その他はどのように計画するのかを理解している
日本と海外における事務所の代表例は何かを理解している
日本と海外におけるホテルの代表例は何かを理解している
日本と海外における劇場の代表例は何かを理解している

事務所はどのように
計画するのか？

ホテルはどのように
計画するのか？

劇場はどのように
計画するのか？

商業建築にはどのような
代表的な実例があるか？

各回ごとの本質的な問い 授業内容 スキル

必 /選 教員 履修学年 履修学期

1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3

授業ごとの
「本質的な問い」

「スキル」は「本質的な問い」を
「～できる」「～理解する」
と表現する。

「スキル」を持っていることが、
「永続的な理解」である。

専門職教育
（建築）全体の
「本質的な問い」

■モデルカリキュラム【建築】 （P.15、16）
　 「本質的な問い」 ＝ 建築とは何か？

■科目横断的な 15 のグループ（P.13）

■シラバス（P.14）

「スキル」とは
「わかる」「できる」と表現できる
　基本姿勢（Mind）
　知識（Knowledge）
　技術・技能（Skill）
であり、「コンピテンシー」と等しい

授業の中の
３つのスキル

科目ごとの
包括的な

「本質的な
問い」

専門職教育
（建築）

の横断的な
「本質的な

問い」

専門職教育
（建築）
全体の

「本質的な
問い」

専門職教育
（建築）の
横断的な

「本質的な問い」

科目ごとの
包括的な

「本質的な問い」

授業ごとの
トピック的な

「本質的な問い」
とスキル（理解）

スキル・マトリックス

「本質的な問い」の入れ子構造

The model curriculum is a blend of two approaches: it applies the Understanding by Design 
(UbD) approach to curriculum design – which began in elementary education — to professional 
education, while simultaneously developing subjects based on the systematization of skills 
(competencies).
The curriculum was reverse-engineered on the basis of these competencies (skills).
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13

カリキュラム開発の考え方②
Approaches to Curriculum Design (2)

カリキュラム開発の特色は
①科目どうしを横断的に関連づけた「まとまり」にテーマを与え「本質的な問い」を設定した
②各科目および全科目のスキルを体系化してスキル・マトリックスに整理した
　ことである。

モデルカリキュラムは、全体として「建築とは何か？」という本質的な問いに答える設定をしている。
さらに、科目の関連をすすめ、グループ化を具体的に行なうと、15の科目横断的な本質的な問いが浮かび上がってくる。このまとまりでの科
目融合授業を設定し、実施する。

「専門職教育（建築）」カリキュラムにおける横断的な「本質的な問い」

専門職教育（建築）全体の「本質的な問い」：0　建築とは何か？

情報としての
建築とは何か？

1
建築を知るとは
どういうことか？

2
建築はどのように
生産するのか？

10
建設技術者に必要な
専門力とは何か？

12

建築に必要な
リベラル・アーツ
（一般教養）とは
何か？

4
建築に必要な
人間力とは何か？

3
環境と共生した住宅は
どのように計画
するのか？

9
建設プロジェクトは
どのようにマネジメント
するのか？

14

都市的視点を
持っていかに
建築を計画
するのか？

11

環境・人間等を
考えた建築は
どのように計画
するのか？

7

建築における
ものづくり
とは何か？

6

プロジェクトを
まとめあげる
専門力とは
何か？

13

建築空間
はどのように
表現するの
か？

8

職業として
の建設技術者
とは何か？

15

空間は
どのように
認識するのか？

5
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■シラバス（環境工学）

■スキル・マトリックス（環境工学） ■全科目のスキル・マトリックス

14

The characteristic features of the curriculum design are as follows:
(1)  A unit called Essential Questions was established, by giving a themed Conclusions session 

that sought to link each subject to the others in an interdisciplinary way; and
(2)  The skills cultivated by each subject and by all subjects were systematized and summarized 

in a skill matrix.

科　目　名 必/選 教員 履修学年 履修学期 時間数（単位）
環境工学 必修

本質的な問い 建築にとって環境とは何か　?

タイトル 各回ごとの本質的な問い 授業内容 スキル

スキルマトリクス
における位置と

スキルレベル（Ｌ） 評価方法

X Ｙ Ｌ

1 環境工学の基礎知識 環境工学をどのように学ぶのか ?
1 環境工学の概要 1 環境工学の概要を理解している 3 2 3

小テスト2 気温 2 気温とは何かを理解している 3 2 3
3 湿度 3 湿度とは何かを理解している 3 2 3

2 室内環境 室内の快適性は
どのようにつくるのか ?

1 温熱要素 1 温熱要素とは何かを理解している 3 2 3
小テスト2 温熱指標 2 温熱指標とは何かを理解している 3 2 3

3 局所不快感 3 局所不快感とは何かを理解している 3 2 3

3 換気 換気どのように計画するのか ?
1 自然換気 1 自然換気とは何かを理解している 3 2 3

小テスト2 機械換気 2 機械換気とは何かを理解している 3 2 3
3 必要換気量 3 必要換気量をどのように計画するのかを理解している 3 2 3

4 伝熱 熱はどのように伝わるのか ?
1 伝熱 1 伝熱とは何かを理解している 3 2 3

小テスト2 壁体の伝熱 2 壁体の伝熱とは何かを理解している 3 2 3
3 伝熱の指標 3 伝熱の指標とは何かを理解している 3 2 3

5 結露・断熱性・熱容量 結露の原因は何か ?
1 結露現象 1 結露現象がどのように起きるのかを理解している 3 2 3

小テスト2 断熱性 2 断熱性とは何かを理解している 3 2 3
3 熱容量 3 熱容量とは何かを理解している 3 2 3

6 日照・日影・日射 太陽光を
どのように把握するのか ?

1 太陽の位置・軌道 1 太陽の位置・軌道の関係を理解している 3 2 3
小テスト2 日照・日影 2 日照・日影とは何かを理解している 3 2 3

3 日射 3 日射とは何かを理解している 3 2 3

7 熱シミュレーション演習　1 熱はどのように
シミュレーションするのか ?

1
熱シミュレーション演習

1 日射量とは何かを理解している 3 6 3
パフォーマンス評価2 2 表面温度のシミュレーションができる 4 7 3

3 3 MRT（平均放射温度）のシミュレーションができる 4 6 4

8 採光 室内をどのように明るくするのか ?
1 採光 1 採光とは何かを理解している 4 2 3

小テスト2 測光量 2 測光量とは何かを理解している 4 2 3
3 昼光 3 昼光とは何かを理解している 4 2 3

9 照明 快適な明るさはどのように計画するのか ?
1 照明方式 1 照明方式にどのような種類があるかを理解している 4 2 3

小テスト2 光源の特徴 2 光源の特徴どのような種類があるかを理解している 4 2 3
3 照明計画 3 照明計画どのようにするのかを理解している 4 2 3

10 色彩 快適な色とは何か ?
1 色彩の種類 1 色彩の種類を理解している 4 2 3

小テスト2 色彩の表示 2 色彩の表示を理解している 4 2 3
3 色彩の心理効果 3 色彩の心理効果とは何かを理解している 4 2 3

11 音響 音をどのように把握するのか ?
1 音波 1 音波とは何かを理解している 4 2 3

小テスト2 音の物理量 2 音の物理量とは何かを理解している 4 2 3
3 音の感覚的な性質 3 音の感覚的な性質とは何かを理解している 4 2 3

12 地球環境 地球環境と熱・エネルギーとの関係は何か?
1 地球温暖化 1 地球温暖化とは何かを理解している 4 2 3

小テスト2 オゾン層の破壊 2 オゾン層の破壊がどのように発生するのかを理解している 4 2 3
3 環境影響の評価手法 3 環境影響の評価手法を理解している 4 2 3

13 都市環境 都市環境と熱・エネルギーとの関係は何か?
1 生活空間の熱環境 1 生活空間の熱環境とは何かを理解している 4 2 3

小テスト2 ヒートアイランド 2 ヒートアイランドとは何かを理解している 4 2 3
3 クールスポット 3 クールスポットをどのように計画するのかを理解している 3 2 3

14 環境の可視化 環境の可視化は
どのように実現されるか ?

1 環境の可視化とは 1 環境の可視化とは何かを理解している 3 2 4
小テスト2 表面温度の可視化1 2 表面温度の可視化がどのように行われるのかを理解している 3 2 4

3 表面温度の可視化2 3 表面温度の可視化がどのように行われるのかを理解している 3 2 4

15 熱シミュレーション演習　2 熱はどのように
シミュレーションするのか ?

1
熱シミュレーション演習

1 表面温度とは何かを理解している 3 2 3
パフォーマンス評価2 2 HIP（ヒートアイランドポテンシャル）とは何かを理解している 3 2 3

3 3 HIPのシミュレーションができる 4 2 4

A 　わかる（理解する） B 　できる（活用する） スキルレベル

※レベル３は
　二級建築士
　に相当

X1
①－１

基本姿勢
がある

X2
①－２

基本知識を
持っている

X3
②専門知識を分かる 

（事実的知識を
持っている）

X4
③専門知識を応用

できる（転移可能な
概念を持っている）

X5
④考える

（思考する／
判断する）

X6
⑤

表現する

X7
⑥

応用する
連携する

学
習
領
域

専
門
分
野

Y1
計画

レベル5
レベル4
レベル3

Y2
環境・設備

レベル5
X3-Y2-L4 X4-Y2-L4 レベル4
X3-Y2-L3 X4-Y2-L3 レベル3

Y3
法規

レベル5
レベル4
レベル3

Y4
構造

レベル5
レベル4
レベル3

Y5
施工

レベル5
レベル4
レベル3

職
業
専
門
科
目

Y6
専門＋α

クロッシングテクノロジー

レベル5
X4-Y6-L4 レベル4

X3-Y6-L3 レベル3

Y7
ＢＩＭ

レベル5
レベル4

X4-Y7-L3 レベル3

Y8
設計

レベル5
レベル4
レベル3

基
礎
科
目

Y9
基礎

レベル5
レベル4
レベル3

A 　わかる（理解する） B 　できる（活用する） スキルレベル

※レベル３は
　二級建築士
　に相当

X1
①－１

基本姿勢
がある

X2
①－２

基本知識を
持っている

X3
②専門知識を分かる 

（事実的知識を
持っている）

X4
③専門知識を応用

できる（転移可能な
概念を持っている）

X5
④考える

（思考する／
判断する）

X6
⑤

表現する

X7
⑥

応用する
連携する

学
習
領
域

専
門
分
野

Y1
計画 X1-Y1-L1L2 X2-Y1-L1L2

レベル5
X3-Y1-L4 X4-Y1-L4 レベル4
X3-Y1-L3 レベル3

Y2
環境・設備 X1-Y2-L1L2 X2-Y2-L1L2

X3-Y2-L5 X4-Y2-L5 レベル5
X3-Y2-L4 X4-Y2-L4 X5-Y2-L4 レベル4
X3-Y2-L3 X4-Y2-L3 レベル3

Y3
法規 X1-Y3-L1L2 X2-Y3-L1L2

レベル5
X3-Y3-L4 レベル4
X3-Y3-L3 レベル3

Y4
構造 X1-Y4-L1L2 X2-Y4-L1L2

レベル5
X3-Y4-L4 X4-Y4-L4 X5-Y4-L4 X6-Y4-L4 レベル4
X3-Y4-L3 X4-Y4-L3 X5-Y4-L3 レベル3

Y5
施工 X1-Y5-L1L2 X2-Y5-L1L2

X5-Y5-L5 レベル5
X3-Y5-L4 X4-Y5-L4 X5-Y5-L4 レベル4
X3-Y5-L3 X4-Y5-L3 X5-Y5-L3 X7-Y5-L3 レベル3

職
業
専
門
科
目

Y6
専門＋α

クロッシングテクノロジー
X1-Y6-L1L2 X2-Y6-L1L2

レベル5
X4-Y6-L4 レベル4

X3-Y6-L3 X4-Y6-L3 レベル3

Y7
ＢＩＭ X1-Y7-L1L2 X2-Y7-L1L2

X3-Y7-L5 X4-Y7-L5 X5-Y7-L5 レベル5
X3-Y7-L4 X4-Y7-L4 X5-Y7-L4 X6-Y7-L4 X7-Y7-L4 レベル4
X3-Y7-L3 X4-Y7-L3 X5-Y7-L3 X6-Y7-L3 X7-Y7-L3 レベル3

Y8
設計 X1-Y8-L1L2 X2-Y8-L1L2

レベル5
X3-Y8-L4 レベル4
X3-Y8-L3 X4-Y8-L3 レベル3

基
礎
科
目

Y9
基礎 X1-Y9-L1L2 X2-Y9-L1L2

レベル5
X3-Y9-L4 X4-Y9-L4 X5-Y9-L4 レベル4
X3-Y9-L3 X5-Y9-L3 X7-Y9-L3 レベル3
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職 業 専 門 科 目

 

Ｙ
1
 

計
画

 

Ｙ
2
 

環
境

・設
備

 

Ｙ
3
 

法
規

 

Ｙ
4
 

構
造

 

Ｙ
5
 

施
工

 

Ｙ
6
 

Ｂ
ＩＭ

 

Ｙ
7
 

設
計

 

展 開 科 目

 

Ｙ
8
 

ク
ロ

ッ
シ

ン
グ

・
テ

ク
ノ
ロ

ジ
ー

 
・ 

建
設

基
礎

 

基 礎 科 目

 

Ｙ
9
 

基
礎

 

 

後
期

 

（4
年

間
を

総
合

す
る

） 

修
了

研
究

 
 ～

 「
○

○
ス

タ
ジ

オ
」 

 
 

 
 

 
教

員
2

名
 

（メ
イ

ン
＋

サ
ブ

） 

ご
と

の
ゼ

ミ
制

 

総
合

科
目

 

  基
本

（ス
ケ

ー
ル

・ 
モ

ジ
ュ

ー
ル

・
空

間
） 

    

  

●
分

野
の

分
類

 
前

期
（
1
・
2

年
） 

Ｂ Ｉ Ｍ ス タ ジ オ

 

後
期

（3
・4

年
） 

 

 

 

 

＜
1

年
＞

 
＜

2
年

＞
＜

3
年

＞
＜

4
年

＞
 

 

  

 建
築

計
画

 

建
築

 
史

 

 

環
境

・
設

備
 

法
規

 

一
般

構
造

 

構
造

力
学

 

建
築

生
産

/
積

算
 

材
料

 
測

量
 

  

二
級

 

建
築

士
 

試
験

対
策

 

 
建

築
計

画
 

3
D
 （

B
IM

）
 モ

デ
ル

 ○
B

 

 
構

造
力

学
 

構
造

 
シ

ミ
ュ

 
レ

ー
 

シ
ョ
ン

 

計
画

 
シ

ミ
ュ

 
レ

ー
 

シ
ョ
ン

 

 
設

備
 

 
都

市
計

画
 

都
市

 
シ

ミ
ュ

 
レ

ー
 

シ
ョ
ン

 

環
境

 
シ

ミ
ュ

 
レ

ー
 

シ
ョ
ン

 

 

前
期

の
 

修
了

研
究

 
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

  前
期

修
了

 
時

点
で

 
2

級
建

築
士

 
受

験
資

格
 

取
得

 
総

合
科

目
 

広
域

性
 

（道
・ま

ち
・都

市
） 

■
テ

ー
マ

（例
）

社
会

性
 

（福
祉

・保
育

・健
康

）

 
B
IM

3
 

 環
境

 
（光

・熱
・住

居
） 

 分
野

横
断

的
な

テ
ー

マ
を

設
定

し
て

、
 

テ
ー

マ
に

そ
っ

た
課

題
を

つ
く
る

 
 

用
途

を
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

す
る

や
り
方

は
し

な
い

 

●
設

計
 

ス
ケ

ッ
チ

・エ
ス

キ
ス

 
手

を
動

か
す

 も
の

 
づ

く
り
 

統
計

学
 

B
IG

 
D
A
T
A
 

映
像

 
ゲ

ー
ム

 
V
R
 

   分
野

横
断

型
 

ケ
ー

ス
メ

ソ
ッ

ド
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
Ⅰ

 

 分
野

横
断

型
 

ケ
ー

ス
メ

ソ
ッ

ド
プ

ロ
ジ

ェ
ク

トⅡ

展
開

科
目

 
 

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

 
  
―

―
 臨

地
実

務
実

習
 

 
―

―
 連

携
実

務
実

習
 等

ジ
ェ

ネ
リ
ッ

ク
ス

キ
ル

の
教

育

職
業

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
 ＋

 一
般

教
養

  
 情

報
1
、

情
報

2
、

技
術

史
、

科
学

史
、

思
想

史
、

哲
学

、
世

界
史

、
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

語
学

（
英

語
、
1
～

4
）
、
心

理
学

、
美

学
、
芸

術
学

・・
・ 

総
合

性
（人

・ 
 

か
ね

・も
の

・情
報

）

シ
ミ
ュ

 
レ

ー
 

シ
ョ
ン

 

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
 

Ⅰ
 

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
 

Ⅱ
 

エ ド テ ッ ク

 

 
 

 

 

 

モ
デ

ル
を

活
用

し
て

 
各

科
目

を
つ

な
げ

る
 

3
D
 （

B
IM

）
 モ

デ
ル

 ○
A

 

 
歴

史
 

的
 

構
造

 

 

計
画 ・ 

施
行

シ
ミ
ュ

レ
ー

 
シ

ョ
ン

 

日
影

 
・ 

日
射

 

デ
ィ

テ
ー

ル
 

の
 

可
視

 
化

 

分
野

 
ご

と
の

 
シ

ミ
ュ

 
レ

ー
 

シ
ョ
ン

 

B
IM

1
 

B
IM

2
 

 

ア
ド
バ

ン
ス

トコ
ー

ス
 

 ●
職

業
専

門
科

目
 

を
軸

に
し

た
 

上
級

実
践

コ
ー

ス
 

 
―

―
 バ

イ
オ

ク
ラ

イ
マ

テ
ィ

ッ
ク

 
 
 
 
 
コ

ー
ス

 

 
―

―
 …

 

 ●
展

開
科

目
 

を
軸

に
し

た
 

上
級

実
践

コ
ー

ス
 

 
―

―
 防

災
・ま

ち
づ

く
り
コ

ー
ス

 
 ―

―
 グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

コ
ー

ス
 

 ―
―

 Ｂ
ＩＭ

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
 

コ
ー

ス
 

 ―
―

 Ｂ
ＩＭ

 Ｖ
Ｒ

コ
ー

ス
 

 ―
―

 …
 

  ●
総

合
科

目
 

 
 を

軸
に

し
た

 

上
級

実
践

コ
ー

ス
 

 
―

―
 Ｂ

ＩＭ
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
 

コ
ー

ス
 

 
―

―
 …
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■
 
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

の
中

核
的

専
門

人
材

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

ス
キ

ル
・
マ

ト
リ
ッ

ク
ス

 （
講

座
単

位
の

ラ
ー

ニ
ン

グ
・
ア

ウ
ト
カ

ム
）
 の

背
景

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
             

 
                      

 

●
目

的
 ―

―
 建

築
分

野
で

学
ぶ

べ
き

こ
と

に
は

ど
の

よ
う

な
 

 
 

 
 

 
「

領
域

」
が

あ
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

「
領

域
」

で
は

 
ど

の
よ

う
な

「
ス

キ
ル

」
が

必
要

で
、

 
そ

の
「

ス
キ

ル
」

に
は

ど
の

よ
う

な
レ

ベ
ル

が
 

あ
る

の
か

を
表

現
す

る
。

シ
ラ

バ
ス

の
ス

キ
ル

 
リ

ス
ト

と
ペ

ア
に

し
て

整
理

す
る

 

 ●
本

事
業

で
は

、
ス

キ
ル

・
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
を

さ
ら

に
整

理
し

た
も

の
を

 
ス

キ
ル

・
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
と

呼
ん

で
い

る
。

 
（

た
だ

し
、

ス
キ

ル
・

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

お
よ

び
ス

キ
ル

・
マ

ッ
プ

な
ど

の
 

用
語

定
義

は
一

律
で

は
な

い
）

 
  

 ●
非

認
知

ス
キ

ル
に

特
化

し
た

R
ub

ri
c、

P
R
O
G

が
あ

る
 

 

 

●
モ

デ
ル

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
 

 
 育

成
す

る
の

は
以

下
の

能
力

 
を

持
つ

人
材

で
あ

る
 

育
成

す
る

人
材

像
 

 ●
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
コ

ー
ス

な
ど

、
一

定
期

間
終

了
時

に
 

期
待

さ
れ

る
成

果
を

言
明

し
た

も
の

 
  
 

 
 

 

 
 

 
 ■

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

 

―
―

 卒
業

認
定

・
学

位
授

与
の

方
針

 
 

・
各

大
学

、
学

部
・

学
科

等
の

教
育

 
理

念
に

基
づ

き
、

 
ど

の
よ

う
な

力
を

身
に

付
け

た
者

 
に

卒
業

を
認

定
し

、
学

位
を

授
与

 
す

る
の

か
を

定
め

る
基

本
的

な
 

方
針

で
あ

り
、

学
生

の
学

修
成

果
 

の
目

標
と

な
る

も
の

 
 ・

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
育

成
す

る
人

物
 

像
を

知
識

・
能

力
等

で
総

合
的

に
 

表
現

す
る

 

   
 

  
・

 

  
 

  

 

ス
キ

ル
・
マ

トリ
ッ

ク
ス

に
 

よ
る

見
え

る
化

 

非
認

知
ス

キ
ル

の
記

述
・育

成
・評

価
 

 
 ●

以
下

の
手

順
で

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
編

成
を

行
っ

た
 

 
 
 
 

  
 
 ①

 育
成

す
る

人
材

像
の

設
定

 
 
 
 

  
 
 ②

 
ス

キ
ル

の
抽

出
 

   
 
 ③

 
ス

キ
ル

の
分

類
 

 
 
 
 
  

分
類

・
ユ

ニ
ッ

ト化
 
 

 
積

み
上

げ
 

 
 

 
ス

キ
ル

・マ
トリ

ッ
ク

ス
に

よ
る

整
理

 

（ス
コ

ー
プ

） 
 

 
  

（シ
ー

ク
エ

ン
ス

） 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
  

   
 
 ④

 カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
編

成
 

 
 
 
 
 
 （

設
計

＝
デ

ザ
イ

ン
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
編

成
の

基
本

フ
ロ

ー
 

ラ
ー

ニ
ン

グ
・ア

ウ
トカ

ム
（学

習
成

果
） 

ス
キ

ル
・マ

トリ
ッ

ク
ス

の
目

的
・構

成
・意

義
 

 
学

習
者

が
 

―
―

 知
り

 
―

―
 理

解
し

 
―

―
 行

い
 

―
―

 実
演

で
き

る
こ

と
 

「ス
キ

ル
」関

連
用

語
の

整
理

 

  

ス
キ

ル
・

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

は
、

 
体

系
化

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
 

よ
っ

て
教

え
る

内
容

を
、

 
 

要
素

に
分

け
て

詳
細

に
記

述
し

た
「

ス
キ

ル
」

で
組

立
て

た
も

の
 

で
あ

り
、

育
て

る
人

材
の

能
力

 
を

具
体

的
に

表
現

す
る

 

 ■
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
 

―
―

 入
学

者
受

入
れ

の
方

針
 

 
・

各
大

学
、

学
部

・
学

科
等

の
教

育
理

念
、
 

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

、
カ

リ
キ

ュ
 

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

く
教

育
内

容
 

等
を

踏
ま

え
、

ど
の

よ
う

に
入

学
者

を
 

受
け

入
れ

る
の

か
を

定
め

る
基

本
的

な
 

方
針

で
あ

り
、

受
け

入
れ

る
学

生
に

求
 

め
る

学
習

成
果

（
「

学
力

の
3

要
素

 」
 

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

な
成

果
を

求
め

る
 

の
か

）
を

示
す

も
の

 
 ＊

学
力

の
3

要
素

 
 

①
 
知

識
・

技
能

 
 

②
 
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

 等
 

 
③

 
主

体
性

を
持

っ
て

多
様

な
人

々
と

協
働

し
て

 
学

ぶ
態

度
 

 ■
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

ポ
リ

シ
ー

 
―

―
 教

育
課

程
編

成
・

実
施

の
方

針
 

 
・

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

達
成

の
 

た
め

に
、

ど
の

よ
う

な
教

育
課

程
を

 
編

成
し

、
ど

の
よ

う
な

教
育

内
容

・
 

方
法

を
実

施
し

、
学

修
成

果
を

ど
の

 
よ

う
に

評
価

す
る

の
か

を
定

め
る

 
基

本
的

な
方

針
 

 [K
e
y
 W

o
rd

s]
 

―
―

 教
育

課
程

編
成

  
―

―
 学

修
方

法
・

学
修

過
程

の
明

示
  

―
―

 学
修

成
果

の
評

価
 
 

―
―

 能
動

的
学

修
の

充
実

 
 

 

●
構

成
①

 
 
――

 縦
軸

（
Y

軸
）

～
学

習
領

域
の

分
類

 
 

 
 

専
門

分
野

、
統

合
演

習
分

野
、

専
門

基
礎

分
野

、
そ

の
他

、
に

分
類

す
る

 
 
――

 横
軸

（
X

軸
）

～
ス

キ
ル

の
分

類
 

 
 

 
□0

基
本

姿
勢

、
□1

考
え

る
、

□2
表

現
す

る
、

□3
伝

え
る

、
□4

連
携

す
る

、
に

分
類

す
る

 
 

ス
キ

ル
分

類
の

記
述

は
、

演
習

系
と

座
学

系
で

表
現

 
を

変
え

る
 

 
――

 達
成

度
の

レ
ベ

ル
を

示
す

 
レ

ベ
ル

1
・

2
 ～

 基
礎

的
ス

キ
ル

 
レ

ベ
ル

3
 

 
～

 二
級

建
築

士
の

能
力

に
相

当
レ

ベ
ル

4
・

5
 ～

 二
級

建
築

士
よ

り
高

度
 

 ●
構

成
②

 
――

 ス
キ

ル
・

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

に
は

 
「

個
別

科
目

の
ス

キ
ル

・
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
」

と
 

「
全

科
目

を
統

合
し

た
ス

キ
ル

・
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
」

 
が

あ
る

 
 
――

 ス
キ

ル
・

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

は
シ

ラ
バ

ス
で

ス
キ

ル
 

を
整

理
す

る
こ

と
と

並
行

し
て

構
成

す
る

。
 

 
 

 
 

各
科

目
は

原
則

1
コ

マ
9
0

分
×

1
5

回
と

し
、

 
1

コ
マ

の
中

で
1
～

3
の

修
得

す
べ

き
こ

と
 

＝
ス

キ
ル

を
抽

出
す

る
 

 
●

意
義

 
 
――

 修
得

す
る

ス
キ

ル
を

整
理

す
る

こ
と

で
、

 
育

て
る

人
材

を
リ

ア
ル

に
示

す
こ

と
が

で
き

る
 

 
――

 学
生

は
客

観
的

な
視

座
か

ら
自

己
の

レ
ベ

ル
を

 
知

る
こ

と
が

で
き

る
 

 
――

 教
員

ご
と

に
授

業
内

容
が

異
な

っ
て

も
、

 
ア

ウ
ト

カ
ム

を
共

有
す

る
こ

と
で

差
を

な
く

せ
る

 
 

＊
 

・
教

育
設

計
図

 

・
シ

ラ
バ

ス
/
コ

マ
シ

ラ
バ

ス
 

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

マ
ッ

プ
 

・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ

 
 

 
 

 
 

 
 

■
モ

デ
ル

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

 

の
3

つ
の

特
色

 
 

  
  

□1
B
IM

に
よ

る
科

目
関

連
付

け
と

 
見

え
る

化
 

□2
ク

ロ
ッ

シ
ン

グ
・

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

 

の
設

定
 

□3
ス

キ
ル

・
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
 

に
よ

る
ス

キ
ル

の
積

み
上

げ
 

・
見

え
る

化
 

人
間

力
（

非
認

知
ス

キ
ル

）
 

＋
 

専
門

力
 

＋
 

「
＋

α
の

ス
キ

ル
」

 
＝

ク
ロ

ッ
シ

ン
グ

・
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー

実
践

力
と

創
造

力
を

併
せ

持
つ

 
専

門
職

人
材

 

モ
デ

ル
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

特
色

 

・
ス

コ
ー

プ
（

範
囲

）
 

 
[ス

キ
ル

の
分

類
・

ユ
ニ

ッ
ト

化
] 

 ・
シ

ー
ク

エ
ン

ス
（

系
列

）
 

 
[ス

キ
ル

の
積

み
上

げ
] 

 ・
ラ

ン
ド

ス
ケ

ー
プ

（
俯

瞰
）

 
 

「
全

科
目

を
統

合
し

た
 

ス
キ

ル
・

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

」
 

に
バ

ラ
ン

ス
よ

く
ス

キ
ル

が
 

配
置

さ
れ

る
こ

と
で

、
 

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
総

合
的

 
妥

当
性

が
う

ら
づ

け
ら

れ
る

 

測
定

や
評

価
が

可
能

な
も

の
 

 
学

習
者

が
獲

得
す

べ
き

 
―

―
 知

識
 

―
―

 ス
キ

ル
 

―
―

 態
度

 
な

ど
で

示
さ

れ
る

 

学
習

者
に

と
っ

て
 

意
味

の
あ

る
内

容
 

 具
体

的
 

 一
定

の
期

間
内

で
 

達
成

可
能

 
 

 ■
R
ub

ri
c 

(ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

) 
 

・
学

習
到

達
度

を
 

 
示

す
評

価
基

準
を

、
 

 
観

点
と

尺
度

か
ら

 

 
な

る
表

と
し

て
 

示
し

た
も

の
。

 
評

価
を

レ
ベ

ル
で

 

示
す

。
 

 
 

 ■
P
R
O
G
(河

合
塾

) 
 

 
・

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

ス
キ

ル
 

（
非

認
知

ス
キ

ル
）

 
の

客
観

的
測

定
と

 

育
成

す
る

た
め

の
 

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

 

・
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
ス

キ
ル

 

を
「

リ
テ

ラ
シ

ー
」

 
 と

｢コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
｣ 

に
分

類
。

評
価

を
5
～

7
 

の
レ

ベ
ル

で
示

す
 

 「
リ

テ
ラ

シ
ー

」
の

 
―

―
 
実

行
力

 

―
―

 
表

現
力

 

に
つ

い
て

は
、

 
「

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

」
 

を
用

い
た

 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
 

評
価

が
適

し
て

い
る

 

（
P
R
O
G
）

 
  

 

 

■
ス

キ
ル

・
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
 

 ・
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

な
人

材
を

 

効
果

的
に

育
成

す
る

た
め

の
基

盤
 

と
し

て
、

求
め

ら
れ

る
ス

キ
ル

を
 

具
体

的
に

示
し

、
体

系
化

し
た

も
の

 

■
ス

キ
ル

・
マ

ッ
プ

 
 ・

ス
キ

ル
・

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

 

（
ス

キ
ル

・
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
）

に
も

と
づ

き
、

 

専
攻

分
野

等
別

に
 

人
材

が
獲

得
す

る
べ

き
 

ス
キ

ル
の

一
覧

を
記

述
 

し
た

も
の

 

 
 

 

ほ
ぼ

同
じ

考
え

方
 

参
考

 
 

 大
学

に
お

け
る

 
3

つ
の

ポ
リ

シ
ー

 

全
体

的
 ―

―
直

接
的

 
要

素
的

―
―

直
接

的

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
・

ポ
リ

シ
ー

仕
事

力
 

リ ニ ア で は な い

 

 
■

ス
キ

ル
・

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

 
 

・
下

記
に

加
え

、
 

ス
キ

ル
の

分
類

を
詳

細
に

し
、

 

ス
キ

ル
ご

と
の

レ
ベ

ル
を

 

明
確

に
し

て
い

る
 

■
ス

キ
ル

 
 ・

修
得

す
べ

き
こ

と
を

 

「
○

○
を

理
解

で
き

る
」

 

「
○

○
が

で
き

る
」

な
ど

 

と
表

わ
す

 

・
到

達
目

標
の

設
定

で
も

あ
る

 

・
基

本
姿

勢
（

M
in
d
）

 

知
識

（
K
no

w
le

d
g
e
）

 

技
術

・
技

能
（

S
k
ill
）

 

に
分

類
で

き
る

 

 
 

非
認

知
 

ス
キ

ル
 

 
―

 基
本

姿
勢

 
 （

M
in
d）

 

認
知

ス
キ

ル
 

＋
 

非
認

知
ス

キ
ル

 
  

―
 基

本
姿

勢
（

M
in
d
）

 
―

 知
（

K
no

w
le

d
g
e
）

 
―

 技
術

・
技

（
S
k
ill
）

 

＊
ス

キ
ル

の
分

類
は

 
最

終
的

に
単

純
化

・
 

再
構

成
し

た
 

27



■
 平

成
2
9

年
度

 文
部

科
学

省
委

託
事

業
 社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
 

ス
キ

ル
・マ

トリ
ッ

ク
ス

・シ
ー

トの
解

説
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
             

 
                        

＊
演

 ―
 は

演
習

系
 

座
 ―

 は
座

学
系

を
表

す
 

 姿 勢 ・ 知 識

 ０

 

基 本

 

X
 

1
 

基
本

姿
勢

が
あ

る
 

ル
ー

ル
を

守
る

、
学

習
意

欲
が

あ
る

、
向

上
心

が
あ

る
、

な
ど

 
レ ベ ル

 

・

  

X
 

2
 

基
本

知
識

を
持

っ
て

い
る

 
中

学
・

高
校

で
身

に
つ

け
る

必
要

の
あ

る
基

礎
学

力
が

あ
る

 

① 考 え る

 

X
 

3
 

テ
ー

マ
を

理
解

で
き

る
 

科
目

で
身

に
つ

け
た

い
内

容
が

何
か

わ
か

る
 

レ ベ ル

 

・

 

・

            

＊ レ ベ ル

 

は 二 級 建 築 士 に 相 当

 

X
 

4
 

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
 

科
目

の
内

容
に

興
味

を
持

ち
、

調
べ

、
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る

 X
 

5
 

演
計

画
・

設
計

が
 

で
き

る
 

課
題

が
求

め
て

い
る

内
容

を
理

解
し

、
解

答
を

総
合

的
に

み
ち

び
き

 

出
す

こ
と

が
で

き
る

 

座
他

の
科

目
と

の
関

連
性

 

を
理

解
で

き
る

 

当
該

科
目

の
内

容
と

関
連

し
て

い
る

他
科

目
の

内
容

を
発

見
し

、
 

結
び

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
 

② 表 現 す る

 

X
 

6
 

文
章

・
数

式
で

表
現

で
き

る
 

理
解

し
た

こ
と

、
自

分
の

考
え

な
ど

を
文

章
や

数
式

で
表

現
で

き
る

 

 X
 

7
 

演
2

次
元

で
表

現
で

き
る

 
ス

ケ
ッ

チ
、

図
面

な
ど

を
考

え
な

が
ら

作
成

で
き

る
 

 

座
図

・
表

・
チ

ャ
ー

ト
が

 

描
け

る
 

科
目

に
関

係
す

る
図

、
チ

ャ
ー

ト
、

フ
ロ

ー
図

な
ど

を
考

え
な

が
ら

 

ま
と

め
る

こ
と

が
で

き
る

 

 X
 

8
 

演
3

次
元

、
４

次
元

で
 

表
現

で
き

る
 

模
型

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

ソ
フ

ト
な

ど
を

使
っ

て
、

立
体

を
考

え
 

（
さ

ら
に

時
間

の
考

え
方

も
加

え
）

な
が

ら
つ

く
る

こ
と

が
で

き
る

 

座
学

習
要

素
の

関
係

を
 

表
現

で
き

る
 

学
ぶ

べ
き

要
素

ど
う

し
の

関
連

性
を

理
解

し
、

チ
ャ

ー
ト

な
ど

に
 

で
き

る
 

③ 応 用 す る

 

 X
 

9
 

演
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

 

が
で

き
る

 

つ
く

っ
た

も
の

の
意

図
、

考
え

て
い

る
内

容
な

ど
を

、
他

人
に

伝
え

る

こ
と

が
で

き
る

 

座
理

解
し

た
内

容
を

 

発
表

で
き

る
 

科
目

で
理

解
し

た
こ

と
、

自
分

の
考

え
な

ど
を

ま
と

め
、

他
人

に
伝

え

る
こ

と
が

で
き

る
 

X
 

1
0

演
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

が
で

き
る

 

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、

他
人

と
共

有
、

議
論

し
、

内
容

を
発

展
で

き
る

 

座
理

解
し

た
内

容
を

 

も
と

に
議

論
で

き
る

 

科
目

の
内

容
に

つ
い

て
、

他
人

と
共

有
し

、
自

分
の

意
見

を
述

べ
て

 

議
論

す
る

こ
と

が
で

き
る

 

X
 

1
1

演
評

価
・

結
果

を
フ

ィ
ー

ド

バ
ッ

ク
で

き
る

 

講
評

の
内

容
を

理
解

し
、

自
分

の
成

果
を

修
正

・
発

展
さ

せ
る

こ
と

 

が
で

き
る

 

座
評

価
を

理
解

し
て

 

修
正

で
き

る
 

指
摘

さ
れ

た
科

目
の

内
容

の
理

解
が

あ
や

ま
っ

て
い

る
点

を
正

し
く

 

修
正

で
き

る
 

④ 連 携 す る

 

X
 

1
2

課
題

解
決

が
で

き
る

 

 

課
題

の
内

容
を

理
解

し
、

リ
サ

ー
チ

→
検

討
→

解
決

が
で

き
る

 

X
 

1
3

共
同

作
業

が
で

き
る

 
複

数
人

で
共

通
の

課
題

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
 

X
 

1
4

協
力

し
て

成
果

が
出

せ
る

 
チ

ー
ム

内
で

の
自

分
の

役
割

を
理

解
し

て
、

役
割

を
は

た
し

、
 

全
員

で
ま

と
め

る
こ

と
に

参
画

で
き

る
 

   

【
学

習
領

域
 ×

 ス
キ

ル
】

 
 学

習
領

域
に

分
類

し
体

系
化

 

し
た

各
科

目
ご

と
に

具
体

的
 

な
ス

キ
ル

を
抽

出
 

 ス
キ

ル
分

類
の

中
の

適
正

な
 

位
置

に
配

置
 

 身
に

つ
け

る
べ

き
資

質
・

能
力

 

の
位

置
づ

け
を

明
確

に
す

る
 

 
 

学
習

す
べ

き
領

域
を

、
そ

の
特

性
の

差
異

を
と

ら
え

て
 

 
5

分
野

に
分

類
す

る
 

①
専

門
分

野
 

計
画

 

環
境

・設
備

 

法
規

 

構
造

 

施
工

 

建
築

士
試

験
の

分
類

に
 

対
応

さ
せ

て
い

る
 

専
門

+
α

 

＝
ク

ロ
ッ

シ
ン

グ
・ 

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

 

他
分

野
と

の
交

差
点

に
 

生
ま

れ
る

技
術

 

②
総

合
演

習
分

野
 

B
IM

 

設
計

 

B
IM

を
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

 

根
幹

に
す

え
、
設

計
を

 

総
合

的
に

学
習

す
る

 

③
専

門
基

礎
分

野
 

建
設

基
礎

 

建
設

人
材

向
上

 

非
認

知
ス

キ
ル

を
中

心
 

に
構

成
 

④
一

般
教

養
 

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト 

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

建
設

分
野

に
か

か
わ

ら
ず

 

必
要

な
実

践
力

 

⑤
外

部
連

携
 

放
送

大
学

 

M
O
O
C

な
ど

 

教
養

科
目

の
拡

充
 

  

科
目

ご
と

の
修

得
す

べ
き

こ
と

 

 

行
動

と
結

果
を

示
す

こ
と

が
で

き
る

内
容

 

 

ス
キ

ル
 

 

を
「

学
習

領
域

」
と

「
ス

キ
ル

分
類

」
の

両
面

か
ら

 

差
異

を
と

ら
え

、
適

正
な

位
置

に
配

置
す

る
こ

と
で

、
 

科
目

及
び

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
特

性
と

バ
ラ

ン
ス

を
 

判
断

す
る

も
の

で
あ

る
 

 

■
参

考
資

料
 

 ●
学

習
指

導
要

領
改

訂
の

視
点

 

  
  

  
 
  

 
  

  
  

  
新

し
い

時
代

に
必

要
と

な
る

資
質

・
能

力
の

育
成

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

①
「

何
を

知
っ

て
い

る
か

、
何

が
で

き
る

か
 

（
個

別
の

知
識

・
技

能
）
」

 

 
  

  
 
  

 
  

  
  

  
 
 ②

「
知

っ
て

い
る

こ
と

・
で

き
る

こ
と

を
ど

う
使

う
か

 

（
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

 等
）
」

 

 
  

  
 
  

 
  

  
  

  
 
 ③

「
ど

の
よ

う
に

社
会

・
世

界
と

関
わ

り
、

よ
り

よ
い

 

人
生

を
送

る
か

（
人

間
性

や
学

び
に

向
か

う
力

 等
）
」

 

出
典

：
教

育
課

程
企

画
特

別
部

会
に

お
け

る
論

点
整

理
に

つ
い

て
 

（
報

告
）

補
足

資
料

（
2
0
1
5

年
8

月
/
文

科
省

）
 

ス
キ

ル
・
マ

トリ
ッ

ク
ス

と
は

 
 【
学

習
成

果
（
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
ア

ウ
ト
カ

ム
）
】
 

 「
学

習
成

果
」
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
コ

ー
ス

な
ど

、
一

定

の
学

習
期

間
終

了
時

に
、

学
習

者
が

知
り
理

解
し

、

行
い

、
実

演
で

き
る

こ
と

を
期

待
さ

れ
る

内
容

を
言

明

し
た

も
の

。
 

「
学

習
成

果
」
は

、
多

く
の

場
合

、
学

習
者

が
獲

得
す

べ
き

知
識

、
ス

キ
ル

、
態

度
な

ど
と

し
て

示
さ

れ
る

。
 

ま
た

そ
れ

ぞ
れ

の
学

習
成

果
は

、
具

体
的

で
、

一
定

の
期

間
内

で
達

成
可

能
で

あ
り
、

学
習

者
に

と
っ

て

意
味

の
あ

る
内

容
で

、
測

定
や

評
価

が
可

能
な

も
の

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

出
典

：「
用

語
解

説
」（

中
教

審
答

申
 2

0
1
2

年
8

月
）

ス
キ

ル
 ～

 分
類

の
解

説
 

  
 

ス
キ

ル
・

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

・
 

シ
ー

ト
の

 

構
成

と
分

類
の

意
図

 

 

科
目

及
び

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
 

特
性

と
バ

ラ
ン

ス
を

 

判
断

す
る

も
の

 

学
習

領
域

 ～
 分

類
の

意
図

 

＝ ＝ 

3 4 51 2 3

28



■
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

の
中

核
的

専
門

人
材

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

 
 

 
 

 
各

科
目

【
可

視
化

講
座

】
の

シ
ラ

バ
ス

を
つ

く
る

手
順

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

          
 

  
 ●

行
動

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ●

概
要

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ●

留
意

点
 

                          

 

 ①
基

礎
か

ら
応

用
へ

（
原

則
論

）
 

②
先

行
さ

せ
た

方
が

全
体

の
 

理
解

度
が

高
ま

る
項

目
を

前
へ

 

 □1
基

本
コ

ン
セ

プ
ト
 

を
整

理
す

る
 

 

 
―

 
誰

（学
年

 
等

）を
対

象
に

 
―

 
ど

こ
に

焦
点

を
あ

て
て

 
―

 
ど

こ
ま

で
教

え
る

べ
き

か
 

を
仮

説
す

る
 

 ①
科

目
目

標
を

設
定

す
る

 
②

科
目

概
要

を
記

述
す

る
 

 

 □2
学

習
項

目
（タ

イ
トル

） 
を

抽
出

し
、

1
5

項
目

 
に

し
ぼ

る
 

 

 
―

 
1
5

項
目

以
上

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

す
る

 
―

 
□1

の
基

本
コ

ン
セ

プ
ト
を

勘
案

し
、

1
5

項
目

 
に

し
ぼ

る
。

特
色

あ
る

項
目

を
2
～

3
採

用
 

す
る

と
、

個
性

あ
る

シ
ラ

バ
ス

と
な

る
 

 ①
1

コ
マ

に
相

当
す

る
学

習
項

目
 

 
 

（
タ

イ
ト
ル

）を
抽

出
す

る
 

②
1
5

コ
マ

分
を

選
別

す
る

 

 

 □3
学

習
の

流
れ

 
=
1
5

コ
マ

の
順

番
 

を
構

成
す

る
 

 

 
―

 
学

生
は

基
礎

と
応

用
の

区
別

が
つ

き
に

く
く
、
 

基
礎

の
段

階
で

学
習

へ
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

 
が

下
が

る
場

合
が

あ
る

 
―

 
ト
ピ

ッ
ク

ス
的

話
題

も
入

れ
て

興
味

を
保

つ
 

 □4
1

コ
マ

を
3

分
割

し
、

 
授

業
内

容
の

 
中

項
目

を
設

定
す

る
 

 

 
―

 
中

項
目

を
さ

ら
に

小
項

目
に

分
け

て
、

 
中

項
目

の
内

容
を

検
討

し
て

お
く
 

 
 

 
→

コ
マ

シ
ラ

バ
ス

の
作

成
時

に
役

立
つ

 

 ①
学

習
項

目
（
タ

イ
ト
ル

）
を

構
成

す
る

 
 
 
 
重

要
な

内
容

を
3

つ
抽

出
す

る
 

②
1

コ
マ

内
の

学
習

の
流

れ
を

考
え

、
 

 
 
中

項
目

の
順

番
を

整
理

す
る

 
 

 □5
学

習
項

目
（タ

イ
トル

） 
ご

と
に

、
身

に
つ

け
る

 
べ

き
ス

キ
ル

を
 

抽
出

す
る

 

 
―

 
小

項
目

に
対

応
さ

せ
た

ス
キ

ル
は

コ
マ

シ
ラ

 
 
 
 
バ

ス
に

表
現

す
る

（
ス

キ
ル

ス
タ

ン
ダ

ー
ド
の

 
下

位
に

位
置

づ
け

る
）
 

―
 
ス

キ
ル

記
号

V
（
v
is

ua
liz

e
)を

加
え

る
 

 ①
授

業
内

容
を

精
査

し
、
中

項
目

に
 

 
 
対

応
し

た
ス

キ
ル

を
抽

出
す

る
 

②
B
IM

に
よ

る
可

視
化

に
よ

っ
て

学
習

効
果

 
が

上
が

る
ス

キ
ル

を
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
す

る
 

 □6
ス

キ
ル

を
マ

ト
リ
ッ

ク
ス

 
上

に
位

置
づ

け
、

 
シ

ラ
バ

ス
全

体
の

 
バ

ラ
ン

ス
を

チ
ェ

ッ
ク

す
る

 
 

 
―

 
ス

キ
ル

レ
ベ

ル
3

は
二

級
建

築
士

に
 

相
当

す
る

 
―

 
マ

ト
リ
ッ

ク
ス

上
で

の
パ

タ
ー

ン
が

科
目

の
 

特
性

を
あ

ら
わ

す
 

 ①
ス

キ
ル

の
レ

ベ
ル

を
設

定
す

る
 

②
科

目
の

特
性

を
見

き
わ

め
、
 

マ
ト
リ
ッ

ク
ス

上
の

バ
ラ

ン
ス

を
判

断
す

る
 

□1
教

科
書

に
採

用
で

き
る

 

 
 

 
 参

考
書

の
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
 

 
 

①
3

種
程

度
を

チ
ェ

ッ
ク

 

 
 

②
特

色
を

把
握

・記
述

 
 

 
③

め
ざ

す
レ

ベ
ル

を
想

定
 

事
前

チ
ェ

ッ
ク

 

 

 
①

履
修

上
の

注
意

・
ア

ド
バ

イ
ス

 /
 ②

教
科

書
･参

考
書

 /
 ③

そ
の

他
使

用
機

材
 等

 /
 ④

評
価

方
法

 /
 ⑤

達
成

度
評

価
 

  

シ
ラ

バ
ス

を
作

る
手

順
 

そ
の

他
 

必
要

事
項

 

■ シ ラ バ ス

 

～

 

環 境 工 学 【 可 視 化 講 座 】

 

～

 

環 境 工 学 【 可 視 化 講 座 】

 

■ ス キ ル ス タ ン ダ ー ド ・ マ ト リ ッ ク ス

 

□2
基

本
要

件
の

確
認

 

 
 

①
9
0

分
授

業
×

１
５
回

で
構

成
 

 
 

②
1

コ
マ

で
学

習
す

べ
き

内
容

は
3

項
目

と
す

る
 

 
③

1
項

目
に

か
け

る
時

間
は

、
お

お
む

ね
3
0

分
 

と
す

る
 

 
・
「
初

め
て

の
建

築
環

境
」
（
学

芸
出

版
）
 

・
「
建

築
環

境
工

学
」
（
市

ヶ
谷

出
版

）
 

・
「
都

市
・
建

築
の

環
境

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

」
（
放

送
大

学
）
 

・
「
環

境
の

可
視

化
」
（
放

送
大

学
）
 

環
境

工
学

の
場

合
 

 
つ

な
げ

る
 

一
般

的
な

あ
り

方
を

知
っ

て
 

■
環

境
工

学
（

可
視

化
授

業
）

の
授

業
内

容
と

修
得

す
る

ス
キ

ル
 

 
 
―

―
9
0

分
×

1
5

回
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
  

 
  

 
  

＊
V

は
B
IM

に
よ

る
可

視
化

を
授

業
内

容
に

含
む

こ
と

を
表

わ
す

 

 
タ

イ
ト

ル
 

授
業

内
容

 
ス

キ
ル

 
ス

キ
ル

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

に
お

け
る

位
置

と
ス

キ
ル

レ
ベ

ル
（

L
）

 

1
環

境
工

学
の

 

概
要

、
気

候
 

1
 

環
境

工
学

の
概

要
 

環
境

工
学

の
基

礎
知

識
が

あ
る

 
X
2
-
Y
2
-
L
1
 

2
 

気
温

 
環

境
工

学
の

基
礎

知
識

が
あ

る
 

X
2
-
Y
2
-
L
2
 

3
 

湿
度

 

2
人

体
と

熱
環

境
 

 

1
 

人
体

ま
わ

り
の

熱
収

支
 

人
体

ま
わ

り
の

熱
収

支
を

理
解

で
き

る
 

X
3
-
Y
2
-
L
3
 

2
 

人
体

と
気

象
条

件
1
 

3
 

人
体

と
気

象
条

件
2
 

3
太

陽
位

置
と

 

日
照

、
日

射
 

1
 

太
陽

高
度

 
太

陽
高

度
、

日
照

、
日

射
の

基
本

が
理

解
で

き
る

X
3
-
Y
2
-
L
3
-
V
＊

 

2
 

日
照

 

3
 

日
射

-
基

本
 

4
日

射
、

 

測
光

量
、

 

明
視

環
境

 

1
 

日
射

-
熱

環
境

1
 

日
射

、
測

光
量

、
明

視
環

境
を

理
解

で
き

る
 

 

X
3
-
Y
2
-
L
3
 

2
 

測
光

量
 

3
 

明
視

環
境

 

5
採

光
、

 

人
工

照
明

 

 

1
 

採
光

 
採

光
を

理
解

で
き

る
 

X
3
-
Y
2
-
L
3
 

2
 

照
明

計
画

 
照

明
計

画
の

基
本

が
で

き
る

 
X
5
-
Y
2
-
L
4
 

3
 

照
明

方
式

1
 

6
人

工
照

明
、

 

色
彩

計
画

 

1
 

照
明

方
式

2
 

照
明

計
画

の
基

本
が

で
き

る
 

X
5
-
Y
2
-
L
4
 

2
 

照
度

 
照

度
が

理
解

で
き

る
 

X
3
-
Y
2
-
L
3
 

3
 

色
彩

計
画

 
色

彩
計

画
の

基
本

が
で

き
る

 
X
5
-
Y
2
-
L
4
 

7
空

気
環

境
 

 

1
 

換
気

と
は

 
換

気
の

考
え

方
を

理
解

で
き

る
 

X
3
-
Y
2
-
L
3
 

2
 

自
然

換
気

 

3
 

換
気

量
 

換
気

に
関

す
る

法
規

を
理

解
で

き
る

 
X
3
-
Y
3
-
L
3
 

8
機

械
換

気
、

 

熱
の

流
れ

 

1
 

機
械

換
気

 
換

気
に

関
す

る
法

規
を

理
解

で
き

る
 

X
3
-
Y
3
-
L
3
 

2
 

熱
環

境
―

居
室

1
 

熱
環

境
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

基
本

が
で

き
る

 
X
3
-
Y
2
-
L
4
-
V
 

3
 

熱
の

流
れ

 

9
熱

貫
流

 

と
日

射
 

 

1
 

熱
貫

流
と

は
 

熱
貫

流
を

理
解

で
き

る
 

X
3
-
Y
2
-
L
3
 

2
 

熱
環

境
-
外

部
と

内
部

 
日

射
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

基
本

が
で

き
る

 
X
3
-
Y
2
-
L
4
-
V
 

3
 

日
射

-
熱

環
境

2
 

1
0

湿
り

空
気

 

と
結

露
 

1
 

湿
り

空
気

と
熱

環
境

 
熱

環
境

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
で

き
る

 
X
3
-
Y
2
-
L
4
-
V
 

2
 

熱
環

境
-
居

室
2
 

3
 

結
露

 
結

露
を

理
解

で
き

る
 

X
3
-
Y
2
-
L
3
 

1
1

音
環

境
 

1
 

音
と

は
 

音
と

は
何

か
を

理
解

で
き

る
 

X
3
-
Y
2
-
L
3
 

2
 

騒
音

・
遮

音
 

騒
音

・
遮

音
を

理
解

で
き

る
 

X
3
-
Y
5
-
L
3
 

3
 

振
動

 
振

動
を

理
解

で
き

る
 

X
3
-
Y
2
-
L
3
 

1
2

音
響

計
画

 
1
 

遮
音

・
吸

音
 

音
響

計
画

の
基

本
が

で
き

る
 

X
5
-
Y
2
-
L
4
 

2
 

音
響

計
画

1
 

3
 

音
響

計
画

2
 

1
3

都
市

環
境

、
 

地
球

環
境

 

1
 

都
市

環
境

 
都

市
環

境
、

地
球

環
境

を
理

解
で

き
る

 
X
3
-
Y
2
-
L
4
-
V
 

2
 

地
球

環
境

 

3
 

世
界

の
住

居
 

世
界

の
住

居
を

理
解

で
き

る
 

X
7
-
Y
2
-
L
4
-
V
 

1
4

環
境

の
 

可
視

化
1
 

 

1
 

環
境

の
可

視
化

と
は

 
表

面
温

度
の

可
視

化
の

基
本

が
で

き
る

 
X
8
-
Y
7
-
L
4
-
V
 

2
 

表
面

温
度

の
可

視
化

1
 

-
表

面
温

度
1
 

3
 

表
面

温
度

の
可

視
化

2
 

-
表

面
温

度
2
 

1
5

環
境

の
 

可
視

化
2
 

 

1
 

表
面

温
度

の
可

視
化

3
 

-
生

活
空

間
1
 

表
面

温
度

の
可

視
化

の
基

本
が

で
き

る
 

X
8
-
Y
7
-
L
4
-
V
 

2
 

表
面

温
度

の
可

視
化

4
 

-
生

活
空

間
2
 

3
 

表
面

温
度

の
可

視
化

5
 

-
都

市
・

地
域

 

 

 S
to

ry
 

づ
く

り
 

 
S
tr

uc
tu

re
 

づ
く

り
 

 S
ty

le
 

づ
く

り
 

 
仮

説
 

の
 

構
築

 

 
仮

説
 

の
 

検
証

 

 再 構 築

 

 フ ィ ー ド バ ッ ク

 

 
検

討
 

の
流

れ
は

リ
ニ

ア
で

は
な

い
 

29



■
 シ

ラ
バ

ス
の

例
（
環

境
工

学
）

必
/
選

教
員

X
Ｙ

Ｌ
1

環
境

工
学

の
概

要
1

3
2

3

2
気

温
2

3
2

3

3
湿

度
3

3
2

3

1
温

熱
要

素
1

3
2

3

2
温

熱
指

標
2

3
2

3

3
局

所
不

快
感

3
3

2
3

1
自

然
換

気
1

3
2

3

2
機

械
換

気
2

3
2

3

3
必

要
換

気
量

3
3

2
3

1
伝

熱
1

3
2

3

2
壁

体
の

伝
熱

2
3

2
3

3
伝

熱
の

指
標

3
3

2
3

1
結

露
現

象
1

3
2

3

2
断

熱
性

2
3

2
3

3
熱

容
量

3
3

2
3

1
太

陽
の

位
置

・
軌

道
1

3
2

3

2
日

照
・
日

影
2

3
2

3

3
日

射
3

3
2

3

1
1

3
6

3

2
2

4
7

3

3
3

4
6

4

1
採

光
1

4
2

3

2
測

光
量

2
測

光
量

と
は

何
か

を
理

解
し

て
い

る
4

2
3

3
昼

光
3

4
2

3

1
照

明
方

式
1

4
2

3

2
光

源
の

特
徴

2
光

源
の

特
徴

ど
の

よ
う

な
種

類
が

あ
る

か
を

理
解

し
て

い
る

4
2

3

3
照

明
計

画
3

4
2

3

1
色

彩
の

種
類

1
4

2
3

2
色

彩
の

表
示

2
4

2
3

3
色

彩
の

心
理

効
果

3
4

2
3

1
音

波
1

4
2

3

2
音

の
物

理
量

2
4

2
3

3
音

の
感

覚
的

な
性

質
3

4
2

3

1
地

球
温

暖
化

1
4

2
3

2
オ

ゾ
ン

層
の

破
壊

2
4

2
3

3
環

境
影

響
の

評
価

手
法

3
4

2
3

1
生

活
空

間
の

熱
環

境
1

4
2

3

2
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
2

4
2

3

3
ク

ー
ル

ス
ポ

ッ
ト

3
3

2
3

1
環

境
の

可
視

化
と

は
1

3
2

4

2
表

面
温

度
の

可
視

化
1

2
3

2
4

3
表

面
温

度
の

可
視

化
2

3
3

2
4

1
1

3
2

3

2
2

3
2

3

3
3

4
2

4

科
　
目
　
名

履
修
学
年

履
修
学
期

時
間
数
（
単
位
）

環
境

工
学

必
修

1
環

境
工

学
の

基
礎

知
識

環
境

工
学

を
ど

の
よ

う
に

学
ぶ

の
か

 ?

環
境

工
学

の
概

要
を

理
解

し
て

い
る

小
テ

ス
ト

気
温

と
は

何
か

を
理

解
し

て
い

る

湿
度

と
は

何
か

を
理

解
し

て
い

る

本
質
的
な
問
い

建
築

に
と

っ
て

環
境

と
は

何
か

　
?

タ
イ

ト
ル

各
回

ご
と

の
本

質
的

な
問

い
授

業
内

容
ス

キ
ル

　
ス

キ
ル

マ
ト

リ
ク

ス
に

お
け

る
位

置
と

ス
キ

ル
レ

ベ
ル

（
Ｌ

）
評

価
方

法

3
換

気
換

気
ど

の
よ

う
に

計
画

す
る

の
か

 ?

自
然

換
気

と
は

何
か

を
理

解
し

て
い

る

小
テ

ス
ト

機
械

換
気

と
は

何
か

を
理

解
し

て
い

る

必
要

換
気

量
を

ど
の

よ
う

に
計

画
す

る
の

か
を

理
解

し
て

い
る

2
室

内
環

境
室

内
の

快
適

性
は

ど
の

よ
う

に
つ

く
る

の
か

 ?

温
熱

要
素

と
は

何
か

を
理

解
し

て
い

る

小
テ

ス
ト

温
熱

指
標

と
は

何
か

を
理

解
し

て
い

る

局
所

不
快

感
と

は
何

か
を

理
解

し
て

い
る

5
結

露
・
断

熱
性

・
熱

容
量

結
露

の
原

因
は

何
か

 ?

結
露

現
象

が
ど

の
よ

う
に

起
き

る
の

か
を

理
解

し
て

い
る

小
テ

ス
ト

断
熱

性
と

は
何

か
を

理
解

し
て

い
る

熱
容

量
と

は
何

か
を

理
解

し
て

い
る

4
伝

熱
熱

は
ど

の
よ

う
に

伝
わ

る
の

か
 ?

伝
熱

と
は

何
か

を
理

解
し

て
い

る

小
テ

ス
ト

壁
体

の
伝

熱
と

は
何

か
を

理
解

し
て

い
る

伝
熱

の
指

標
と

は
何

か
を

理
解

し
て

い
る

7
熱

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

演
習

　
1

熱
は

ど
の

よ
う

に
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
す

る
の

か
 ?

熱
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
演

習

日
射

量
と

は
何

か
を

理
解

し
て

い
る

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
表

面
温

度
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
で

き
る

M
R

T
（
平

均
放

射
温

度
）
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
で

き
る

6
日

照
・
日

影
・
日

射
太

陽
光

を
ど

の
よ

う
に

把
握

す
る

の
か

 ?

太
陽

の
位

置
・
軌

道
の

関
係

を
理

解
し

て
い

る

小
テ

ス
ト

日
照

・
日

影
と

は
何

か
を

理
解

し
て

い
る

日
射

と
は

何
か

を
理

解
し

て
い

る

9
照

明
快

適
な

明
る

さ
は

ど
の

よ
う

に
計

画
す

る
の

か
 ?

照
明

方
式

に
ど

の
よ

う
な

種
類

が
あ

る
か

を
理

解
し

て
い

る

小
テ

ス
ト

照
明

計
画

ど
の

よ
う

に
す

る
の

か
を

理
解

し
て

い
る

8
採

光
室

内
を

ど
の

よ
う

に
明

る
く
す

る
の

か
 ?

採
光

と
は

何
か

を
理

解
し

て
い

る

小
テ

ス
ト

昼
光

と
は

何
か

を
理

解
し

て
い

る

1
1

音
響

音
を

ど
の

よ
う

に
把

握
す

る
の

か
 ?

音
波

と
は

何
か

を
理

解
し

て
い

る

小
テ

ス
ト

音
の

物
理

量
と

は
何

か
を

理
解

し
て

い
る

音
の

感
覚

的
な

性
質

と
は

何
か

を
理

解
し

て
い

る

1
0

色
彩

快
適

な
色

と
は

何
か

 ?

色
彩

の
種

類
を

理
解

し
て

い
る

小
テ

ス
ト

色
彩

の
表

示
を

理
解

し
て

い
る

色
彩

の
心

理
効

果
と

は
何

か
を

理
解

し
て

い
る

1
3

都
市

環
境

都
市

環
境

と
熱

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
の

関
係

は
何

か
 ?

生
活

空
間

の
熱

環
境

と
は

何
か

を
理

解
し

て
い

る

小
テ

ス
ト

ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド

と
は

何
か

を
理

解
し

て
い

る

ク
ー

ル
ス

ポ
ッ

ト
を

ど
の

よ
う

に
計

画
す

る
の

か
を

理
解

し
て

い
る

1
2

地
球

環
境

地
球

環
境

と
熱

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
の

関
係

は
何

か
 ?

地
球

温
暖

化
と

は
何

か
を

理
解

し
て

い
る

小
テ

ス
ト

オ
ゾ

ン
層

の
破

壊
が

ど
の

よ
う

に
発

生
す

る
の

か
を

理
解

し
て

い
る

環
境

影
響

の
評

価
手

法
を

理
解

し
て

い
る

1
5

熱
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
演

習
　

2
熱

は
ど

の
よ

う
に

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

す
る

の
か

 ?
熱

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

演
習

表
面

温
度

と
は

何
か

を
理

解
し

て
い

る
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

H
IP

（
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
）
と

は
何

か
を

理
解

し
て

い
る

H
IP

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
が

で
き

る

1
4

環
境

の
可

視
化

環
境

の
可

視
化

は
ど

の
よ

う
に

実
現

さ
れ

る
か

 ?

環
境

の
可

視
化

と
は

何
か

を
理

解
し

て
い

る

小
テ

ス
ト

表
面

温
度

の
可

視
化

が
ど

の
よ

う
に

行
わ

れ
る

の
か

を
理

解
し

て
い

る

表
面

温
度

の
可

視
化

が
ど

の
よ

う
に

行
わ

れ
る

の
か

を
理

解
し

て
い

る

30



■
 ス

キ
ル

・マ
トリ

ッ
ク

ス
の

例
（環

境
工

学
）

レ
ベ
ル
5

レ
ベ
ル
4

レ
ベ
ル
3

レ
ベ
ル
5

X3
-Y

2-
L4

X4
-Y

2-
L4

レ
ベ
ル
4

X3
-Y

2-
L3

X4
-Y

2-
L3

レ
ベ
ル
3

レ
ベ
ル
5

レ
ベ
ル
4

レ
ベ
ル
3

レ
ベ
ル
5

レ
ベ
ル
4

レ
ベ
ル
3

レ
ベ
ル
5

レ
ベ
ル
4

レ
ベ
ル
3

レ
ベ
ル
5

X4
-Y

6-
L4

レ
ベ
ル
4

X3
-Y

6-
L3

レ
ベ
ル
3

レ
ベ
ル
5

レ
ベ
ル
4

X4
-Y

7-
L3

レ
ベ
ル
3

レ
ベ
ル
5

レ
ベ
ル
4

レ
ベ
ル
3

レ
ベ
ル
5

レ
ベ
ル
4

レ
ベ
ル
3

レ
ベ
ル
5

レ
ベ
ル
4

レ
ベ
ル
3

A 
　
わ
か
る
（
理
解
す
る
）

B 
　
で
き
る
（
活
用
す
る
）

ス
キ
ル
レ
ベ
ル

※
レ
ベ
ル
３
は

二
級
建
築
士
に

相
当

X1
①
－
１

基
本
姿
勢
が
あ
る

X2
①
－
２

基
本
知
識
を
持
っ
て

い
る

X3 ②
専

門
知

識
を
分

か
る

（
事
実
的
知
識
を

持
っ
て
い
る
）

X4
③

専
門

知
識

を
応

用
で
き
る
（
転
移
可
能

な
概
念
を
持
っ
て
い

る
）

X5 ④
考
え
る

（
思
考
す
る
／
判
断

す
る
）

X6 ⑤
表
現
す
る

X7 ⑥
応
用
す
る

連
携
す
る

学 習 領 域

専 門 分 野

Y1 計
画 Y2

環
境

・
設

備

Y3 法
規 Y4 構
造 Y5 施
工

職 業 専 門 科 目

Y6
専

門
＋
α

ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

Y7 Ｂ
ＩＭ Y8 設
計

基 礎 科 目

Y9
建

設
基

礎

Y1
0

建
設

人
材

力
向

上
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■
 ス

キ
ル

・マ
トリ

ッ
ク

ス
（全

科
目

）

レ
ベ
ル

5

X3
-Y

1-
L4

X4
-Y

1-
L4

レ
ベ
ル

4

X3
-Y

1-
L3

レ
ベ
ル

3

X3
-Y

2-
L5

X4
-Y

2-
L5

レ
ベ
ル

5

X3
-Y

2-
L4

X4
-Y

2-
L4

X5
-Y

2-
L4

レ
ベ
ル

4

X3
-Y

2-
L3

X4
-Y

2-
L3

レ
ベ
ル

3

レ
ベ
ル

5

X3
-Y

3-
L4

レ
ベ
ル

4

X3
-Y

3-
L3

レ
ベ
ル

3

レ
ベ
ル

5

X3
-Y

4-
L4

X4
-Y

4-
L4

X5
-Y

4-
L4

X6
-Y

4-
L4

レ
ベ
ル

4

X3
-Y

4-
L3

X4
-Y

4-
L3

X5
-Y

4-
L3

レ
ベ
ル

3

X5
-Y

5-
L5

レ
ベ
ル

5

X3
-Y

5-
L4

X4
-Y

5-
L4

X5
-Y

5-
L4

レ
ベ
ル

4

X3
-Y

5-
L3

X4
-Y

5-
L3

X5
-Y

5-
L3

X7
-Y

5-
L3

レ
ベ
ル

3

レ
ベ
ル

5

X4
-Y

6-
L4

レ
ベ
ル

4

X3
-Y

6-
L3

X4
-Y

6-
L3

レ
ベ
ル

3

X3
-Y

7-
L5

X4
-Y

7-
L5

X5
-Y

7-
L5

レ
ベ
ル

5

X3
-Y

7-
L4

X4
-Y

7-
L4

X5
-Y

7-
L4

X6
-Y

7-
L4

X7
-Y

7-
L4

レ
ベ
ル

4

X3
-Y

7-
L3

X4
-Y

7-
L3

X5
-Y

7-
L3

X6
-Y

7-
L3

X7
-Y

7-
L3

レ
ベ
ル

3

レ
ベ
ル

5

X3
-Y

8-
L4

レ
ベ
ル

4

X3
-Y

8-
L3

X4
-Y

8-
L3

レ
ベ
ル

3

レ
ベ
ル

5

X3
-Y

9-
L4

X4
-Y

9-
L4

X5
-Y

9-
L4

レ
ベ
ル

4

X3
-Y

9-
L3

X5
-Y

9-
L3

X7
-Y

9-
L3

レ
ベ
ル

3

レ
ベ
ル

5

レ
ベ
ル

4

レ
ベ
ル

3

基 礎 科 目

Y9
建

設
基

礎
X1

-Y
9-

L1
L2

X2
-Y

9-
L1

L2

Y1
0

建
設

人
材

力
向

上
X1

-Y
10

-L
1L

2
X2

-Y
10

-L
1L

2

X2
-Y

6-
L1

L2

Y7 Ｂ
ＩＭ

X1
-Y

7-
L1

L2
X2

-Y
7-

L1
L2

Y8 設
計

X1
-Y

8-
L1

L2

Y5 施
工

X1
-Y

5-
L1

L2

X2
-Y

8-
L1

L2

学 習 領 域

専 門 分 野

Y1 計
画

X1
-Y

1-
L1

L2
X2

-Y
1-

L1
L2

Y2
環

境
・
設

備
X1

-Y
2-

L1
L2

X2
-Y

2-
L1

L2

Y3 法
規

X2
-Y

5-
L1

L2

職 業 専 門 科 目

Y6
専

門
＋
α

ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

X1
-Y

6-
L1

L2

X1
-Y

3-
L1

L2
X2

-Y
3-

L1
L2

Y4 構
造

X1
-Y

4-
L1

L2
X2

-Y
4-

L1
L2

X6 ⑤
表
現
す
る

X7 ⑥
応
用
す
る

連
携
す
る

A 
　
わ
か
る
（
理
解
す
る
）

B 
　
で
き
る
（
活
用
す
る
）

ス
キ
ル
レ
ベ
ル

※
レ
ベ
ル

３
は

二
級

建
築

士
に

相
当

X1
①

－
１

基
本

姿
勢

が
あ
る

X2
①

－
２

基
本

知
識

を
持

っ
て

い
る

X3 ②
専

門
知

識
を
分

か
る

（
事

実
的

知
識

を
持
っ
て
い
る
）

X4
③

専
門

知
識

を
応

用
で
き
る
（
転
移
可
能

な
概

念
を
持

っ
て
い

る
）

X5 ④
考
え
る

（
思
考
す
る
／
判
断

す
る
）
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■
 
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

の
中

核
的

専
門

人
材

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

 
あ

ら
か

じ
め

評
価

方
法

を
決

め
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
開

発
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

          

 

   

         

 

 
「

逆
向

き
設

計
」

論
 

に
基

づ
く

 
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

 
 

 
 

 
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

評
価

法
 

 
あ

ら
か

じ
め

評
価

方
法

を
 

決
め

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
 

の
開

発
 

 
 

  

 

 
人

間
の

「
知

」
は

図
の

よ
う

な
 

構
造

で
存

在
し

て
い

る
 

 
 

  

 

 
 

 
 

1
. 

目
標

 
  

 
 

求
め

ら
れ

て
い

る
 

結
果

を
 

明
確

に
す

る
 

   
―

―
 
教

師
は

 
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

 
優

先
事

項
を

決
め

る
 

  
3
. 

指
導

の
進

め
方

 
  

 
 

 
学

習
経

験
と

 

 
 

 
 
指

導
を

 

 
 

 
 
計

画
す

る
 

 
 

―
―

「
理

解
の

6
側

面
」

 
に

対
応

す
る

活
動

 
を

お
り

込
む

 
 

  
 

2
. 

評
価

方
法

 
  

 
 

 
承

認
で

き
る

 

証
拠

を
 

 
 

 
 
決

定
す

る
 

  
―

―
 
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
 

 
に

よ
っ

て
 

評
価

基
準

を
明

確
化

 
 

 
「

重
大

な
観

念
」

は
、

 

 
 
何

度
も

学
び

直
さ

れ
時

間
を

 

 
 
か

け
て

深
く

理
解

さ
れ

る
必

要
 

が
あ

る
 

と
ウ

ィ
ギ

ン
ズ

ら
は

主
張

。
 

 
 
 
こ

れ
を

評
価

す
る

た
め

に
 

 
「

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
」

を
 

用
い

る
こ

と
を

提
唱

し
て

い
る

 

 

 
計

画
に

あ
た

っ
て

は
、

 

「
W

H
E
R
E
T
O
」

と
 

略
記

さ
れ

る
7

点
を

考
慮

に
 

入
れ

て
計

画
す

る
こ

と
が

 

主
張

さ
れ

て
い

る
 

 W
he

re
 :
 

ど
こ

に
向

か
っ

て
い

る
の

か
 

見
通

し
を

与
え

 

H
o
o
k
 :
 
 

 
生

徒
た

ち
を

ひ
き

つ
け

 

E
qu

ip
 :
  

 生
徒

た
ち

に
用

意
さ

せ
 

R
e
v
is

e
 :
  

 や
り

直
し

の
機

会
を

与
え

 

E
v
al

ia
te

 :
  

自
己

評
価

の
機

会
を

与
え

 

T
ai

lo
r 

: 
 

 個
人

差
に

配
慮

し
 

O
rg

an
iz
e
 :
 
全

体
の

流
れ

を
考

え
る

 
 と

さ
れ

て
い

る
 

・「
理

解
」

＝
洗

練
さ

れ
た

柔
軟

な
や

り
方

で
 

知
識

と
ス

キ
ル

を
使

う
こ

と
 

理
解

の
6

側
面

＝
「

説
明

」
「

解
釈

」
 

「
応

用
」
「

先
見

性
」
「

共
感

」
「

自
己

認
識

」

・
知

識
や

ス
キ

ル
を

重
要

度
に

応
じ

て
 

3
つ

に
整

理
 

 
―

―
 知

っ
て

お
く

価
値

が
あ

る
も

の
 

（
知

っ
て

い
る

）
 

 
―

―
 重

要
な

知
識

と
ス

キ
ル

（
分

か
る

）
 

 
―

―
 「

永
続

的
」

理
解

（
使

え
る

）
 

・「
重

要
な

観
念

」
＝

「
永

続
的

な
理

解
」

を
 

「
本

質
的

な
問

い
」

の
形

で
表

現
し

 

達
成

さ
せ

る
 

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

優
先

事
項

を
決

定
す

る
際

 
の

4
つ

の
フ

ィ
ル

タ
ー

 

「
重

大
な

観
念

か
」
「

学
問

の
中

心
に

あ
る

 

か
」「

看
破

が
必

要
か

」
「

生
徒

を
引

き
つ

け

る
か

」
 

 
 

 
●

「
逆

向
き

設
計

」
論

の
意

義
 

 
①

 
求

め
ら

れ
て

い
る

結
果

（
目

標
）

と
、

 

承
認

で
き

る
証

拠
（

評
価

）
を

特
定

 

し
た

上
で

指
導

計
画

を
考

え
る

 

 
②

 
扱

う
べ

き
目

標
を

明
確

に
規

定
し

て
い

る
 

 
③

 
理

解
す

べ
き

内
容

を
問

い
の

形
で

提
示

 

し
て

い
る

 

 
④

「
理

解
」

を
6

側
面

で
捉

え
る

 

 
⑤

 
評

価
基

準
と

し
て

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

が
提

案
 

 
 

 
さ

れ
て

い
る

 

背
景

 
「
知

」
の

構
造

と
評

価
方

法
の

対
応

 

「
逆

向
き

設
計

」
論

・
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

・
ポ

ー
ト
フ

ォ
リ
オ

評
価

法
の

概
要

 
「
逆

向
き

設
計

」
論

に
よ

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
設

計
の

進
め

方
 

修
了

時
を

 

イ
メ

ー
ジ

 

す
る

 

 
 

・
2
0
0
4

年
の

 

「
P
IS

A
＊
シ

ョ
ッ

ク
」

 

 
を

機
に

、
文

科
省

 

 
は

言
語

活
動

を
 

充
実

す
る

方
針

 

を
打

ち
出

し
た

 

 *
 P

IS
A
-
O
E
C
D

の
 

 
 
 
  

生
徒

の
学

習
 

到
達

度
調

査
 

 

 ・
中

教
審

の
次

の
 

 
学

習
指

導
要

領
 

 
改

訂
で

は
 

「
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

 

ー
ニ

ン
グ

の
充

実
」
 

の
方

針
が

出
て

、
 

 
そ

の
例

と
し

て
 

『
言

語
活

動
』

を
 

通
じ

た
講

座
改

善
 

が
あ

げ
ら

れ
て

 

い
る

 

 ・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
 

ラ
ー

ニ
ン

グ
に

 

つ
い

て
は

、
 

知
識

（
内

容
）

と
 

活
動

が
乖

離
 

し
か

ね
な

い
 

と
い

う
課

題
も

 

指
摘

さ
れ

て
い

る
 

 

・
非

認
知

ス
キ

ル
教

 

育
の

研
究

が
必

要
 

 
 

 
●

「
逆

向
き

設
計

」
論

と
は

 

 
 

ウ
ィ

ギ
ン

ズ
と

マ
ク

タ
イ

が
提

唱
す

る
 

 
 

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

設
計

論
 

 
―

―
 
指

導
を

行
っ

た
後

で
考

え
ら

れ
が

ち
 

 
 

 
 

な
評

価
方

法
を

指
導

の
前

に
考

え
て

 

お
く

点
 

―
―

 
最

終
的

な
結

果
か

ら
遡

っ
て

教
育

を
 

設
計

す
る

点
 

か
ら

、
「

逆
向

き
」

と
よ

ば
れ

て
い

る
 

 

幅
広

い
学

力
を

 

保
証

し
よ

う
と

 

思
え

ば
、

様
々

 

な
評

価
方

法
を

 

組
合

わ
せ

て
 

用
い

る
必

要
が

 

あ
る

 

  
●

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
評

価
法

 

 
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

＝
学

習
者

の
作

品
や

 

 
自

己
評

価
の

記
録

、
教

師
の

指
導

と
評

価
 

 
の

記
録

な
ど

を
系

統
的

に
蓄

積
し

て
い

く
 

も
の

 
  

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
評

価
法

に
お

け
る

指
導

 

 
の

ポ
イ

ン
ト

 

①
 
生

徒
と

教
師

の
間

で
、

見
通

し
を

共
有

 

―
―

 
目

的
、

内
容

、
時

期
、

活
用

な
ど

 

 
②

 
蓄

積
し

た
作

品
を

編
集

す
る

機
会

を
 

設
け

る
 

 
③

 
定

期
的

に
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

検
討

会
を

 

行
う

 

 
 

 
 建

設
分

野
の

演
習

課
題

は
、

 

も
と

も
と

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
で

あ
る

 

 

出
典

：
W

ig
g
in
s,

G
.&

 M
cT

ig
he

,J
 

「
U
nd

e
rs

ta
nd

in
g
 b

y
 D

e
si

g
n」

(1
9
9
8
/
2
0
0
5
) 

西
岡

訳
「

理
解

を
も

た
ら

す
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
設

計
」（

2
0
1
2
）

全
国

版
モ

デ
ル

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
を

構
築

す
る

際

に
、

ス
キ

ル
を

抽
出

し
、

分
野

と
重

要
度

を
見

き
わ

め
、

ス
キ

ル
・
マ

トリ
ッ

ク
ス

に
整

理
す

る
こ

と
と

共
通

し
て

い
る

 

出
典

：「
逆

向
き

設
計

」論
に

基
づ

く
 

 
 

 
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
の

進
め

方
 

-
言

語
活

動
の

評
価

へ
の

応
用

可
能

性
を

探
る

-

西
岡

加
名

恵
（京

都
大

/
2
0
1
5

年
）
 

出
典

：「
逆

向
き

設
計

」論
に

よ
る

 

 
 

 
 

評
価

改
善

の
基

礎
的

考
察

 

谷
田

雅
人

（大
阪

教
育

大
/
2
0
0
6

年
） 

 
指

導
の

 

前
に

評
価

を

計
画

す
る

 

 

+
 

 

 ●
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

に
よ

る
評

価
 

 
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
＝

複
数

の
知

識
や

 

 
ス

キ
ル

を
総

合
し

て
使

い
こ

な
す

こ
と

 

を
求

め
る

複
雑

な
課

題
 

 
 

 

*
 実

際
に

は
リ
ニ

ア
に

進
む

訳
で

は
な

い
 

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
 

質
的

な
評

価
指

標
 

＝
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

用
い

て
評

価
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   理
解

に
関

わ
る

ゴ
ー

ル
を

犠
牲

に

す
る

こ
と

な
く
、
 

ス
タ

ン
ダ

ー
ド
を

満
た

す
こ

と
を

 

助
け

る
よ

う
な

 

計
画

の
立

て
方

 

 ■
第

1
段

階
 

「
求

め
ら

れ
て

い
る

結
果

」
（目

標
）を

設
定

す
る

 
 ―

―
 本

質
的

な
問

い
 

 
―

―
 永

続
的

な
理

解
 

 
 

を
明

解
に

す
る

 

 
 

■
第

2
段

階
 

「
承

認
で

き
る

証
拠

」
（評

価
方

法
）を

 

決
定

す
る

 
―

―
 「

求
め

ら
れ

て
い

る
結

果
」が

達
成

で
き

て
い

る
 

か
ど

う
か

を
確

め
る

 
―

―
 パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

を
含

め
、
様

々
な

評
価

方
法

を
 

組
合

わ
せ

て
用

い
る

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ■

第
3

段
階

 

「求
め

ら
れ

て
い

る
結

果
」 

「承
認

で
き

る
証

拠
」に

対
応

で
き

る
 

学
習

経
験

と
指

導
を

計
画

す
る

 
  

 ●
評

価
を

先
に

計
画

す
る

 
 ●

単
元

末
・学

年
末

・卒
業

時
と

い
っ

た
最

終
的

な
結

果
か

ら
 

遡
っ

て
設

計
す

る
 

は
じ

め
に

 

評
価

の
内

容
を

考
え

抜
く
 

 
 

 
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

 
・
 

真
正

の
評

価
 

ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
 

（
自

己
評

価
/
相

互
批

判
）
 

■
 
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

『
理

解
を

も
た

ら
す

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

設
計

 ―
「

逆
向

き
設

計
」

の
理

論
と

方
法

』（
2
0
1
2

年
）

の
構

造
 

  

     

 

   

           

章
立

て
 

●
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

は
 

  
①

求
め

ら
れ

て
い

る
結

果
（内

容
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
と

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
・ス

タ
ン

ダ
ー

ド
）か

ら
導

き
出

さ
れ

た
 

 
  

学
習

の
た

め
の

特
定

の
青

写
真

を
示

す
 

  
②

望
ま

し
い

終
点

を
与

え
ら

れ
た

特
定

の
「走

路
」で

あ
る

 
  
③

ト
ピ

ッ
ク

の
リ
ス

ト
や

鍵
と

な
る

知
識

と
ス

キ
ル

（
イ

ン
プ

ッ
ト）

の
リ
ス

ト
以

上
の

も
の

で
あ

る
 

  
④

トピ
ッ

ク
や

題
材

を
精

密
に

計
画

す
る

に
と

ど
ま

ら
ず

、
ゴ

ー
ル

を
達

成
す

る
た

め
に

用
い

ら
れ

う
る

 
最

も
適

切
な

経
験

、
学

習
課

題
（a

ss
ig

nm
e
nt

）、
評

価
方

法
を

特
定

す
る

も
の

 
 

 

4
つ

の
 

提
案

（段
階

） 
  

3
つ

の
 

重
要

ポ
イ

ン
ト
 

 ●
「理

解
す

る
」と

は
 

  
―

―
 知

っ
て

い
る

こ
と

を
文

脈
の

中
で

賢
明

に
か

つ
効

果
的

に
活

用
す

る
 ＝

 転
移

（t
ra

ns
fe

r）
す

る
 

こ
と

が
で

き
る

、
現

実
的

な
課

題
や

設
定

に
お

い
て

知
識

と
ス

キ
ル

を
効

果
的

に
応

用
で

き
る

こ
と

 
 

 
―

―
 知

識
と

ス
キ

ル
が

自
動

的
に

理
解

を
も

た
ら

す
訳

で
は

な
い

 
  
―

―
 理

解
の

評
価

に
は

、
事

実
に

焦
点

を
合

わ
せ

る
伝

統
的

な
テ

ス
トで

は
得

ら
れ

な
い

よ
う
な

証
拠

が
必

要
 

 

 第
2

章
 

理
解

を
理

解
す

る
 

 U
nd

e
rs

ta
nd

in
g
 

U
nd

e
rs

ta
nd

in
g
  

第
3

章
 

ゴ
ー

ル
を

明
確

に
す

る
 

 G
ai

ni
ng

 C
la

ri
ty

 o
n 

 
O
ur

 G
o
al

s 
 *
ゴ

ー
ル

＝
目

標
 

 
目

的
（
ai

m
）
よ

り
具

体
的

 
 
o
b
je

ct
iv

e
や

ta
rg

e
t
よ

り
は

抽
象

的
 

 第
1

章
 

「逆
向

き
設

計
」 

 B
ac

k
w

ar
d
 D

e
si

g
n 

  

 第
9

章
 

学
習

の
た

め
の

計
画

 
 P
la

nn
in
g
 f

o
r 

L
e
ar

ni
ng

 
 

第
1
0

章
 

理
解

の
た

め
の

指
導

 
 T
e
ac

hi
ng

 f
o
r 

U
nd

e
rs

ta
nd

in
g
  

 第
8

章
 

規
準

と
妥

協
性

 
 C
ri
te

ri
a 

an
d 

 
V
al

id
it
y
 

 

 第
5

章
 

本
格

的
な

問
い

 
 ―

―
 理

解
の

門
戸

 
 E
ss

e
nt

ia
l 
Q
ue

st
io

ns
 

D
o
o
rw

ay
s 

to
 U

nd
e
rs

ta
nd

in
g
 

第
6

章
 

理
解

を
形

づ
く
る

 
 C
ra

ft
in
g
 U

nd
e
rs

ta
nd

in
g
 

 

第
4

章
 

理
解

の
6

側
面

 
 T
he

 S
ix

 F
ac

e
ts

 o
f 

U
nd

e
rs

ta
nd

in
g
 

 第
1
2

章
 

全
体

的
展

望
 

 ―
―

 カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
の

 
枠

組
み

と
し

て
の

U
bD

 
 T
he

 B
ig

 P
ic

tu
re

 :
 U

ｂ
D
  

as
 C

ur
ri
cu

lu
m

 F
ra

m
e
w

o
rk

 

第
1
3

章
 

「
な

る
ほ

ど
、
し

か
し

…
」
 

 “ 
Ｙ

e
s 

, 
b
ut

…
 ”

 

第
1
1

章
 

設
計

プ
ロ

セ
ス

 
 T
he

 D
e
si

g
n 

P
ro

ce
ss

 
 

 0
. 

は
じ

め
に

 

序
章

 
 P
re

fa
ce

 
In
tr

o
d
uc

ti
o
n 

 第
7

章
 

評
価

者
の

よ
う
に

考
え

る
 

 T
hi
nk

in
g
 l
ik

e
 a

n 
 

A
ss

e
ss

o
r 

 
お

わ
り
に

 ―
―

 さ
あ

は
じ

め
よ

う

 ①
深

い
理

解
＝

学
業

の
意

味
を

超
え

、
応

用
で

き
る

 
 ②

学
習

し
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

の
批

判
的

な
思

考
（c

ri
ti
ca

l 
th

in
k
in
g
） 

 ③
現

実
世

界
の

設
定

へ
の

学
習

の
転

移
 

   
「
逆

向
き

設
計

」
論

 
 

（
B
ac

k
w

ar
d
 D

e
si

g
n 

T
he

o
ry

*
）
 

 
*
原

書
で

は
「論

」と
ま

で
は

い
っ

て
い

な
い

 

 
 
・
単

元
設

計
（
ミ
ク

ロ
な

設
計

）
と

 

長
期

的
な

指
導

計
画

（
マ

ク
ロ

な
設

計
）
を

 
往

復
さ

せ
な

が
ら

、
 

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
全

体
の

改
善

を
図

る
 

 

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
 

と
授

業
 

の
開

発
 

●
問

題
意

識
 

 ―
―

 何
を

ど
の

よ
う
に

評
価

す
べ

き
な

の
か

 

―
―

 効
果

的
な

深
い

学
習

の
証

拠
は

何
か

 

原
書

：「
U
nd

e
rs

ta
nd

in
g
 b

y
 D

e
si

g
n」

 

 
 

 
（2

nd
 E

di
ti
o
n 

/
 2

0
0
5

年
 
第

1
版

は
1
9
9
8

年
）

著
者

：G
ra

nt
 W

ig
g
in
s 

/
 J

ay
 M

cT
ig

he
 

理
解

の
6

側
面

 
（
si

x
 f

ac
e
ts

 o
f 

un
de

rs
ta

nd
in
g
） 

に
つ

な
が

る
 

効
果

 
評

価
の

改
善

が
授

業
の

改
善

に
つ

な
が

る
 /

 知
識

や
技

能
を

活
用

す
る

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
/
学

習
意

欲
が

高
ま

る
 

34



   

 

   

 

 
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

は
、

こ
れ

ま
で

個
々

の
教

員
の

主
観

に
 

ゆ
だ

ね
ら

れ
て

い
た

 

  ―
―

 パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
は

 
 

 
 

直
接

評
価

の
一

方
法

で
あ

る
 

 

  

 
教

育
の

質
保

証
や

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ

ィ
（
教

育
の

成
果

を
生

み
出

す
責

任
）
の

 
要

請
の

も
と

で
、

よ
り
妥

当
性

や
信

頼
性

の
高

い
評

価
方

法
が

求
め

ら
れ

て
い

る
 

 ■
 
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
に

よ
る

学
習

の
質

の
評

価
 

 
①

学
習

評
価

の
構

図
 

1
/
3

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

       

  
 
 

 

   

  
 

        

 

    ●
ア

ル
ヴ

ァ
ー

ノ
・カ

レ
ッ

ジ
 

（
A
lv

e
rn

o
 C

o
lle

g
e
)で

の
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
 

 ●
A
A
C
＆

U
（A

m
e
ri
ca

n 
A
ss

o
si

at
io

n 
o
f 

C
o
lle

g
e
s 

&
 U

ni
v
e
rs

it
ie

s 
: 

ア
メ

リ
カ

大
学

・
カ

レ
ッ

ジ
協

会
）の

 

V
A

L
U
E

（V
al

id
 

A
ss

e
ss

m
e
nt

 o
f 

L
e
ar

ni
ng

 

iｎ
 U

nd
e
rg

ra
d
ua

te
 E

d
uc

at
io

n 

: 
学

士
課

程
教

育
に

お
け

る
妥

当
な

学
習

 

:評
価

） プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト 

 

背
景

 

   ●
O
E
C
D

の
A
H
E
L
O

（
A
ss

e
ss

m
e
nｔ

 o
f 

H
ig

he
r 

E
d
uc

at
io

n 
L
e
ar

ni
ng

 O
ut

co
m

e
s 

: 
高

等
教

育
に

お
け

る
学

習
成

果
の

評
価

） 

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
け

る
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
 

ス
キ

ル
の

評
価

で
用

い
ら

れ
て

い
る

C
L
A

（C
o
lle

g
ia

te
 L

e
ar

ni
ng

 A
ss

e
ss

m
e
nt

） 

 

出
典

 
用

語
の

定
義

 

 ●
中

央
教

育
審

議
会

の
2

つ
の

答
申

 
  

―
―

 「
学

士
課

程
教

育
の

構
築

に
向

け
て

」
（2

0
0
8

年
1
2

月
）

  
―

―
 「

新
た

な
未

来
を

築
く
た

め
の

大
学

教
育

の
質

的
 

転
換

に
向

け
て

 
～

生
涯

学
び

続
け

、
主

体
的

に
 

考
え

る
力

を
育

成
す

る
大

学
へ

～
 （

2
0
1
2

年
8

月
） 

＜
学

生
が

何
を

学
ん

だ
か

＞
を

 

学
習

成
果

（
L
e
ar

ni
ng

 o
ut

co
m

e
s）

と
し

て
評

価
す

る
 

こ
と

が
、

教
育

に
と

っ
て

不
可

欠
の

要
素

と
し

て
 

と
ら

え
ら

れ
て

い
る

 

学
習

評
価

の
構

図
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
に

 

2
つ

の
方

向
性

 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
型

の
 

標
準

テ
ス

ト 

＝
標

準
化

を
志

向
 

組
織

的
な

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
 

＝
標

準
化

を
否

定
 

  ―
―

 心
理

的
現

象
を

 
 
 
 
 
数

値
化

す
る

こ
と

 
 
 
 
 
に

よ
っ

て
 

 
 
 
 
成

り
立

っ
て

い
る

。
 

 
 
 
 
客

観
性

が
 

 
 
 
 
重

視
さ

れ
る

。
 

 
 
 
 
量

的
デ

ー
タ

の
使

用
 

        ―
―

 知
識

は
要

素
に

 
 
 
 
 
分

割
で

き
る

と
い

う
 

 
 
 
 
「
分

割
可

能
性

」と
 

 
 
 
 
知

の
「
脱

文
脈

性
」 

 
 
 
 
と

い
う

2
つ

の
 

 
 
 
 
誤

っ
た

仮
定

が
あ

る
 

 
 
 
 

（R
e
sn

ic
k
/
1
9
8
7
） 

 
 
 
 
と

も
指

摘
さ

れ
て

い
る

 

 
 

 ―
―

 学
生

の
知

識
や

行
為

を
通

じ
て

 
  
 
 
 
―

―
「
何

が
で

き
る

か
」を

学
生

自
身

に
提

示
 

 
 
 
 
 
 
 

さ
せ

る
こ

と
で

 ―
―

 学
生

の
学

習
成

果
を

 
 
 
 
 
 
 
 
直

接
的

に
評

価
す

る
こ

と
で

あ
る

 

―
―

 学
生

の
学

習
行

動
や

自
己

認
識

を
通

じ
て

 ～
 

  
 
 
 「

ど
の

よ
う
に

学
習

し
た

か
」
や

「
何

が
で

き
る

と
 

 
 
 
 思

っ
て

い
る

の
か

」
を

学
生

自
身

に
答

え
さ

せ
る

 
 
 
 
 こ

と
に

よ
っ

て
 ～

 学
生

の
学

習
成

果
を

間
接

的
 

 
 
 
 に

評
価

す
る

こ
と

で
あ

る
。
 

 
 
 
 （

集
団

を
対

象
と

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
の

形
で

行
わ

れ
る

 
 
 
 
 こ

と
が

多
い

）
 

 ●
教

育
の

質
 

 ―
―

 「
質

は
、
質

を
求

め
る

す
べ

て
の

関
係

者
 

 
 
 
 の

間
で

の
交

渉
の

産
物

」
で

あ
り
、
 

 
 
 
 「

目
的

・
目

標
の

達
成

」
を

質
と

み
な

し
 

 
 
 
 て

い
る

 
 
 
 
 （

V
ro

e
ije

ns
ti
jn

/
1
9
9
5
） 

 ●
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

 
 
 (

pe
rf

o
rm

an
ce

 a
ss

e
ss

m
e
nt

) 
 ―

―
 あ

る
特

定
の

文
脈

の
も

と
で

、
 

 
 
 
 さ

ま
ざ

ま
な

知
識

や
技

能
な

ど
を

用
い

 
 
 
 
 な

が
ら

行
わ

れ
る

、
学

習
者

自
身

の
作

品
 
 
 
 や

実
演

（
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

）
を

直
接

に
 

 
 
 
 評

価
す

る
方

法
 

 ―
―

 生
徒

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

や
 

 
 
 
 パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
事

例
を

、
設

定
さ

れ
た

 
 
 
 パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
基

準
に

基
づ

い
て

、
 

 
 
 
 直

接
か

つ
体

系
的

に
観

察
し

評
価

す
る

 
 
 
 
 こ

と
 

 
 
 
 （

H
ar

t/
1
9
9
4
） 

 ●
質

的
評

価
 

 ―
―

 「
評

価
デ

ー
タ

、
評

価
基

準
、
評

価
対

象
、

 
 
 
 評

価
結

果
の

表
現

な
ど

に
お

い
て

、
 

 
 
 
 数

量
よ

り
質

が
重

視
さ

れ
る

評
価

の
 

 
 
 
 総

称
」
で

あ
り
、
「
文

字
、
絵

・
図

、
映

像
、
 

 
 
 
 音

声
、

身
体

表
現

な
ど

の
形

式
で

質
的

 
 
 
 
 デ

ー
タ

が
収

集
・
記

述
さ

れ
、

 
 
 
 
 そ

れ
ら

を
用

い
て

質
的

な
評

価
基

準
の

 
 
 
 
 下

で
生

徒
の

学
習

や
教

育
活

動
な

ど
の

 
 
 
 
 質

が
評

価
さ

れ
、
さ

ら
に

、
そ

の
評

価
結

果
 
 
 
 が

文
章

な
ど

に
よ

っ
て

質
的

に
 

 
 
 
 表

現
さ

れ
る

（
数

値
に

よ
っ

て
表

現
さ

れ
る

 
 
 
 こ

と
も

あ
る

）
」（

松
下

） 

間
接

評
価

 

直
接

評
価

 

 
心

理
測

定
学

的
 

パ
ラ

ダ
イ

ム
 

・
学

生
調

査
 

・
ミ
ニ

ッ
ツ

ペ
ー

パ
ー

 

・
リ
フ

レ
ク

シ
ョ
ン

シ
ー

ト 

・標
準

テ
ス

ト 

・客
観

テ
ス

ト 

・
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

・ポ
ー

トフ
ォ

リ
オ

評
価

 

・真
正

の
評

価
 

*
間

主
観

性
――

フ
ッ

サ
ー

ル
の

用
語

。
 

「
諸

個
人

が
互

い
を

主
体

と
し

て
承

認
 

し
つ

つ
単

一
の

世
界

を
共

有
し

て
い

る
 

よ
う
な

事
態

」（
廣

松
渉

） 

  「パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
に

よ
る

学
習

の
質

の
評

価
」 

―
学

習
評

価
の

構
図

の
分

析
に

も
と

づ
い

て
―

 
 

松
下

佳
代

 
（京

都
大

学
高

等
教

育
研

究
開

発
推

進
セ

ン
タ

ー
教

授
 

/
2
0
1
2

年
） 

 

 ●
真

正
の

評
価

（a
ut

he
nt

ic
 a

ss
e
ss

m
e
nt

） 
 ―

―
 学

習
者

に
、
仕

事
場

や
市

民
生

活
な

ど
 

 
 
 
 現

実
世

界
の

課
題

と
類

似
し

て
、
 

 
 
 
 本

物
ら

し
さ

（
真

正
性

）
を

も
っ

た
課

題
に

 
 
 
 
 取

り
組

ま
せ

る
評

価
の

方
法

 

 ●
ポ

ー
トフ

ォ
リ
オ

評
価

 
 ―

―
 ポ

ー
トフ

ォ
リ
オ

(ネ
ッ

ト
[ク

ラ
ウ

ド
]上

に
 

 
 
 
 蓄

積
)に

収
め

ら
れ

た
資

料
に

 
 
 
 
 も

と
づ

い
て

、
学

習
者

の
成

長
の

プ
ロ

セ
ス

 
 
 
 
 を

評
価

す
る

方
法

 

＊
オ

ル
タ

ー
ナ

デ
ィ

ヴ
・ 

ア
セ

ス
メ

ン
ト
 

 
 ＝

代
替

的
評

価
 

  
 ―

―
 標

準
テ

ス
トを

代
替

 
 
 
 
 
 

 し
た

り
、
補

完
し

た
り
 

 
 
 
 
 

 す
る

よ
う
に

デ
ザ

イ
ン

 
 
 
 
 
 

 さ
れ

た
さ

ま
ざ

ま
な

 
 
 
 
 
 

 評
価

方
法

。
 

 
 
 
 
 

 評
価

者
の

主
観

も
 

 
 
 
 
 

 排
除

さ
れ

な
い

。
 

 
 
 
 
 

 質
的

デ
ー

タ
が

重
視

 
 
 
 
 
 

 さ
れ

る
 

       
 ―

―
 た

だ
し

、
評

価
が

 
 
 
 
 
 

 恣
意

的
に

な
る

の
を

 
 
 
 
 
 

 防
ぐ

た
め

に
、
 

 
 
 
 
 

 主
観

の
つ

き
合

せ
や

 
 
 
 
 
 

 調
整

に
よ

っ
て

 
 
 
 
 
 

 「
間

主
観

性
」

＊
 

 
 
 
 
 
を

担
保

す
る

こ
と

が
 

 
 
 
 
 求

め
ら

れ
る

 
  
 ―

―
 「

複
雑

性
」
「
文

脈
性

」
 

 
 
 
 
 

 を
重

視
 

オ
ル

タ
ー

ナ
テ

ィ
ヴ

・

ア
セ

ス
メ

ン
ト
の

 

パ
ラ

ダ
イ

ム
 

「ケ
ー

ス
メ

ソ
ッ

ド
」
 

は
こ

こ
に

入
る

35



  
①

 評
価

の
直

接
性

 
 

 
 

 
――

 パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

実
際

に
行

わ
せ

て
、

そ
れ

を
直

接
、

評
価

す
る

 
 

②
 
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
文

脈
性

 
 

 
 

 
――

 パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
は

具
体

的
状

況
の

中
で

可
視

化
さ

れ
、

解
釈

さ
れ

る
 

 
③

 
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
複

合
性

 
 

 
 

 
――

 そ
れ

以
上

分
割

す
る

と
本

来
の

質
を

失
う

と
い

う
、

一
ま

と
ま

り
の

 
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

を
行

わ
せ

る
 

 
④

 評
価

の
分

析
性

と
間

主
観

性
 

 
 

 
 
――

 そ
う

し
た

質
の

評
価

の
た

め
に

評
価

基
準

と
複

数
の

専
門

家
の

鑑
識

眼
 

を
必

要
と

す
る

 
 

①
 標

準
化

(s
ta

nd
ar

d
iz
at

io
n)

 
 

  
を

志
向

す
る

も
の

 
 

 
 

 
――

 パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
を

 
 

 
 

 
 

 
大

規
模

な
標

準
テ

ス
ト
の

形
式

で
与

え
、

同
一

の
 

 
 

 
 

 
 

評
価

基
準

で
評

価
を

行
う

 
 

②
 標

準
化

を
否

定
す

る
も

の
 

 
 

 
 
――

 そ
れ

ぞ
れ

の
学

校
・
学

科
独

自
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
を

開
発

し
、

 
 

 
 

 
 

 
枠

組
み

を
共

有
し

つ
つ

も
、

自
分

た
ち

の
学

校
・
学

科
の

固
有

性
に

 
応

じ
て

評
価

基
準

を
作

成
し

て
い

る
 

   

 
●

 
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

を
デ

ザ
イ

ン
す

る
際

に
 

 
 

 
 考

慮
す

べ
き

6
要

素
 

  
 

 
1
. 

ゴ
ー

ル
(目

標
)＊

 
  

 
 

2
. 

役
割

 
  

 
 

3
. 

相
手

（
au

d
ie

nc
e
） 

  
 

 
4
. 

状
況

 
  

 
 

5
. 

完
成

作
品

・
実

演
・
意

図
 

  
 

 
6
. 

成
功

を
評

価
す

る
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
と

規
準

 
  

 
 

 
 (

W
ig

g
in
s 

&
 M

cT
ig

he
/
2
0
0
5

年
) 

   
●

 
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

と
は

 
  

 
――

 リ
ア

ル
な

状
況

で
、

さ
ま

ざ
ま

な
知

識
や

技
能

を
 

 
 

 
 

 総
合

し
て

使
い

こ
な

す
こ

と
を

求
め

る
よ

う
な

課
題

 
  

 
――

 効
果

的
に

行
動

す
る

た
め

に
知

識
を

活
用

 
 

 
 

 
 す

る
課

題
 

 
 

 
 

 あ
る

人
の

知
識

と
熟

達
度

を
明

ら
か

に
す

る
 

 
 

 
 

 よ
う

な
複

雑
な

完
成

作
品

を
実

現
す

る
課

題
 

 
 

 
 

 (
W

ig
g
in
s 

&
 M

cT
ig

he
/
2
0
0
5

年
) 

  

  

   

（a
） 

構
造

 

 分
析

的
 

ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
 

 

 基
準

を
複

数
設

定
し

て
 

分
析

的
に

評
価

す
る

 
 

 全
体

的
 

ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
 

 

 基
準

を
複

数
に

分
け

ず
に

 

全
体

的
に

評
価

す
る

 
 

   

(b
) 

ス
コ

ー
プ

 

 一
般

的
 

ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
 

 

 あ
る

領
域

で
一

般
的

に
 

適
用

で
き

る
 

 

 課
題

特
殊

的
 

ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
 

 

 当
該

課
題

だ
け

に
 

適
用

さ
れ

る
 

 

   

(C
) 

ス
パ

ン
 

 長
期

的
 

ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
 

 

 複
数

年
に

ま
た

が
っ

て
 

使
わ

れ
る

 
 

 採
点

用
 

ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
 

 

 短
期

間
あ

る
い

は
 

ス
ナ

ッ
プ

的
に

使
わ

れ
る

 
 

 

     
●

 「
分

析
性

」
が

必
要

 
 
 

 
――

 パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
で

求
め

ら
れ

る
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

 
 

 
 

 
は

、
文

脈
の

中
で

表
現

さ
れ

る
複

合
的

な
も

の
で

あ
る

 
 

 
 

 
 

の
で

、
評

価
の

基
準

に
「
分

析
性

」
が

必
要

 
  ●

 評
価

基
準

は
多

く
の

場
合

多
元

的
、

多
段

階
的

 

  
●

 ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
（r

ub
ri
c）

と
は

 
 
 

 
――

 パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
(作

品
や

実
演

)の
質

を
評

価
す

る
 

 
 

 
 

 
た

め
に

用
い

ら
れ

る
評

価
基

準
の

こ
と

で
あ

る
 

  
 

 
 

 
一

つ
以

上
の

規
準

(次
元

)と
そ

れ
に

つ
い

て
の

 
 

 
 

 
 

数
値

的
な

尺
度

お
よ

び
、

尺
度

の
中

身
を

説
明

す
る

 
 

 
 

 
 

記
述

語
か

ら
な

る
評

価
基

準
表

で
あ

る
 

 ■
 
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
に

よ
る

学
習

の
質

の
評

価
 

 
②

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
と

は
何

か
 

2
/
3

 
 

 
 

 
 

  

       

  
 
 

 

   

  
 

        

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
の

特
徴

 
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

の
2

つ
の

方
向

性
 

な
に

を
 
～

 パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
を

 
ど

の
よ

う
に

 ～
 ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

用
い

て
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
の

タ
イ

プ
 

 複
数

の
評

価
者

が
 

モ
デ

レ
ー

シ
ョ
ン

＊
 

（
m

o
d
e
ra

ti
o
n）

に
 

よ
っ

て
、

「間
主

観
性

」

を
担

保
す

る
必

要
が

あ
る

 
    ＊

モ
デ

レ
ー

シ
ョ
ン

 
複

数
の

評
価

者
間

で
 

評
価

の
一

貫
性

(信
頼

性
)を

確
保

す
る

た
め

に
行

う
調

整
作

業
 

 

ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
は

数
値

的
な

尺
度

を
含

む
 

 ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
を

用
い

る
こ

と
で

、
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

質
は

量
的

に
表

現
さ

れ
る

 
 ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
は

、
 

質
を

量
に

変
換

す
る

装
置

と
し

て
機

能
す

る
 

    
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

と
は

 
 

―
―

 
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

を
 

―
―

 
主

と
し

て
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

 

用
い

て
 

―
―

 
直

接
に

、
質

的
に

評
価

 

 
 

 
 

  
す

る
こ

と
  

標
準

化
と

は
 

 
す

べ
て

の
被

評
価

者
 

に
つ

い
て

、
運

営
上

の
 

条
件

と
手

順
が

統
一

 

さ
れ

て
い

る
 

こ
と

 

*
｢分

析
性

｣ 

と
「
間

主
観

性
」
を

 

み
た

す
評

価
基

準
 

で
あ

れ
ば

、
ル

ー
ブ

 

リ
ッ

ク
以

外
の

形
式

 

で
も

可
 

＊

＝

フ
ィ

ギ
ア

ス
ケ

ー
トの

採
点

は
、
教

育
以

外
の

場
面

で
行

わ
れ

る
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

の
好

例
（松

下
） 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
を

 
心

理
測

定
学

的
 

パ
ラ

ダ
イ

ム
の

下
で

 
洗

練
し

よ
う
と

し
て

い
る

 

オ
ル

タ
ー

ナ
テ

ィ
ヴ

・ア
セ

ス
メ

ン
ト
の

パ
ラ

ダ
イ

ム
を

維
持

し
て

い
る

 

＊
 目

標
（
ai

m
）よ

り
は

具
体

的
、
 

 
 目

標
（o

bj
e
ct

iv
e
）や

 
 

 達
成

目
標

（t
ar

g
e
t）

 
 

 よ
り
は

抽
象

的
な

目
標

 
 

 を
示

す
語

と
し

て
採

用
さ

れ
て

い
る

 
 

 【
訳

者
注

】 
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 ■
 
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
に

よ
る

学
習

の
質

の
評

価
 

③
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

の
具

体
的

手
法

・
学

習
評

価
の

ダ
イ

ナ
ミ

ズ
ム

 
3
/
3
 

 

  

       

   

   

  
 

        

  
●

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
型

の
標

準
テ

ス
ト
 ―

―
 
C
L
A
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
の

具
体

的
手

法
 

学
習

評
価

の
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
 

  
●

組
織

的
な

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
 

 
 

 
―

―
 ア

ル
ヴ

ァ
ー

ノ
・
カ

レ
ッ

ジ
 

 

 
●

ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
の

組
織

的
開

発
 

 
 

 
―

―
 A

A
C
&

U
の

V
A

L
U
E

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

 

  
●

パ
ラ

ダ
イ

ム
の

対
立

 
 

●
相

互
浸

透
 

 
 

●
第

三
の

軸
 

 

  
●

今
後

の
課

題
 

   
 

■
採

点
基

準
と

採
点

手
続

き
 

 
 上

記
の

よ
う
な

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
に

対
し

、
C
L
A

で
は

 
 
 
4

つ
の

次
元

 
 
 
 
 
×

 
 
 
6

つ
の

レ
ベ

ル
 

 
 か

ら
な

る
採

点
基

準
を

設
定

 =
 C

L
A

は
こ

れ
を

ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
と

よ
ん

で
い

な
い

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

 が
ス

キ
ル

重
視

の
一

般
的

「ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
」 

 ＊
2
0
0
8

年
か

ら
訓

練
さ

れ
た

採
点

者
に

加
え

、
機

械
採

点
も

併
用

さ
れ

て
い

る
 

 
標

準
テ

ス
トに

よ
る

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
 

評
価

（C
L
A

な
ど

) 

教
育

評
価

が
 

満
た

す
べ

き
要

件
 

 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

 

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ
オ

化
と

 
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
に

よ
る

評
価

標
準

 

テ
ス

ト

 
妥

当
性

 
内

容
的

妥
当

性
 

表
面

的
妥

当
性

 

 
◎

 
 △
 

 
信

頼
性

 
(比

較
可

能
性

) 
△

  
○

 

 
公

平
性

 
△

 
○

 

 
実

効
可

能
性

  
△

 
○

 
 
を

ク
リ
ア

す
る

 

■
実

施
概

要
 

 
 O

E
D
C

の
A
H
E
L
O
 ―

―
 高

等
教

育
に

お
け

る
学

習
成

果
の

質
を

、
 

 
 国

際
的

通
用

性
と

比
較

可
能

性
を

も
っ

た
形

で
評

価
し

よ
う

と
す

る
 

 
 試

み
。

以
下

の
4

本
柱

か
ら

な
る

 
 ①

「ジ
ェ

ネ
リ
ッ

ク
ス

キ
ル

」 
 ―

―
 9

0
分

1
問

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

 

②
「
経

済
学

」
 
 
 
 
 
 

  
―

―
 3

0
分

1
問

の
P

課
題

＋
多

肢
選

択
問

題
（6

0
分

） 

③
｢工

学
｣ 

 
 

 
 
 
 
 

  
 ―

―
 3

0
分

×
2

問
の

P
課

題
＋

多
肢

選
択

問
題

（3
0

分
）
 

④
「付

加
価

値
(v

al
ue

-
ad

de
d)

」（
在

学
中

の
伸

び
方

を
評

価
/
 

フ
ィ

ジ
ビ

リ
テ

ィ
ス

タ
デ

ィ
が

さ
れ

て
い

な
い

） 
 ＊

①
～

③
は

W
E
B

上
で

実
施

さ
れ

る
 

■
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

 
A
H
E
L
O

の
課

題
及

び
採

点
の

過
程

は
 

公
表

さ
れ

て
い

な
い

 
 

―
 C

L
A

の
例

（A
H
E
L
O

以
外

） 
 

 
「犯

罪
都

市
」 

①
8

つ
の

「ド
キ

ュ
メ

ン
ト・

ラ
イ

ブ
ラ

リ
」が

示
さ

れ
、
ド
キ

ュ
メ

ン
トを

読
み

、
「犯

罪
の

 
原

因
に

つ
い

て
の

ド
キ

ュ
メ

ン
ト
の

主
張

に
反

論
せ

よ
」と

の
課

題
に

こ
た

え
る

 
②

3
つ

の
具

体
的

問
い

が
与

え
ら

れ
、
結

論
を

文
章

で
表

現
す

る
こ

と
を

求
め

る
 

■
オ

ル
タ

ー
ナ

テ
ィ

ヴ
・ア

セ
ス

メ
ン

トの
パ

ラ
ダ

イ
ム

の
下

で
の

組
織

的
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
 

 
 

 ・
 評

価
結

果
の

表
現

 
  
 ｅ

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ
オ

上
に

蓄
積

 
 
 
親

や
進

学
先

、
就

職
先

に
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ
テ

ィ
 
 さ

れ
た

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
 
 

 
 
 
を

発
揮

し
て

い
る

 

■
実

施
概

要
 

 
 ・

 パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
や

ポ
ー

トフ
ォ

リ
オ

評
価

に
お

い
て

、
 

 
  

 質
的

方
法

が
行

わ
れ

て
い

る
 

  
 
  

―
―

 A
～

F
の

成
績

評
定

、
そ

れ
を

数
値

化
し

平
均

し
た

G
P
A

を
用

い
な

い
 
 
  

―
―

 学
生

の
実

演
や

作
品

は
ｅ
ポ

ー
ト
フ

ォ
リ
オ

上
に

記
録

さ
れ

、
 

 
 
 
 
 

  
 パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

の
対

象
と

な
る

と
と

も
に

、
 

 
 
 
 
 

  
 進

学
ま

た
は

就
職

時
の

証
拠

資
料

（e
v
id

e
nc

e
）と

な
る

 

■
評

価
の

レ
ベ

ル
と

評
価

組
織

 

 
 8

つ
の

能
力

 
  

 6
つ

の
レ

ベ
ル

 
  

 長
期

的
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
 ～

 こ
れ

を
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

と
す

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
「能

力
を

ベ
ー

ス
に

し
た

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
」
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
を

構
築

 
 ―

―
 上

記
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

各
専

攻
、
科

目
ご

と
に

具
体

化
し

て
用

い
る

 
―

―
 教

員
は

「
学

科
」
と

「
能

力
部

門
」の

両
方

に
所

属
し

、
「能

力
部

門
」で

は
 

 
 
 
 学

科
横

断
的

テ
ー

マ
に

取
組

ん
で

い
る

 

■
実

施
概

要
 

  ―
―

 教
養

教
育

に
関

す
る

ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
を

共
同

開
発

し
、
ｅ
ポ

ー
ト
フ

ォ
リ
オ

と
 

 
 
 
 組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、
学

習
の

質
の

評
価

を
行

う
も

の
 

 ―
―

 標
準

テ
ス

トに
対

抗
す

る
学

習
評

価
の

代
替

的
ア

プ
ロ

ー
チ

と
し

て
構

築
 

 
 
 
 さ

れ
た

 

■
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

組
織

と
開

発
プ

ロ
セ

ス
 

  
 ・

 V
A
L
U
E

プ
ロ

ジ
ェ

ク
トは

 
  
 
  

―
―

 Ｖ
Ａ

Ｌ
Ｕ

Ｅ
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
校

1
2

校
（
ア

ル
ヴ

ァ
ー

ノ
・
カ

レ
ッ

ジ
、

 

 
 

 
 

 
  

  
 ポ

ー
トラ

ン
ド
州

立
大

学
、

ス
ペ

ル
マ

ン
・
カ

レ
ッ

ジ
、

ミ
シ

ガ
ン

大
学

な
ど

） 
  
 
  

―
―

 Ｖ
Ａ

Ｌ
Ｕ

Ｅ
パ

ー
トナ

ー
校

7
0

校
 

 
 
 
 
 
 
 

（
オ

バ
ー

リ
ン

・
カ

レ
ッ

ジ
、

ジ
ョ
ー

ジ
タ

ウ
ン

大
学

な
ど

） 
  
 
 
に

よ
っ

て
開

発
さ

れ
た

 
 →

 
2
0
0
8

年
春

か
ら

開
発

さ
れ

、
3

度
の

パ
イ

ロ
ッ

トテ
ス

ト
・
修

正
を

へ
て

、
 

  
2
0
0
9

年
公

開
 

■
V
A
L
U
E

ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
の

特
徴

 ―
―

 一
般

的
長

期
的

ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
  
 ・

 1
5

の
領

域
×

4
つ

の
レ

ベ
ル

（ほ
ぼ

学
年

に
対

応
し

て
い

る
）
 

 ①
探

求
と

分
析

 
 
 
 
 
 

  
⑥

読
解

 
 
 
 

 
 
 ⑪

市
民

参
加

 
②

批
判

的
思

考
 
 
 
 
 
  

 
⑦

量
的

リ
テ

ラ
シ

ー
 ⑫

異
文

化
知

識
・
能

力
 

③
創

造
的

思
考

 
 
 
 
 
  

 
⑧

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
 ⑬

倫
理

的
推

論
 

④
文

章
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 ⑨
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
 
 
⑭

生
涯

学
習

の
基

礎
と

ス
キ

ル
⑤

口
頭

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 ⑩
問

題
解

決
 
 
 
 ⑮

統
合

的
学

習
 

 ＊
C
L
A

の
よ

う
な

採
点

用
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
で

は
な

く
、

ア
ル

ヴ
ァ

ー
ノ
の

よ
う

な
機

関
全

体
の

ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
で

も
な

く
、
も

う
一

段
抽

象
度

の
高

い
「メ

タ
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
」で

あ
る

 
 ＊

①
～

⑩
は

知
的

・実
際

的
ス

キ
ル

、
⑪

～
⑭

は
個

人
的

・社
会

的
責

任
、
 

⑮
は

統
合

的
・応

用
的

学
習

 

ミ
ル

ウ
ォ

ー
キ

ー
 /

 
 

カ
ト
リ
ッ

ク
系

リ
ベ

ラ
ル

 
ア

ー
ツ

カ
レ

ッ
ジ

 /
 

1
8
8
7

年
創

立
 

 
組

織
的

な
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

 

 

 

9
0

分
で

 
解

答
さ

せ
る

 
限

ら
れ

た
数

の
 

論
述

課
題

 

 

 

長
期

に
わ

た
っ

て
 

蓄
積

さ
れ

た
 

学
生

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

や
ワ

ー
ク

 

 

評
価

対
象

 
評

価
対

象
 

 
C
L
A

は
 

ス
ナ

ッ
プ

シ
ョ
ッ

ト 
的

な
標

準
テ

ス
ト 

   
教

室
実

践
で

の
 

使
用

を
め

ざ
す

 
C
L
A
 i
n 

th
e
 

C
la

ss
ro

o
m

へ
の

 
拡

張
を

 
は

か
っ

て
い

る
 

 

ア
ル

ヴ
ァ

ー
ノ
、

V
A
L
U
E

で
も

 
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ
テ

ィ
の

要
請

に
 

ど
う
応

え
る

か
は

 
重

要
な

課
題

 
 

機
関

全
体

の
 

長
期

的
 

ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
 

を
重

視
 

  
正

規
の

 
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

の
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
な

 
学

習
効

果
の

み
 

を
評

価
す

る
の

か
 

（C
L
A
） 

 
正

課
・
正

課
外

 
の

両
方

を
含

む
 

学
習

成
果

全
体

 
を

評
価

す
る

の
か

 
 

 
 

 
 パ

ラ
ダ

イ
ム

の
 

対
立

 

 
互

い
の

 

批
判

が
 

あ
る

 

ア
ル

ヴ
ァ

ー
ノ
・カ

レ
ッ

ジ
、

V
A
L
U
E
 な

ど
 

 相
互

浸
透

 

の
動

き
 

も
あ

る
 

S
N
S
E
、

ア
ル

ヴ
ァ

ー
ノ
、

V
A
L
U
E

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
型

 
の

標
準

テ
ス

ト 
組

織
的

な
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
 

第
三

の
軸

 

の
設

定
の

 

可
能

性
も

 

分
析

的
推

論
と

評
価

 /
 効

果
的

な
文

章
作

成
 /

 
文

章
作

成
の

技
法

 /
 問

題
解

決
 

成
績

評
定

や
G
P
A

を
用

い
な

い
 

長
期

的
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
も

質
を

量
に

 
変

換
す

る
装

置
と

し
て

用
い

な
い

 

× ＝

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

/
分

析
/
問

題
解

決
/
 

意
思

決
定

に
お

け
る

価
値

判
断

/
社

会
的

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

/
グ

ロ
ー

バ
ル

な
視

野
の

発
達

/
効

果
的

な
市

民
参

加
/
美

的
な

関
わ

り
 

Ａ
Ａ

Ｃ
＆

Ｕ
＝

ア
メ

リ
カ

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
カ

レ
ッ

ジ
か

ら
 

名
門

私
立

大
学

ま
で

含
む

1
,2

5
0

校
あ

ま
り
の

加
盟
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分
野

 
 

 
日

本
の

職
業

教
育

の
ス

タ
ン

ス
と

展
望

【
試

論
】

～
建

設
業

界
に

注
目

し
て

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

         

  

  

    
 

  

 

 
大

学
進

学
率

5
6
.8

%
(専

門
学

校
進

学
率

2
2
.3

％
) 

  
 

(浪
人

含
む

) 

 研
究

が
で

き
る

 

人
材

を
 

育
て

る
  

 

研
究

室
 

（
教

授
）
 

の
個

性
が

 

強
く
反

映
 

 

  ●
ク

ロ
ッ

シ
ン

グ
・

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

 
 ―

―
 社

会
基

盤
（

建
築

・
土

木
）

教
育

 
の

メ
イ

ン
・

ス
ト

リ
ー

ト
 

（
人

間
力

・
専

門
力

）
と

 
他

分
野

（
例

え
ば

、
プ

ロ
グ

 
ラ

ミ
ン

グ
、

映
像

、
語

学
な

ど
）

 
の

ス
ト

リ
ー

ト
が

出
会

う
 

「
交

差
点

」
に

生
ま

れ
る

技
術

 

●
専

門
力

 
 ―

―
 卒

業
時

点
で

 

専
門

的
な

業
務

を
 

担
う

こ
と

の
で

き
る

 
実

践
的

な
能

力
 

職
業

か
ら

 
「き

わ
め

る
」 

人
材

育
成

 
 

（
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ
ナ

ル

・
ポ

リ
シ

ー
） 

 
総

合
人

材
 

 
の

育
成

 

  

知
識

を
 

学
術

的
な

 

 教
え

る
 

  発
明

・
発

見
、

 

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

 

な
ど

に
よ

っ
て

 

社
会

貢
献

 
 

 
●

人
間

力
 

  
＝

 ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

ス
キ

ル
 

（
非

認
知

ス
キ

ル
）

 
 

―
―

 基
本

資
質

 
―

―
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
 

―
―

 仕
事

の
中

で
成

長
で

き
る

 
能

力
 

        ・
リ

テ
ラ

シ
ー

 
  

 
 知

識
を

活
用

し
て

 
 

  
問

題
解

決
す

る
力

 
  

 
 

・
コ

ン
ピ

テ
ン

ン
シ

ー
 

 
  

経
験

を
積

む
こ

と
で

 
 

  
身

に
つ

い
た

行
動

特
性

 
 

 ●
 I

C
T

技
術

(A
I、

Io
T

な
ど

)の
発

達
に

よ
っ

て
、

 

職
業

の
あ

り
方

は
大

き
く

変
わ

る
可

能
性

が
高

い
 

  
―

―
 「

日
本

の
労

働
人

口
の

4
9
％

が
人

工
知

能
や

ロ
ボ

ッ
ト

 等
で

代
替

 
可

能
に

 ～
 6

0
1

種
の

職
業

ご
と

に
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
技

術
に

 
よ

る
代

替
確

率
を

試
算

 ～
」

 
（

2
0
1
5
.1

2
月

/
㈱

野
村

総
合

研
究

所
）

 

 

専
門

学
校

（
専

門
職

大
学

）
の

役
割

を
明

解
に

す
る

背
景

 
～

 
例

示
＝

多
数

あ
る

 

 か
つ

て
、

 

子
供

た
ち

は
地

域
で

の
「

遊
び

」「
祭

り
な

ど
の

イ
ベ

ン
ト

」
 

を
通

し
て

「
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
」

に
よ

る
学

習
が

で
き

た
 

  
 

今
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
、

社
会

の
し

く
み

の
理

解
 

な
ど

を
地

域
で

学
ぶ

こ
と

が
で

き
に

く
く

な
っ

て
い

る
 

 

か
つ

て
、

 

す
ぐ

れ
た

学
者

・
設

計
者

な
ど

が
「

き
わ

め
た

」
思

想
も

、
 

す
ぐ

れ
た

技
能

者
・

職
人

・
大

工
な

ど
が

「
き

わ
め

た
」

思
想

も
、

 

高
度

な
哲

学
と

し
て

同
等

な
価

値
が

認
め

ら
れ

て
い

た
 

  
 

今
で

も
職

業
か

ら
「

き
わ

め
る

」
道

は
伝

承
さ

れ
る

べ
き

で
あ

る
 

将
来

へ
の

展
望

 

社
会

に
お

け
る

技
能

者
 

＝
職

人
の

位
置

づ
け

が
軽

く
 

 
な

っ
て

い
る

 
 ―
―

 す
ぐ

れ
た

技
能

が
 

伝
承

さ
れ

に
く

く
な

っ
て

い
る

 

 地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
機

能
 

が
希

薄
に

な
っ

て
い

る
 

 
―

―
 
T
V
、

エ
ア

コ
ン

、
学

習
塾

、

ゲ
ー

ム
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
な

ど

が
子

供
を

屋
外

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ

へ
参

加
し

に
く

く
し

て
い

る
 

 ●
 職

業
教

育
に

対
す

る
基

本
ス

タ
ン

ス
を

明
確

に
持

つ
こ

と
 

に
よ

っ
て

（
現

在
は

IC
T

技
術

の
積

極
的

取
り

込
み

な
ど

）、
 

社
会

の
変

革
に

対
応

で
き

る
専

門
人

材
を

育
て

る
 

＊
野

村
総

研
と

英
オ

ッ
ク

ス
フ

ォ
ー

ド
大

 マ
イ

ケ
ル

A
・

オ
ズ

ボ
ー

ン
准

教
授

 
 

お
よ

び
 カ

ー
ル

・
ベ

ネ
デ

ィ
ク

ト
・

フ
レ

イ
博

士
＊

1
 
と

の
共

同
研

究
。

 
 

国
内

6
0
1

職
種

＊
2
 に

つ
い

て
試

算
し

た
。

 
 ＊

1
. 

2
0
1
3

年
に

「
T
he

 F
ut

ur
e
 o

f 
E
m

pl
o
y
m

e
nt

 : 
H
o
w

 s
us

ce
pt

ib
le

 a
re

 j
o
b
s 

to
 

co
m

pu
te

ri
sa

ti
o
n」

を
発

表
 

 ＊
2
. 
「

職
務

構
造

に
関

す
る

研
究

 ―
―

 職
業

の
数

値
解

析
と

職
業

移
動

か
ら

の
検

討
」
（

労
働

政
策

研
究

・
研

修
機

構
（

2
0
1
2

年
）

が
報

告
 

専
門

学
校

（
専

門
職

大
学

）
で

の
教

育
 

大
学

で
の

教
育

 
 学

校
で

教
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

 
内

容
が

増
え

た
 

  
 

専
門

学
校

（
専

門
職

大
学

）
が

 

 
 

そ
の

役
割

を
担

う
 

  
創

造
力

と
実

践
力

が
豊

か
な

 
専

門
人

材
を

育
て

る
 

 

 
社

会
生

活
に

必
要

な
能

力
を

身
に

つ
け

さ
せ

る

 
大

卒
者

就
職

率
 7

1
.3

%
(正

規
雇

用
) 

＊
「
平

成
2
8

年
度

 学
校

基
本

調
査

（
確

定
値

）
」
（
文

科
省

2
0
1
6
.1

2
月

）

＊

 

IC
T

技
術

 

（
B
IM

）
 

を
根

幹
に

 

す
え

る
 

 

研
究

 

オ
リ
エ

ン
テ

ッ
ﾄﾞ
 

 

基
本

ス
タ

ン
ス

 
 

専
門

学
校

 

（
専

門
職

大
学

）
 

の
役

割
 

 

若
い

人
に

、
社

会
に

出
て

い
く

「
力

」
＝

技
術

を
 

身
に

つ
け

さ
せ

る
 

 

可
視

化
 

授
業

 

の
実

行
 

ア
ク

テ
ィ

ブ
 

ラ
ー

ニ
ン

グ
 

の
採

用
 

(ケ
ー

ス
メ

ソ
ッ

ド
） 

分
野

横
断

 

的
に

 

各
科

目
を

 

関
連

づ
け

る
 

客
観

性
の

 

高
い

 

評
価

手
法

 

の
模

索
 

＊

＊
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●

第
4

次
産

業
革

命
に

 
 

 
お

い
て

増
加

し
て

い
く
 

 
 「

ミ
ド
ル

ス
キ

ル
の

仕
事

＊
」 

 
 （

ボ
リ
ュ

ー
ム

ゾ
ー

ン
） 

 ①
Io

T
、

A
I 

等
を

活
用

し
た

 
 
 ビ

ジ
ネ

ス
の

企
画

立
案

 
―

―
 マ

ス
・ビ

ジ
ネ

ス
を

開
発

す
る

 
 
 
 
 商

品
企

画
な

ど
 

 ②
デ

ー
タ

・サ
イ

エ
ン

テ
ィ

ス
ト 

等
の

 
 
 ハ

イ
ス

キ
ル

の
仕

事
の

サ
ポ

ー
ト 

―
―

 ビ
ジ

ネ
ス

の
創

出
プ

ロ
セ

ス
を

 
 
 
 
 具

現
化

す
る

 
 
 
 
 オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

・
ス

タ
ッ

フ
 

 ③
個

人
の

セ
ン

ス
や

ア
イ

デ
ア

を
 

 
 活

か
し

た
 

 
 マ

ス
カ

ス
タ

マ
イ

ゼ
ー

シ
ョ
ン

 
―

―
 ニ

ッ
チ

・ビ
ジ

ネ
ス

を
開

発
 

 
 
 
 す

る
商

品
企

画
 等

 
 ④

ヒ
ュ

ー
マ

ン
・
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ
ン

 
―

―
 高

額
な

金
融

商
品

の
営

業
、
 

 
 
 
 高

級
レ

ス
ト
ラ

ン
の

接
客

、
 

 
 
 
 宅

配
の

ラ
ス

ト
ワ

ン
ス

マ
イ

ル
、
 

 
 
 
 
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
 等

 
 

■
 
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

ス
キ

ル
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
 A

I時
代

の
職

業
選

択
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

       

   

   

  
 

        

 
 

●
な

く
な

ら
な

い
仕

事
(例

) 

■
重

要
に

な
る

仕
事

 

・対
人

間
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

・人
工

知
能

、
ロ

ボ
ッ

トを
使

う
仕

事

・創
造

性
や

価
値

に
関

す
る

仕
事

 

・人
工

知
能

に
よ

る
「も

の
づ

く
り
」 

の
復

権
 

な
ど

 

 

・
デ

ー
タ

・
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
 

・
研

究
開

発
者

 

・ハ
イ

ス
キ

ル
の

仕
事

を
 

サ
ポ

ー
トす

る
ミ
ド
ル

ス
キ

ル

の
仕

事
 

・高
級

レ
ス

トラ
ン

の
接

客
係

 

・き
め

細
か

な
介

護
 

・
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
 

・製
造

業
に

お
け

る
 

Io
T

ビ
ジ

ネ
ス

の
開

発
者

 

・I
T

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
担

当
者

 

な
ど

 

●
今

後
の

「
仕

事
」
に

対
す

る
見

解
 

  
―

―
 機

械
と

う
ま

く
連

携
し

な
が

ら
、

社
会

的
知

性
を

活
用

し
な

が
ら

 
 

 
 

 
 
仕

事
を

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

 
 

 
 

 
自

動
化

し
や

す
い

仕
事

と
、

し
に

く
い

仕
事

の
違

い
は

、
 

 
 

 
 

 
「ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ビ

テ
ィ

(創
造

性
)」

と
 

 
 

 
 

 「
ソ

ー
シ

ャ
ル

イ
ン

テ
リ
ジ

ェ
ン

ス
（社

会
的

知
性

）
」の

 
 

 
 

 
 2

つ
の

要
素

を
含

ん
で

い
る

か
ど

う
か

 

 
 

 
 

 
[マ

イ
ケ

ル
A
・オ

ズ
ボ

ー
ン

（オ
ッ

ク
ス

フ
ォ

ー
ド
大

学
准

教
授

）/
2
0
1
6

年
1

月
] 

 
 

 
 

  
 

―
―

 (
機

械
が

)画
像

認
識

で
き

な
い

か
ら

人
間

が
や

っ
て

い
る

仕
事

が
た

く
さ

ん
あ

る
。

 
 

 
 

 
そ

れ
が

自
動

化
さ

れ
る

[東
京

大
学

 松
尾

豊
准

教
授

/
2
0
1
6

年
] 

 

何
が

変
わ

る
？

 

A
I技

術
革

新
と

は
 

既
存

の
職

業
（

仕
事

)を
変

え
て

い
く

方
向

性
も

あ
る

 

 

●
な

く
な

る
仕

事
(例

) 

自
動

化
 

し
に

く
い

 
仕

事
 

 
な

く
な

ら
な

い
 

第
4

次
産

業
革

命
で

幅
広

く
求

め
ら

れ
る

能
力

の
例

＊
 

 
自

動
化

 
し

や
す

い
 

仕
事

 
 

な
く
な

る
 

 

 
①

少
子

高
齢

化
の

進
展

 
 

②
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

深
化

・産
業

構
造

変
化

の
加

速
化

 

③
第

4
次

産
業

革
命

の
発

現
に

よ
り
、

 
我

が
国

の
「
仕

事
・
働

き
方

」
を

取
り
巻

く
環

境
は

 
大

き
く
変

化
し

つ
つ

あ
る

 

1
0
～

2
0

年
で

、
日

本
の

労
働

人
口

の
4
9
％

が
 

人
工

知
能

や
ロ

ボ
ッ

ト
 
等

で
代

替
可

能
に

 

（
2
0
1
5

年
1
2

月
/
野

村
総

研
）
 

 

第
4

次
産

業
革

命
（I

nd
us

tr
y
 

4
.0

） 
 Io

T
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

、
ロ

ボ
ッ

ト、
A
I 

等
に

よ
る

 
技

術
革

新
 

 

 

発
想

 
を

 
変

え
る

 
個

人
の

 
能

力
を

 
高

め
る

 
 

設
計

技
術

者
 

 

現
場

管
理

者
 

 

職
人

 

 

行
政

職
員

 

 

経
営

者
 

 
人

で
な

け
れ

ば
 

で
き

な
い

こ
と

 
 

人
で

あ
る

か
ら

こ
そ

 

で
き

る
こ

と
 

 

を
さ

ぐ
る

 

  
―

―
 創

造
性

 
価

値
の

創
出

 
 

―
―

 対
人

間
の

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 
協

調
性

が
必

要
 

 
―

―
 非

定
型

な
仕

事
 

 

こ
れ

ま
で

に
 

な
か

っ
た

 
仕

事
が

 
生

ま
れ

る
 

「企
業

」と
「個

人
」 

が
相

互
に

自
立

的
な

パ
ー

トナ
ー

シ
ッ

プ
 

―
―

 ク
ラ

ウ
ド
 

ソ
ー

シ
ン

グ
 

―
―

 多
様

な
 

働
き

方
 

・家
事

（掃
除

、
調

理
…

） 

・ホ
ワ

イ
トカ

ラ
ー

の
労

務
管

理
 

・翻
訳

（語
学

） 

・製
造

ラ
イ

ン
 

・調
達

（出
荷

・発
送

） 

・低
額

・定
型

の
保

険
営

業
 

・ス
ー

パ
ー

の
レ

ジ
係

 

・
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

 

・
銀

行
窓

口
 

な
ど

 

■
む

し
ろ

A
Iを

活
用

し
た

い
 

・
農

業
 

・
介

護
 

・
廃

炉
 

・
運

転
 

・
建

設
/
測

量
 

・
河

川
や

火
山

の
見

張
り
 

な
ど

 

 

＝

＊
出

典
：「

第
4

次
産

業
革

命
へ

の
対

応
の

方
向

性
」（

経
済

産
業

省
 経

済
産

業
政

策
局

/
2
0
1
6
.1

月
） 

＊
出

典
：「

A
I技

術
革

新
の

進
展

に
よ

る
社

会
へ

の
影

響
に

つ
い

て
」（

東
京

大
学

 松
尾

豊
 准

教
授

/
2
0
1
6

年
） 

 
こ

れ
ま

で
も

重
視

 
 

言
語

力
（
母

語
を

基
礎

）
・
数

的
能

力
 

 
（い

わ
ゆ

る
「読

み
書

き
算

盤
」）

 

新
た

に
重

視
 

 
外

国
語

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
と

な
る

言
語

力
 

情
報

・デ
ー

タ
や

IT
に

関
す

る
リ
テ

ラ
シ

ー
 

(問
題

発
見

・解
決

の
た

め
の

情
報

・デ
ー

タ
や

IT
 

を
使

い
こ

な
す

力
) 

基
本

リ
テ

ラ
シ

ー
 

自
己

研
鑽

意
識

 
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

 
多

様
性

・
異

文
化

理
解

 
マ

イ
ン

ド
 

専
門

知
識

 
業

界
専

門
知

識
 

機
能

専
門

知
識

 
（

例
：

経
営

戦
略

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

）
 

基
幹

能
力

 
ヒ

ュ
ー

マ
ン

タ
ッ

チ
・

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

創
造

性
 

問
題

発
見

・ 
解

決
 

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト

 
地

域
に

根
づ

い
た

 
「ま

ち
医

者
」的

役
割

 

 
最

先
端

の
技

術
を

知
っ

た
上

で
 職

人
の

モ
チ

ベ
ー

 
シ

ョ
ン

を
高

め
る

仕
事

 

 
高

度
な

伝
統

技
術

の
 

保
持

者
 

(大
工

な
ら

宮
大

工
 な

ど
) 

 地
域

の
企

業
、
学

校
、
 

人
材

を
「つ

な
い

で
」 

新
し

い
組

合
せ

を
つ

く
る

 

 人
材

、
設

備
、
技

術
、
情

報
な

ど
の

経
営

資
源

を
 

「
た

ば
ね

る
」
役

割
 

×
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 人

工
知

能

 
ニ

ュ
ー

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
 

 ■
 
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
A
I技

術
革

新
の

進
展

に
よ

る
社

会
へ

の
影

響
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

       

   

   

  
 

        

主
た

る
論

点
 

今
後

の
展

開
予

測
 

 

●
日

本
の

社
会

問
題

を
人

工
知

能
で

解
決

す
る

 
 

―
―

 
農

業
、

介
護

、
廃

炉
、

河
川

や
火

山
の

見
張

り
 

 
 

 
 

な
ど

に
適

用
す

る
 

 
●

労
働

環
境

の
変

化
 

 
―

―
 
ロ

ボ
ッ

ト・
A
Iに

よ
り
人

口
増

と
同

じ
効

果
 

―
―

 
掃

除
や

調
理

な
ど

の
家

事
、

介
護

 
等

が
ロ

ボ
ッ

ト
化

で
き

る
 

―
―

 
ホ

ワ
イ

トカ
ラ

ー
の

労
務

管
理

が
、

よ
り
や

り
や

す
く
な

る
 

 
●

今
後

の
日

本
に

や
っ

て
く
る

大
き

な
2

つ
の

変
化

 
 

―
―

 
認

識
・運

動
能

力
の

向
上

の
波

(今
後

5
～

1
0

年
) 

―
―

 
自

動
翻

訳
の

波
（今

後
1
0
～

2
0

年
） 

 
 

 
 

研
究

レ
ベ

ル
で

は
5
～

1
0

年
、

 
 

 
 

 
実

用
化

レ
ベ

ル
で

は
1
0
～

1
5

年
 

 

 

 

●
個

人
に

と
っ

て
 ：

 職
業

の
変

化
 

 
―

―
 1

0
～

2
0

年
で

、
日

本
の

労
働

人
口

の
4
9
％

が
 

 
 

 
 

 
 

 人
工

知
能

や
ロ

ボ
ッ

ト 
等

で
代

替
可

能
に

（
2
0
1
5
.1

2
月

N
R
I）

 

―
―

 新
し

い
仕

事
が

出
て

く
る

 
 

●
人

工
知

能
に

よ
る

「も
の

づ
く
り
」の

復
権

へ
 

  
―

―
 「

運
動

を
伴

う
労

働
」の

ニ
ー

ズ
高

い
 

 
―

―
 「

も
の

づ
く
り
」と

人
工

知
能

の
相

性
 

 
 

 
 

 が
よ

い
 

 
―

―
 人

工
知

能
研

究
者

が
多

い
 な

ど
 

 ●
重

要
に

な
る

仕
事

 
  

―
―

 対
人

間
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 
 

―
―

 人
工

知
能

、
ロ

ボ
ッ

トを
使

う
仕

事
 

 
―

―
 創

造
性

や
価

値
に

関
す

る
仕

事
 

 

「
A
I技

術
革

新
の

進
展

に
よ

る
社

会
へ

の
影

響
に

つ
い

て
」（

東
京

大
学

 松
尾

豊
/
准

教
授

/
2
0
1
6

年
）

 

人
工

知
能

と
機

械
学

習
と

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

関
係

 
人

工
知

能
に

関
す

る
考

え
方

 

ト
レ

ン
ド

 
職

業
 

 デ
ィ

ー
プ

 

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

 

さ
ら

な
る

発
展

 

 画
像

・
映

像
 

認
識

 

 運
動

の
 

習
熟

 

最
終

的
に

は
、

日
常

生
活

、
仕

事
に

お
け

る
ロ

ボ
ッ

ト・
機

械
 

の
活

用
へ

 
  

情
報

路
線

（
G
o
o
g
le

、
F
ac

e
bo

o
k

系
）
 

 
運

動
路

線
（
も

の
を

動
か

す
、
加

工
す

る
、
、
、
） 

 
 
 

●
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

 

―
―

 特
微

量
を

自
動

的
に

生
成

す
る

技
術

 

「
ニ

ュ
ー

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
の

一
種

 

 デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
＋

強
化

学
習

＊
（2

0
1
3
～

） 

 

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
＋

強
化

学
習

が
実

世
界

へ
（2

0
1
5
～

）
 

出
典

：
［
人

工
知

能
は

敵
か

味
方

か
］
（
2
0
1
6
.6

月
/
ジ

ョ
ン

・
マ

ル
コ

フ
＊
/
日

経
B
P

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
）
 

  
●

F
as

t 
-
 S

L
A
M

(自
動

走
行

車
に

使
え

る
マ

ッ
ピ

ン
グ

 

 
  

技
術

/
2
0
0
2

年
/
S
.サ

ラ
ン

[元
グ

ー
グ

ル
]）

は
、
 

 
 

現
実

の
環

境
で

何
千

と
い

う
モ

ノ
を

認
識

で
き

る
 

 
 

技
術

で
あ

る
。

 
  

 
ル

ー
ル

に
基

づ
く
推

論
で

は
な

く
、

確
率

的
統

計
 

 
 

手
法

を
採

る
よ

う
に

な
る

人
工

知
能

と
ロ

ボ
テ

ィ
ク

 
 

 
ス

の
新

し
い

波
の

最
初

の
例

 
（P

.5
9
） 

 

  
●

「成
功

す
る

人
間

は
、

マ
シ

ン
と

パ
ー

トナ
ー

シ
ッ

 
 

 
 プ

を
組

ん
で

仕
事

を
す

る
人

だ
」 

 
 
 (

2
0
1
4
/
N
A
S
A

会
議

/
ピ

ー
タ

ー
・
ノ
ー

ビ
グ

 [
G
o
o
g
le

 
 
 
 研

究
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
])

 （
P
.9

0
）
 

  
●

「も
し

わ
れ

わ
れ

が
す

べ
て

明
解

で
わ

か
り
や

す
 

 
 

 
い

方
法

で
理

解
し

た
り
決

定
し

た
り
で

き
る

な
ら

、
 

 
 

 
そ

れ
は

機
械

で
も

で
き

る
と

い
う

こ
と

だ
」 

 
 

 （
J
ho

n 
M

ar
k
o
ff

/
“
In
1
9
4
9
,H

e
*
 I
m

ag
in
e
d
 a

n 
A
g
e
  

 
 

 o
f 

R
o
b
o
ts

”
 ～

 2
0
1
3
.6

.2
0
 N

e
w

 Y
o
rk

 T
im

e
s)

 
  

 
 *

こ
こ

で
い

っ
て

い
る

H
e

と
は

ウ
イ

ナ
ー

 
 

 
 
 （

サ
イ

バ
ネ

テ
ィ

ク
ス

の
提

唱
者

）（
P
.1

0
0
）
 

  

  
●

「2
0
4
5

年
と

い
う

の
は

、
レ

イ
・カ

ー
ツ

ワ
イ

ル
が

、
 

 
 人

間
が

生
物

学
を

超
え

る
と

予
測

す
る

と
き

だ
。

 
 

 
 こ

れ
は

、
暗

示
的

に
は

運
命

を
超

え
る

時
と

も
 

 
 

 理
解

で
き

る
。

」
（
P
.1

1
4
）
 

 
 

―
―

 「
ポ

ス
ト
・
ヒ

ュ
ー

マ
ン

誕
生

」
（
2
0
0
5
）に

よ
る

と
、
 

 
 

  
 
2
0
4
5

年
は

1
,0

0
0

ド
ル

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

の
 

 
 

  
 
演

算
能

力
が

人
間

の
脳

の
1
0
0

億
倍

に
な

り
、
 

 
 

  
 
技

術
的

特
異

点
（
シ

ン
ギ

ュ
ラ

リ
テ

ィ
）
に

至
る

 
 

 
  

 
知

能
の

土
台

が
十

分
に

生
ま

れ
て

い
る

だ
ろ

う
と

 
 

 
  

 
予

測
。

人
間

の
能

力
と

社
会

が
根

底
か

ら
覆

り
 

 
 

  
 
変

容
す

る
と

予
測

。
 

 
 

  
 

原
書

「T
he

 S
in
g
ul
ar

it
y
 i
s 

N
e
ar

」（
2
0
0
5
）
 

 
 

―
―

 そ
の

後
、

2
0
2
9

年
に

シ
ン

ギ
ュ

ラ
リ
テ

ィ
が

く
る

と
 

 
 

  
 
変

更
 

  
ニ

ュ
ー

ラ
ル

ネ
ッ

トワ
ー

ク
＊
は

機
械

学
習

の
中

の
一

手
法

 

  

＊
ニ

ュ
ー

ラ
ル

ネ
ッ

トワ
ー

ク
 ―

―
 生

物
の

ニ
ュ

ー
ロ

ン
の

動
き

を
ま

ね
て

 
「学

習
」し

、
パ

タ
ー

ン
認

識
で

成
果

を
期

待
さ

れ
る

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
回

路
 

  
人

間
が

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

 
 

作
ら

な
い

 
  

＝
機

械
が

自
分

で
学

ぶ
 

 

  
A
I 

  
＝

A
rt

if
ic

ia
l 
In
te

lli
g
e
nc

e
 

 

機
械

学
習

 

 
人

間
を

超
え

る
画

像
認

識
が

 
進

ん
で

き
た

 

―
―

画
像

認
識

が
で

き
な

い
か

ら
 

 
 

 
人

間
が

や
っ

て
い

る
仕

事
が

 
 

 
 

た
く
さ

ん
あ

る
 

そ
こ

が
自

動
化

さ
れ

る
 

―
―

機
械

も
習

熟
す

る
し

、
ロ

ボ
ッ

トも
上

達
す

る
よ

う
に

な
る

日
本

は
こ

っ
ち

が
 

得
意

か
 

＊
行

動
を

学
習

す
る

仕
組

み
 

「も
の

づ
く
り
」を

 
復

権
さ

せ
る

 
条

件
が

 
そ

ろ
っ

て
い

る

  
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

＝
深

層
学

習
 

  
複

数
の

層
の

処
理

を
重

ね
て

 
 

複
雑

な
判

断
が

で
き

る
よ

う
に

 
 

す
る

一
つ

の
方

法
  

  
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

は
、

 
 
ニ

ュ
ー

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 
 
（
＝

入
力

と
出

力
の

セ
ッ

ト）
の

 
 
ひ

と
つ

の
形

 
 
 
 

 
 
こ

れ
を

多
段

に
重

ね
て

処
理

す
る

手
法

 
 

＝ 

出
典

：「
グ

ー
グ

ル
に

学
ぶ

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
」（

2
0
1
7
.1

月
/
日

経
B
P

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
）
 P

2
9
.に

加
筆

 

＊
ジ

ャ
ー

ナ
リ
ス

ト/
2
0
1
3

年
 
ピ

ュ
ー

リ
ッ

ッ
ア

賞
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■
寺

田
知

太
 上

級
研

究
員

の
見

解
 

 

 ■
マ

イ
ケ

ル
A
・
オ

ズ
ボ

ー
ン

（オ
ッ

ク
ス

フ
ォ

ー
ド
大

学
准

教
授

）の
見

解
 

 
●

自
動

化
し

や
す

い
仕

事
と

し
に

く
い

仕
事

の
違

い
は

、
 

 
 「

ク
リ
エ

ィ
テ

ィ
ビ

テ
ィ

（創
造

性
）」

と
 

 
 「

ソ
ー

シ
ャ

ル
イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ス
（社

会
的

知
性

）」
の

2
つ

の
要

素
を

 
 

 含
ん

で
い

る
か

ど
う

か
 

 ●
「
再

教
育

が
鍵

と
な

る
」 

～
 今

後
は

機
械

と
う

ま
く
連

携
し

な
が

ら
社

会
的

 
 

 知
性

を
活

用
し

な
が

ら
仕

事
を

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

 
 

 （
2
0
1
6
.1

月
 
野

村
総

研
 
研

究
報

告
講

演
会

） 
 

■
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
 

資
料

 
 

 
人

工
知

能
や

ロ
ボ

ッ
ト

に
よ

る
職

業
代

替
可

能
性

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

    

  

 

  

 

           

 

人
工

知
能

や
ロ

ボ
ッ

ト
等

に
よ

る
代

替
可

能
性

が
高

い
1
0
0

種
の

職
業

（
5
0

音
順

、
並

び
は

代
替

可
能

性
確

立
と

は
無

関
係

）
 

 ※
職

業
名

は
、
労

働
政

策
研

究
・研

修
機

構
「職

務
構

造
に

関
す

る
研

究
」に

対
応

 

                             人
工

知
能

や
ロ

ボ
ッ

ト
等

に
よ

る
代

替
可

能
性

が
低

い
1
0
0

種
の

職
業

（
5
0

音
順

、
並

び
は

代
替

可
能

性
確

立
と

は
無

関
係

）
 

 ※
職

業
名

は
、
労

働
政

策
研

究
・研

修
機

構
「職

務
構

造
に

関
す

る
研

究
」に

対
応

 

   

 ●
ニ

ュ
ー

ス
リ
リ
ー

ス
(研

究
の

詳
細

は
非

公
開

) 
 

日
本

の
労

働
人

口
の

4
9
％

が
人

工
知

能
や

ロ
ボ

ッ
ト
 等

で
代

替
可

能
に

 
～

6
0
1

種
の

職
業

ご
と

に
、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

技
術

に
よ

る
代

替
確

率
を

試
算

～
 

 
2
0
1
5

年
1
2

月
0
2

日
 
 

株
式

会
社

 野
村

総
合

研
究

所
 
 

 株
式

会
社

野
村

総
合

研
究

所
（
本

社
：東

京
都

千
代

田
区

、
代

表
取

締
役

会
長

兼
社

長
：嶋

本
 
正

、
以

下
「N

R
I」

）は
、
英

オ
ッ

ク
ス

フ
ォ

ー
ド
大

学
の

マ
イ

ケ
ル

 A
. 

オ
ズ

ボ
ー

ン
准

教
授

お
よ

び
カ

ー
ル

・ベ
ネ

デ

ィ
ク

ト・
フ

レ
イ

博
士

*
1

と
の

共
同

研
究

に
よ

り
、
国

内
6
0
1

種
類

の
職

業
*
2

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
人

工
知

能
や

ロ
ボ

ッ
ト等

で
代

替
さ

れ
る

確
率

を
試

算
し

ま
し

た
。
こ

の
結

果
、
1
0
～

2
0

年
後

に
、
日

本
の

労
働

人

口
の

約
4
9
％

が
就

い
て

い
る

職
業

に
お

い
て

、
そ

れ
ら

に
代

替
す

る
こ

と
が

可
能

と
の

推
計

結
果

が
得

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

 こ
の

共
同

研
究

は
、
N
R
I未

来
創

発
セ

ン
タ

ー
が

「“
2
0
3
0

年
”
か

ら
日

本
を

考
え

る
、
“今

”か
ら

2
0
3
0

年

の
日

本
に

備
え

る
。
」を

テ
ー

マ
に

行
っ

て
い

る
研

究
活

動
の

ひ
と

つ
で

す
。
人

口
減

少
に

伴
い

、
労

働
力

の

減
少

が
予

測
さ

れ
る

日
本

に
お

い
て

、
人

工
知

能
や

ロ
ボ

ッ
ト等

を
活

用
し

て
労

働
力

を
補

完
し

た
場

合
の

社
会

的
影

響
に

関
す

る
研

究
を

し
て

い
ま

す
。
 

 日
本

の
労

働
人

口
の

約
4
9
％

が
、

技
術

的
に

は
人

工
知

能
等

で
代

替
可

能
に

 
 試

算
*
3

は
、
労

働
政

策
研

究
・
研

修
機

構
が

2
0
1
2

年
に

公
表

し
た

「
職

務
構

造
に

関
す

る
研

究
」
で

分

類
し

て
い

る
、
日

本
国

内
の

6
0
1

の
職

業
に

関
す

る
定

量
分

析
デ

ー
タ

を
用

い
て

、
オ

ズ
ボ

ー
ン

准
教

授
が

米
国

お
よ

び
英

国
を

対
象

に
実

施
し

た
分

析
と

同
様

の
手

法
で

行
い

、
そ

の
結

果
を

N
R
Iが

ま
と

め
ま

し
た

。

そ
れ

に
よ

る
と

、
日

本
の

労
働

人
口

の
約

4
9
％

が
、
技

術
的

に
は

人
工

知
能

や
ロ

ボ
ッ

ト等
に

よ
り
代

替
で

き
る

よ
う
に

な
る

可
能

性
が

高
い

と
推

計
さ

れ
ま

し
た

（
図

1
）。

（代
替

可
能

性
の

高
い

職
種

、
代

替
可

能
性

の
低

い
職

種
の

一
部

を
【ご

参
考

】で
紹

介
し

て
い

ま
す

。
） 

 図
1
：
人

工
知

能
や

ロ
ボ

ッ
ト
等

に
よ

る
代

替
可

能
性

が
高

い
労

働
人

口
の

割
合

（
日

本
、

英
国

、
米

国
の

比
較

）
 

                注
）米

国
デ

ー
タ

は
オ

ズ
ボ

ー
ン

准
教

授
と

フ
レ

イ
博

士
の

共
著

”T
he

 F
ut

ur
e
 o

f 
E
m

pl
o
y
m

e
nt

”(
2
0
1
3
)

か
ら

、
ま

た
英

国
デ

ー
タ

は
オ

ズ
ボ

ー
ン

准
教

授
、
フ

レ
イ

博
士

、
お

よ
び

デ
ロ

イ
トト

ー
マ

ツ
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
社

に
よ

る
報

告
結

果
(2

0
1
4
)か

ら
採

っ
て

い
る

。
 

創
造

性
、

協
調

性
が

必
要

な
業

務
や

、
非

定
型

な
業

務
は

、
将

来
に

お
い

て
も

人
が

担
う

 
 こ

の
研

究
結

果
に

お
い

て
、
芸

術
、
歴

史
学

・考
古

学
、
哲

学
・神

学
な

ど
抽

象
的

な
概

念
を

整
理

・創
出

す
る

た
め

の
知

識
が

要
求

さ
れ

る
職

業
、
他

者
と

の
協

調
や

、
他

者
の

理
解

、
説

得
、

ネ
ゴ

シ
エ

ー
シ

ョ
ン

、

サ
ー

ビ
ス

志
向

性
が

求
め

ら
れ

る
職

業
は

、
人

工
知

能
等

で
の

代
替

は
難

し
い

傾
向

が
あ

り
ま

す
。
一

方
、

必
ず

し
も

特
別

の
知

識
・ス

キ
ル

が
求

め
ら

れ
な

い
職

業
に

加
え

、
デ

ー
タ

の
分

析
や

秩
序

的
・体

系
的

操

作
が

求
め

ら
れ

る
職

業
に

つ
い

て
は

、
人

工
知

能
等

で
代

替
で

き
る

可
能

性
が

高
い

傾
向

が
確

認
で

き
ま

し
た

。
 

 N
R
Iで

は
、
今

後
も

技
術

の
進

歩
と

豊
か

な
日

本
社

会
の

在
り
方

に
つ

い
て

、
さ

ま
ざ

ま
な

調
査

研
究

を
行

い
、
分

析
結

果
や

そ
れ

に
基

づ
く
提

言
を

発
信

し
て

い
き

ま
す

。
 

 2
0
1
6

年
1

月
1
2

日
（火

）に
、
N
R
I丸

の
内

総
合

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

世
界

最
先

端
の

人
工

知
能

研
究

者

で
あ

る
、
英

オ
ッ

ク
ス

フ
ォ

ー
ド
大

学
の

オ
ズ

ボ
ー

ン
准

教
授

、
お

よ
び

東
京

大
学

 松
尾

豊
准

教
授

を
招

聘

し
、
研

究
報

告
講

演
会

を
開

催
し

ま
す

。
詳

細
は

、
以

下
の

U
R
L

を
参

照
し

て
く
だ

さ
い

。
 

ht
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/
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te
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  ※
1

マ
イ

ケ
ル

 
A

. 
オ

ズ
ボ

ー
ン

准
教

授
と

カ
ー

ル
・
ベ

ネ
デ

ィ
ク

ト
・
フ

レ
イ

博
士

：
 

両
氏

は
、
英

オ
ッ

ク
ス

フ
ォ

ー
ド
大

学
マ

ー
テ

ィ
ン

ス
ク

ー
ル

に
て

、
テ

ク
ノ
ロ

ジ
ー

と
雇

用
を

研
究

す
る

オ
ッ

ク
ス

フ
ォ

ー
ド
・
マ

ー
テ

ィ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
ダ

イ
レ

ク
タ

ー
を

共
同

で
務

め
て

い
ま

す
。

共
著

論
文

に
”
T
he

 F
ut

ur
e
 o

f 

E
m

pl
o
y
m

e
nt

: 
H
o
w

 s
us

ce
pt

ib
le

 a
re

 j
o
b
s 

to
 c

o
m

pu
te

ri
sa

ti
o
n”

(2
0
1
3
) 

が
あ

り
ま

す
。
オ

ズ
ボ

ー
ン

氏
は

工
学

部
に

所
属

し
、

専
門

分
野

は
機

械
学

習
、

ま
た

フ
レ

イ
氏

は
オ

ッ
ク

ス
フ

ォ
ー

ド
・マ

ー
テ

ィ
ン

・
ス

ク
ー

ル
の

シ
テ

ィ
・フ

ェ
ロ

ー
で

あ
り
専

門
分

野
は

経
済

学
で

す
。

 

オ
ッ

ク
ス

フ
ォ

ー
ド
・マ

ー
テ

ィ
ン

・プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

U
R
L

を
参

照
し

て
く
だ

さ
い

。
 

ht
tp

:/
/
w

w
w

.o
x
fo

rd
m

ar
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n.

o
x
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c.
uk

/
re

se
ar

ch
/
pr

o
g
ra

m
m

e
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te
ch

-
e
m
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o
y
m

e
nt

 
 ※

2
国

内
6
0
1

種
類

の
職

業
：
 

労
働

政
策

研
究

・
研

修
機

構
が

「
職

務
構

造
に

関
す

る
研

究
」
で

報
告

し
て

い
る

6
0
1

の
職

業
を

対
象

に
し

て
い

ま
す

。
同

機
構

は
、

ア
ン

ケ
ー

ト調
査

に
よ

り
、

職
業

を
構

成
す

る
各

種
次

元
（職

業
興

味
、

価
値

観
、

仕
事

環
境

、
ス

キ
ル

、
知

識
な

ど
）の

定
量

デ
ー

タ
を

分
析

し
て

い
ま

す
。

職
業

ご
と

に
3
0
 
名

以
上

の
ア

ン
ケ

ー
ト
回

答
を

収
集

で

き
、
分

析
を

行
っ

た
職

業
が

6
0
1

種
類

と
な

っ
て

い
ま

す
。

研
究

報
告

の
詳

細
は

、
以

下
の

U
R
L

を
参

照
し

て
く
だ

さ
い

。
 

ht
tp

:/
/
w

w
w

.ji
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o
.jp

/
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st
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e
/
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2
/
0
1
4
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 ※

3
試

算
や

分
析

の
方

法
に

つ
い

て
：
 

本
研

究
に

お
け

る
分

析
は

、
労

働
政

策
研

究
・
研

修
機

構
「
職

務
構

造
に

関
す

る
研

究
」
か

ら
得

ら
れ

た
職

業
を

構

成
す

る
各

種
次

元
の

定
量

デ
ー

タ
を

も
と

に
、
米

国
お

よ
び

英
国

に
お

け
る

先
行

研
究

と
同

様
の

分
析

ア
ル

ゴ
リ
ズ

ム
を

用
い

て
実

施
し

ま
し

た
。

そ
の

結
果

、
従

事
す

る
一

人
の

業
務

全
て

を
、
高

い
確

率
（
6
6
％

以
上

）
で

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
が

代
わ

り
に

遂
行

で
き

る
（技

術
的

に
人

工
知

能
や

ロ
ボ

ッ
ト等

で
代

替
で

き
る

）職
種

に
就

業
し

て
い

る
人

数
を

推
計

し
、

そ
れ

が
就

業
者

数
全

体
に

占
め

る
割

合
を

算
出

し
て

い
ま

す
。

あ
く
ま

で
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
に

よ
る

技

術
的

な
代

替
可

能
性

で
あ

り
、

実
際

に
代

替
さ

れ
る

か
ど

う
か

は
、

労
働

需
給

を
含

め
た

社
会

環
境

要
因

の
影

響
も

大
き

い
と

想
定

さ
れ

ま
す

が
、

本
試

算
に

お
い

て
そ

れ
ら

の
社

会
環

境
要

因
は

考
慮

し
て

い
ま

せ
ん

。
ま

た
、

従

事
す

る
一

人
の

業
務

の
一

部
分

の
み

を
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

が
代

わ
り
に

遂
行

す
る

確
率

や
可

能
性

に
つ

い
て

は
検

討
し

て
い

ま
せ

ん
。

 
 

労
働

力
不

足
 

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
進

化
 

 

（N
R
Iニ

ュ
ー

ス
レ

タ
ー

/
2
0
1
6

年
3

月
）

・イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

 
 ・
新

た
な

サ
ー

ビ
ス

の
創

出
 

 
・組

織
、
業

務
、
 

働
き

方
な

ど
 

の
改

善
 

 

日
本

に
と

っ
て

新
し

い
価

値
を

生
み

出
す

チ
ャ

ン
ス

 

 
テ

ク
ノ
ロ

ジ
ー

 
を

 
受

け
入

れ
る
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生

産
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
 

一
般

事
務

員
 

鋳
物

工
 

医
療

事
務

員
 

受
付

係
 

Ａ
Ｖ

・通
信

機
器

組
立

・修
理

工
 

駅
務

員
 

Ｎ
Ｃ

研
削

盤
工

 
Ｎ

Ｃ
旋

盤
工

 
会

計
監

査
係

員
 

加
工

紙
製

造
工

 
貸

付
係

事
務

員
 

学
校

事
務

員
 

カ
メ

ラ
組

立
工

 
機

械
木

工
 

寄
宿

舎
・
寮

・
マ

ン
シ

ョ
ン

管
理

人
 

C
A
D

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

 
給

食
調

理
人

 
教

育
・
研

修
事

務
員

 
行

政
事

務
員
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国

）
 

行
政

事
務

員
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県

市
町
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）
 

銀
行

窓
口

係
 

金
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加
工
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製
品
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工
 

金
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工
 

金
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材
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製
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検
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金
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理
工

 
金
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プ
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ス

工
 

ク
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計
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立

工
 

警
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経
理

事
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検
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品
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建
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員
 

ゴ
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製
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成
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工
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成
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）
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包
工

 
サ
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工
 

産
業

廃
棄

物
収

集
運

搬
作

業
員
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製
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工
 

自
動

車
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工
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車
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工
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発
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作
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員
 

人
事

係
事
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員

 
新

聞
配

達
員
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情
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管

理
士

 
水

産
ね
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品
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造
工

 
ス
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パ
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生
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事
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員
 

製
パ
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工
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粉
工
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本
作
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涼
飲
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工
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員
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工
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士
 

宝
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じ

販
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人
 

タ
ク

シ
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運
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者
 

宅
配

便
配

達
員

 
鍛
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工
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管
理

人
 

通
関

士
 

通
信

販
売
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付

事
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員
 

積
卸

作
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員
 

デ
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タ
入

力
係

 
電

気
通
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技

術
者

 
電

算
写

植
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
 

 

電
子

計
算

機
保

守
員

（
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保
守

員
）
 

電
子

部
品

製
造

工
 

電
車

運
転

士
 

道
路

パ
ト
ロ

ー
ル

隊
員

 
日

用
品

修
理

シ
ョ
ッ

プ
店

員
 

バ
イ

ク
便

配
達

員
 

発
電

員
 

非
破

壊
検

査
員

 
ビ

ル
施

設
管

理
技

術
者

 
ビ

ル
清

掃
員

 
物

品
購

買
事

務
員

 
プ

ラ
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チ
ッ

ク
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品
成
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工

 
プ
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ス
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ペ
レ
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タ

ー
 

ボ
イ

ラ
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オ
ペ

レ
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タ
ー

 
貿

易
事

務
員

 
包

装
作

業
員

 
保

管
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管

理
係

員
 

保
険

事
務

員
 

ホ
テ

ル
客
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係

 
マ

シ
ニ
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グ

セ
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オ

ペ
レ
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タ

ー
ミ
シ

ン
縫

製
工

 
め

っ
き

工
 

め
ん

類
製

造
工

 
郵

便
外

務
員

 
郵

便
事

務
員

 
有

料
道

路
料

金
収

受
員

 
レ

ジ
係

 
列

車
清

掃
員

 
レ

ン
タ

カ
ー

営
業

所
員

 
路

線
バ

ス
運

転
者

  

ア
ー

ト
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
 

ア
ウ

ト
ド
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イ
ン

ス
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ラ

ク
タ

ー
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ナ

ウ
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サ
ー

 
ア
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ピ
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ト
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訓

練
士
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テ

リ
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デ
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ネ
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イ
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ノ
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ド
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ザ

イ
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ス
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イ
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ナ

ー
 

フ
ー

ド
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
 

舞
台

演
出

家
 

舞
台

美
術

家
 

フ
ラ

ワ
ー

デ
ザ

イ
ナ

ー
 

フ
リ
ー

ラ
イ

タ
ー

 
プ

ロ
デ

ュ
ー

サ
ー

 
ペ

ン
シ

ョ
ン

経
営

者
 

保
育

士
 

放
送

記
者

 
放

送
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
 

報
道

カ
メ

ラ
マ

ン
 

法
務

教
官

 
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

・
リ
サ

ー
チ

ャ
ー

 
マ

ン
ガ

家
 

ミ
ュ

ー
ジ

シ
ャ

ン
 

メ
イ

ク
ア

ッ
プ

ア
ー

テ
ィ

ス
ト
 

盲
・
ろ

う
・
養

護
学

校
教

員
 

幼
稚

園
教

員
 

理
学

療
法

士
 

料
理

研
究

家
 

旅
行

会
社

カ
ウ

ン
タ

ー
係

 
レ

コ
ー

ド
プ

ロ
デ

ュ
ー

サ
ー

 
レ

ス
ト
ラ

ン
支

配
人

 
録

音
エ

ン
ジ

ニ
ア
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 ■
 
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
 

  
「

職
務

構
造

に
関

す
る

研
究

」
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

       

   

   

  
 

        

 
 

 
 

 

出
典

 

職
業

の
基

準
数

値
の

抽
出

 

背
景

 
等

 
目

的
 

 ●
課

業
＊

（
職

務
内

容
）
の

数
値

化
 

 
 
  

課
業

の
文

字
か

ら
単

語
を

抽
出

 
 
  

（
テ

キ
ス

ト
マ

イ
ニ

ン
グ

）し
、
5
0
3
  

 
  

職
業

に
お

け
る

各
単

語
の

出
現

 
 
  

頻
度

に
基

づ
い

て
因

子
分

析
し

た
 

 
  

と
こ

ろ
、

以
下

の
2
7

因
子

が
得

ら
 

 
  

れ
た

 
 ・店

頭
販

売
 
・研

究
活

動
 
・相

談
支

援
 

・診
察

判
断

 
・表

面
加

工
 
・食

品
製

造
 

・料
理

調
理

 
・デ

ザ
イ

ン
 
 ・

旅
客

対
応

 
 ・塗

装
切

断
 
・教

育
指

導
 
・切

る
成

形
 

・点
検

保
守

 
・看

護
補

助
 
・画

像
写

真
 

・測
定

測
量

 
・輸

送
運

搬
 
・品

質
改

善
 

 ・安
全

確
認

 
・取

材
執

筆
 
・印

刷
接

着
 

・塗
る

磨
く
 
 
・
飼

育
観

察
 
・状

態
調

査
 

・映
像

撮
影

 
・発

注
整

理
 
・シ

ス
テ

ム
 

 

数
値

項
目

相
互

の
関

係
 

 
デ

ー
タ

の
収

集
 

●
職

業
間

の
距

離
 

 
 
  

上
記

3
0

の
基

準
数

値
か

ら
、
職

業
間

の
 

 
  

ユ
ー

ク
リ
ッ

ド
距

離
を

計
算

 
 
  

転
職

時
に

、
基

準
数

値
か

ら
み

て
近

い
職

業
が

 
 
  

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

で
き

る
 

 

●
数

値
項

目
に

よ
る

職
業

比
較

 
 

 
  

上
記

3
0

の
側

面
か

ら
、
6
0
1

職
業

を
比

較
す

る
 

 
  

こ
と

が
で

き
る

 
 
  

下
表

で
は

、
す

べ
て

の
数

値
を

平
均

値
が

0
.0

、
 

 
  

標
準

偏
差

（S
D
）が

1
.0

の
標

準
得

点
と

し
て

い
る

 
 

 

 ●
数

値
項

目
の

相
互

の
関

係
 

 
 
  

上
記

基
準

数
値

の
う
ち

、
以

下
の

数
値

間
の

 
 
  

相
関

行
列

を
見

た
 

  
 
 ―

―
 能

力
面

 
 
 
 
 
 
 

 ス
キ

ル
（
6
）
、
知

識
（
7
）
、
仕

事
環

境
（
5
） 

  
 
 ―

―
 指

向
面

 
 
 
 
 
 
 

 職
業

興
味

（
6
）
、
価

値
観

（
6
）
、
 

 
 
 
 
 
 

 仕
事

環
境

（5
） 

 

＊
課

業
 ＝

労
働

者
が

一
定

時
間

内
に

な
し

終
え

る
べ

き
標

準
作

業
量

 /
 F

.W
.テ

ラ
ー

（1
8
5
6
～

1
9
1
5
）の

科
学

的
管

理
法

 

全
体

で
3
0
（
6
+
6
+
5
+
6
+
7
）
の

「
切

り
口

」
が

得
ら

れ
た

 

 

「職
務

構
造

に
関

す
る

研
究

 

 ―
―

 職
業

の
数

値
解

析
と

職
業

 
  

 
移

動
か

ら
の

検
討

 ―
」 

 
（2

0
1
2

年
/
労

働
政

策
研

究
・ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
研

修
機

構
） 

 

―
―

 職
業

を
多

面
的

に
数

値
化

 
 ―

―
 共

通
尺

度
上

で
職

業
を

 
評

価
 

 ―
―

 職
業

と
人

と
の

関
係

を
 

客
観

化
、

最
適

化
 

 

●
米

国
労

働
省

 
 

 職
業

の
数

値
情

報
の

整
備

を
進

め
て

き
た

 
 

―
―

 D
O
T

（D
ic

ti
o
na

ry
 o

f 
O
cc

up
at

io
na

l 
T
it
le

s）
 

 
―

―
 O

*
 N

E
T

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト（

1
9
9
0

年
代

～
） 

 

●
職

業
の

分
類

デ
ー

タ
 

 
―

―
 厚

生
労

働
省

 職
業

分
類

（H
2
3

年
改

訂
）
～

約
3

万
職

種
＊
 

 
―

―
 日

本
標

準
職

業
分

類
（総

務
省

/
H
2
1

年
1
2

月
） 

＊
労

働
省

時
代

の
デ

ー
タ

に
は

、
 

2
8
,2

7
5

種
あ

る
と

の
記

述
あ

り
 

 
民

間
ア

ン
ケ

ー
ト調

査
 

機
関

を
用

い
た

 

「W
e
b

職
務

分
析

シ
ス

テ
ム

」 

に
よ

る
 

  
―

―
 2

1
,0

3
3

名
 

 ―
―

 6
0
1

職
種

 
 
 
 
 
ひ

と
つ

の
職

業
で

3
0

名
 

 
 
 
 
以

上
の

サ
ン

プ
ル

数
が

 
 
 
 
 
あ

る
も

の
を

採
用

 
 ―

―
 質

問
 9

4
項

目
 

 
①

職
業

興
味

 
  
 ホ

ラ
ン

ド
（
J
o
hn

 L
.H

o
lla

nd
) 

 
 理

論
＝

R
IA

S
E
C
 キ

ャ
リ
ア

・ 

 
 デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
トモ

デ
ル

の
 

 
 6

つ
の

パ
ー

ソ
ナ

リ
テ

ィ
モ

デ
ル

 
 

 (
下

記
)を

抽
出

 ～
ホ

ラ
ン

ド
は

 

 
 パ

ー
ソ

ナ
リ
テ

ィ
か

ら
適

職
を

 

 
 探

す
と

し
て

い
る

 

企
業

的
（E

） 
慣

習
的

（C
）
 

研
究

的
（I

） 
芸

術
的

（A
）
 

現
実

的
 

（R
） 

社
会

的
 

（S
） 

②
職

業
関

す
る

価
値

観
 

  
 米

国
労

働
省

の
O

＊
N
E
T
 

 
 
を

参
考

に
6

類
型

を
抽

出
 

  
 
・達

成
感

 
  

 
・成

長
 

  
 
・社

会
的

地
位

 
  

 
・人

間
関

係
 

  
 
・自

律
性

 
  

 
・労

働
条

件
 

 

③
仕

事
環

境
 

  
 1

4
項

目
を

因
子

分
析

し
た

 

 
 結

果
、

 
 

 以
下

の
5

因
子

が
得

ら
れ

た
 

  
 ・

座
り
作

業
 

  
 
・
他

者
と

の
か

か
わ

り
 

  
 ・

屋
外

作
業

 
  

 ・
影

響
度

・責
任

 
  

 ・
流

れ
作

業
 

 

 
④

職
務

の
遂

行
に

必
要

な
ス

キ
ル

 
 

 
 調

査
に

よ
っ

て
得

ら
れ

た
 

 
 3

5
項

目
か

ら
 

  
 ―

―
 基

礎
的

ス
キ

ル
 

 
 

 
 

 
 
・基

盤
 

 
 

 
 

 
 
・数

理
 

  
 ―

―
 職

能
横

断
的

ス
キ

ル
 

 
 

 
 

 
 
・テ

ク
ニ

カ
ル

 

 
 

 
 

 
 
・
ヒ

ュ
ー

マ
ン

 

 
 

 
 

 
 
・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
 

 
 

 
 

 
 
・モ

ノ
 
等

管
理

 
  

 
 

の
合

計
6

因
子

が
得

ら
れ

た
 

⑤
職

務
の

遂
行

に
必

要
な

知
識

 
 

 
 調

査
に

よ
っ

て
得

ら
れ

た
 

 
 3

3
項

目
か

ら
、

以
下

の
 

 
 7

因
子

が
得

ら
れ

た
 

  
 ・

科
学

・
技

術
 

 
 ・

芸
術

・
人

文
学

 
 

 ・
医

療
 

 
 ・

ビ
ジ

ネ
ス

・
経

営
 

 
 ・

語
学

 

 
 ・

土
木

・
警

備
 

 
 ・

化
学

・
生

物
学

 

 ●
職

業
の

分
類

と
職

業
移

動
 

 
 

 
 
「W

e
b

免
許

資
格

調
査

」
 

 
 

 
（2

0
1
0

年
/
労

働
政

策
研

究
・
 

 
 

 
研

修
機

構
）
で

得
ら

れ
た

 
 

 
 
5
8
1

職
業

（
サ

ン
プ

ル
3
0

名
以

上
）
 

 
 

 
に

つ
い

て
［
5
1
,1

4
6

名
］
 

 
 

 
職

業
の

移
動

を
 

 
 

 
―

―
 継

続
 

 
 

 
―

―
 流

入
 

 
 

 
―

―
 流

出
 

 
 

 
で

分
析

 
 

 
 

・
分

か
っ

た
こ

と
の

例
 

 
 

 
継

続
率

は
 

 
 

 
―

―
 男

性
比

率
の

高
い

職
業

 
 

 
 
―

―
 大

卒
比

率
の

高
い

職
業

 
 

 
 
―

―
 常

用
雇

用
の

比
率

が
高

い
 

 
 

 
 
 
 
 職

業
 

 
 

 
に

お
い

て
高

い
 

 
 

 

因
子

分
析

 
―

―
 多

変
量

解
析

の
 

手
法

の
ひ

と
つ

。
観

測
 

デ
ー

タ
が

合
成

量
で

あ
る

 
と

仮
定

し
、
個

々
の

構
成

 
要

素
を

得
よ

う
と

す
る

 
こ

と
が

目
的
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 ●
職

業
訓

練
学

校
 

 
  ●

中
等

職
業

専
門

学
校

 
 

 
 

 
 

 
学

校
で

 
実

習
 
と

 
座

学
 

 
 

 
 

 
 

 高
等

学
校

 
 

 
 

 
 

 
職

業
作

業
所

 
 な

ど
が

有
名

 
 

 

専
修

大
学

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（学
士

、
修

士
） 

 ・上
級

訓
練

準
備

コ
ー

ス
 

 ・専
門

校
準

備
コ

ー
ス

 
 修

了
者

 

    

学
業

成
績

の
 

よ
い

約
2

割
 

の
生

徒
は

 

普
通

高
校

に
 

進
学

 

   

 

残
り
の

 
大

多
数

(約
8

割
) 

は
 

 ・ 
職

業
訓

練
学

校
 

か
 

・ 
中

等
職

業
専

門
学

校
 

に
進

学
す

る
 

 
■

 
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
 

ス
イ

ス
に

お
け

る
職

業
教

育
 

 
 

1
/
2
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

         

  

  

  
 
 

 

    
  

事
業

所
に

お
け

る
 

実
習

 
＋

 
学

校
で

の
 

座
学

 

 

教
育

機
関

の
9
5
％

は
公

立
/
職

業
教

育
の

財
源

は
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
ほ

ぼ
全

員
が

公
費

 
 ス

イ
ス

連
邦

共
和

国
 

面
積

：
4
.1

万
㎞

2
（

九
州

と
同

じ
く

ら
い

）
/
人

口
8
2
4

万
人

（
2
0
1
4

年
）

 

 
 出

典
 

：
内

閣
府

 
平

成
2
6

年
度

委
託

調
査

 
教

育
と

職
業

・
雇

用
の

連
結

に
係

る
仕

組
み

に
関

す
る

国
際

比
較

に
つ

い
て

の
調

査
研

究
 

 
[W

IP
 
ジ

ャ
パ

ン
 
㈱

 
/
2
0
1
5
.3

月
] 

 
 

 
 

第
2

章
 

ス
イ

ス
に

お
け

る
教

育
と

職
業

・
雇

用
の

連
結

 
 

 

資
源

に
乏

し
い

小
国

ス
イ

ス
の

内
需

を
支

え
得

る
人

材
育

成
 

の
た

め
に

、
 

国
内

企
業

が
教

育
界

と
協

力
し

て
 

職
業

教
育

訓
練

の
仕

組
み

づ
く

り
に

取
組

ん
で

い
る

 
 

ス
イ

ス
の

学
校

教
育

は
、

 

全
国

に
2
6

あ
る

カ
ン

ト
ン

（
州

/
準

州
）

が
所

管
す

る
た

め
、

一
つ

の
国

に
2
6

の
異

な
る

教
育

制
度

が
あ

る
 

 
  

多
数

の
州

政
府

が
、

教
育

制
度

の
共

通
化

に
取

組
ん

で
い

る

義 務 教 育

 

職
業

教
育

の
大

部
分

を
占

め
る

の
は

 
デ

ュ
ア

ル
シ

ス
テ

ム
で

、
 

ほ
ぼ

全
職

業
分

野
で

訓
練

形
態

の
核

と
な

っ
て

い
る

 

 現
在

 
ス

イ
ス

に
 

7
つ

の
 

専
門

大
学

が
あ

る
 

医
療

/
保

健
、

教
育

、
 

福
祉

、
文

化
/
芸

術
の

 
い

ず
れ

か
の

職
業

訓
練

 
メ

ニ
ュ

ー
を

備
え

て
い

る
 

 課
程

修
了

後
の

修
了

試
験

や
 

取
得

で
き

る
資

格
は

、
 

基
本

的
に

デ
ュ

ア
ル

シ
ス

テ
ム

の
も

の
と

同
様

 

義
務

教
育

終
了

後
（
1
4

歳
）で

希
望

の
 

職
種

を
決

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
 

無
試

験
 

 
 

デ
ュ

ア
ル

シ
ス

テ
ム
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■

 
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
 

ス
イ

ス
に

お
け

る
職

業
教

育
 

 
 

2
/
2
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

         

  

  

  
 
 

 

    
  

 
 出

典
 

：
内

閣
府

 
平

成
2
6

年
度

委
託

調
査

 
教

育
と

職
業

・
雇

用
の

連
結

に
係

る
仕

組
み

に
関

す
る

国
際

比
較

に
つ

い
て

の
調

査
研

究
 

 
[W

IP
 
ジ

ャ
パ

ン
 
㈱

 
/
2
0
1
5
.3

月
] 

 
 

 
 

第
2

章
 

ス
イ

ス
に

お
け

る
教

育
と

職
業

・
雇

用
の

連
結

 
 

8
9
.5

9
3
 /

 3
2
0
，

1
2
2

＝
2
8
％

 

2
3
0
.5

2
9
 /

 3
2
0
，

1
2
2
 

＝
7
2
％

 

合
計

 
3
2
0
，
1
2
2
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●
「生

徒
が

自
ら

学
ぶ

こ
と

」を
教

育
の

基
本

に
す

え
る

 
●

教
科

横
断

的
な

テ
ー

マ
に

よ
っ

て
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

 

編
成

す
る

 

●
グ

ル
ー

プ
学

習
・協

同
学

習
を

実
施

す
る

 
 

 以
上

の
3

点
を

基
本

と
し

て
、

 
 

P
C
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト、
ク

ラ
ウ

ド
な

ど
の

IC
T

イ
ン

フ
ラ

と
 

 
B
IM

、
i 
P
ad

、
 i
 T

un
e
s 

U
 な

ど
の

ア
プ

リ
、

デ
バ

イ
ス

、
 

 
コ

ン
テ

ン
ツ

な
ど

を
総

合
的

に
活

用
す

る
 

 
建

築
教

育
に

お
け

る
具

体
的

な
適

応
分

野
は

、
 

可
視

化
授

業
、

資
格

対
策

、
設

計
、

V
R
、

 

学
科

横
断

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト（

M
A
R
S
）な

ど
で

あ
る

 

 
 

 ■
北

海
道

校
で

の
展

開
を

仮
説

 
 

 E
D
T
E
C
H

実
験

参
加

 
 

 
メ

ン
バ

ー
 

 
 ～

 建
築

学
科

1
年

 

 
 

 
 

3
0

名
 

 

 

 

 
 ・
 W

E
B

の
情

報
で

知
識

は
生

徒
と

フ
ラ

ッ
ト
に

 

な
っ

て
し

ま
う
 
 

～
 知

識
以

上
の

価
値

を
教

え
る

必
要

が
あ

る
 

■
 
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

E
D
T
E
C
H

へ
の

取
組

・
実

施
の

検
討

 
～

 B
IM

を
根

幹
に

す
え

た
建

築
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

         

  

  

         

●
コ

ン
テ

ン
ツ

 
 
 
 
 ～

 i
T
un

e
s 

U
 

 
 
 
 ～

 
A
ut

o
d
e
sk

ア
プ

リ
 

 
 
 
 ～

 
オ

リ
ジ

ナ
ル

 
 
 
 

等

A
ut

o
de

sk
 

と
の

連
携

 

 

   

・ 
IC

T
イ

ン
フ

ラ
 

（通
信

環
境

 ～
 W

IF
I、

ク
ラ

ウ
ド
 な

ど
）
 

を
整

備
す

る
必

要
が

あ
る

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

    

●
IC

T
を

活
用

し
て

、
こ

れ
か

ら
の

高
校

生
に

 

  
求

め
ら

れ
る

力
を

育
成

 
  

・情
報

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

科
設

置
（2

0
1
1

年
）
 

 
・公

立
高

校
で

は
じ

め
て

、
タ

ブ
レ

ッ
ト端

末
を

 

  
使

っ
た

教
育

に
取

組
ん

で
い

る
 

  
出

典
： 

河
合

塾
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
「
キ

ミ
の

ミ
ラ

イ
発

見
」 

（2
0
1
4
.8

）
 

 
●

危
機

に
瀕

し
た

女
子

校
（順

心
女

子
学

園
） 

が
、

IC
T

の
活

用
で

超
人

気
校

に
 

 ・医
進

・サ
イ

エ
ン

ス
コ

ー
ス

 

・
イ

ン
タ

－
ナ

シ
ョ
ナ

ル
コ

ー
ス

 

・G
o
o
g
le

と
の

連
携

 
・2

0
1
1

年
よ

り
医

進
・サ

イ
エ

ン
ス

コ
ー

ス
で

 

 
i 
P
ad

導
入

 
 

出
典

： 
東

洋
経

済
オ

ン
ラ

イ
ン

 （
2
0
1
5
.1

）
 

 
 

 
 

  
  

  
  

  
  

ベ
ネ

ッ
セ

教
育

総
合

研
究

所
「S

hi
ft

」 

 
 

 
 

 
 
 

 
  

  
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
（2

0
1
4
.5

）
 

 

E
D
T
E
C
H

の
成

功
事

例
 

E
D
T
E
C
H

の
実

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

［
展

開
側

］
 

E
D
T
E
C
H

の
背

景
 

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

基
本

的
方

向
性

 

広
尾

学
園

 
中

学
校

・高
等

学
校

 

 4
.可

視
化

授
業

 

の
実

施
 

 5
.パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

 

の
実

施
  

 
函

館
七

飯
町

の
施

設
 

の
活

用
 

等
 

 
 

 

千
葉

県
立

袖
ヶ

浦
高

等
学

校
 

 

課
題

 
等

 

 
 

・ 
学

習
以

外
の

ゲ
ー

ム
、

S
N
S

な
ど

の
し

ば
り
を

 
 

 
 明

確
に

す
る

必
要

が
あ

る
 

  
 

 

 

 

 

 

 

準 備 

フ ィ ー ド バ ッ ク 

実 行 検 証 

2
.評

価
方

法
の

決
定

 

3
.指

導
の

進
め

方
の

計
画

 

 7
.課

題
の

抽
出

  

 6
.実

験
の

効
果

測
定

 

生
徒

 
環

境
教

員
 

 

 

 
 

グ
ル

 
ー

プ
 

学
習

 
B
IM

で
関

連
づ

け
る

 

話
す

 
書

く
 

つ
く
る

 

多
様

な
 

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

iP
ad を
 

活
用

 

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
 

教
材

を
 

活
用

 

 
 

反
転

 
授

業
の

 
採

用
 

コ
ン

テ
ン

ツ
の

準
備

 

1
.実

験
の

目
標

設
定

  
・
求

め
ら

れ
て

い
る

成
果

を
明

示
す

る
 

・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
に

よ
り
 

 
評

価
基

準
を

決
め

る
 

・
生

徒
に

授
業

の
全

体
を

示
し

た
上

で
、

今
何

を
す

べ
き

か
を

考
え

さ
せ

る
 

・
こ

れ
ま

で
の

座
学

を
可

視
化

し
て

関
連

づ
け

る
 

 ・
B
IM

と
iP

ad
の

活
用

 

・
複

数
の

知
識

や
ス

キ
ル

を
総

合
し

て
使

い
こ

な
す

こ
と

を
求

め
る

 

・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
に

も
と

づ
く
 

 
評

価
 

・
改

善
す

べ
き

点
と

 
 

そ
の

方
向

性
を

明
示

 

 
交

流
授

業
 

合
同

演
習

 

 
共

同
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト 

 

M
A
R
S

移
住

計
画

 

Ⅲ
 

 
ス

カ
イ

プ
 
等

 

に
よ

る
 

一
体

授
業

 

八
王

子
校

 

に
よ

る
 

サ
ポ

ー
ト
 

―
―

 文
科

事
業

で
作

成
し

た
 

 
 

 
 

コ
ン

テ
ン

ツ
の

提
供

 

■
八

王
子

校
で

の
展

開
を

仮
説

 

E
D
T
E
C
H

実
験

参
加

 

メ
ン

バ
ー

 

～
 建

築
学

科
3

年
（学

士
コ

ー
ス

） 

 
 

3
0

名
 

B
IM

 
ス

タ
ジ

オ
 

の
 

設
置

 

 
ア

ッ
プ

ル
 

と
の

 
連

携
 

 
 

ｉ 
P
ad

 
を

活
用

し
た

 
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

行
 

 
 

両
事

例
で

共
通

 
し

て
い

る
重

要
な

こ
と

 
 

・目
的

の
明

示
 ―

―
 P

IS
A

型
の

能
力

 

 
 

 ＝
コ

ン
ピ

テ
ン

ン
シ

ー
を

の
ば

す
 

・生
徒

の
自

主
性

を
引

き
出

す
ね

ら
い

 
が

あ
る

 

・教
育

の
シ

ー
ン

ご
と

に
最

も
適

正
な

 

方
法

を
選

択
 ―

―
 

i 
Ｐ

ａ
ｄ
 

が
 

 
 

 
活

き
る

シ
ー

ン
で

利
用

し
て

 

 
 

 
教

育
効

果
を

高
め

て
い

る
 

 

 
 

IC
T

技
術

 

に
よ

っ
て

 

教
育

効
果

 

が
高

ま
る

 

IC
T

技
術

 

に
よ

っ
て

 

教
育

の
方

法
、

 
機

会
、

内
容

な
ど

が
多

様
に

な
る

 

 
 

 
反

転
授

業
 

を
 

よ
り
実

施
 

し
や

す
く
し

た
い

 

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を

支
え

る
 

高
度

な
人

材
 

の
必

要
性

 

 
 

 
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド
 

型
授

業
 

 
＝

個
人

対
応

 

の
ニ

ー
ズ

 

 
学

費
の

 

高
騰

 

（
ア

メ
リ
カ

） 

 
 

 
  

 
E
D
T
E
C
H
（

エ
ド

テ
ッ

ク
）

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
E
d
uc

at
io

n（
教

育
）

 
 

T
e
ch

no
lo

g
y
（

技
術

）
 

 

＝

 

＋

 

IC
T

技
術

の
 

高
度

化
、

 

カ
バ

ー
す

る
 

範
囲

の
拡

大
 

教
育

の
 

「実
質

」
を

 

求
め

る
 

教
育

ニ
ー

ズ
の

多
様

化
 

に
対

応
 

の
設

置
 

（2
0
0
7

年
）
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文部科学省委託事業 平成 29 年度専修学校による地域産業中核的人材養成事業 

社会基盤分野における建設 IT 技術（BIM・CIM）に係る中核的専門人材養成プログラム開発プロジェクト 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     第 3 章  実証講座      

（1）実証講座の基本的考え方 

（2）可視化実証講座 

 

 

 



文部科学省委託事業 平成 29 年度専修学校による地域産業中核的人材養成事業 

社会基盤分野における建設 IT 技術（BIM・CIM）に係る中核的専門人材養成プログラム開発プロジェクト 
 
 

第 3 章 実証講座 

 

（1）実証講座の基本的考え方 

 
2016 年に完成させた「2016 全国版モデルカリキュラム」をさらに進化させ、産業界と地域の人材育

成ニーズを踏まえた社会人および女性の「学び直し」に資するため、実証講座を実施した。 

 

 

 

本事業で開発する教育プログラムの基本コンセプトは 

 

     ―― カリキュラムの根幹に BIM をおき、科目関連と可視化をはかって「仕事力」を育成する 

     ―― 地域に根ざし、女性、社会人等の「学び直し」に対応する 

     ―― 上記を踏まえて、建設 ICT のとり込みをする 

 

であることから、実証講座の主要なテーマを 

 

     ―― 科目関連と可視化の学修効果の検証 

     ―― 最新の BIM、建設 ICT(プログラミング等)の修得 

     ―― 新資格「スマートマスター」科目の講習・実証 

     ―― ｅ-ラーニングの検証 

 

とし、教育プログラムの基本コンセプトにおける主要項目との関連性をバランスよくはかり、 

下記の 5 講座を企画・立案した。 

 

     □1  可視化実証講座 

     □2  中級者向け BIM 技術講座 

     □3  スマート技術講座 

     □4  建築とプログラミング講座 

     □5  ｅ-ラーニング 建築士講座 

  

 

本職域プロジェクト 建設 IT(BIM・CIM) においては、 

 

     ■ 可視化実証講座 

     ■ 中級者向け BIM 技術講座 

     ■ スマート技術講座 

 

を実施し、実証結果を「モデルカリキュラム」に反映した。 
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■
平

成
2
9

年
度

 文
部

科
学

省
委

託
事

業
 社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

実
証

講
座

の
検

討
＊
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
＊

検
討

の
結

果
□1

、
□3

、
□4

、
□5

-
○A

、
□8

を
実

施
し

た
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
備

考
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

＊
各

講
座

の
「は

じ
め

る
前

」と
「終

了
し

た
後

」に
、
受

講
者

ア
ン

ケ
ー

トを
実

施
し

、
講

座
に

よ
る

学
習

の
成

果
を

検
証

す
る

 
 

 
講

座
名

 

講
座

の
内

容
 

想
定

す
る

対
象

者
 

講
座

の
 

目
的

 
講

座
の

 
特

色
 

講
座

の
構

成
 

実
施

要
領

 
募

集
人

数
 

 
実

施
時

期
 

時
間

・回
数

 
場

所
 

職 域 プ ロ ジ ェ ク ト ①

 

建 設

   

技 術 （

     

）

 

□1
環

境
の

可
視

化
 

・環
境

工
学

 

＋
バ

イ
オ

ク
ラ

イ
マ

テ
ィ

ッ
ク

・デ
ザ

イ
ン

 
・
専

門
学

校
生

 

設
計

の
ア

イ
デ

ア
と

環
境

工
学

の
知

識
・ス

キ
ル

を
活

用
し

、
 

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
に

組
み

込
む

 

「
可

視
化

授
業

」を
検

証
す

る
 

B
IM

に
よ

っ
て

、
建

築
設

計
と

環
境

工
学

を
総

合
的

に
学

習
で

き
る

 

①
環

境
工

学
の

可
視

化
授

業
 

②
B
IM

シ
ミ
ュ

ー
レ

ー
シ

ョ
ン

 

 
 ＋

建
築

設
計

（グ
ル

ー
プ

・ワ
ー

ク
）

③
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

 

2
0
1
7

年
 

1
2

月
～

 
1

月
 

1
.5

時
間

 

（
1

日
）
 

×
5

回
 

東
京

 

（八
王

子
） 

2
0

人
 

（
0

人
）
 

□2
ク

ロ
ッ

シ
ン

グ
・テ

ク
ノ
ロ

ジ
ー

科
目

 

・
B
IM

モ
デ

リ
ン

グ
 ＋

 シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 

・建
設

系
社

会
人

 

・
求

職
者

 

新
技

術
B
IM

を
身

に
つ

け
る

こ
と

で
キ

ャ
リ
ア

ア
ッ

プ
に

役
立

て
る

。

B
IM

の
基

礎
を

学
習

し
、
 

手
法

等
を

検
証

す
る

 

B
IM

基
礎

及
び

応
用

を
日

本

工
学

院
八

王
子

専
門

学
校

の
ス

マ
ー

トハ
ウ

ス
を

モ
デ

ル

化
す

る
こ

と
で

学
習

で
き

る
 

①
B
IM

概
論

 

②
演

習
（基

礎
モ

デ
リ
ン

グ
、
パ

ー
ス

）

③
B
IM

応
用

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 

2
0
1
7

年
 

1
0

月
～

1
2

月
 

1
5

時
間

 

（
2

日
）
 

×
1

回
 

東
京

 

（八
王

子
） 

4
0

人
 

（
2
0

人
） 

 □3
中

級
者

向
け

B
IM

技
術

講
座

 

・ハ
ッ

カ
ソ

ン
 

・建
設

系
社

会
人

 

・
専

門
学

校
生

 

・
大

学
生

 

B
IM

の
基

礎
習

得
者

に
対

し
て

 

よ
り
実

践
的

な
技

術
の

習
得

 

及
び

分
野

横
断

的
な

技
術

の
 

習
得

を
図

る
 

建
設

系
社

会
人

と
学

生
に

て

チ
ー

ム
を

構
成

さ
せ

、
課

題

を
協

同
し

て
解

決
す

る
ス

キ

ル
を

身
に

つ
け

ら
れ

る
 

①
R
e
v
it

講
習

 

②
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
の

レ
ク

チ
ャ

ー
 

③
B
IM

演
習

 

2
0
1
7

年
1
2

月
 

7
.5

時
間

 

（
2

日
）
 

×
1

回
 

東
京

 

（八
王

子
） 

 4
0

人
（2

0
人

） 

社
会

人
 
２
0

人
 

学
 
生

 
２
0

人
 

  □4
ス

マ
ー

ト技
術

講
座

 
・電

気
系

社
会

人
 

・建
設

系
社

会
人

 

新
資

格
「ス

マ
ー

トマ
ス

タ
ー

」 

の
試

験
も

考
慮

し
な

が
ら

 

学
習

手
法

等
を

検
証

す
る

 

「
ス

マ
ー

ト
マ

ス
タ

ー
」
に

 

関
係

す
る

全
領

域
を

 

学
習

で
き

る
 

①
ス

マ
ー

トハ
ウ

ス
基

礎
（電

気
） 

②
家

電
製

品
 

③
ス

マ
ー

トハ
ウ

ス
基

礎
（建

築
） 

2
0
1
7

年
1
2

月
 

7
・
5

時
間

 

（
2

日
）
 

×
2

回
 

  東
京

 

蒲
田

 

八
王

子
 

 

8
0

人
 

（
8
0

人
） 

職 域 プ ロ ジ ェ ク ト ②

 

次 世 代 ニ ー ズ

 

 □5
ク

ロ
ッ

シ
ン

グ
・ 

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

科
目

 

 

○Ａ
プ

ロ
グ

ラ
ミ
ン

グ
 

 
・
専

門
学

校
生

 

・
大

学
生

 

・
社

会
人

 

建
設

系
社

会
人

が
プ

ロ
グ

ラ
ミ
ン

グ
言

語
や

仕
組

み
を

理
解

し
 

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
目

指
し

 

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ー
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ

イ
ン

に
お

け
る

言
語

や
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

技
術

を
習

得
す

る
 

J
A
V
A
・
P
y
th

o
n

な
ど

の
 

基
本

知
識

・ス
キ

ル
が

学
習

で
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実証講座 
1.講座名 環境の可視化(環境工学＋バイオクライマティック・デザイン) 

2.期 間 平成２９年 12～平成 30 年 1 月で実施（別紙参照） 

3.場 所 日本工学院八王子専門学校 

4.目 的 

建築系教育において、各科目間の講義内容の関連性が乏しく、

相互補完的な学習を行うことが難しかったが、BIM を用いた可視

化授業を取り入れることにより、設計系授業での風や温度の見

える化や計画系授業での３Ｄモデルを用いた学習などでより理

解度が深まると考える。そこで、本講座では「バイオクライマティ

ックデザイン」を取上げ、環境工学＋設計製図＋BIM を行うこと

を意図して、建築物の温度特性や素材などを意識した相互関連

の高いプログラムを行うことにより、各科目の理解度や学習意欲

が高まること講座を行い、可視化の有無により授業の理解度に

どの程度差が出るかアンケートにより把握する。 

5.受講生 専門学校生 

6.講 師 東京工業大学名誉教授・放送大学客員教授 梅干野晁先生 

7.協 力 エーアンドエー株式会社 

8.日 程 以下の通り（詳細は別紙参照） 

月 日 時 間 講 座 内 容 

平成 29 年 

11月30日 

12 月 6 日 

 

12 月 7 日 

12月13日 

 

12月14日 

12月20日 

 

12月21日 

平成 30 年 

1 月 10 日 

 

1 月 11 日 

1 月 17 日 

1 月 18 日 

 

9:30〜12:40 

9:30〜12:40 

13：30〜16：40 

9:30〜12:40 

9:30〜12:40 

13：30〜16：40 

9:30〜12:40 

9:30〜12:40 

13：30〜16：40 

9:30〜12:40 

 

9:30〜12:40 

13：30〜16：40 

9:30〜12:40 

9:30〜12:40 

13：30〜16：40 

9:30〜12:40 

 

設計製図 第 1 回 

環境工学 第 1 回 

BIM      第 1 回 

設計製図 第 2 回 

環境工学 第 2 回 

BIM      第 2 回 

設計製図 第 3 回 

環境工学 第 3 回 

BIM      第 3 回 

設計製図 第 4 回 

 

環境工学 第 4 回 

BIM      第 4 回 

設計製図 第 5 回 

環境工学 第 5 回 

BIM      第 5 回 

設計製図 第 6 回 
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平成 29 年度実証講座風景

平成 29 年度実証講座風景

設計製図プレゼンテーション発表風景
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実証講座 
 

1.講座名 

 

中級者向け BIM 技術講座 〜BIM ハッカソン〜 

 

2.期 間 

 

平成 29 年 12 月 10 日（日） 

       12 月 17 日（日） 

 

3.場 所 

 

日本工学院八王子専門学校 

4.目 的 

BIM 元年といわれた 2009 年から約 10 年近くの時が経過し、建

設会社や設計事務所はもちろんのこと、発注者による BIM の活

用も急速に進んできています。今後ますます BIM の普及が進む

ことが予想され、さらなる技術者の養成が必要とされている状況

にあります。本講座ではファシリテーターとなる建築家の過去の

作品に関するレクチャーを聞いた後、チームに分かれて作業を

行い、その作品をテーマに、課題に合わせて実際にBIMモデル

を作成し、チームごとにプレゼンテーションを行い、建築家本人

より講評を行います。 

 

5.受講生 

 

社会人（9 名）、大学生・専門学校生（11 名） 

 

6.講 師 

 

シーラカンス K＆H 堀場 弘 先生 

ペーパレススタジオジャパン株式会社 天野翔哲 先生 

                         藤 道久 先生 

 

7.協 力 

 

ペーパレススタジオジャパン株式会社 

株式会社クリーク･アンド･リバー社 

 

8.日 程 

 

以下の通り 

月 日 時 間 講 座 内 容 

平成 29 年 

12月10日 

12月17日 

 

10:00～17:00 

10:00～17:00 

 

Revit ハンズオンセミナー 

建築家の作品を題材に BIM モデリング 
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モデルとなる堀場弘氏「石垣島のゲストハウス」 

BIM モデルの作成風景 

受講生集合写真 
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実証講座 
 

1.講座名 

 

スマート技術講座 

 

2.期 間 

 

平成 29 年 12 月 13 日（水） 

       12 月 20 日（水） 

 

3.場 所 

 

日本工学院専門学校／日本工学院八王子専門学校 

4.目 的 

最新の都市・住宅分野ではスマート技術を取り入れることが省エ

ネルギーの視点からも重要となっています。スマートシティ、スマ

ートハウスに代表される技術は太陽光パネルや家電製品、電気

自動車など諸設備の有効活用のため、電気分野と建築分野の

基礎知識が必要となります。本講座では、新資格「スマートマス

ター」に対応する講座として、２日間（合計１５時間）で各分野を

学習します。 

 

5.受講生 

 

社会人（28 名）・大学生・専門学校生（6 名） 

 

6.講 師 

 

黒澤建築研究室 黒澤保幸 先生 

日立アプライアンス株式会社 植松和夫 先生 

 

7.協 力 

 

一般財団法人 家電製品協会 

 

8.日 程 

 

以下の通り 
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時 間 講座１日目 （電気分野）の概要 講座２日目 （建築分野）の概要 

１時限目 

9:00-10:30 

第４次エネルギー基本改革の骨子 

電力システム改革とデマンドレスポンス

の概要 

スマートハウスのコア知識 

太陽光発電システムと住宅用蓄電システムの

概要 

２時限目 

10:40-12:10 

スマートハウス概論 

日本が抱える問題とスマートハウス 

住宅の省エネンルギー 

断熱工法・スマートハウス化リフォームの要点 

３時限目 

12:40-14:10 

ＨＥＭＳの概要 

各種センサーとスマートメーターの基礎

リフォームと住宅設備 

リフォームビジネスにおけるＣＳ 

４時限目 

14:20-15:50 

家電製品のインテリジェント化 

ホームネットワークの活用 

キッチン・サニタリー空間のスマート技術 

空調設備とエコキュート 

５時限目 

16:00-17:30 

新たなサービスを生むＮｅｏ家電、関連

法規 

ロボテックスとセンシング技術による家

電製品の将来像 

シックハウス対策 

スマートハウスと電気関連法規 

平成 29 年度実証講座風景 

平成 29 年度実証講座風景 
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文部科学省委託事業 平成 29 年度専修学校による地域産業中核的人材養成事業 

社会基盤分野における建設 IT 技術（BIM・CIM）に係る中核的専門人材養成プログラム開発プロジェクト 
 
 

（3）可視化実証講座 

 

  a.可視化実証講座の考え方 

 

 
   可視化実証講座の考え方は以下である。 

 

   ① 横断的に関連づけた複数科目をひとつの「まとまり」ととらえ、 

      この「まとまり」を「逆向き設計」によってひとつの科目として構築する。 

 

     「逆向き設計」によって行う科目の構築は、 

       ・ 本質的な問いの設定 

       ・ 評価基準（ルーブリック、パターン・ランゲージ）の明確化 

       ・ 各科目内容を関連づけて構成（講座資料の作成） 

     の手順で行う。 

 

     本講座においては、 

       ・ 環境工学、BIM、設計製図を一体化 

       ・ 設計課題「バイオクライマティックな住宅の設計」をグループ作業 

         によって実施 

       ・ 以上をトータルな成果としてまとめ、プレゼンテーションする 

     内容とした。 

 

 

   ② その際に、 

      環境工学の講座を「可視化した講座」と「通常の座学による講座」の 

      2 つに分け、受講者をランダムに振り分けることで、それぞれを受講した 

      グループの設計課題の成果に差ができるかどうかを検証する。 

 

      成果の評価は、 

       ・ あらかじめ受講生（環境工学 A [可視化による講座] の受講生のみ）と 

         教員に示した評価基準（ルーブリックおよびパターン・ランゲージ）をもとに 

       ・ 各グループが提出した成果品とプレゼンテーションに対する教員による 

         講評と採点 

      によって行う。 

 

      環境工学を可視化した学修効果が設計の成果に有意な差として 

      あらわれれば、「可視化は学修効果を高める効果がある」といえる 

      と仮設した。 
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文部科学省委託事業 平成 29 年度専修学校による地域産業中核的人材養成事業 

社会基盤分野における建設 IT 技術（BIM・CIM）に係る中核的専門人材養成プログラム開発プロジェクト 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
・本質的な問いの設定 

「環境と共生した住宅はどのように計画するのか？」 
 

・評価基準の明確化 
ルーブリック、パターン・ランゲージ 

 
・各科目内容を関連づけて構成 

講座資料の作成 

 
横断的に関連づけた複数科目を 
ひとつの「まとまり」ある科目として構築 

 

 

 
・可視化による講座 

 
・温熱環境を可視化する 
アプリ活用 

 
・サーモカメラによる 

温度測定体験 
 
・動画の活用 
 
・講座資料の作成 
 
など 

 ひとつの 

「まとまり」ある 

科目として 

構築 

環境工学 BIM 設計製図 ＋ ＋

カリキュラムにおける 
横断的な 15 の 
「本質的な問い」 

 
カリキュラムの特色のひとつ 
・BIM による科目関連づけと 
 学習内容の可視化 

・通常の座学による講座 
 
・講義と板書、 
教科書による 

  
・講座資料は作成せず 
  
・アンケートのみ実施 
 

環境工学 A 環境工学 B 
 

設計課題 
 

バイオクライマティックな 

住宅デザインとは何か？ 

講評結果を解析して 
可視化の効果を検証 

 

受講者を 

ランダムに 

振り分け 

 

「実験計画法 

（事後テストのみの 

統制群法）」 

による検証 
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値
を

持
つ

よ
う

な
 

 
 

 
 重

大
な

観
念

に
も

と
づ

く
、

特
定

の
推

論
。

 
  

 
 

「
使

え
る

」
こ

と
に

直
結

し
て

い
る

。
 

 

 ●
真

正
の

評
価

（
au

th
e
nt

ic
 a

ss
e
ss

m
e
nt

）
 

 
  

―
―

 現
実

世
界

に
お

け
る

重
要

な
挑

戦
を

 
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
し

た
り

模
写

し
た

り
す

る
 

よ
う

設
計

さ
れ

た
、

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
と

 
活

動
か

ら
構

成
さ

れ
る

評
価

方
法

。
 

 

 

 ●
本

講
座

で
開

発
し

た
「

本
質

的
な

問
い

」
 

 
  

―
―

 レ
ベ

ル
（

学
科

/
1
5

の
テ

ー
マ

/
科

目
/
コ

マ
/
コ

マ
ご

と
 

の
3

つ
の

テ
ー

マ
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 ご
と

に
「

本
質

的
な

問
い

」
を

設
定

 
   

―
―

 「
本

質
的

な
問

い
」

は
基

本
的

な
考

え
方

、
姿

勢
  

 
 

 
 

等
を

表
現

し
て

お
り

、
こ

れ
を

「
理

解
」

す
る

 
こ

と
が

専
門

職
教

育
で

あ
る

 
 

  
―

―
 専

門
職

の
種

類
ご

と
に

「
本

質
的

な
問

い
」

の
体

系
を

つ
く

る

 ●
ス

キ
ル

を
詳

細
に

積
み

上
げ

る
 

 
■

本
事

業
に

お
け

る
ス

キ
ル

の
定

義
 

 
  

 
  

 ―
―

 
基

本
姿

勢
（

M
in
d）

 
  

 
  

 ―
―

 
知

識
（

K
no

w
le

dg
e
）

 
  

 
  

 ―
―

 
技

術
・

技
能

（
S
k
ill
）

 
   

―
―

 永
続

的
な

理
解

は
「

使
え

る
」

こ
と

 
 

 
 

 ～
こ

れ
は

「
ス

キ
ル

」
そ

の
も

の
の

考
え

方
 

  ●
「

逆
向

き
設

計
」

を
し

、
 

2
つ

の
評

価
基

準
表

現
を

併
存

さ
せ

る
 

 
  

―
―

 結
果

（
目

標
）

と
承

認
で

き
る

証
拠

(評
価

)を
 

 
 

 
 特

定
し

た
上

で
指

導
計

画
を

立
て

る
 

  
―

―
 2

つ
の

評
価

基
準

表
現

 
 

 
 

 
・

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

 
 

 
 

 
・

パ
タ

ー
ン

・
ラ

ン
ゲ

ー
ジ

  
 

 
 

 
  

～
具

体
的

に
で

き
て

い
る

こ
と

を
明

示
＋

配
点

 

 ①
ス

キ
ル

・
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
に

よ
る

ス
キ

ル
の

 
積

み
上

げ
・

見
え

る
化

 
 

  
―

―
 カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
は

、
ス

キ
ル

の
積

み
上

げ
 

 
 

 
 に

よ
り

構
成

さ
れ

、
全

科
目

の
ス

キ
ル

を
 

 
 

 
 ス

キ
ル

・
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
の

中
に

位
置

づ
け

 
見

え
る

化
し

て
い

る
 

 ②
B
IM

に
よ

る
科

目
関

連
付

け
と

見
え

る
化

 
 

  
―

―
 全

て
の

科
目

を
B
IM

(C
IM

)に
よ

っ
て

 
 

 
 

「
見

え
る

化
」

す
る

こ
と

で
、

 
 

 
 

 科
目

ど
う

し
の

関
連

を
認

識
し

な
が

ら
 

 
 

 
 学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
 

    ③
ク

ロ
ッ

シ
ン

グ
・

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

科
目

の
設

定
 

 
  

―
―

 企
業

ヒ
ア

リ
ン

グ
か

ら
そ

の
ニ

ー
ズ

が
明

ら
か

に
 

 
 

 
 な

っ
た

ク
ロ

ッ
シ

ン
グ

・
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
*
を

設
定

 
  

 
 

 *
社

会
基

盤
教

育
の

メ
イ

ン
ス

ト
リ

ー
ト

と
他

分
野

の
 

 
 

  
 
 ス

ト
リ

ー
ト

が
出

会
う

「
交

差
点

」
に

生
ま

れ
る

技
術

 
～

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
、

映
像

な
ど

  

 

専
門

職
教

育
で

育
て

る
能

力
と

は
？

 

  
産

・
公

・
学

 
の

 
連

携
 

 

  
 

 
 

＊
「u

nd
e
rs

ta
nd

in
g
 b

y
 D

e
si
g
n」

 W
ig

g
in
s,

G
&

 M
cT

ig
he

,J
 (

1
9
9
8
/
2
0
0
5
) 

 
 「

理
解

を
も

た
ら

す
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
設

計
」西

岡
加

名
恵

 訳
 
(2

0
1
2
)  

 次
世

代
の

学
び

方
・

学
び

直
し

・
働

き
方

の
追

求
 

  
―

―
 ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
、

テ
レ

ワ
ー

ク
、

女
性

の
活

躍
、

 

グ
ロ

ー
バ

ル
展

開
…

 

 情
報

化
・

高
度

技
術

化
へ

の
対

応
 

  
―

―
 B

IM
・

C
IM

、
A
I、

Io
T
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

、
統

計
学

…
 

 

 地
域

ま
ち

づ
く

り
と

連
携

し
た

教
育

 

  
―

―
 地

学
知

就
 /

 交
流

・
発

信
す

る
教

育
 

 

  
地

域
 

で
の

 
連

携
 

 

  
「本

質
的

な
 

問
い

」を
 

専
門

職
教

育
 

に
適

用
  

 「
本

質
的

な
問

い
」 

を
「理

解
」 

 
ス

キ
ル

で
「
わ

か
る

」
 

「
で

き
る

」と
表

現
 

  
 身

に
つ

い
た

 
能

力
＝

ス
キ

ル
を

 
適

正
に

評
価

 
す

る
 

＝

可 視 化 実 証 講 座 は 全 国 版 モ デ ル カ リ キ ュ ラ ム の ３ つ の 特 色 に 連 結 し て い る
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■
 
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

可
視

化
実

証
講

座
の

位
置

づ
け

 
 

 
 

専
門

職
教

育
と

し
て

の
建

築
分

野
の

「
本

質
的

な
問

い
」

 

  

         

 

   

         

 
 

1
 

情
報

と
し

て
の

建
築

 
と

は
何

か
？

 
 

5
 空
間

は
ど

の
よ

う
に

 
認

識
す

る
の

か
？

 

6
 建
築

に
お

け
る

も
の

づ
く
り

と
は

何
か

？
 

 

7
 環
境

・
人

間
等

を
考

え
た

 
建

築
は

ど
の

よ
う

に
計

画
 

す
る

の
か

？
 

8
 建
築

空
間

は
ど

の
よ

う
に

表
現

す
る

の
か

？
 

 

9
 環
境

と
共

生
し

た
 

住
宅

は
ど

の
よ

う
に

計
画

 
す

る
の

か
？

 

1
0
 

建
築

は
ど

の
よ

う
に

 
生

産
す

る
の

か
？

 

1
1
 

都
市

的
視

点
を

持
っ

て
 

い
か

に
建

築
つ

計
画

 
す

る
の

か
？

 

1
2
 

建
設

技
術

者
に

必
要

な
 

専
門

力
と

は
何

か
？

 

 

1
3
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

 
ま

と
め

あ
げ

る
 

専
門

力
と

は
何

か
？

 

1
4
 

建
設

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

 
ど

の
よ

う
に

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
 

す
る

の
か

？
 

「
本

質
的

な
問

い
」
の

入
れ

子
構

造
 

「
専

門
職

教
育

（
建

築
）
」
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

お
け

る
横

断
的

な
「
本

質
的

な
問

い
」
 

1
 
情

報
と

し
て

の
建

築
と

は
何

か
？

 

 4
 

建
築

に
必

要
な

 
リ
ベ

ラ
ル

・ア
ー

ツ
（一

般
教

養
） 

と
は

何
か

？
 

3
 

建
築

に
必

要
な

 
人

間
力

と
は

何
か

？
 

 

9
 環
境

と
共

生
し

た
住

宅
は

 
ど

の
よ

う
に

計
画

す
る

の
か

？
 

 

 1
4
 

建
設

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

 
ど

の
よ

う
に

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
 

す
る

の
か

？
 

  
 

●
専

門
職

教
育

（建
築

）全
体

の
「本

質
的

な
問

い
」 

 
 

●
専

門
職

教
育

（建
築

）の
横

断
的

な
「本

質
的

な
問

い
」 

 
 

●
科

目
ご

と
の

包
括

的
な

「本
質

的
な

問
い

」 

 
 

●
コ

マ
ご

と
の

トピ
ッ

ク
的

な
「本

質
的

な
問

い
」と

ス
キ

ル
（理

解
） 

  
 

●
「
9
」
を

可
視

化
実

証
授

業
と

す
る

 

2
 建
築

を
知

る
と

は
ど

う
い

う
 

こ
と

か
？

 
 

1
0
 

建
築

は
ど

の
よ

う
に

 
生

産
す

る
の

か
？

 

 

 1
2
 

建
設

技
術

者
に

必
要

な
 

専
門

力
と

は
何

か
？

 

 

1
5
 職

業
と

し
て

の
建

設
技

術
者

と
は

何
か

？
 

4
 建

築
に

必
要

な
リ

ベ
ラ

ル
・
ア

ー
ツ

と
は

何
か

？
 

2
 建

築
を

知
る

と
は

 
ど

う
い

う
こ

と
か

？
 

 

3
 建

築
に

必
要

な
 

人
間

力
と

は
何

 
か

？
 

 

 5
 空
間

は
ど

の
よ

う
に

認
識

 
す

る
の

か
？

 
 

 

 

 1
5
 

職
業

と
し

て
 

の
建

設
技

術
者

と
は

何
か

 
か

？
 

 
 

 

 8
 建
築

空
間

 
は

ど
の

よ
う

に
表

現
す

る
の

 
か

？
  

 

 6
 建
築

に
お

け
 

る
も

の
づ

く
り
 

と
は

何
 

か
？

 

 

 

 

 7
 環
境

・
人

間
 

等
を

考
え

た
 

建
築

は
ど

の
 

よ
う

に
計

画
 

す
る

の
か

？
 

  

 1
1
 

都
市

的
視

点
を

持
っ

て
 

い
か

に
建

築
 

を
計

画
 

す
る

の
か

？
 

 

 

 1
3
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

を
ま

と
め

 
あ

げ
る

 
専

門
力

と
は

 
何

か
？

 
 

専 門 職 教 育 と し て の 建 設 分 野 の 横 断 的 な 「 本 質 的 な 問 い 」 

専
門

職
教

育
（
建

築
）
全

体
的

の
「
本

質
的

な
問

い
」
：
0
 

建
築

と
は

何
か

？
 

0
 建

築
と

は
何

か
？
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              出
典

：「
幼

児
教

室
の

経
済

学
」 

 
 

 （
J
・
J
・
ヘ

ッ
ク

マ
ン

/
東

洋
経

済
新

報
社

 2
0
1
5

年
） 

原
典

：「
G
iv

in
g
 k

id
s 

a 
F
ai

r 
C
ha

nc
e
」
 （

2
0
1
3

年
/
M

IT
）
 

 ●
西

内
啓

（㈱
デ

ー
タ

ビ
ー

ク
ル

/
2
0
1
4
.1

1
創

業
）
の

記
述

 
 

・ 
誤

差
へ

の
3

つ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
 

 
 
 
1
0
0

回
や

っ
て

1
0
0

回
必

ず
そ

う
な

る
わ

け
で

は
な

い
、

 
 
 
 
と

い
う
現

象
を

科
学

的
に

扱
お

う
と

し
た

と
き

に
、
 

 
 
 
考

え
ら

れ
る

ア
プ

ロ
ー

チ
は

3
つ

あ
る

 
 

①
実

際
の

デ
ー

タ
を

扱
わ

ず
、

仮
説

や
事

例
だ

け
を

も
と

に
 

理
論

モ
デ

ル
を

組
立

て
る

（統
計

学
が

取
り
入

れ
ら

れ
る

 
前

の
経

済
学

、
社

会
科

学
 な

ど
） 

 
②

う
ま

く
い

っ
た

事
例

の
み

を
結

果
と

し
て

報
告

す
る

や
り
方

 
 
 
 

 
 
 
 
 
③

ラ
ン

ダ
ム

化
を

用
い

て
因

果
関

係
を

確
率

的
に

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
表

現
し

よ
う
と

す
る

も
の

 
～

ロ
ナ

ル
ド
・A

・フ
ィ

シ
ャ

ー
「実

験
計

画
法

」 
 

 
（1

9
3
5

年
/
T
he

 
D
e
si

g
n 

o
f 

E
x
pe

ri
m

e
nｔ

ｓ
） 

   
 
  

出
典

：「
統

計
学

が
最

強
の

学
問

で
あ

る
」
 

 
 

 
 

 
 

 （
西

内
啓

/
2
0
1
3

年
 

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド
社

） 

 
 

  
■

 

 

 
 

 
■

「ラ
ン

ダ
ム

化
比

較
試

験
」と

し
て

実
施

す
る

 
  

 
●

グ
ル

ー
プ

分
け

 
 

 
 

 
 

 
 

●
授

業
の

実
施

要
領

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
●

結
果

の
測

定
 

 
 

 

 ●
中

室
牧

子
（
慶

大
准

教
授

）
の

記
述

 
 ・マ

サ
チ

ュ
ー

セ
ッ

ツ
工

科
大

学
（M

IT
）の

「貧
困

ア
ク

シ
ョ
ン

ラ
ボ

」 
で

は
、

ラ
ン

ダ
ム

化
比

較
試

験
と

よ
ば

れ
る

社
会

実
験

に
よ

っ
て

 
政

策
の

効
果

測
定

を
実

施
。

 
教

育
分

野
の

社
会

実
験

が
5
0
0

以
上

（2
0
1
4

年
時

点
）あ

る
 

 ・あ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
トに

参
加

し
た

特
定

の
個

人
が

自
己

選
択

し
て

 
 い

る
こ

と
に

よ
っ

て
正

確
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
トの

イ
ン

パ
ク

ト評
価

が
 

困
難

に
な

る
問

題
を

、
セ

レ
ク

シ
ョ
ン

・バ
イ

ア
ス

と
い

い
、

 
こ

の
問

題
を

解
決

す
る

有
効

な
手

法
の

一
つ

が
 

「ラ
ン

ダ
ム

化
比

較
試

験
」で

あ
る

 
 

出
典

：「
ラ

ン
ダ

ム
化

フ
ィ

ー
ル

ド
実

験
に

よ
る

教
育

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

 
 

 
 

  
費

用
効

果
分

析
 

―
―

 
ケ

ニ
ア

を
事

例
に

 ―
―

」 
 （

2
0
0
9

年
 

小
川

、
中

室
、
星

野
） 

 「
科

学
的

根
拠

に
基

づ
く
教

育
予

算
」 

  
日

本
教

育
新

聞
 
2
0
1
4
.6

.1
6
 

中
室

牧
子

（慶
大

） 
 

 

 ●
ラ

ン
ダ

ム
化

比
較

試
験

 
 

 
 ●

解
決

の
方

向
性

  
  

  
  

  
  

  
  

 ●
新

た
に

生
じ

る
 

と
す

る
た

め
の

課
題

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
別

の
課

題
 

  
時

間
割

、
教

室
 

配
分

等
の

調
整

が
必

要
 

「
倫

理
」
の

壁
 

教
育

機
会

の
公

平
性

が
そ

こ
な

わ
れ

る
 

新
た

に
生

じ
る

別
の

課
題

が
解

決
で

き
な

い
の

で
、

 
「
現

在
の

組
立

て
」
で

実
行

す
る

 →
 ラ

ン
ダ

ム
化

比
較

試
験

と
し

な
い

 

3
. 
A
、

B
そ

れ
ぞ

れ
の

中
か

ら
メ

ン
バ

ー
を

 
選

定
 
→

 2
つ

の
可

視
化

授
業

を
実

施
 

2
. 
A

ま
た

は
B

の
中

か
ら

メ
ン

バ
ー

を
選

定
 

→
 
A

ま
た

は
B

の
残

り
と

比
較

 

1
. A

、
B

を
合

同
し

た
中

か
ら

メ
ン

バ
ー

を
選

定
→

 
A
、

B
合

同
の

残
り
と

比
較

 

A
と

B
の

比
較

は
 

「
テ

ス
ト
」 （

定
量

比
較

）
 ・
毎

授
業

後
 5

回
 

・
全

授
業

終
了

後
 1

回
 の

ス
コ

ア
で

行
な

う
 

A
と

同
じ

内
容

を
 

B
IM

等
で

「可
視

化
」 

し
て

実
施

 

こ
れ

ま
で

通
り
の

 
座

学
と

し
て

実
施

 

■
 
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

教
育

効
果

の
評

価
と

客
観

的
根

拠
 
～

 
ラ

ン
ダ

ム
化

比
較

試
験

の
検

討
＊

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

     

  

 
 

  

  

         

 □1
ペ

リ
ー

就
学

前
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（1

9
6
2
～

1
9
6
7

年
） 

  
 
ミ
シ

ガ
ン

州
イ

プ
シ

ラ
ン

テ
ィ

/
低

所
得

で
ア

フ
リ
カ

系
の

5
8

世
帯

の
就

学
前

の
幼

児
 

を
対

象
 

―
―

 
非

認
知

的
特

質
を

育
て

る
こ

と
に

重
点

を
置

い
て

 
 

 
 

 
 

 
 
 

―
―

 子
供

の
自

主
性

を
大

切
に

す
る

活
動

を
中

心
に

 
―

―
 

子
供

た
ち

に
「遊

び
」
を

通
し

て
社

会
的

ス
キ

ル
を

教
え

た
 

 こ
れ

ら
を

受
け

た
子

供
と

受
け

な
か

っ
た

対
象

グ
ル

ー
プ

の
子

供
を

、
4
0

歳
ま

で
追

跡
調

査
 

  
 

社
会

的
イ

ン
パ

ク
ト
評

価
 

 
あ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
や

政
策

介
入

の
「純

粋
」な

 
因

果
効

果
（c

au
sa

l 
im

pa
ct

）を
計

測
す

る
こ

と
 

 

を
行

う
た

め
に

 

ラ
ン

ダ
ム

化
比

較
試

験
（
実
験

） 
 

ｒa
nd

o
m

iz
e
d
 e

x
pe

ri
m

e
nt

s 
ま

た
は

、
 

ｒa
nd

o
m

iz
e
d
 c

o
nt

ro
lle

d
 t

ri
al

 
=
R
C
T
 

が
有

効
で

あ
る

 
 

＊
2
0
0
0

年
 ノ

ー
ベ

ル
経

済
学

賞
受

賞
 

A
 建

築
設

計
科

 
1

年
生

（
後

期
）

   □2
ア

ベ
セ

ダ
リ
ア

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト 
  
 
1
9
7
2
～

1
9
7
7

年
に

生
ま

れ
た

、
リ
ス

ク
指

数
の

高
い

家
庭

の
恵

ま
れ

な
い

子
供

 
  

 1
1
1

人
を

対
象

 
―

―
 

生
後

4
ヶ

月
か

ら
ス

タ
ー

ト 
/
 8

歳
に

な
る

ま
で

全
日

の
介

入
 

―
―

 
家

庭
学

習
の

進
め

方
を

教
え

た
。
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
は

個
々

の
子

供
に

合
わ

せ
て

つ
く
ら

れ
た

 
 2
1

歳
ま

で
継

続
し

て
調

査
さ

れ
、
3
0

歳
時

点
の

追
跡

調
査

が
2
0
1
1

年
に

実
施

さ
れ

た
 

□1
、
□2

と
も

に
非

認
知

能
力

が
向

上
 

 

 
三

菱
U
F
J

リ
サ

ー
チ

は
2
0
1
6

年
2

月
に

、
以

下
の

政
策

研
究

レ
ポ

ー
トで

「教
育

政
策

に
お

け
る

R
C
T

の
実

践
事

例
」に

言
及

し
て

い
る

。
「エ

ビ
デ

ン
ス

で
変

わ
る

政
策

形
成

 ～
イ

ギ
リ
ス

に
お

け
る

「
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
く
政

策
」
の

動
向

、
 

ラ
ン

ダ
ム

化
比

較
試

験
に

よ
る

実
証

、
及

び
日

本
へ

の
示

唆
 

●
文

科
省

委
託

調
査

（平
成

2
8

年
度

） 
 

 
「諸

外
国

に
お

け
る

客
観

的
根

拠
に

基
づ

く
教

育
政

策
の

推
進

 
 
 
 
に

関
す

る
状

況
調

査
」 

  ―
―

 客
観

的
根

拠
（ラ

ン
ダ

ム
化

比
較

試
験

（R
C
T
）、

 
社

会
的

イ
ン

パ
ク

ト評
価

）に
対

す
る

認
識

調
査

を
含

む
 

 
●

国
の

基
本

方
針

 
  

 ―
―

 教
育

政
策

の
効

果
を

検
証

す
る

様
々

な
研

究
を

 
 
 
 
 
 

 政
策

に
と

り
こ

ん
で

い
く
 

 
出

典
： 

中
教

審
 教

育
振

興
基

本
計

画
部

会
 （

第
5

回
、
第

6
回

資
料

） 

 

 ■
人

生
で

成
功

す
る

か
ど

う
か

は
、

認
知

ス
キ

 
ル

だ
け

で
は

決
ま

ら
な

い
。

 
非

認
知

的
要

素
も

欠
か

せ
な

い
 

■
認

知
的

ス
キ

ル
も

社
会

的
・情

動
的

（非
 

認
知

）ス
キ

ル
も

幼
少

期
に

発
達

し
、

そ
の

 
発

展
は

家
庭

環
境

に
よ

っ
て

左
右

さ
れ

る
 

■
幼

少
期

の
介

入
に

力
を

注
ぐ

公
共

政
策

に
 

よ
っ

て
、

問
題

を
改

善
す

る
こ

と
が

可
能

だ
 

 ・
も

っ
と

も
信

頼
で

き
る

 
デ

ー
タ

は
、
恵

ま
れ

 
な

い
家

庭
の

子
供

を
 

対
象

に
幼

少
期

の
 

環
境

を
実

質
的

に
 

改
善

し
た

複
数

の
 

研
究

か
ら

得
ら

れ
た

 
 

■
所

得
の

事
前

分
配

（恵
ま

れ
な

い
子

供
の

 
幼

少
期

の
生

活
改

善
）が

社
会

的
包

容
力

 
を

育
成

す
る

と
同

時
に

、
経

済
効

率
や

労
 

働
力

の
生

産
性

を
高

め
る

 

 参
考

文
献

「イ
ン

パ
ク

ト評
価

事
例

集
」 

 ～
実

験
デ

ザ
イ

ン
（
R
C
T
）
か

ら
専

門
家

判
断

 

ま
で

1
4

の
事

例
評

価
（2

0
1
6

年
 
佐

々
木

） 

 
 
 

「
環

境
工

学
」

講
座

の
可

視
化

比
較

実
験

の
基

本
方

針
 

ジ
ェ

ー
ム

ズ
・J

・
ヘ

ッ
ク

マ
ン

＊
の

見
解

 

 

（委
託

先
：三

菱
U
F
J

リ
サ

ー
チ

＆
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
）

●
文

科
省

委
託

調
査

（
平

成
2
8

年
度

） 
 

 
「諸

外
国

に
お

け
る

客
観

的
根

拠
に

基
づ

く
教

育
政

策
の

推
進

 
 
 
 
に

関
す

る
状

況
調

査
」
（委

託
先

：三
菱

U
F
J

リ
サ

ー
チ

＆
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
）
 

  ―
―

 客
観

的
根

拠
（ラ

ン
ダ

ム
化

比
較

試
験

（R
C
T
）、

 
社

会
的

イ
ン

パ
ク

ト評
価

）に
対

す
る

認
識

調
査

を
含

む
 

 
 

エ
ビ

デ
ン

ス
と

な
る

研
究

 

■
ラ

ン
ダ

ム
化

比
較

試
験

の
ポ

イ
ン

ト 
 ・ラ

ン
ダ

ム
化

（無
作

為
割

あ
て

/
抽

出
）を

用
い

て
 

 
 
 
  

 因
果

関
係

を
確

率
的

に
表

現
す

る
 

 
―

―
 ラ

ン
ダ

ム
化

す
る

こ
と

で
、

比
較

し
た

い
両

グ
ル

ー
プ

の
 

諸
条

件
が

平
均

的
に

ほ
ぼ

揃
う
 ～

教
育

内
容

の
差

 
以

外
は

「平
均

的
に

等
し

い
」と

い
う

前
提

を
つ

く
り
た

い
 

 ―
―

 そ
の

状
態

で
両

グ
ル

ー
プ

に
「誤

差
と

は
考

え
難

い
差

」 
が

生
じ

た
の

で
あ

れ
ば

、
因

果
関

係
が

ほ
ぼ

実
証

で
き

 
た

と
い

え
る

 

課
題

の
存

在
と

対
応

の
検

討
 

現
在

の
組

立
て

（
仮

説
）

 
定

性
比

較
す

る
場

合
は

ア
ン

ケ
ー

ト併
用

B
 建

築
学

科
 

 
 

3
年

生
（学

士
コ

ー
ス

） 
 
（
後

期
）

 
9
0

分
 

×
 

5
回

 

 
9
0

分
 

×
 

5
回

 

 

ラ
ン

ダ
ム

化
 

比
較

試
験

 

■
ラ

ン
ダ

ム
化

の
3

つ
の

限
界

 
 

①
「
現

実
」
の

壁
 ―

―
 絶

対
的

な
サ

ン
プ

ル
数

の
制

限
/
条

件
の

制
御

 
不

可
能

性
 

「
1

回
だ

け
」
あ

る
い

は
「
数

回
程

度
し

か
」
チ

ャ
ン

ス
を

与
え

ら
れ

な
い

も
の

 
を

扱
う

こ
と

に
対

し
て

統
計

学
は

無
力

 
 

②
「
倫

理
」
の

壁
 ―

―
 「

一
方

の
グ

ル
ー

プ
に

と
っ

て
だ

け
よ

い
こ

と
」
に

な
る

 
場

合
。

「
喫

煙
と

が
ん

の
因

果
関

係
」
な

ど
 

た
だ

し
、

ど
ち

ら
が

よ
い

の
か

わ
か

ら
な

い
時

は
正

当
化

さ
れ

る
 

 ③
「
感

情
」
の

壁
 ―

―
 「

運
次

第
で

自
分

の
運

命
が

左
右

さ
れ

る
の

が
 

何
か

イ
ヤ

」
と

思
う
こ

と
を

止
め

ら
れ

な
い

 

「
や

っ
て

み
な

い
と

結
果

が
わ

か
ら

な
い

」
テ

ー
マ

 
で

あ
る

と
判

断
し

て
2
.（

学
科

[学
士

コ
ー

ス
]3

年
） 

3
0

週
 

続
け

ら
れ

た
 

・
学

力
検

査
の

成
績

が
良

い
 

・
学

歴
が

高
い

 

・
特

別
支

援
教

育
の

対
象

者
 

が
少

な
い

 

・収
入

が
多

い
 

・持
家

率
が

高
い

 

・生
活

保
護

受
給

率
 

や
逮

捕
率

が
低

い
 

 
対

象
者

は
 

「
無

作
為

 

割
あ

て
」
 

に
よ

る
 

 
「
や

っ
て

み
な

い
 

と
結

果
が

わ
か

ら
 

な
い

」
と

い
う

こ
と

で
公

平
性

は
無

視
 

さ
れ

て
い

る
 

A
と

B
の

バ
ッ

ク
グ

ラ
ウ

ン
ド
 

が
異

な
る

の
で

 
両

グ
ル

ー
プ

の
諸

条
件

の
 

平
均

が
そ

ろ
わ

な
い

 
＝

バ
イ

ア
ス

（偏
り
）が

生
じ

て
い

る
 

  平
均

的
に

等
し

い
グ

ル
ー

プ
 

ど
う
し

を
比

較
し

な
い

と
 

「
テ

ス
ト
」
結

果
の

差
の

因
果

関
係

を
「可

視
化

の
効

果
」と

特
定

で
き

な
い

 出
典

：「
統

計
学

が
最

強
の

学
問

で
あ

る
」 

＊
検

討
の

結
果

「実
験

計
画

法
（事

後
テ

ス
トの

み
の

統
制

群
法

）」
を

採
用

す
る

こ
と

と
し

た
 

60



■
 平

成
2
9

年
度

 文
部

科
学

省
委

託
事

業
 社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
B
IM

に
よ

る
可

視
化

講
座

 
 

背
景

の
整

理
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

             

 

                       

参
考

文
献

 
 

 
 

 
 

 
＊

1
.「

教
育

の
情

報
化

に
つ

い
て

 ―
 
現

状
と

課
題

」 （
2
0
2
0

年
代

に
向

け
た

教
育

の
情

報
化

に
関

す
る

懇
談

会
 第

1
回

 文
部

科
学

省
資

料
/
2
0
1
6

年
2

月
）

 
 

＊
2
.「

高
度

IT
人

材
育

成
の

た
め

の
産

学
連

携
」（

高
度

IC
T

人
材

育
成

に
関

す
る

研
究

会
/
東

京
大

学
特

任
教

授
 大

場
善

次
郎

/
2
0
0
7

年
1
0

月
）

 
 

＊
3
.『

「
工

学
知

の
構

造
化

と
可

視
化

」
の

試
み

 ―
 
工

学
教

育
に

向
け

て
』
（

大
場

善
次

郎
 東

京
大

学
大

学
院

 工
学

系
研

究
科

教
授

/
2
0
1
5

年
）

 
 

 

  
●

IC
T

の
す

ぐ
れ

た
点

 
  

 
  

 
 

 
―

―
 距

離
・

時
間

を
問

わ
ず

に
 

 
 

  
 

 
 

情
報

の
相

互
の

や
り

と
り

が
可

能
 

   
 

 
 

―
―

 蓄
積

し
た

情
報

を
自

由
に

加
工

・
 

編
集

・
分

析
・

表
示

す
る

こ
と

 
な

ど
が

可
能

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 ＊
1
. 

                    ●
IC

T
の

活
用

に
よ

り
 

 
 

 
 

実
現

が
容

易
と

な
る

 
 

 
 

 
 

学
習

場
面

の
例

 
  

 
  

 
 

 
―

―
 思

考
の

可
視

化
 

 
 

 
  

 
 

―
―

 瞬
時

の
共

有
化

 
 

―
―

 試
行

の
繰

り
返

し
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 ＊
1
. 

 

  
●

土
木

・
建

築
の

設
計

と
は

 
  

 
 

 
  

幅
広

い
知

見
を

総
合

し
て

、
 

 
課

題
を

空
間

的
に

解
決

す
る

こ
と

 
 

 
 

 
 

 
 ＝

そ
も

そ
も

、
可

視
化

す
る

 
こ

と
で

あ
る

 
                         

 
 

 
 

 
 

 
 

 
●

産
業

界
は

 
「

職
場

と
い

う
実

フ
ィ

ー
ル

ド
」

 
  

 に
お

け
る

能
力

を
持

つ
 

人
材

を
求

め
て

い
る

 
 

  
①

工
学

知
の

膨
張

 
   

 
 

 
―

―
 
領

域
の

拡
大

、
細

分
化

・
深

化
 

  
 

 
 

―
―

 
工

学
教

育
の

構
造

化
と

可
視

化
が

必
要

 
  

 
②

教
育

・
研

究
の

場
と

実
フ

ィ
ー

ル
ド

の
乖

離
 

  
 

 
③

知
識

生
産

の
モ

ー
ド

変
換

 
 

 
 

 
―

―
 
複

合
/
融

合
領

域
で

の
 

 
 

 
 

 
 
 

知
識

生
産

が
必

要
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

＊
2
. 

＊
3
. 

                    
 

 
 

 
 

●
教

員
の

育
成

が
課

題
 

  
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
―

―
 
IC

T
活

用
能

力
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
―

―
 職

業
の

現
場

を
知

っ
て

い
て

、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
お

か
つ

 
教

え
る

技
能

を
持

っ
て

い
る

 
 

 

IC
T

の
発

展
 

総
合

学
と

し
て

の
 土

木
・建

築
 

産
学

の
乖

離
が

課
題

 

   
 

 
 

情
報

活
用

能
力

 

と
は

 
 

 
 

―
―

 
情

報
活

用
の

実
践

力
 

 
 

―
―

 
情

報
の

科
学

的
理

解
 

 
 

―
―

 
情

報
社

会
に

 

参
画

す
る

態
度

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

＊
1
. 

    
 

 
 

建
設

に
お

け
る

 

IC
T
 

 

 
 

 
＝

 B
IM

が
 

可
視

化
授

業
 

を
容

易
に

し
た

 

   
 

 
 

情
報

基
盤

、
周

辺
 

機
器

等
の

発
達

 
 

 
 

―
―

 イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
 

 
 

―
―

  
P
C
 

 
 

―
―

 ノ
ー

ト
パ

ッ
ド

 

 
 

―
―

 3
D

プ
リ

ン
タ

ー
 

 
 

―
―

 ド
ロ

ー
ン

な
ど

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   
 

 
 

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

 

ラ
ー

ニ
ン

グ
（

A
L
）

 

が
必

要
 

 
 

 
  

 ―
―

 
産

業
界

の
「

仕
事

力
」

 

ニ
ー

ズ
に

対
応

 

 
 

 
  

―
―

 
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

進
展

 

 
 

 
 
  

―
―

 A
L

は
IC

T
技

術
と

の
 

親
和

性
が

高
い

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   
 

 
 

幅
広

い
知

見
を

 

 
 

 
 

総
合

す
る

た
め

に
 

産
学

相
互

の
関

連
を

 

明
確

に
示

す
 

必
要

が
あ

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

   
 

 
 

社
会

で
必

要
な

 

 
 

 
「

知
」「

ス
キ

ル
」

の
 

範
囲

が
周

辺
領

域
 

に
拡

大
し

て
い

る
 

 
 

 
 
―

―
 ク

ロ
ッ

シ
ン

グ
・

 

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

         

可
視

化
講

座
の

メ
リ
ッ

ト
 

 
①

わ
か

り
や

す
い

 
 

 
 

 
～

対
話

的
学

び
 

 
②

学
び

が
深

ま
る

 
 

③
授

業
へ

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
 

 
 

 
高

ま
る

 
 

 
 

 
～

主
体

的
学

び
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＊

1
.～

6
.は

ウ
ィ

ギ
ン

ズ
/
マ

ク
タ

イ
に

よ
る

「
理

解
の

6
側

面
」 

1
. 

 ・説
明

す
る

（e
x
pl

ai
n）

こ
と

が
で

き
る

 ―
―

 現
象

、
事

実
、
デ

ー
タ

に
 

つ
い

て
、
一

般
化

や
原

理
を

媒
介

と
し

て
、
正

当
化

さ
れ

た
体

系
的

な
 

説
明

を
提

供
す

る
。

洞
察

に
富

ん
だ

関
連

づ
け

を
行

い
、
啓

発
す

る
よ

う
 

な
実

例
や

例
証

を
提

供
す

る
。
 

 

2
. 

 ・解
釈

す
る

（i
nt

e
rp

re
t）

こ
と

が
で

き
る

 ―
―

 意
味

の
あ

る
物

語
を

語
 

る
。
適

切
な

言
い

換
え

を
す

る
。
観

念
や

出
来

事
に

つ
い

て
の

深
奥

を
 

明
ら

か
に

す
る

よ
う
な

、
歴

史
的

次
元

ま
た

は
個

人
的

次
元

を
提

示
す

 

る
。
イ

メ
ー

ジ
、
逸

話
、
ア

ナ
ロ

ジ
ー

、
モ

デ
ル

を
用

い
て

、
理

解
の

対
象

 

を
個

人
的

な
も

の
に

し
た

り
、
近

づ
き

や
す

い
も

の
に

し
た

り
す

る
。

 
 

3
. 

 ・応
用

す
る

（a
pp

ly
）こ

と
が

で
き

る
 
―

―
 多

様
な

、
ま

た
リ
ア

ル
な

文
脈

 

に
お

い
て

、
私

た
ち

が
知

っ
て

い
る

こ
と

を
効

果
的

に
活

用
し

、
適

応
さ

せ
 

る
 ―

―
 教

科
「す

る
」こ

と
が

で
き

る
。
 

 

4
. 

 ・パ
ー

ス
ペ

ク
テ

ィ
ブ

（p
e
rs

pe
ct

iv
e
）を

持
つ

 ―
―

 批
判

的
な

目
や

耳
 

を
用

い
て

、
複

数
の

視
点

か
ら

見
た

り
聞

い
た

り
す

る
。
全

体
像

を
見

る
。
 

 

5
. 

 ・共
感

す
る

（e
m

pa
th

iz
e
）こ

と
が

で
き

る
 ―

―
 他

の
人

が
奇

妙
だ

、
 

異
質

だ
、
ま

た
は

あ
り
そ

う
も

な
い

と
思

う
よ

う
な

も
の

に
価

値
を

見
い

だ
 

す
。
先

行
す

る
直

接
経

験
に

も
と

づ
い

て
、
敏

感
に

知
覚

す
る

。
 

 

6
. 

 ・自
己

認
識

（s
e
lf
-
k
no

w
le

dg
e
）
を

持
つ

 ―
―

 メ
タ

認
知

的
な

自
覚

 

を
示

す
。
私

た
ち

自
身

の
理

解
を

形
づ

く
り
も

妨
げ

も
す

る
よ

う
な

個
人

的
 

な
ス

タ
イ

ル
、
偏

見
、
投

影
、
知

性
の

習
慣

を
知

覚
す

る
。
自

分
は

何
を

 

理
解

し
て

い
な

い
の

か
に

気
づ

く
。
学

習
と

経
験

の
意

味
に

つ
い

て
省

察
 

す
る

。
 

 

7
. 

 協
働

す
る

 
 

 
 
 ラ

ン
ダ

ム
に

選
定

さ
れ

た
複

数
人

の
チ

ー
ム

で
、

 

リ
サ

ー
チ

・議
論

・
ま

と
め

・プ
レ

ゼ
ン

が
で

き
る

 
 

8
. 

 ま
と

め
上

げ
る

 
 

 課
題

を
理

解
し

、
議

論
・提

案
し

た
内

容
を

成
果

 

と
し

て
と

り
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
 

 

9
. 

 プ
レ

ゼ
ン

す
る

 
 

 と
り
ま

と
め

た
内

容
を

「わ
か

り
や

す
さ

」と
「表

現
力

」 

に
配

慮
し

て
他

人
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
 

 

   ①
環

境
工

学
、

ス
マ

ー
トハ

ウ
ス

を
理

解
し

、
設

計
に

 
応

用
で

き
る

 
 ②

設
計

内
容

に
、

発
見

、
発

展
、

オ
リ
ジ

ナ
リ
テ

ィ
が

あ
る

 
 ③

協
働

し
て

、
ま

と
め

上
げ

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

す
る

 
こ

と
が

で
き

る
 

■
 平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
可

視
化

実
証

講
座

の
検

討
 

 
 

課
題

と
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
に

よ
る

評
価

 
 

 
 

 
 

 

  

    

  

 

  

 

           

 

観
点

 

 評
価

 

説
明

さ
れ

て
い

る
意

味
の

あ
る

 
[解

釈
] 

効
果

的
な

 
[応

用
] 

パ
ー

ス
ペ

ク
テ

ィ
ブ

が
あ

る
 

共
感

的
で

あ
る

 
省

察
的

な
 

[自
己

認
識

] 
成

果
に

 
つ

な
が

る
協

働
 

総
合

力
を

示
す

 
ま

と
め

上
げ

 

理
解

し
て

も
ら

え
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

 

5
 

す ば ら し い

 

洗
練

さ
れ

て
お

り
総

合

的
で

あ
る

：著
し

く
綿

密

な
、

あ
ざ

や
か

な
、
ま

た

は
創

意
に

富
ん

だ
記

述

（モ
デ

ル
、
理

論
、
説

明
）
。

 

完
全

に
裏

づ
け

ら
れ

、

実
証

さ
れ

、
正

当
化

さ

れ
て

い
る

。
深

く
て

幅
広

い
。

与
え

ら
れ

た
情

報

を
は

る
か

に
超

え
て

い

る
。
 

洞
察

に
富

む
：
重

要

性
、
意

味
、
意

義
に

つ

い
て

の
有

効
な

、
か

つ

啓
蒙

的
な

解
釈

や
分

析
。
豊

か
で

洞
察

に
富

ん
だ

物
語

を
語

っ
て

い

る
。
啓

発
的

な
歴

史
や

文
脈

を
提

供
す

る
。

 

見
事

で
あ

る
：
多

様
で

困
難

な
文

脈
に

お
い

て

知
識

と
ス

キ
ル

を
活

用

し
、
理

解
を

う
ま

く
調

整

す
る

の
に

円
滑

で
、

柔

軟
性

に
富

み
、
効

率
的

で
、
有

能
で

あ
る

 
―

―
 

見
事

な
転

移
の

力
。

 

洞
察

に
満

ち
て

お
り
、

首

尾
一

貫
し

て
い

る
：思

慮
深

く
熟

慮
さ

れ
た

見

地
。
効

果
的

に
批

評

し
、
他

の
も

っ
と

も
ら

し
い

見
方

を
包

含
す

る
。

関

連
す

る
論

点
に

つ
い

て

長
期

的
で

冷
静

な
批

判
的

見
解

を
と

る
。

 

成
熟

し
て

い
る

：よ
く
訓

練
さ

れ
て

い
る

。
他

の

人
が

見
て

感
じ

て
い

る

こ
と

を
、

見
て

感
じ

よ
う
と

す
る

し
、

そ
う

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
奇

妙
な

も

の
、

異
質

な
も

の
、
ま

た

は
異

な
る

も
の

を
人

並

以
上

に
受

け
入

れ
、

ま

た
そ

れ
ら

を
進

ん
で

求

め
よ

う
と

す
る

。
他

の
人

に
は

奇
妙

に
見

え
る

テ

キ
ス

ト、
経

験
、

出
来

事

の
意

味
を

捉
え

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

賢
明

で
あ

る
：
自

分
の

理
解

と
他

の
人

の
理

解

の
境

界
線

を
深

く
認

識

し
て

い
る

。
自

分
の

偏

見
や

投
影

を
認

識
す

る

こ
と

が
で

き
る

。
高

潔
で

あ
る

 ―
―

 
理

解
に

も

と
づ

い
て

行
動

す
る

こ
と

が
で

き
、
ま

た
進

ん
で

そ

う
す

る
。

 

メ
ン

バ
ー

の
能

力
が

発

揮
さ

れ
た

上
で

融
合

し
、
各

人
の

能
力

を
越

え
た

レ
ベ

ル
に

ま
で

高

め
ら

れ
て

い
る

 

コ
ン

セ
プ

ト
か

ら
表

現
に

至
る

ま
で

一
貫

し
た

思

想
で

統
一

さ
れ

、
ま

と
ま

っ
て

い
る

 

「
わ

か
り
や

す
さ

」
と

「
表

現
力

」
が

同
時

に
実

現

さ
れ

て
お

り
、

オ
リ
ジ

ナ
リ

テ
ィ

が
高

い
 

4
 

よ い

 

体
系

的
で

あ
る

：
型

に

は
ま

ら
ず

啓
発

的
な

記

述
で

あ
り
、

明
白

な
こ

と

や
明

示
的

に
教

え
ら

れ

た
こ

と
を

越
え

て
い

る
。

巧
妙

な
関

連
づ

け
を

行

う
。
議

論
と

証
拠

に
よ

っ

て
、
う
ま

く
裏

づ
け

ら
れ

て
い

る
。
目

新
し

い
思

考
が

表
さ

れ
て

い
る

。
 

啓
発

的
で

あ
る

：
重

要

性
、
意

味
、
意

義
に

つ

い
て

の
思

慮
深

い
解

釈

や
分

析
。
洞

察
に

富
ん

だ
物

語
を

語
っ

て
い

る
。

役
立

つ
歴

史
や

文
脈

を

提
供

す
る

。
 

熟
練

し
て

い
る

：
適

切
で

要
求

の
厳

し
い

文
脈

に

お
い

て
、
有

能
に

知
識

と
ス

キ
ル

を
活

用
し

、
理

解
を

適
合

さ
せ

る
。

 

綿
密

で
あ

る
：
完

全
に

展
開

さ
れ

、
調

整
さ

れ

た
批

判
的

見
解

。
他

の

見
方

に
つ

い
て

公
正

に

考
慮

す
る

こ
と

に
よ

っ

て
、
自

分
の

見
解

を
よ

り

信
頼

で
き

そ
う

な
も

の
に

す
る

。
適

当
な

批
判

、

区
別

、
限

定
づ

け
を

行

う
。

 

敏
感

で
あ

る
：
他

の
人

が
見

て
感

じ
て

い
る

こ
と

を
、
見

て
感

じ
よ

う
と

す

る
。
馴

染
み

の
な

い
も

の
や

異
な

る
も

の
を

受

け
入

れ
る

。
他

の
人

が

見
な

い
価

値
や

仕
事

を

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

熟
慮

に
富

ん
で

い
る

：

自
分

の
無

知
や

他
の

人

の
無

知
を

認
識

し
て

い

る
。
自

分
の

偏
見

を
自

覚
し

て
い

る
。

 

メ
ン

バ
ー

が
そ

れ
ぞ

れ

の
能

力
が

、
提

案
内

容

に
活

か
さ

れ
て

い
る

 

全
体

を
ま

と
め

た
上

で
、

強
調

し
た

い
ポ

イ
ン

ト
が

明
確

に
示

さ
れ

て
い

る
 

伝
え

た
い

こ
と

を
示

し
た

上
で

、
「わ

か
り
や

す
さ

」

ま
た

は
「
表

現
力

」
の

ど

ち
ら

か
が

達
成

さ
れ

て

い
る

 

3
 

普 通

 

詳
細

で
あ

る
：
詳

細
で

自
分

の
も

の
に

な
っ

た

観
念

を
い

く
ら

か
反

映
し

た
記

述
。
生

徒
は

作
品

を
自

分
自

身
の

も
の

に

し
て

お
り
、

与
え

ら
れ

た

も
の

を
超

え
て

い
る

。
裏

づ
け

さ
れ

た
理

論
が

あ

る
が

、
証

拠
と

議
論

は

不
十

分
だ

っ
た

り
不

適

切
だ

っ
た

り
す

る
。

 

鋭
い

：
重

要
性

や
意

味
、
意

義
に

つ
い

て
の

道
理

に
合

っ
た

解
釈

や

分
析

。
明

瞭
で

、
た

め

に
な

る
物

語
を

語
っ

て

い
る

。
啓

発
的

な
歴

史

や
文

脈
を

提
供

す
る

。
 

有
能

で
あ

る
：知

識
と

ス

キ
ル

を
活

用
す

る
際

に
、
適

応
力

で
革

新
的

に
な

る
能

力
が

、
限

定

的
に

で
は

あ
る

が
伸

び

て
い

る
。

 

よ
く
考

え
ら

れ
て

い
る

：

自
分

自
身

の
文

脈
に

お

け
る

主
要

な
観

点
を

、

適
度

に
批

判
的

か
つ

総

合
的

に
見

て
い

る
。

他

の
観

点
に

も
も

っ
と

も
ら

し
さ

が
あ

る
こ

と
を

明
ら

か
に

す
る

。
 

自
覚

的
で

あ
る

：
他

の

人
が

異
な

っ
た

よ
う

に

見
て

感
じ

て
い

る
こ

と
を

知
り
、

感
じ

と
っ

て
い

る
。

他
の

人
に

い
く
ら

か
共

感
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

思
慮

深
い

：
自

分
が

理

解
し

て
い

る
こ

と
と

理
解

し
て

い
な

い
こ

と
を

お
お

よ
そ

自
覚

し
て

い
る

。
偏

見
や

投
影

が
ど

の
よ

う

に
無

意
識

の
う
ち

に
生

じ
る

の
か

を
認

識
し

て
い

る
。
 

役
割

分
担

が
明

確
で

、

各
メ

ン
バ

ー
が

自
分

の

責
任

を
果

た
し

て
い

る
 

コ
ン

セ
プ

ト
を

示
し

、
課

題
が

要
求

し
た

図
面

、

模
型

 
等

が
そ

ろ
っ

て
い

る
 

課
題

が
求

め
て

い
る

必

要
最

低
限

の
「
伝

え
る

べ
き

こ
と

」
が

何
な

の
か

が
わ

か
る

 

2
 

あ と 一 歩

 

発
現

し
て

い
る

：
不

完

全
な

記
述

で
あ

る
が

、

適
切

か
つ

洞
察

の
あ

る

観
念

を
伴

っ
て

い
る

。

学
ん

だ
も

の
の

い
く
つ

か

を
拡

張
し

深
め

て
い

る
。

い
く
ら

か
行

間
を

読
ん

で

い
る

。
記

述
は

、
限

定
さ

れ
た

裏
づ

け
、

議
論

、

デ
ー

タ
、

あ
る

い
は

大
雑

把
な

一
般

化
を

含
ん

で

い
る

。
理

論
は

あ
る

が
、

限
定

的
な

検
査

や
証

拠
し

か
伴

っ
て

い
な

い
。

解
釈

さ
れ

て
い

る
：重

要
性

や
意

味
、

意
義

に

つ
い

て
の

も
っ

と
も

ら
し

い
解

釈
や

分
析

。
物

語

で
、
意

味
を

な
し

て
い

る
。
手

ご
た

え
の

あ
る

歴

史
や

文
脈

を
提

供
す

る
。
 

見
習

い
で

あ
る

：
決

ま
っ

た
や

り
方

の
限

ら
れ

た
レ

パ
ー

ト
リ
ー

に
依

存
し

、

い
く
つ

か
の

馴
染

み
の

あ
る

文
脈

、
ま

た
は

単

純
な

文
脈

に
お

い
て

の

み
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

で
き

る
。
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

や

状
況

に
対

し
、
判

断
と

応
答

を
限

定
的

に
し

か

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

 

自
覚

的
で

あ
る

：
異

な

る
観

点
に

つ
い

て
知

っ

て
お

り
、
自

分
の

見
解

を
何

と
か

全
体

像
の

中

に
位

置
づ

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
し

か
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

見
方

の
価

値
を

考

慮
し

た
り
、

そ
れ

ぞ
れ

の

見
方

、
と

り
わ

け
自

分

自
身

の
見

方
を

批
評

し

た
り
す

る
こ

と
は

不
十

分

で
あ

る
。

暗
黙

の
想

定

に
対

し
、

無
批

判
で

あ

る
。
 

偏
っ

て
い

る
：
他

の
人

の

立
場

に
立

っ
て

考
え

る

た
め

の
能

力
や

自
制

心

を
い

く
ら

か
持

っ
て

い

る
。

し
か

し
ま

だ
、
主

要

に
は

自
分

の
反

応
と

態

度
に

限
定

さ
れ

、
異

な

る
感

情
や

態
度

に
困

惑

し
た

り
避

け
た

り
す

る
。

 

省
察

的
で

な
い

：
自

ら

が
持

つ
特

定
の

無
知

を
、
概

し
て

自
覚

し
て

い

な
い

。
早

計
な

判
断

が

理
解

に
ど

の
よ

う
に

影

響
す

る
か

を
、
あ

ま
り
認

識
し

て
い

な
い

。
 

各
メ

ン
バ

ー
の

能
力

が

結
集

さ
れ

て
お

ら
ず

、

集
ま

っ
て

課
題

に
と

り
組

む
効

果
が

出
て

い
な

い
 

完
成

は
し

て
い

る
が

、
成

果
の

一
部

が
課

題
の

要

求
と

ズ
レ

て
い

る
 

伝
え

る
べ

き
ポ

イ
ン

ト
が

あ
い

ま
い

で
、
表

現
に

メ

リ
ハ

リ
が

な
い

 

1
 

努 力 が 必 要

 

素
朴

で
あ

る
：
表

面
的

な
記

述
。
分

析
的

、
創

造
的

と
い

う
よ

り
も

叙
述

的
で

あ
る

。
事

実
、

観

念
の

バ
ラ

バ
ラ

な
、

ま
た

は
大

雑
把

な
記

述
。

ぞ

ん
ざ

い
な

一
般

化
。

白

か
黒

か
の

記
述

。
理

論

と
い

う
よ

り
も

、
吟

味
さ

れ
て

い
な

い
直

感
や

借

り
物

の
観

念
。

 

文
字

ど
お

り
で

あ
る

：単

純
な

、
ま

た
は

表
面

的

な
読

み
方

。
機

械
的

な

言
い

換
え

。
ほ

と
ん

ど
、

ま
た

は
全

く
解

釈
し

て
い

な
い

解
読

。
よ

り
広

い
重

要
性

や
意

義
を

全
く
感

知
し

て
い

な
い

。
教

え
ら

れ
た

こ
と

や
読

ん
だ

こ
と

の
言

い
直

し
。

 

初
心

者
で

あ
る

：
コ

ー
チ

ン
グ

を
受

け
な

い
と

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
で

き
な

い
。

ま
た

は
、
し

っ
か

り
お

膳

立
て

さ
れ

た
単

一
の

「
あ

て
は

め
式

の
」
(操

作
的

で
機

械
的

な
)ス

キ
ル

、
手

続
き

や
ア

プ
ロ

ー
チ

に
依

拠
し

て
い

る
。

無
批

判
で

あ
る

：
異

な

る
観

点
に

気
が

つ
い

て

お
ら

ず
、
他

の
見

方
を

見
落

と
し

た
り
無

視
し

た

り
す

る
傾

向
が

あ
る

。
物

事
に

つ
い

て
の

他
の

見

方
を

想
像

す
る

こ
と

が

難
し

い
。
感

情
的

な
批

判
を

す
る

傾
向

が
あ

る
。
 

自
己

中
心

的
で

あ
る

：

他
の

人
に

つ
い

て
理

知

的
に

認
識

し
て

い
る

以

上
に

は
、

ほ
と

ん
ど

、
ま

た
は

全
く
共

感
し

な
い

。

物
事

を
、
自

分
の

考
え

と
感

情
を

通
し

て
見

る
。

異
な

る
感

情
、
態

度
、

見
解

を
無

視
し

た
り
、

恐

れ
た

り
困

惑
し

た
り
す

る
。
 

無
知

で
あ

る
：
自

分
の

理
解

の
限

界
、

お
よ

び

意
見

や
理

解
し

よ
う

と

す
る

試
み

に
お

い
て

投

影
と

偏
見

が
持

つ
働

き

を
、
全

く
認

識
し

て
い

な

い
。

 

チ
ー

ム
の

中
で

役
割

を

果
た

せ
て

い
な

い
メ

ン

バ
ー

が
い

る
 

未
完

成
な

部
分

が
あ

り
、
課

題
の

要
求

が
満

た
さ

れ
て

い
な

い
 

伝
え

る
べ

き
内

容
が

わ

か
り
に

く
く
、

表
現

も
十

分
で

な
い

 

 

  
環

境
に

配
慮

し
た

住
宅

（
ス

マ
ー

ト
ハ

ウ
ス

）の
設

計
 

 
＊

詳
細

は
別

紙
シ

ラ
バ

ス
に

よ
る

 

評
価

の
9

の
観

点
 

テ
ー

マ
（課

題
）
 

3
つ

の
到

達
目

標
 

*
下

表
を

ベ
ー

ス
に

、
具

体
的

で
わ

か
り
や

す
い

表
現

に
変

換
す

る
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委
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事
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分
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可

視
化

実
証

講
座

 
 

設
計

製
図

 ～
 バ

イ
オ

ク
ラ

イ
マ

テ
ィ

ッ
ク

デ
ザ

イ
ン

 
総

合
評

価
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

設
計

の
総

合
力

 
 

 
 

 
 

 
 

 
〈2

5
〉
 

 

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

力

〈2
5
〉

バ
イ

オ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
な

視
点

 
 

 
 

 
 

 
 

 
〈5

0
〉
 

 S
to

ry
 

―
―

 
課

題
解

決
力

 

   

〈1
0
〉
 

 S
tr

uc
tu

re
 

―
―

 
構

成
力

 

   

〈1
0
〉
 

 S
ty

le
 

―
―

 
表

現
力

 

〈5
〉

 環
境

（
日

照
、

熱
、

風
 

な
ど

）
の

理
解

度
 

 

 

 

〈1
5
〉
 

 屋
外

の
環

境
設

計
 

―
―

 
配

置
計

画
 

―
―

 
装

置
（
庇

、
 

日
よ

け
、

樹
木

 

な
ど

）
 等

 

〈2
0
〉

 室
内

の
環

境
設

計
 

―
―

 
外

壁
の

材
料

 

―
―

 
断

熱
材

 

―
―

 
熱

の
循

環
 
等

 

 

〈1
5
〉

5
 

 提
案

し
て

い
る

内
容

の
 

根
拠

が
明

確
で

、
 

オ
リ
ジ

ナ
リ
テ

ィ
（独

創
性

）
 

が
あ

る
 

 
〈1

0
〉
 

 住
宅

の
内

部
と

外
部

の
 

境
界

領
域

（中
間

領
域

） 

に
提

案
が

あ
る

 
  

〈1
0
〉
 

 特
に

強
調

し
た

い
 

部
分

の
表

現
に

 
工

夫
が

あ
る

 

〈5
〉

 話
の

内
容

が
設

計
意

図
の

 

ポ
イ

ン
トを

表
現

し
て

お
り
、
 

簡
潔

で
わ

か
り
や

す
い

 
 

〈2
5
〉

 敷
地

が
あ

る
地

域
 

（東
京

都
八

王
子

市
）の

 
気

候
特

性
を

 

理
解

し
て

い
る

 

 
〈1

5
〉
 

 熱
収

支
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

の
 

結
果

が
設

計
に

 

反
映

さ
れ

て
い

る
 

 

〈2
0
〉

 屋
根

・壁
か

ら
の

 

熱
貫

流
を

少
な

く
す

る
 

工
夫

を
し

て
い

る
 

 

〈1
5
〉

す ば ら し い

 

4
 

 設
計

の
基

本
コ

ン
セ

プ
ト
と

 

 
 設

計
の

内
容

が
リ
ン

ク
し

て
 

お
り
、
一

貫
性

が
あ

る
 

  
〈8

〉 

 住
宅

の
内

部
と

外
部

が
 

適
正

に
  

＝
 機

能
を

理
解

し
、
 

美
し

く
設

計
さ

れ
て

い
る

 
 

〈8
〉 

 図
面

 等
の

レ
イ

ア
ウ

トに
、
 

設
計

意
図

を
正

し
く
 

伝
え

る
た

め
の

工
夫

が
あ

る
 

〈4
〉

 原
稿

を
見

ず
に

、
 

自
分

自
身

の
言

葉
で

、
 

聞
き

や
す

い
発

声
で

 
発

表
し

て
い

る
 

〈2
0
〉

 熱
に

関
す

る
基

本
的

事
項

 
―

 材
料

の
熱

容
量

 
―

 表
面

温
度

 
―

 蒸
発

冷
却

 
な

ど
を

理
解

し
て

い
る

 
〈1

2
〉
 

 熱
環

境
の

評
価

指
標

 
―

 M
R
T
(平

均
放

射
温

度
) 

―
 H

IP
（ヒ

ー
トア

イ
ラ

ン
ド
 

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

） 
を

理
解

し
て

、
活

用
し

て
い

る
 

〈1
6
〉

 通
風

・換
気

、
採

光
、
 

熱
貫

流
を

考
慮

し
た

 
開

口
部

の
設

計
を

し
て

い
る

 
  

〈1
2
〉

よ い

 

3
 

 課
題

の
意

図
 ＝

 課
題

が
 

求
め

て
い

る
解

決
の

方
向

性
 

を
理

解
し

て
い

る
 

  
〈5

〉 

 住
宅

の
も

つ
べ

き
 

ス
ケ

ー
ル

が
正

し
く
 

設
計

さ
れ

て
い

る
 

 
 

〈5
〉 

 設
計

の
意

図
（基

本
コ

ン
セ

 
プ

ト
、
図

面
 等

）が
 

わ
か

り
や

す
く
 

表
現

さ
れ

て
い

る
 

〈3
〉

 言
っ

て
い

る
こ

と
を

 
理

解
で

き
る

 
 

〈1
2
〉

 太
陽

に
関

す
る

基
本

的
事

項
 

―
 太

陽
の

動
き

 
―

 日
照

と
日

射
の

違
い

 
―

 日
射

反
射

率
と

色
と

の
 

関
係

 
な

ど
を

理
解

し
て

い
る

  
 〈

7
〉 

 緑
化

に
よ

る
 

熱
環

境
調

整
効

果
を

 
有

効
に

使
っ

て
い

る
 

〈1
0
〉

 
室

内
の

熱
の

循
環

 
に

つ
い

て
 

理
解

し
て

い
る

 
  

〈7
〉

普 通

 

2
 

 
 課

題
解

決
の

提
案

に
 

あ
い

ま
い

な
部

分
を

 
残

し
て

い
る

 
  

〈3
〉 

 住
宅

の
も

つ
べ

き
 

機
能

は
理

解
さ

れ
て

い
る

 
 

  
〈3

〉 

 表
現

す
べ

き
内

容
 

（基
本

コ
ン

セ
プ

ト、
図

面
  

等
）は

 
提

案
さ

れ
て

い
る

 

〈2
〉

 部
分

的
に

 
理

解
し

に
く
い

 
所

が
あ

る
 

 

〈5
〉

 熱
・太

陽
に

関
す

る
 

基
本

的
事

項
の

理
解

に
 

あ
い

ま
い

な
部

分
が

あ
る

 
 

 
〈3

〉 

 熱
収

支
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

の
 

結
果

が
設

計
に

 
十

分
反

映
さ

れ
て

い
な

い
 

 

〈5
〉

 屋
根

・壁
か

ら
の

 
熱

貫
流

を
少

な
く
す

る
 

工
夫

に
あ

い
ま

い
な

 
部

分
が

あ
る

 

〈3
〉

あ と1歩

 

1
 

 
課

題
の

意
図

 
＝

 課
題

が
 

求
め

て
い

る
解

決
の

方
向

性
 

の
理

解
が

十
分

で
な

い
 

  
〈1

〉 

 
住

宅
の

も
つ

べ
き

 
機

能
が

正
し

く
 

理
解

さ
れ

て
い

な
い

 
  

〈1
〉 

 
表

現
す

べ
き

内
容

が
 

表
現

し
切

れ
て

い
な

い
 

 

〈1
〉

 
言

っ
て

い
る

こ
と

が
 

不
明

確
で

、
 

理
解

し
に

く
い

 

〈1
〉

 
熱

・太
陽

に
関

す
る

 
基

本
的

事
項

の
理

解
が

 
不

正
確

で
あ

る
 

  
〈1

〉 

 
熱

収
支

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

の
 

意
味

を
理

解
し

て
い

な
い

 
 

〈1
〉

 
屋

根
・壁

か
ら

の
 

熱
貫

流
の

意
味

を
 

理
解

し
て

い
な

い
 

〈1
〉

努 力 が 必 要

  

●
評

価
の

基
準

 
～

 
講

評
・
採

点
時

の
グ

ル
ー

プ
評

価
 （

配
点

表
 ＜

 
 

＞
 
は

1
0
0

点
の

内
の

配
点

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
】
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成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業
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基
盤

分
野

 
 

 
 

 
可

視
化

実
証

講
座

 
 

設
計

製
図

 ～
 バ

イ
オ

ク
ラ

イ
マ

テ
ィ

ッ
ク

デ
ザ

イ
ン

 
総

合
評

価
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

設
計

の
総

合
力

 
〈2

5
〉

 

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

力
 

 

〈2
5
〉

 

バ
イ

オ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
な

視
点

 
〈5

0
〉

 

 S
to

ry
 

―
―

 
課

題
解

決
力

 

  

 

〈1
0
〉
  

 S
tr

uc
tu

re
 

―
―

 
構

成
力

 

 

 

 

〈1
0
〉
 

 S
ty

le
 

―
―

 
表

現
力

 

 

〈5
〉

 環
境

（
日

照
、

熱
、

風
 

な
ど

）
の

理
解

度
 

  

 

〈1
5
〉
 

 屋
外

の
環

境
設

計
 

―
―

 
配

置
計

画
 

―
―

 
装

置
（
庇

、
 

日
よ

け
、

樹
木

 

な
ど

）
 等

 

〈2
0
〉

 室
内

の
環

境
設

計
 

―
―

 
外

壁
の

材
料

 

―
―

 
断

熱
材

 

―
―

 
熱

の
循

環
 
等

 

 

〈1
5
〉

具 体 的 に で き て い る こ と

 

 ・明
確

な
問

題
設

定
 

 ・明
確

な
コ

ン
セ

プ
ト設

定
 

 ・的
確

な
解

決
策

 

 ・
成

果
物

の
ク

オ
リ
テ

ィ
 

 ・社
会

的
背

景
の

認
識

 

 ・基
準

法
内

の
高

さ
 

 ・要
求

諸
室

を
満

た
す

 

 ・家
族

構
成

を
満

た
す

 

 ・要
求

図
書

が
揃

っ
て

い
る

 

 ・敷
地

の
問

題
点

が
５
つ

挙
げ

る
 

 ・周
辺

の
交

通
量

把
握

 

 ・周
辺

の
樹

木
量

把
握

 

 ・前
面

道
路

の
人

の
流

れ
 

  

 ・
周

辺
環

境
を

意
識

し
た

高
さ

 

 ・
近

隣
建

物
に

配
慮

し
た

配
置

 

 ・
建

蔽
率

を
満

た
す

 

 ・
容

積
率

を
満

た
す

 

 ・
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

配
慮

す
る

 

 ・
セ

ン
タ

ー
リ
ビ

ン
グ

 

 ・
南

側
に

居
室

 

 ・
北

側
に

水
廻

り
 

 ・
不

快
な

日
光

が
入

ら
な

い
 

 ・
安

全
な

歩
車

分
離

 

 ・
適

切
な

動
線

計
画

 

 ・
適

切
な

駐
車

場
計

画
 

 ・
適

切
な

駐
輪

場
計

画
 

 ・
川

を
眺

め
ら

れ
る

部
屋

 

 ・
桜

を
眺

め
ら

れ
る

部
屋

 

 ・テ
ー

マ
に

沿
っ

た
タ

イ
トル

 

 ・適
切

な
線

種
の

選
択

 

 ・見
や

す
い

レ
イ

ア
ウ

ト 

 ・読
み

や
す

い
文

字
サ

イ
ズ

 

 ・家
具

や
人

の
記

載
 

 ・面
積

表
の

記
載

 

 ・方
位

の
記

載
 

 ・ス
ケ

ー
ル

バ
ー

の
記

載
 

 ・図
面

名
称

の
記

載
 

 ・通
り
芯

の
記

載
 

 ・室
名

の
記

載
 

 ・寸
法

の
記

載
 

 ・道
路

境
界

線
の

記
載

 

 ・断
面

線
の

記
載

 

 ・丁
寧

な
模

型
表

現
 

 

 ・挨
拶

が
で

き
る

 

 ・自
己

紹
介

が
で

き
る

 

 ・原
稿

を
見

ず
に

話
す

 

 ・大
き

な
声

 

 ・身
振

り
・手

振
り
 

 ・聞
き

や
す

い
ス

ピ
ー

ド
 

 ・話
す

内
容

が
簡

潔
 

 ・適
切

な
目

線
配

り
 

 

・抑
揚

の
あ

る
話

し
方

 

 ・表
情

が
豊

か
 

 ・落
ち

着
い

て
い

る
 

 ・
質

問
に

的
確

に
応

え
る

 

 ・動
画

を
用

い
る

 

 ・音
楽

を
使

う
 

 ・環
境

の
予

測
を

行
う

 

 ・夏
涼

し
い

室
内

温
度

設
定

 

（室
内

温
度

≦
外

気
-
1
0
℃

） 

 ・冬
温

か
い

室
内

温
度

設
定

 

（室
内

温
度

≧
外

気
+
1
0
℃

） 

 ・太
陽

高
度

を
考

え
た

庇
 

 ・涼
し

さ
を

作
り
出

す
演

出
 

 ・地
域

特
性

（川
や

並
木

な
ど

） 

 
を

活
か

す
 

 ・大
気

へ
の

熱
負

荷
が

少
な

い
 

（H
IP

の
グ

ラ
フ

を
用

い
て

） 

 ・適
切

な
外

壁
仕

上
げ

材
 

 ・適
切

な
屋

根
材

 

 ・敷
地

に
適

度
な

空
地

 

 ・日
射

調
整

装
置

（ブ
リ
ー

ズ
・ 

ソ
レ

イ
ユ

）の
設

置
 

 ・快
適

な
木

陰
 

 ・適
度

な
樹

木
 

 ・水
面

が
あ

る
 

 ・地
面

を
緑

化
す

る
 

 ・屋
上

を
緑

化
す

る
 

 ・緑
化

さ
れ

た
壁

面
 

 ・敷
地

境
界

に
防

風
壁

 

 ・太
陽

光
発

電
が

あ
る

 

 ・安
定

し
た

温
度

分
布

 

 ・断
熱

性
能

の
高

い
断

熱
材

 

 

・断
熱

性
能

の
高

い
屋

根
材

 

 ・使
用

材
料

の
説

明
 

 ・熱
を

蓄
え

る
素

材
 

 ・十
分

な
換

気
経

路
 

（
換

気
回

数
≧

0
.5

）
 

 ・十
分

な
採

光
 

（採
光

窓
≧

床
面

積
×

0
.7

） 

 ・オ
ー

ル
電

化
 

 ・
照

明
は

L
E
D
 

  

 

●
評

価
の

基
準

 
～

 
講

評
・
採

点
時

の
グ

ル
ー

プ
評

価
 （

配
点

表
 ＜

 
 

＞
 
は

1
0
0

点
の

内
の

配
点

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【
パ

タ
ー

ン
・
ラ

ン
ゲ

ー
ジ

】
 

64



文部科学省委託事業 平成 29 年度専修学校による地域産業中核的人材養成事業 

社会基盤分野における建設 IT 技術（BIM・CIM）に係る中核的専門人材養成プログラム開発プロジェクト 
 
 

  b.可視化実証講座の構成 

 

 
   可視化実証講座は、環境工学と BIM、設計製図を同時期に連続して、 

   一体的に実施することで構成した。 

 

   設計課題 「バイオクライマティックな住宅デザインとは何か？」 

   にこたえる住宅設計にあたり 

 

      ・ 環境工学における温熱・光・風等の環境に関する理解 

      ・ BIM 活用と環境シミュレーションによる予測と評価 

      ・ 住宅設計におけるトータルな快適性の追及 

 

   について試行錯誤し、深めた上、 

   グループ作業によって総合し、まとめた。 

 

 

 

 

 

■可視化実証講座の日程構成 

 

 2017 年 2018 年 

 11/30 12/6 12/7 12/13 12/14 12/20 12/21 1/10 1/11 1/17 1/18

環境 

工学 A 
( 可 視 化

による講

座) 

― ●1 ― ●2 ― ●3 ― ●4 ― ●5 ― 

環境 

工学 B 
（通常の

座学によ

る講座） 

― ●1 ― ●2 ― ●3 ― ●4 ― ●5 ― 

BIM ― ●1 ― ●2 ― ●3 ― ●4 ― ●5 ― 

設計 

製図 

●1 
オリエ

ンテー

ション 

― ●2 ― ●3 ― ●4 ― ●5 ― ●6 
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 ●
ラ

ン
ダ

ム
化

（無
作

為
割

あ
て

/
抽

出
） 

 
 を

用
い

て
因

果
関

係
を

確
率

的
に

表
現

す
る

 

       ①
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
全

体
を

可
視

化
す

る
こ

と
で

、
 

 
 科

目
相

互
の

関
連

性
が

理
解

で
き

、
 

 
 科

目
の

学
習

の
理

解
度

が
深

ま
る

 

 
 

②
科

目
で

教
え

る
内

容
（教

材
）を

 
 

 可
視

化
す

る
こ

と
で

、
科

目
の

学
習

の
 

 
 理

解
度

が
高

ま
り
、
思

考
す

る
、
 

 
 表

現
す

る
、
応

用
連

携
す

る
能

力
が

 
 

 高
ま

る
。
 

 

   

■
第

1
ス

テ
ッ

プ
 

 ―
―

 グ
ル

ー
プ

設
計

を
す

る
た

め
、
 

 
 
 
 
 
 ラ

ン
ダ

ム
化

に
よ

り
、
 

 
 
 
 
 
 8

グ
ル

ー
プ

 
 
 
 
 
 
 （

A
.B

.C
.D

.E
.F

.G
.H

） 
 
 
 
 
 
 に

分
け

る
 

  
0
.5

日
（
9
0

分
×

2
回

）/
週

×
5

回
 

 
 0

.5
日

（
9
0

分
×

2
回

）
/
週

×
5

回
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

半
日

/
週

×
6

回
 

 
 

●
テ

ー
マ

：バ
イ

オ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
な

 

  
  

  
  

 住
宅

デ
ザ

イ
ン

と
は

何
か

？
 

■
 
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
 

可
視

化
実

証
講

座
の

検
討

 
 

 
 

全
体

構
成

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

         

  

  

―
―

 ラ
ン

ダ
ム

化
す

る
こ

と
で

、
比

較
し

た
い

 

 
 
 
 
両

グ
ル

ー
プ

の
諸

条
件

が
平

均
的

に
 

 
 
 
 
ほ

ぼ
揃

う
 ～

 教
育

内
容

の
差

以
外

は
 

「
平

均
的

に
等

し
い

」
と

い
う

前
提

を
つ

く
り
た

い
 

 

―
―

 そ
の

状
態

で
両

グ
ル

ー
プ

に
「誤

差
と

は
 

考
え

難
い

差
」が

生
じ

た
の

で
あ

れ
ば

、
 

因
果

関
係

が
ほ

ぼ
実

証
で

き
た

と
い

え
る

 

 

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
の

中
で

の
 

「専
門

職
教

育
の

テ
ー

マ
」 

を
把

握
す

る
 

実
施

要
領

 

可
視

化
実

証
講

座
を

実
施

す
る

目
的

 

●
学

習
成

果
の

評
価

方
法

の
検

討
 

 
  

―
―

 「
モ

デ
ル

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

」
の

特
色

の
ひ

と
つ

で
あ

る
 

「
B
IM

に
よ

る
科

目
関

連
付

け
と

見
え

る
化

」
が

も
た

ら
す

 

 
 

 
  

学
習

成
果

を
評

価
す

る
必

要
が

あ
る

 

 

●
客

観
性

の
高

い
評

価
手

法
の

模
索

 
 ―

―
 比

較
す

る
サ

ン
プ

ル
を

「
平

均
的

に
等

し
く

」
し

た
上

で
、

 

 
 

 認
知

ス
キ

ル
と

非
認

知
ス

キ
ル

 
  

 
 の

特
性

を
と

ら
え

て
評

価
で

き
る

手
法

を
検

討
す

る
 

●
分

野
横

断
型

授
業

の
必

要
性

を
裏

づ
け

 
 ―

―
 実

社
会

に
お

い
て

は
、

既
存

の
分

野
・

科
目

を
横

断
的

に
関

連
づ

け
 

 
 

 
 る

こ
と

で
実

務
が

成
立

し
て

い
る

。
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
中

に
 

分
野

横
断

型
授

業
を

位
置

づ
け

る
必

要
が

あ
る

 

 

講
座

の
設

計
 

「
実

験
計

画
法

（
事

後
テ

ス
ト
の

み
の

 

統
制

群
法

）
」
の

採
用

 

比
較

結
果

 
判

断
の

方
法

 
実

証
し

た
い

内
容

 

   
可

視
化

実
証

講
座

 
 

「逆
向

き
設

計
」
論

に
よ

り
 

 
  

 
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
作

成
し

、
 

「実
験

計
画

法
（事

後
テ

ス
トの

み
の

 

統
制

群
法

）
」と

し
て

、
 

可
視

化
講

座
の

効
果

が
あ

る
 

こ
と

を
実

証
す

る
 

 

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

ス
キ

ル
 

リ
テ

ラ
シ

ー
 

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
 

2
0
1
7

年
度

後
期

に
 

「
可

視
化

実
証

講
座

」月
間

を
設

定
 

1
.2

.3
.を

総
合

し
た

教
科

書
の

作
成

 

●
テ

キ
ス

トマ
イ

ニ
ン

グ
 

 
 プ

レ
ゼ

ン
原

稿
（
1
2
0
0

字
程

度
）
を

グ
ル

ー
プ

 
 
 ご

と
に

提
出

 
 

 
 →

 
使

用
す

る
言

葉
の

種
類

・数
 等

か
ら

 
 
 
 
 
可

視
化

の
効

果
を

判
断

 
 ＊

全
て

の
「本

質
的

な
問

い
」も

テ
キ

ス
トマ

イ
ニ

ン
グ

す
る

 

●
対

象
 
: 

日
本

工
学

院
八

王
子

専
門

学
校

 
建

築
学

科
（
学

士
コ

ー
ス

）
3

年
生

/
4
2

名
 

■
第

2
ス

テ
ッ

プ
  

―
―

 第
1

ス
テ

ッ
プ

に
よ

っ
て

得
ら

れ
 

た
グ

ル
ー

プ
を

活
用

し
て

  
ラ

ン
ダ

ム
化

の
前

提
を

つ
く
る

 

1
. 

環
境

工
学

 
2
. 
B
IM

 
3
. 

設
計

製
図

 

設
計

製
図

の
課

題
は

 
「パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

」な
の

で
、
 

「逆
向

き
設

計
」論

に
も

と
づ

き
、
 

前
も

っ
て

評
価

の
基

準
を

 
「ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
」ま

た
は

「パ
タ

ー
ン

・ 
ラ

ン
ゲ

ー
ジ

」で
作

成
し

、
学

生
に

も
 

授
業

前
に

示
し

、
評

価
に

使
う
 

●
定

量
比

較
 

 
●

定
性

比
較

 

グ
ル

ー
プ

 

A
.C

.E
.G

 

 B
IM

 .
 動

画

等
で

 

可
視

化
 

し
た

 

授
業

 

を
行

な
う

 

 こ
れ

ま
で

 

通
り
の

 

座
学

 

と
し

て
 

授
業

を
 

行
な

う
 

 
グ

ル
ー

プ
 

B
.D

.F
.H

 

●
比

較
内

容
 

  
環

境
工

学
を

「可
視

化
」し

た
こ

と
に

よ
る

効
果

が
あ

る
か

ど
う
か

 

 
 

 
 

～
 設

計
の

ア
イ

デ
ィ

ア
 

 
 

 
 

～
 環

境
工

学
の

知
識

・ス
キ

ル
の

活
用

 

 
 

 
 

そ
の

他
有

意
な

差
が

あ
る

か
ど

う
か

 

一
体

化

さ
せ

る
 

学
習

の
 

効
果

を
 

比
較

 

知
識

の
 

深
化

 
＋

 
ス

キ
ル

の
 

向
上

 

ス
キ

ル
・
マ

トリ
ッ

ク
ス

に
よ

る
 

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

体
系

化
 

 テ
ス

ト 

（筆
記

試
験

）
 

 

＋
 

 ・毎
講

座
後

 
5

回
 

 ・全
講

座
 
 

 
1

回
終

了
後

 

ア
ン

ケ
ー

ト 
 論

述
テ

ス
ト 

・毎
講

座
  

 5
回

前
後

 
 
 
 
 

 ・全
講

座
  

 1
回

終
了

後
 

 各
科

目
（
環

境
、

B
IM

、
設

計
）
の

 
構

成
を

設
計

 
        

 科
目

連
携

に
 

配
慮

し
な

が
ら

 
設

計
製

図
の

 
課

題
を

構
築

 
 

各
科

目
（
環

境
、

B
IM

、
設

計
）
の

 
「
テ

ー
マ

と
目

的
」
、

「実
施

要
領

と
 

評
価

」を
設

定
 

       
設

計
製

図
の

 
総

合
評

価
を

「パ
タ

ー
ン

・ラ
ン

ゲ
ー

ジ
」

お
よ

び
「
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
」
で

表
現

 

「逆
向

き
設

計
論

」を
ベ

ー
ス

に
し

て
、
講

座
の

 
ゴ

ー
ル

=
成

果
 

を
設

定
 

ス
キ

ル
・
 

マ
ト
リ
ッ

ク
ス

の
作

成
 

「
本

質
的

な
問

い
」
 

の
作

成
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 ■
 
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
可

視
化

実
証

講
座

 
3

科
目

（
環

境
工

学
、

Ｂ
Ｉ

Ｍ
，

設
計

製
図

）
の

関
連

づ
け

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

         

  

  

   

  

      

 

 
 

 

  
 

 
 

 

 
 

 
 

設
計

の
目

標
 

部
位

ご
と

の
検

討
 

 
設

計
製

図
 

 
環

境
工

学
 

 
B
IM

 

  
 

 
●

バ
イ

オ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
（

B
io

cl
im

at
ic

 D
e
si

g
n）

と
は

 
  

 
日

本
語

で
は

「
生

物
気

候
学

的
デ

ザ
イ

ン
」

 

 
 

 
 

 
 

 
「

生
態

気
候

的
デ

ザ
イ

ン
」

 

 
 

な
ど

、
い

く
つ

か
の

訳
語

が
あ

る
 

  
 

 
 

 
地

域
環

境
を

う
ま

く
取

り
入

れ
、

 
 

 
 

 
 

サ
ス

テ
ィ

ナ
ブ

ル
（

持
続

可
能

）
な

空
間

の
設

計
を

 

 
 

 
 

 
目

標
と

す
る

概
念

で
あ

る
 

   
●

総
合

的
な

課
題

解
決

 
  

 
―

―
 人

が
感

じ
る

快
適

性
は

、
単

に
熱

環
境

だ
け

で
は

な
い

 

 
 

―
―

 課
題

は
あ

く
ま

で
も

「
住

宅
の

設
計

」
で

あ
っ

て
、

 

 
 

 
 

 環
境

負
荷

を
低

減
す

る
こ

と
だ

け
に

主
眼

を
置

く
と

、
 

 
 

 
 

 単
な

る
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
演

習
に

な
っ

て
し

ま
う

 

  

 

 
 

 
●

基
本

は
地

域
（

東
京

都
八

王
子

市
）

の
特

性
（

特
に

気
候

の
）

を
 

理
解

す
る

こ
と

 
   

 

●
環

境
工

学
お

よ
び

B
IM

で
学

ぶ
環

境
負

荷
の

 

 
小

さ
な

住
宅

空
間

の
予

測
・

評
価

を
設

計
に

 

結
び

つ
け

る
 

 
●

上
記

を
、

快
適

な
住

宅
の

設
計

（
室

内
、

半
屋

外
、

屋
外

）
 

 
の

中
で

具
体

化
す

る
 

 ●
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

取
組

と
し

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
、

 

協
働

力
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
力

を
重

視
す

る
 

  

設
計

課
題

 

 

バ
イ

オ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
な

 

住
宅

デ
ザ

イ
ン

と
は

何
か

？
 

   
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 
＝

予
測

と
評

価
 

V
e
ct

o
rw

o
rk

s＋
T
he

rm
o
R
e
nd

e
r 

＋
そ

の
他

 ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

  

空
間

形
態

と
 

材
料

と
 

住
ま

い
方

で
 

建
築

・
都

市
の

 

熱
環

境
が

 

決
ま

る
 

  

近
年

 

環
境

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 

を
活

か
し

た
 

「
設

計
」
が

 

増
え

て
い

る
 

1
 
屋

根
 

―
―

 屋
上

緑
化

 /
 屋

上
庭

園
 /

 ル
ー

フ
ポ

ン
ド
（屋

上
に

プ
ー

ル
） 

―
―

 遮
熱

（高
反

射
）性

塗
料

 

―
―

 太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
 

2
 
壁

 
―

―
 午

後
（夏

）の
西

日
対

策
 ―

―
 夏

は
東

西
面

の
受

熱
日

射
量

 

が
大

き
い

 

―
―

 壁
面

緑
化

（メ
ン

テ
に

留
意

） 

3
 
窓

 
―

―
 庇

の
効

果
 ～

 太
陽

高
度

 /
 季

節
の

日
射

コ
ン

トロ
ー

ル
 

―
―

 位
置

 
～

 通
風

計
画

 ～
 季

節
別

・時
刻

別
の

風
環

境
 

 

4
 
樹

木
 

―
―

 樹
木

の
葉

の
表

面
温

度
は

夏
季

日
中

で
も

気
温

相
当

 

―
―

 常
緑

樹
か

落
葉

樹
か

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 ●
太

陽
と

熱
を

理
解

す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

～
バ

イ
オ

ク
ラ

イ
マ

テ
ィ

ッ
ク

 
 

 
 

 
 

デ
ザ

イ
ン

で
知

っ
て

お
く

べ
き

こ
と

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1

太
陽

の
位

置
を

知
り

 ―
―

 

 
 

 
 

 
日

影
の

状
態

を
把

握
す

る
 

  
 

 
 

2
材

料
の

日
射

反
射

率
と

 

 
 

 
 

 
色

と
の

関
係

を
理

解
す

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
材

料
の

熱
容

量
で

蓄
熱

の
 

 
 

 
 

 
程

度
を

見
積

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
表

面
温

度
は

ど
の

よ
う

に
 

決
ま

る
か

 
 ―

―
 受

熱
日

射
量

 
―

―
 日

射
反

射
率

 
―

―
 蒸

発
 

 
 

 
 

 
 

 
5

蒸
発

冷
却

で
ど

れ
だ

け
 

 
 

 
 

 
 

 
冷

や
せ

る
か

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
●

暑
さ

・
寒

さ
の

感
覚

を
 

決
め

る
6

要
素

 

 
 

 
 

 

 
 1

 産
熱

量
（

人
）

 

  
 2

 着
衣

量
（

人
）

 

  
 3

 気
温

（
環

境
）

 

  
 4

 湿
度

（
環

境
）

 

  
 5

 気
流

（
環

境
）

 

  
 6

 熱
放

射
（

環
境

）
 

●
熱

環
境

改
善

効

果
を

確
認

 

＊
主

と
し

て
 

屋
外

環
境

を
 

対
象

と
す

る
 

＊
定

量
的

に
 

把
握

す
る

 

気
温

よ
り
表

面
温

度
が

低
い

 
面

は
冷

放
射

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
が

大
き

い
 

日
中

、
そ

の
時

の
気

温
よ

り
 

表
面

温
度

が
低

い
と

こ
ろ

は
 

ほ
と

ん
ど

な
い

 

M
R
T

が
気

温
よ

り
低

い
と

こ
ろ

が
ク

ー
ル

ス
ポ

ッ
ト
の

候
補

に
な

る
 

平
坦

な
面

か
ら

接
す

る
大

気
へ

の
対

流
に

よ
る
顕

熱
の

 
影

響
が

あ
ら

わ
れ

る
 

H
IP

で
は

全
て

の
表

面
温

度
が

計
算

さ
れ

て
い

る
 

 

大
き

な
熱

容
量

を
持

っ
た

面
は

 
一

日
中

ほ
ぼ

一
定

の
温

度
の

た
め

日
中

の
表

面
温

度
は

低
い

 

し
か

し
、

夜
か

ら
明

け
方

に
か

け
て

は
高

い
 

全
て

の
面

か
ら

大
気

へ
の

 
顕

熱
量

が
求

ま
る

 

・ 
夏

 ―
 晴

天
日

 ―
 ほ

と
ん

ど
の

と
こ

ろ
 

は
気

温
よ

り
表

面
温

度
が

高
い

 
・ 

H
IP

の
値

を
マ

イ
ナ

ス
に

す
る

の
は

難
し

い

夜
の

H
IP

が
常

に
プ

ラ
ス

な
ら

、
 

夜
間

の
大

気
は

地
表

面
に

 
温

め
ら

れ
続

け
て

い
る

 

ヒ
ー

トア
イ

ラ
ン

ド
を

助
長

す
る

原
因

と
な

る
 

1
 表

面
温

度
 

2
 M

R
T
 

（
平

均
放

射
温

度
）

 

3
 H

IP
 

（
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
 

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

）
 

 
①

「
フ

ラ
イ

オ
ー

バ
ー

」
ツ

ー
ル

 

②
表

面
温

度
レ

イ
ヤ

ー
 ～

時
間

ご
と

に
出

力
 

③
ウ

ォ
ー

ク
ス

ル
ー

  
 
～

屋
外

の
ク

ー
ル

ス
ポ

ッ
トの

発
見

 

①
M

R
T
(地

上
高

さ
1
.2

ｍ
)の

算
出

 

②
表

面
温

度
レ

イ
ヤ

ー
 ～

時
間

ご
と

に
出

力
 

最
大

と
な

る
 

最
小

と
な

る
 

①
H
IP

が
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
時

刻
と

値
を

確
保

 
 
 
 
 
 
 
 

 
②

外
部

床
面

（ア
ス

フ
ァ

ル
ト、

芝
生

な
ど

）の
比

較
 

〈
 
 
 
 
 
〉 
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可

視
化

実
証

講
座

 
 

 
資

料
・

教
材

 等
の

構
成

 /
 
講

座
の

進
め

方
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

         

 
配

布
資

料
 

テ
キ

ス
ト 

学
生

用
 

テ
キ

ス
ト
 

教
師

用
 

補
足

資
料

 
等

 
/
 
備

考
 

環 境 工 学

 

 □1
 【

環
境

工
学

】講
座

の
構

成
 

<
1
>

□2
 講

座
の

テ
ー

マ
と

目
的

 

□3
 講

座
実

施
要

領
と

評
価

 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
<
5
>

  

ア
ン

ケ
ー

ト 
 
 
 
 
 
 
 
  

<
5
>

確
認

小
テ

ス
ト
 

 
 

 
 

 
  

<
5
>

  

講
座

終
了

時
 小

テ
ス

ト 
 
<
1
>
 

講
座

終
了

時
 ア

ン
ケ

ー
ト 

<
1
>
 

講
座

終
了

時
 論

述
テ

ス
ト 

<
1
>

 

 □4
 本

日
の

講
座

の
ポ

イ
ン

ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
<
5
>
 

―
―

 理
論

的
な

内
容

 

―
―

 上
記

の
理

論
が

 

 
 

 
 

設
計

と
ど

の
よ

う
に

 

 
 

 
 

結
び

つ
く
の

か
 

   

・デ
ジ

タ
ル

デ
ー

タ
（
A
&

A
な

ど
) 

・動
画

/
ア

プ
リ
 

 「
ス

テ
ラ

ナ
ビ

ゲ
ー

タ
ー

」
 

 
～

 太
陽

軌
道

の
比

較
 等

 

 □5
 
本

日
の

講
座

の
ポ

イ
ン

ト
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
<
5
>
 

 ・
教

科
書

 

「
初

学
者

の
建

築
講

座
 

 

建
築

環
境

工
学

（第
三

版
）」

 

 

・
「
バ

イ
オ

ク
ラ

イ
マ

テ
ィ

ッ
ク

 

デ
ザ

イ
ン

」
 

 
～

 
知

っ
て

お
い

て
ほ

し
い

こ
と

 

 
 

 
（A

&
A
） 

 ・
ス

マ
ー

ト
ハ

ウ
ス

 

・
サ

ー
モ

カ
メ

ラ
 

・
iP

ad
 (

2
0

台
貸

与
) 

B
IM

 

 □1
 【

B
IM

】講
座

の
構

成
 

<
1
>
 

□2
 講

座
の

テ
ー

マ
と

目
的

 

□3
 講

座
実

施
要

領
と

評
価

 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
<
5
>

  

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

  
  

各
回

 
<
5
>
 

小
テ

ス
ト 

 
 

 
 終

了
時

 
<
1
>
 

 

 □4
 本

日
の

講
座

の
ポ

イ
ン

ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
<
5
>
 

   

・デ
ジ

タ
ル

デ
ー

タ
（
A
&

A
な

ど
) 

  
→

 V
e
ct

o
r＋

サ
ー

モ
レ

ン
ダ

ー
 

 
 

 
 で

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 

 □5
 
本

日
の

講
座

の
ポ

イ
ン

ト
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
<
5
>
 

 

～ バ イ オ ク ラ イ マ テ ィ ッ ク デ ザ イ ン
 

設 計 製 図

 

 □1
 設

計
製

図
の

課
題

 
 <

1
>
 

□2
 総

合
評

価
 

 
 

 
 

 
<
1
>
 

□3
 講

座
の

テ
ー

マ
と

目
的

 

□4
 講

座
実

施
要

領
と

評
価

 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
<
6
>

   

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

 
 

 
各

回
 

<
5
>
 

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

  
終

了
時

 
<
1
>
 

 

 □5
 本

日
の

講
座

の
ポ

イ
ン

ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
<
6
>
 

 □6
 
本

日
の

講
座

の
ポ

イ
ン

ト
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
<
6
>
 

 ・
グ

ル
ー

プ
ご

と
の

提
出

物
に

 

プ
レ

ゼ
ン

原
稿

（1
2
0
0

字
程

度
） 

を
含

め
る

 

↓
 

テ
キ

ス
トマ

イ
ニ

ン
グ

 

 ①
グ

ル
ー

プ
分

け
 ―

―
 2

0
1
7

年
1
1

月
3
0

日
 
[設

計
製

図
] 

4
2

名
 →

 A
(5

人
)、

B
(5

人
)、

C
(6

人
)、

D
(5

人
) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 E

(5
人

)、
F
(5

人
)、

G
(5

人
)、

H
(6

人
） 

  
く
じ

引
き

 
―

―
 あ

く
ま

で
も

ラ
ン

ダ
ム

に
 

  
  

  
 ガ

イ
ダ

ン
ス

時
に

ア
ン

ケ
ー

ト 

（別
講

座
に

分
け

る
、
成

果
を

匿
名

で
発

表
す

る
了

解
を

得
る

） 

 ②
グ

ル
ー

プ
A
、

C
、

E
、

G
（合

計
2
1

名
）
 

  
は

可
視

化
講

座
と

し
て

の
環

境
工

学
を

 

  
受

講
す

る
 [

2
0
1
7

年
1
2

月
6

日
～

] 
 

  
  

  
＝

「実
験

群
」 

 
 

通
常

の
座

学
と

し
て

の
講

座
を

受
け

る
（B

、
D
、
F
、
H
）＝

「統
制

群
」 

 ③
B
IM

 
 

 
  

[2
0
1
7

年
1
2

月
6

日
～

] 
お

よ
び

 

  
設

計
製

図
 [

2
0
1
7

年
1
1

月
3
0

日
～

]は
 

  
全

グ
ル

ー
プ

が
一

緒
に

受
講

す
る

 

講
座

の
進

め
方

 /
 
留

意
事

項
 

各
1

回

●
科

目
ご

と
の

資
料

・
教

材
 
等

 

 0
.資

料
・教

材
 等

の
構

成
 /

 講
座

の
進

め
方

 

1
.可

視
化

実
証

講
座

の
位

置
づ

け
 

 ～
講

座
構

築
の

基
本

コ
ン

セ
プ

ト 

 ～
専

門
職

教
育

と
し

て
の

建
設

分
野

の
「本

質
的

な
問

い
」 

2
.ス

キ
ル

・マ
トリ

ッ
ク

ス
 ～

 全
科

目
＋

本
講

座
3

科
目

の
総

合
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

＋
各

科
目

（環
境

、
B
IM

、
設

計
） 

 3
.可

視
化

実
証

講
座

の
全

体
構

成
 

4
.講

座
内

容
と

「本
質

的
な

問
い

（コ
マ

）」
 

5
.「

本
質

的
な

問
い

」全
リ
ス

ト 

（
学

科
/
1
5

の
テ

ー
マ

/
科

目
/
コ

マ
/
コ

マ
ご

と
の

3
つ

の
テ

ー
マ

） 
 6
.ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
、
パ

タ
ー

ン
ラ

ン
ゲ

ー
ジ

に
よ

る
評

価
の

検
討

 

7
.科

目
ご

と
の

評
価

（ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
、
パ

タ
ー

ン
ラ

ン
ゲ

ー
ジ

） 

 
 

 
①

環
境

工
学

 

 
 

 
②

B
IM

 

 
 

 
③

設
計

製
図

 ～
 バ

イ
オ

ク
ラ

イ
マ

テ
ィ

ッ
ク

デ
ザ

イ
ン

 

全
体

を
把

握
す

る
た

め
の

資
料

 

実
験

群
 

  

実
験

群
 

＋
 

統
制

群
 

  

実
験

群
 

＋
 

統
制

群
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可

視
化

実
証

講
座

の
検

討
 

 
 

 
講

座
内

容
と

「
本

質
的

な
問

い
」

 
 

 
 

 
 

 

 

          

 

   

        

 

 
 

□1
 2

0
1
7
 

1
2
/
6
(水

) 
□2

 
1
2
/
1
3
(水

) 
□3

 1
2
/
2
0
(水

) 
□4

 2
0
1
8
 

1
/
1
0
(水

) 
□5

 1
/
1
7
(水

) 
備

考
 

環 境 工 学
 

タ
イ

ト
ル

 
環

境
工

学
の

概
要

、
気

候
 

人
体

と
熱

環
境

 
太

陽
位

置
と

日
照

、
日

射
 

機
械

換
気

、
熱

の
流

れ
 

熱
貫

流
と

日
射

 

0
.5

日
（9

0
分

×
2

回
） 

/
週

 

×
5

回
 

こ
れ

ま
で

の
座

学
 

 

【統
制

群
】
 

1
 

環
境

工
学

の
概

要
 

1
人

体
ま

わ
り
の

熱
収

支
 

1
太

陽
高

度
 

1
機

械
換

気
 

1
 

熱
貫

流
と

は
 

2
 

気
温

 
2

人
体

と
気

象
条

件
 

1
 

2
日

照
 

2
熱

環
境

 ―
―

 居
室

 
2
 

熱
環

境
 ―

―
 外

部
と

内
部

 

3
 

湿
度

 
3

人
体

と
気

象
条

件
 

2
 

3
日

射
 ―

―
 基

本
 

3
熱

の
流

れ
 

3
 

日
射

 ―
―

 熱
環

境
 

 
 本

質
的

 

な
 

問
い

 

 

1
 

2
 

3
 

環
境

工
学

で
で

き
る

こ
と

は
？

 

気
温

、
湿

度
は

熱
環

境
と

 

ど
う
関

係
し

て
い

る
？

 

1 2 3

人
が

出
す

熱
、
も

ら
う
熱

は
？

 

気
象

は
人

体
に

ど
ん

な
 

影
響

を
与

え
る

か
？

 

1 2 3

太
陽

の
動

き
と

日
照

、
 

日
射

は
 

ど
う
関

連
し

て
い

る
？

 

1 2 3

室
内

の
熱

は
ど

の
よ

う
に

 

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

か
？

 

熱
は

ど
の

よ
う
に

動
く
の

か
？

 

1
 

2
 

3
 

熱
は

ど
の

よ
う
に

 

伝
わ

る
の

か
？

 

熱
と

日
射

の
関

係
は

？
 

 

可
視

化
授

業
 

 

【実
験

群
】
 

 上
記

＋
ス

マ
ー

トハ
ウ

ス
実

習
1
 

 ―
―

 
バ

イ
オ

ク
ラ

イ
マ

テ
ィ

ッ
ク

・
 

デ
ザ

イ
ン

と
は

 

 上
記

＋
ス

マ
ー

トハ
ウ

ス
実

習
2
 

 ―
―

 
赤

外
線

放
射

カ
メ

ラ
 

動
画

等
を

使
っ

て
 

太
陽

の
動

き
、
日

照
・日

射
 

と
の

関
係

を
解

析
し

、
 

理
解

す
る

 

上
記

の
う
ち

 

熱
環

境
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

に
 

重
点

を
置

く
 

 上
記

の
う
ち

 

日
射

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

に
 

重
点

を
置

く
 

    B
IM

 

2
0
1
7
 

□1
 1

2
/
6
(水

) 
 □2

 
1
2
/
1
3
(水

) 
 □3

 1
2
/
2
0
(水

) 
2
0
1
8
 

 

□4
 1

/
1
0
(水

) 
 □5

 1
/
1
7
(水

) 

0
.5

日
（9

0
分

×
2

回
） 

/
週

 

×
5

回
 

 ＊
B
IM

と
設

計
製

図
は

 

一
体

的
に

実
施

す
る

 

 モ
デ

リ
ン

グ
 

 ―
―

 
住

宅
 

 

 モ
デ

リ
ン

グ
 

 ―
―

 
外

部
空

間
/
住

宅
と

の
接

続
部

 

 シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

Ⅰ
 

 ―
―

 
熱

収
支

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 
―

―
 
結

果
の

出
力

 

 シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

Ⅱ
 

 ―
―

 
熱

収
支

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 
―

―
 
修

正
結

果
の

出
力

 

 プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

準
備

 

 

本
質

的
 

な
 

問
い

 

設
計

思
想

が
反

映
さ

れ
た

 

住
宅

の
モ

デ
リ
ン

グ
と

は
？

 

設
計

思
想

が
反

映
さ

れ
た

 

住
宅

外
部

の
モ

デ
リ
ン

グ
と

は
？

 

熱
収

支
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 

と
は

何
か

？
 

熱
収

支
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

の
 

修
正

と
は

何
か

？
 

他
人

に
伝

え
や

す
い

、
 

わ
か

り
や

す
い

表
現

と
は

？
 

 
課

題
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   設

計
 

製
図

 

 

0
.5

日
（
9
0

分
×

2
回

） 

/
週

 

×
6

回
 

本
質

的
 

な
 

問
い

 

 環
境

に
配

慮
す

る
と

は
 

ど
ん

な
内

容
か

？
 

 熱
環

境
が

優
れ

た
 

住
宅

と
は

？
 

熱
環

境
の

改
善

と
は

？
 

熱
環

境
を

高
め

る
と

は
？

 

 他
人

に
伝

え
や

す
い

わ
か

り
や

す
い

表
現

と
は

？
 

 伝
え

る
べ

き
 

こ
と

は
 

何
か

？
 

～
バ

イ
オ

 
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
・
 

デ
ザ

イ
ン

 

    

 ガ
イ

ダ
ン

ス
 

課
題

説
明

 

設
計

 

 設
計

 
エ

ス
キ

ス
Ⅰ

 

―
―

 再
設

計
 

エ
ス

キ
ス

Ⅱ
 

―
―

 最
終

調
整

 

 プ
レ

ゼ
ン

 
テ

ー
シ

ョ
ン

 
準

備
 

 発
表

・
講

評
 

 

2
0
1
7
 

 

□1
 1

1
/
3
0
(木

) 
 □2

 
1
2
/
7
(木

) 
 □3

 1
2
/
1
4
(木

) 
 □4

 1
2
/
2
1
(木

) 
2
0
1
8
 

 

□5
 1

/
1
1
（木

) 
 □6

 1
/
1
8
(木

)

 

バ
イ

オ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
な

住
宅

デ
ザ

イ
ン

と
は

何
か

？
 /

 J
R

片
倉

付
近

市
街

地
の

敷
地

3
5
5

㎡
に

建
物

約
1
0
0

㎡
を

設
計

 /
 快

適
な

室
内

と
外

部
空

間
、
そ

の
接

続
部

を
提

案
す

る
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文部科学省委託事業 平成 29 年度専修学校による地域産業中核的人材養成事業 

社会基盤分野における建設 IT 技術（BIM・CIM）に係る中核的専門人材養成プログラム開発プロジェクト

  C.可視化実証講座の実施 

講座の実施にあたっては、 

環境工学 A(可視化講座)、BIM、設計製図の各回の講座開始時に 

理解を深めるための資料 

■講座のテーマと目的 / 講座実施要領と評価

■本日の講座のポイント

   を配布した。 

   [環境工学 B(通常の座学)においては資料を配布していない。] 

   また、環境工学 A(可視化講座)、環境工学 B(通常の座学)、BIM、設計製図 

   の各回の講座開始前と終了後に「受講生アンケート」を実施した。 

   アンケートを実施する目的は、達成度を自己評価することに加え、 

毎回のアンケートによって、受講生の項目ごとの理解の程度と自由記述による 

講座の感想などがわかるので、 

   これらを参考にしながら、次回以降の講座内容を修正することに使用するためである。 

   また、講座の前後に、受講生に講座のポイントを自覚させることで、 

学修効果を高める「ねらい」もある。

以降（P.72～）に、環境工学 A(可視化講座)において配布した資料を示す。 

   このアンケートは、講座の前と後で理解度を、受講生が自己評価するもので、 

 当日の講座の内容に即した項目について  5 段階評価する。 

全受講生の自己評価を集計すると、講座前とくらべて講座後の理解度が 

   上がっていることがわかる。（P.82 以降に集計結果を示す） 

70



 ■
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

環
境

の
可

視
化

 
実

施
状

況
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                                       
 

          

71



■
 平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
可

視
化

実
証

講
座

 
 

 
 

環
境

工
学

（
5

回
）

の
内

容
 

 
 

1
/
5
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

全
講

座
（5

回
）の

 

本
質

的
な

問
い

 

本
講

座
（1

/
5
）の

タ
イ

トル
と

 

本
質

的
な

問
い

 
講

座
内

容
 

ス
キ

ル
 

備
考

 

 環
境

工
学

の
知

識
 

を
住

宅
設

計
に

 

ど
の

よ
う

に
 

活
か

す
の

か
？

 

       

＜
1
8
0

分
＞

×
5

回
 

 [タ
イ

トル
] 

 環
境

工
学

の
概

要
、

 

気
象

 
 

＜
1
8
0

分
＞

 

①
 

環
境

工
学

の
概

要
、

 

気
象

 

＜
7
5

分
＞

環
境

工
学

の
概

要
と

気
象

が
わ

か
る

 

 

 

②
 

バ
イ

オ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
 

＜
7
5

分
＞

バ
イ

オ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
と

は
何

か
が

わ
か

る
 

  

 [本
質

的
な

問
い

] 
 環

境
工

学
で

は
 

ど
ん

な
項

目
を

 

ど
の

よ
う

に
と

ら
え

る
の

か
？

 
 

  

事
前

配
布

資
料

 
 

講
座

実
施

要
領

 

評
価

（ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
）
 

 

備
考

 

 

 
 

①
環

境
工

学
の

内
容

 
②

バ
イ

オ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
 

 □1
3

科
目

 

（環
境

工
学

、
Ｂ

ＩＭ
、
 

設
計

製
図

) 
 

の
関

連
づ

け
 

□2
講

座
の

テ
ー

マ
と

目
的

 

□3
講

座
実

施
要

領
と

評
価

 

 （ □
2

＋
□3

は
本

シ
ー

ト）
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

 

＊
資

料
は

専
用

ホ
ル

ダ
ー

に
 

 
 と

じ
込

み
の

上
、
 

 
 毎

授
業

に
持

参
の

こ
と

 

  

講 座 前 ア ン ケ ー ト

 

事 前 資 料 の 確 認 ＋ ふ り か え り

 

 ＜
講

義
系

＞
 

上
記

内
容

を
講

義
 

 ―
―

 
ガ

イ
ダ

ン
ス

 
 ―

―
 
環

境
工

学
の

概
要

と
 

バ
イ

オ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
 

＜
7
5

分
＞

小 テ ス ト

 

＋

 

本 日 の 講 座 の 確 認
 

講 座 後 ア ン ケ ー ト
 

5
 

す
ば

ら
し

い
 

環
境

工
学

の
知

識
を

 

建
築

計
画

に
活

か
す

 

具
体

案
を

持
っ

て
い

る
 

バ
イ

オ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
を

 

住
宅

設
計

と
結

び
つ

け
て

 

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
 

 

4
 

よ
い

 
環

境
工

学
の

知
識

を
 

建
築

計
画

に
活

か
す

 

考
え

方
が

わ
か

る
 

環
境

評
価

と
は

何
か

を
理

解
で

き
る

 

3
 

普
通

 
環

境
工

学
の

知
識

を
 

建
築

計
画

に
活

か
す

 

意
志

を
持

っ
て

い
る

 

バ
イ

オ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
の

 

定
義

を
言

え
る

 
 ＜

実
習

系
＞

 
 ―

―
 ス

マ
ー

トハ
ウ

ス
の

特
徴

、
目

的
 

 
―

―
 バ

イ
オ

ク
ラ

イ
マ

テ
ィ

ッ
ク

デ
ザ

イ
ン

 

と
は

何
か

？
 

＜
7
5

分
＞

2
 

あ
と

一
歩

 
環

境
工

学
が

扱
う

項
目

を
 

3
つ

以
上

あ
げ

る
こ

と
が

 

で
き

る
 

バ
イ

オ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
が

 

環
境

に
関

す
る

考
え

方
で

あ
る

こ
と

が
わ

か
る

 

1
 

努
力

が
 

必
要

 

環
境

工
学

が
扱

う
項

目
を

 

3
つ

あ
げ

る
こ

と
が

 

で
き

な
い

 

バ
イ

オ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
の

 

目
的

が
わ

か
ら

な
い

 

講
座

場
所

 
 

 

●
講

座
の

テ
ー

マ
と

目
的

 
[2

0
1
7

年
1
2

月
6

日
（
水

）
] 

●
講

座
実

施
要

領
と

評
価

 〈
5

分
〉
 〈

1
0

分
〉
 
 

 
  

  
 

  
  

 
  

  
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

  
 〈

1
0

分
〉〈

5
分

〉 
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可

視
化

実
証

講
座

【
環

境
工

学
】

A
 

 
本

日
の

講
座

の
ポ

イ
ン

ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

本
日

の
テ

ー
マ

と
位

置
 

第
1

回
 /

 
全

5
回

 
 

本
日

の
講

座
の

ポ
イ

ン
ト 

●
ノ
ー

ト 
～

 大
事

だ
と

思
っ

た
部

分
を

メ
モ

 

環
境

工
学

の
概

要
 

気
象

 

 
●

理
論

的
な

内
容

 

 

 
・
環

境
工

学
が

何
を

扱
う
の

か
を

理
解

す
る

 

 
 

  
・
バ

イ
オ

ク
ラ

イ
マ

テ
ィ

ッ
ク

デ
ザ

イ
ン

と
は

何
か

を
理

解
す

る
 

 
 

―
―

 日
射

・日
照

調
整

 

 
 

―
―

 街
の

通
風

計
画

 

 

 
・
地

域
（敷

地
が

あ
る

 
東

京
都

八
王

子
市

）を
理

解
す

る
と

は
ど

う
い

う
こ

と
か

 

        

 

 
●

上
記

の
理

論
が

設
計

と
ど

の
よ

う
に

結
び

つ
く
の

か
 

  
 

・敷
地

ま
わ

り
の

環
境

を
大

き
く
と

ら
え

て
、
 

 
 

 そ
の

特
色

と
ど

の
よ

う
な

関
係

を
具

体
的

に
つ

く
る

の
か

、
 

 
 

 そ
の

こ
と

が
、
設

計
の

重
要

な
ポ

イ
ン

トの
ひ

と
つ

で
あ

る
 

 
 

 

          ＊
本

文
は

教
科

書
「初

学
者

の
建

築
講

座
 
建

築
環

境
工

学
」（

第
三

版
） 

P
.1

～
P
.1

6
 
お

よ
び

 
P
.1

4
9
～

P
.1

6
2
 
を

参
照

の
こ

と
 

 

 

 ●
建

築
設

計
に

 
 
 
 
 
 
 

・八
王

子
市

の
気

象
の

特
色

を
具

体
的

に
知

っ
て

、
そ

れ
に

住
宅

設
計

が
ど

う
対

応
す

る
の

か
を

考
え

る
 

つ
な

げ
る

視
点

 

   

 

 

 
1
 

環
境

工
学

の
基

礎
知

識
 

 
2
 

室
内

環
境

 

 
3
 

換
気

 

 
4
 

伝
熱

 

 
5
 

結
露

・断
熱

性
・熱

容
量

 

 
6
 

日
照

・日
影

 

 
7
 

日
射

 

 
8
 

採
光

 

 
9
 

照
明

 

 
1
0
 

色
彩

 

 
1
1
 

音
響

 

 
1
2
 

地
球

環
境

 

 
1
3
 

都
市

環
境

 

 
1
4
 

環
境

の
可

視
化

 
1
 

 
1
5
 

環
境

の
可

視
化

 
2
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（
5

回
）

の
内

容
 

 
 

2
/
5
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

全
講

座
（5

回
）の

 

本
質

的
な

問
い

 

本
講

座
（2

/
5
）の

タ
イ

トル
と

 

本
質

的
な

問
い

 
講

座
内

容
 

ス
キ

ル
 

備
考

 

 環
境

工
学

の
知

識
 

を
住

宅
設

計
に

 

ど
の

よ
う

に
 

活
か

す
の

か
？

 

       

＜
1
8
0

分
＞

×
5

回
 

 [タ
イ

トル
] 

 人
体

と
熱

環
境

、
 

ス
マ

ー
ト
ハ

ウ
ス

 
 

＜
1
8
0

分
＞

 

①
 

人
体

と
熱

環
境

 

 

＜
7
5

分
＞

人
体

と
熱

環
境

と
の

関
係

が
理

解
で

き
る

 

 

 

②
 

ス
マ

ー
ト
ハ

ウ
ス

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

＜
7
5

分
＞

ス
マ

ー
トハ

ウ
ス

の
特

徴
、
目

的
と

は
何

か
が

わ
か

る
 

  

 [本
質

的
な

問
い

] 
 熱

を
ど

の
よ

う
に

と
ら

え
る

の
か

？
 

 

  

事
前

配
布

資
料

 
 

講
座

実
施

要
領

 

評
価

（ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
） 

 

備
考

 

 

 
 

①
人

体
と

熱
環

境
 

 □1
講

座
の

テ
ー

マ
と

目
的

 

□2
講

座
実

施
要

領
と

評
価

 

  （ □
1

＋
□2

は
本

シ
ー

ト）
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

 

＊
資

料
は

専
用

ホ
ル

ダ
ー

に
 

 
 
と

じ
込

み
の

上
、
 

 
 
毎

授
業

に
持

参
の

こ
と

 

  

講 座 前 ア ン ケ ー ト

 

事 前 資 料 の 確 認 ＋ ふ り か え り

 

 ＜
講

義
系

＞
 

上
記

内
容

を
講

義
 

 ―
―

 
人

体
と

熱
環

境
 

  

＜
7
5

分
＞

 

小 テ ス ト

 

＋

 

本 日 の 講 座 の 確 認
 

講 座 後 ア ン ケ ー ト
 

5
 

す
ば

ら
し

い
 

暑
さ

・寒
さ

の
感

覚
を

決
め

る
6

要
素

を
知

っ
て

、
 

建
築

計
画

に
活

か
す

こ
と

が
で

き
る

 

 

 

4
 

よ
い

 
暑

さ
・
寒

さ
の

感
覚

を
決

め
る

 

6
要

素
を

理
解

し
て

い
る

 

3
 

普
通

 
熱

を
定

量
的

に
測

定
す

る
と

は
 

何
か

を
理

解
で

き
る

 

 

 ＜
実

習
系

＞
 

 ―
―

 ス
マ

ー
トハ

ウ
ス

の
特

徴
、

目
的

 
 

―
―

サ
ー

モ
カ

メ
ラ

を
使

っ
て

表
面

温
度

を
計

測
す

る
 

 
 

 

＜
7
5

分
＞

 

2
 

あ
と

一
歩

 
暑

さ
・寒

さ
の

感
覚

を
決

め
る

6
要

素
の

う
ち

、
 

3
要

素
を

理
解

し
て

い
る

 

 

1
 

努
力

が
 

必
要

 

暑
さ

・寒
さ

の
感

覚
を

決
め

る
要

素
が

 

理
解

で
き

な
い

 

講
座

場
所

 
ス

マ
ー

ト
ハ

ウ
ス

 

 

●
講

座
の

テ
ー

マ
と

目
的

 
[2

0
1
7

年
1
2

月
1
3

日
（水

）]
 

●
講

座
実

施
要

領
と

評
価

 〈
5

分
〉
 〈

1
0

分
〉
 
 

 
  

  
 

  
  

 
  

  
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

  
 〈

1
0

分
〉〈

5
分

〉 
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■
 平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
可

視
化

実
証

講
座

【
環

境
工

学
】

A
 

 
本

日
の

講
座

の
ポ

イ
ン

ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

本
日

の
テ

ー
マ

と
位

置
 

第
2

回
 /

 
全

5
回

 
 

本
日

の
講

座
の

ポ
イ

ン
ト 

●
ノ
ー

ト 
～

 大
事

だ
と

思
っ

た
部

分
を

メ
モ

 

人
体

と
熱

環
境

 

ス
マ

ー
ト
ハ

ウ
ス

 

 
●

理
論

的
な

内
容

 

 

 
・建

物
等

の
表

面
温

度
を

ど
の

よ
う
に

計
測

す
る

の
か

を
理

解
す

る
 

 

 
・暑

さ
・寒

さ
の

感
覚

を
決

め
る

6
要

素
と

は
、
以

下
で

あ
る

 

 
 

 
 

 
１
、
産

熱
量

（
人

）
 

 
 

 
 

 
２
、
着

衣
量

（
人

）
 

 
 

 
 

 
３
、
気

温
（環

境
）
 

 
 

 
 

 
４
、
湿

度
（環

境
）
 

 
 

 
 

 
５
、
気

流
（環

境
）
 

 
 

 
 

 
６
、
熱

放
射

（
環

境
）
 

      

 

 
●

上
記

の
理

論
が

設
計

と
ど

の
よ

う
に

結
び

つ
く
の

か
 

  
 

・暑
さ

・寒
さ

の
感

覚
を

決
め

る
6

要
素

を
理

解
し

て
、
 

 
 

 
室

内
環

境
を

ど
の

よ
う
に

設
計

す
べ

き
か

を
ス

タ
デ

ィ
す

る
こ

と
が

 

 
 

 
重

要
で

あ
る

 

 
 

 

          ＊
本

文
は

教
科

書
「初

学
者

の
建

築
講

座
 
建

築
環

境
工

学
」（

第
三

版
） 

 
P
.1

3
9
～

P
.1

4
8
 
を

参
照

の
こ

と
 

 

 

 ●
建

築
設

計
に

 
 
 
 
 
 
 

・
室

内
の

気
温

が
日

射
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

（庇
な

ど
）
と

、
室

内
の

気
流

が
窓

の
位

置
と

大
き

さ
に

関
係

し
て

い
る

 

つ
な

げ
る

視
点

 
 
 
 
 
 
 
こ

と
を

し
て

知
っ

て
、

住
宅

設
計

に
活

か
す

 

   

 

 
 

1
 

環
境

工
学

の
基

礎
知

識
 

 
2
 

室
内

環
境

 

 
3
 

換
気

 

 
4
 

伝
熱

 

 
5
 

結
露

・断
熱

性
・熱

容
量

 

 
6
 

日
照

・日
影

 

 
7
 

日
射

 

 
8
 

採
光

 

 
9
 

照
明

 

 
1
0
 

色
彩

 

 
1
1
 

音
響

 

 
1
2
 

地
球

環
境

 

 
1
3
 

都
市

環
境

 

 
1
4
 

環
境

の
可

視
化

 1
 

 
1
5
 

環
境

の
可

視
化

 2
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■
 平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
可

視
化

実
証

講
座

 
 

 
 

環
境

工
学

（
5

回
）

の
内

容
 

 
 

3
/
5
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

全
講

座
（5

回
）の

 

本
質

的
な

問
い

 

本
講

座
（2

/
5
）の

タ
イ

トル
と

 

本
質

的
な

問
い

 
講

座
内

容
 

ス
キ

ル
 

備
考

 

 環
境

工
学

の
知

識
 

を
住

宅
設

計
に

 

ど
の

よ
う

に
 

活
か

す
の

か
？

 

       

＜
1
8
0

分
＞

×
5

回
 

 [タ
イ

トル
] 

 日
照

・
日

射
環

境
 

 
 

＜
1
8
0

分
＞

 

①
 

環
境

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
 

設
計

に
結

び
つ

け
る

事
例

 

 

＜
7
5

分
＞

環
境

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
設

計
に

結
び

つ
け

る
方

法
が

 

理
解

で
き

る
 

 

 

②
 

太
陽

の
光

と
熱

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

＜
7
5

分
＞

 
太

陽
の

光
と

熱
の

基
本

事
項

が
わ

か
る

 
 [本

質
的

な
問

い
] 

 太
陽

の
光

と
熱

を
ど

の
よ

う
に

 

と
ら

え
る

の
か

？
 

 

 

 

事
前

配
布

資
料

 
 

講
座

実
施

要
領

 

評
価

（
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
）
 

 

備
考

 

 

 
 

①
太

陽
の

光
と

熱
 

 □1
講

座
の

テ
ー

マ
と

目
的

 

□2
講

座
実

施
要

領
と

評
価

 

  （ □
1

＋
□2

は
本

シ
ー

ト）
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

 

＊
資

料
は

専
用

ホ
ル

ダ
ー

に
 

 
 と

じ
込

み
の

上
、
 

 
 毎

授
業

に
持

参
の

こ
と

 

  

講 座 前 ア ン ケ ー ト

 

事 前 資 料 の 確 認 ＋ ふ り か え り

 

 ＜
講

義
系

＞
 

 太
陽

の
光

と
熱

 

 

＜
7
5

分
＞

 
小 テ ス ト

 

＋

 

本 日 の 講 座 の 確 認
 

講 座 後 ア ン ケ ー ト
 

5
 

す
ば

ら
し

い
 

太
陽

の
光

と
熱

の
基

本
事

項
を

知
っ

て
、
 

建
築

計
画

に
活

か
す

こ
と

が
で

き
る

 

 

 

4
 

よ
い

 
太

陽
の

光
と

熱
の

基
本

事
項

を
理

解
し

て
い

る
 

3
 

普
通

 
環

境
（温

熱
）シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
設

計
に

結
び

つ
け

る
方

法
が

わ
か

る
 

 ＜
実

習
系

＞
 

 環
境

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
設

計
に

 

結
び

つ
け

る
事

例
 

 

 

＜
7
5

分
＞

 

2
 

あ
と

一
歩

 
太

陽
の

光
と

熱
の

基
本

事
項

の
う
ち

5
0
%
程

度
わ

か
っ

て
い

る
 

1
 

努
力

が
 

必
要

 

太
陽

の
光

と
熱

の
基

本
事

項
が

理
解

で
き

な
い

 

講
座

場
所

 
 

●
講

座
の

テ
ー

マ
と

目
的

 
[2

0
1
7

年
1
2

月
2
0

日
（水

）]
 

●
講

座
実

施
要

領
と

評
価

 〈
5

分
〉
 〈

1
0

分
〉
 
 

 
  

  
 

  
  

 
  

  
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

  
 〈

1
0

分
〉〈

5
分

〉 
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■
 平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
可

視
化

実
証

講
座

【
環

境
工

学
】

A
 

 
本

日
の

講
座

の
ポ

イ
ン

ト
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 

本
日

の
テ

ー
マ

と
位

置
 

第
3

回
 /

 
全

5
回

 
 

本
日

の
講

座
の

ポ
イ

ン
ト 

●
ノ
ー

ト 
～

 大
事

だ
と

思
っ

た
部

分
を

メ
モ

 

日
照

・
日

射
環

境
 

 
●

理
論

的
な

内
容

 

 
 

 
 

■
日

照
、

日
影

、
日

射
の

ち
が

い
を

理
解

す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
●

講
演

映
像

 

 
 

 
 

 
・日

照
―

―
―

直
接

日
光

が
受

け
ら

れ
る

こ
と

を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「デ

ザ
イ

ン
と

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ
ン

グ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 日

照
が

あ
る

と
い

う
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
の

横
断

」 

 
 

 
 

 
・日

影
―

―
―

日
照

が
建

物
な

ど
に

よ
っ

て
妨

げ
ら

れ
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
建

築
家

 
末

光
弘

和
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
状

況
を

日
影

と
い

う
 

 
 

 
 

 
・日

射
―

―
―

太
陽

放
射

の
熱

の
側

面
に

注
目

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
～

環
境

（温
熱

、
風

）の
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し

た
用

語
で

あ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
設

計
 

 
 

 
 

■
太

陽
か

ら
の

放
射

エ
ネ

ル
ギ

ー
は

、
波

長
別

に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と

ど
の

よ
う

に
結

び
つ

け
る

の
か

 

 
 

 
 

 
 

紫
外

線
、

可
視

光
線

赤
外

線
に

分
類

さ
れ

る
 

 
 

 
 

 
・紫

外
線

―
―

―
生

育
・殺

菌
作

用
が

強
く
、
化

学
線

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と

呼
ば

れ
る

 

 
 

 
 

 
・
可

視
光

線
―

―
光

と
し

て
感

じ
る

放
射

で
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
昼

光
の

光
源

と
な

る
 

 
 

 
 

 
・
赤

外
線

―
―

―
熱

作
用

が
主

体
で

、
熱

線
と

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
呼

ば
れ

る
 

 

 

 
●

上
記

の
理

論
が

設
計

と
ど

の
よ

う
に

結
び

つ
く
の

か
 

  
 

・太
陽

の
光

と
熱

を
知

っ
た

上
で

、
住

宅
の

快
適

性
と

は
 

 
 

 
何

か
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

。
 

 
 

 

 
 

・人
が

感
じ

る
快

適
性

と
は

、
光

や
熱

に
よ

る
温

熱
環

境
だ

け
に

関
係

し
て

い
る

訳
で

は
な

く
、
 

 
 

 
空

間
の

あ
り
方

、
そ

こ
で

の
行

動
、
視

覚
が

と
ら

え
る

風
景

な
ど

 

 
 

 
各

種
の

要
素

が
結

び
つ

い
て

総
合

的
に

生
ま

れ
て

く
る

。
 

  
 

・上
記

の
こ

と
を

知
っ

て
、
設

計
の

内
容

に
と

り
込

む
こ

と
が

 

 
 

 
重

要
で

あ
る

。
 

     ＊
本

文
は

教
科

書
「初

学
者

の
建

築
講

座
 
建

築
環

境
工

学
」（

第
三

版
） 

 
P
.1

7
～

P
.3

6
 
を

参
照

の
こ

と
 

 

 

 ●
建

築
設

計
に

 
 
 
 
 
 
 

・
環

境
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
設

計
に

ど
の

よ
う

に
活

か
す

の
か

を
、

 

つ
な

げ
る

視
点

 
 

 
 

 
 

 
事

例
を

通
し

て
理

解
し

、
同

様
な

試
み

を
設

計
に

と
り
込

む
 

   

 

 
 

1
 

環
境

工
学

の
基

礎
知

識
 

 
2
 

室
内

環
境

 

 
3
 

換
気

 

 
4
 

伝
熱

 

 
5
 

結
露

・断
熱

性
・熱

容
量

 

 
6
 

日
照

・日
影

 

 
7
 

日
射

 

 
8
 

採
光

 

 
9
 

照
明

 

 
1
0
 

色
彩

 

 
1
1
 

音
響

 

 
1
2
 

地
球

環
境

 

 
1
3
 

都
市

環
境

 

 
1
4
 

環
境

の
可

視
化

 
1
 

 
1
5
 

環
境

の
可

視
化

 
2
 

 

(９
％

) 

(4
6％

) 

(4
5％

) 
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部
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学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
可

視
化

実
証

講
座

 
 

 
 

環
境

工
学

（
5

回
）

の
内

容
 

 
 

4
/
5
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

全
講

座
（5

回
）の

 

本
質

的
な

問
い

 

本
講

座
（4

/
5
）の

タ
イ

トル
と

 

本
質

的
な

問
い

 
講

座
内

容
 

ス
キ

ル
 

備
考

 

 環
境

工
学

の
知

識
 

を
住

宅
設

計
に

 

ど
の

よ
う

に
 

活
か

す
の

か
？

 

       

＜
1
8
0

分
＞

×
5

回
 

 [タ
イ

トル
] 

 人
体

と
熱

環
境

、
 

空
気

環
境

 

熱
環

境
 

＜
1
8
0

分
＞

 

  熱
環

境
・
空

気
環

境
を

 

考
え

た
住

宅
設

計
 

 

＜
7
5

分
＞

    熱
環

境
・
空

気
環

境
と

住
宅

設
計

を
結

び
つ

け
る

方
法

が
わ

か
る

 

    

 

 [本
質

的
な

問
い

] 
 太

陽
の

光
と

熱
・
風

を
ど

の
よ

う
に

 

と
ら

え
る

の
か

？
 

 

  

事
前

配
布

資
料

 
 

講
座

実
施

要
領

 

評
価

（ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
） 

 

備
考

 

 

 
 

①
太

陽
の

光
と

熱
・風

 

 □1
講

座
の

テ
ー

マ
と

目
的

 

□2
講

座
実

施
要

領
と

評
価

 

  （ □
1

＋
□2

は
本

シ
ー

ト）
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

 

＊
資

料
は

専
用

ホ
ル

ダ
ー

に
 

 
 
と

じ
込

み
の

上
、
 

 
 
毎

授
業

に
持

参
の

こ
と

 

  

講 座 前 ア ン ケ ー ト

 

事 前 資 料 の 確 認 ＋ ふ り か え り

 

    ＜
実

習
系

＞
 

    熱
環

境
・
空

気
環

境
を

考
え

た
 

住
宅

設
計

事
例

 
 

 

    

＜
1
5
0

分
＞

小 テ ス ト

 

＋

 

本 日 の 講 座 の 確 認
 

講 座 後 ア ン ケ ー ト
 

5
 

す
ば

ら
し

い
 

太
陽

の
光

と
熱

・風
の

基
本

事
項

を
知

っ
て

、
 

建
築

計
画

に
活

か
す

こ
と

が
で

き
る

 

 

4
 

よ
い

 
太

陽
の

光
と

熱
・風

の
基

本
事

項
を

理
解

し
て

い
る

 

3
 

普
通

 
熱

環
境

・
空

気
環

境
を

設
計

に
結

び
つ

け
る

方
法

が
わ

か
る

 

2
 

あ
と

一
歩

 
太

陽
の

光
と

熱
・風

の
基

本
事

項
の

う
ち

5
0
％

程
度

わ
か

っ
て

い
る

 

1
 

努
力

が
 

必
要

 

太
陽

の
光

と
熱

・風
の

基
本

事
項

が
理

解
で

き
な

い
 

講
座

場
所

 
 

 

●
講

座
の

テ
ー

マ
と

目
的

 
[2

0
1
8

年
1

月
1
0

日
（水

）]
 

●
講

座
実

施
要

領
と

評
価

 〈
5

分
〉
 〈

1
0

分
〉
 
 

 
  

  
 

  
  

 
  

  
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

  
 〈

1
0

分
〉〈

5
分

〉 
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■
 平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
可

視
化

実
証

講
座

【
環

境
工

学
】

A
 

 
本

日
の

講
座

の
ポ

イ
ン

ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

本
日

の
テ

ー
マ

と
位

置
 

第
4

回
 /

 
全

5
回

 
 

本
日

の
講

座
の

ポ
イ

ン
ト 

●
ノ
ー

ト 
～

 大
事

だ
と

思
っ

た
部

分
を

メ
モ

 

人
体

と
熱

環
境

 

空
気

環
境

 

熱
環

境
 

 
●

理
論

的
な

内
容

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●

講
演

映
像

 

  
 

 
事

例
学

習
を

直
し

て
、
熱

環
境

・空
気

環
境

と
 

 
 

 
 

 
 

 
 エ

ネ
ル

ギ
ー

 
Ｔ

Ｆ
（タ

ス
ク

・フ
ォ

ー
ス

） 

快
適

な
住

宅
設

計
と

の
結

び
つ

き
を

学
習

す
る

。
 

  
  

  
 
 
  

 
 
  

 
 
  

 
 
  

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

・建
築

家
 

竹
内

昌
義

（み
か

ん
ぐ

み
） 

 
 

 
基

本
は

「エ
ネ

ル
ギ

ー
を

ど
う

扱
う

べ
き

な
の

か
」を

 
 

 
 

 
・建

築
・ま

ち
づ

く
り
プ

ロ
デ

ュ
ー

サ
ー

 
甲

斐
徹

郎
 

考
え

る
こ

と
に

あ
る

。
  

 
  

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
(株

式
会

社
チ

ー
ム

ネ
ッ

ト代
表

) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・（

一
社

）エ
ネ

ル
ギ

ー
か

ら
経

済
を

考
え

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経
営

者
ネ

ッ
トワ

ー
ク

 
鈴

木
悌

介
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環
境

（温
熱

、
風

）を
ど

の
よ

う
に

と
ら

え
て

、
 

快
適

な
住

宅
設

計
と

結
び

つ
け

る
の

か
 

  

＊
甲

斐
徹

郎
の

視
点

と
実

践
が

特
に

参
考

に
な

る
 

 

 

 
●

上
記

の
理

論
が

設
計

と
ど

の
よ

う
に

結
び

つ
く
の

か
 

  
 

・太
陽

の
光

と
熱

・
風

を
知

っ
た

上
で

、
人

間
の

体
感

の
特

性
、
地

域
特

性
等

も
考

え
て

、
 

住
宅

の
快

適
性

と
は

何
か

を
考

え
る

必
要

が
あ

る
。
 

 

 
 

・人
間

が
感

じ
る

快
適

性
と

は
、
光

や
熱

・風
に

よ
る

温
熱

環
境

だ
け

に
関

係
し

て
い

る
訳

で
は

な
く
、
 

 
 

 
空

間
の

あ
り
方

、
そ

こ
で

の
行

動
、
視

覚
が

と
ら

え
る

風
景

な
ど

 

 
 

 
各

種
の

要
素

が
結

び
つ

い
て

総
合

的
に

生
ま

れ
て

く
る

。
 

  
 

・上
記

の
こ

と
を

知
っ

て
、
設

計
の

内
容

に
と

り
込

む
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。
 

    ＊
本

文
は

教
科

書
「初

学
者

の
建

築
講

座
 
建

築
環

境
工

学
」(

第
三

版
) 

P
.7

7
～

P
.1

0
0
、
P
.1

0
3
～

P
.1

2
2
、
P
.1

3
9
～

P
.1

4
8
 

 を
参

照
の

こ
と

 

 

 

 

 ●
建

築
設

計
に

 
 
 
 
 
 
 

・住
宅

に
か

か
わ

る
「エ

ネ
ル

ギ
ー

」を
ど

の
よ

う
に

と
ら

え
、
設

計
に

活
か

す
の

か
を

 

つ
な

げ
る

視
点

 
 

 
 

 
 

 
事

例
を

通
し

て
理

解
し

、
同

様
な

試
み

を
設

計
に

と
り
込

む
 

   

 

 
 

1
 

環
境

工
学

の
基

礎
知

識
 

 
2
 

室
内

環
境

 

 
3
 

換
気

 

 
4
 

伝
熱

 

 
5
 

結
露

・
断

熱
性

・熱
容

量
 

 
6
 

日
照

・
日

影
 

 
7
 

日
射

 

 
8
 

採
光

 

 
9
 

照
明

 

 
1
0
 

色
彩

 

 
1
1
 

音
響

 

 
1
2
 

地
球

環
境

 

 
1
3
 

都
市

環
境

 

 
1
4
 

環
境

の
可

視
化

 
1
 

 
1
5
 

環
境

の
可

視
化

 
2
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■
 平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
可

視
化

実
証

講
座

 
 

 
 

環
境

工
学

（
5

回
）

の
内

容
 

 
 

5
/
5
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

全
講

座
（5

回
）
の

 

本
質

的
な

問
い

 

本
講

座
（5

/
5
）の

タ
イ

トル
と

 

本
質

的
な

問
い

 
講

座
内

容
 

ス
キ

ル
 

備
考

 

 環
境

工
学

の
知

識
 

を
住

宅
設

計
に

 

ど
の

よ
う

に
 

活
か

す
の

か
？

 

       

＜
1
8
0

分
＞

×
5

回
 

 [タ
イ

トル
] 

人
体

と
熱

環
境

、
 

空
気

環
境

 

熱
環

境
 

地
球

環
境

 
＜

1
8
0

分
＞

 

  熱
環

境
・
空

気
環

境
を

 

考
え

た
住

宅
設

計
 

 

＜
1
5
0

分
＞

    熱
環

境
・
空

気
環

境
と

住
宅

設
計

を
結

び
つ

け
る

方
法

が
わ

か
る

 

    

 

 [本
質

的
な

問
い

] 
 太

陽
の

光
と

熱
・
風

を
ど

の
よ

う
に

 

と
ら

え
る

の
か

？
 

  

事
前

配
布

資
料

 
 

講
座

実
施

要
領

 

評
価

（ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
） 

 

備
考

 

 

 
 

①
太

陽
の

光
と

熱
・風

 

 □1
講

座
の

テ
ー

マ
と

目
的

 

□2
講

座
実

施
要

領
と

評
価

 

  （
□1

＋
□2

は
本

シ
ー

ト
） 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

 

＊
資

料
は

専
用

ホ
ル

ダ
ー

に
 

 
 と

じ
込

み
の

上
、
 

 
 毎

授
業

に
持

参
の

こ
と

 

  

講 座 前 ア ン ケ ー ト

 

事 前 資 料 の 確 認 ＋ ふ り か え り

 

    ＜
実

習
系

＞
 

    熱
環

境
・
空

気
環

境
を

考
え

た
 

住
宅

設
計

事
例

 
 

 

    

＜
1
5
0

分
＞

小 テ ス ト

 

＋

 

本 日 の 講 座 の 確 認
 

講 座 後 ア ン ケ ー ト
 

5
 

す
ば

ら
し

い
 

地
球

環
境

を
大

き
く
と

ら
え

た
上

で
、
太

陽
の

光
と

熱
・風

の
基

本
事

項
を

知
っ

て
、
 

建
築

計
画

に
活

か
す

こ
と

が
で

き
る

 

 

4
 

よ
い

 
太

陽
の

光
と

熱
・風

の
基

本
事

項
を

理
解

し
て

い
る

 

3
 

普
通

 
熱

環
境

・空
気

環
境

を
設

計
に

結
び

つ
け

る
方

法
が

わ
か

る
 

2
 

あ
と

一
歩

 
太

陽
の

光
と

熱
・風

の
基

本
事

項
の

う
ち

5
0
％

程
度

わ
か

っ
て

い
る

 

1
 

努
力

が
 

必
要

 

太
陽

の
光

と
熱

・風
の

基
本

事
項

が
理

解
で

き
な

い
 

講
座

場
所

 
 

 

●
講

座
の

テ
ー

マ
と

目
的

 
[2

0
1
8

年
1

月
1
7

日
（水

）
] 

●
講

座
実

施
要

領
と

評
価

 〈
5

分
〉
 〈

1
0

分
〉
 
 

 
  

  
 

  
  

 
  

  
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

  
 〈

1
0

分
〉〈

5
分

〉 
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■
 平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
可

視
化

実
証

講
座

【
環

境
工

学
】

A
 

 
本

日
の

講
座

の
ポ

イ
ン

ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

本
日

の
テ

ー
マ

と
位

置
 

第
5

回
 /

 
全

5
回

 
 

本
日

の
講

座
の

ポ
イ

ン
ト 

●
ノ
ー

ト 
～

 大
事

だ
と

思
っ

た
部

分
を

メ
モ

 

人
体

と
熱

環
境

 

空
気

環
境

 

熱
環

境
 

地
球

環
境

 

 
●

理
論

的
な

内
容

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●

講
演

映
像

 

  
 

 
事

例
学

習
を

直
し

て
、
熱

環
境

・空
気

環
境

と
 

 
 

 
 

 
 

 
■

「イ
ー

ス
ト 

ゲ
ー

ト 
セ

ン
タ

ー
」 

快
適

な
住

宅
設

計
と

の
結

び
つ

き
を

学
習

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 （
ジ

ン
バ

ブ
エ

/
1
9
9
6

年
） 

 

  
  

 
  

 
 
  

 
 
  

 
 
  

 
 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

建
築

家
 

ミ
ッ

ク
・ピ

ア
ー

ス
＋

ア
ラ

ッ
プ

 

 
 

 
基

本
は

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
ど

う
扱

う
べ

き
な

の
か

」
を

 
 

 
 

 
  

  

考
え

る
こ

と
に

あ
る

。
  

 
 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ■

「
気

候
変

動
に

関
す

る
楽

観
主

義
的

な
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ケ
ー

ス
」（

T
he

 C
as

e
 f

o
r 

O
pt

im
is

m
 o

n 

 
 
 
地

球
環

境
に

対
す

る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 C

lim
at

e
 C

ha
ng

e
） 

 
 

 
大

き
な

視
点

を
持

つ
こ

と
も

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ア

メ
リ
カ

元
副

大
統

領
 

ア
ル

・ゴ
ア

 

 
 

 
重

要
で

あ
る

。
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環
境

（温
熱

、
風

）を
ど

の
よ

う
に

と
ら

え
て

、
 

快
適

な
住

宅
設

計
と

結
び

つ
け

る
の

か
 

  

 

 
●

上
記

の
理

論
が

設
計

と
ど

の
よ

う
に

結
び

つ
く
の

か
 

  
 

・太
陽

の
光

と
熱

・
風

を
知

っ
た

上
で

、
人

間
の

体
感

の
特

性
、
地

域
特

性
等

も
考

え
て

、
 

住
宅

の
快

適
性

と
は

何
か

を
考

え
る

必
要

が
あ

る
。
 

 

 
 

・人
間

が
感

じ
る

快
適

性
と

は
、
光

や
熱

・風
に

よ
る

温
熱

環
境

だ
け

に
関

係
し

て
い

る
訳

で
は

な
く
、
 

 
 

 
空

間
の

あ
り
方

、
そ

こ
で

の
行

動
、
視

覚
が

と
ら

え
る

風
景

な
ど

 

 
 

 
各

種
の

要
素

が
結

び
つ

い
て

総
合

的
に

生
ま

れ
て

く
る

。
 

  
 

・上
記

の
こ

と
を

知
っ

て
、
設

計
の

内
容

に
と

り
込

む
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。
 

    ＊
本

文
は

教
科

書
「
初

学
者

の
建

築
講

座
 

建
築

環
境

工
学

」
(第

三
版

) 
P
.7

7
～

P
.1

0
0
、

P
.1

0
1
～

P
.1

2
2
、

P
.1

3
9
～

P
.1

4
8
、

P
.1

4
9
～

P
.1

6
2

を
参

照
の

こ
と

 

 

 

 

 ●
建

築
設

計
に

 
 
 
 
 
 
 

・住
宅

に
か

か
わ

る
「エ

ネ
ル

ギ
ー

」を
ど

の
よ

う
に

と
ら

え
、
設

計
に

活
か

す
の

か
を

 

つ
な

げ
る

視
点

 
 

 
 

 
 

 
事

例
を

通
し

て
理

解
し

、
同

様
な

試
み

を
設

計
に

と
り
込

む
 

   

 

 
 

1
 

環
境

工
学

の
基

礎
知

識
 

 
2
 

室
内

環
境

 

 
3
 

換
気

 

 
4
 

伝
熱

 

 
5
 

結
露

・断
熱

性
・熱

容
量

 

 
6
 

日
照

・日
影

 

 
7
 

日
射

 

 
8
 

採
光

 

 
9
 

照
明

 

 
1
0
 

色
彩

 

 
1
1
 

音
響

 

 
1
2
 

地
球

環
境

 

 
1
3
 

都
市

環
境

 

 
1
4
 

環
境

の
可

視
化

 
1
 

 
1
5
 

環
境

の
可

視
化

 
2
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■
平

成
2
9

年
度

 文
部

科
学

省
委

託
事

業
 社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト 

建
設

IT
 
 

実
証

講
座

 
受

講
生

ア
ン

ケ
ー

ト
 

 
環

境
工

学
A

【
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】
 

●
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
実

施
 

 平
成

2
9

年
1
2

月
6

日
 

（日
本

工
学

院
八

王
子

専
門

学
校

） 

氏
名

 
 
 
 
 
 
受

講
者

数
 

 
2
0

名
 

 
 

 
  

 
 

 
 

男
 

1
5

名
 ・

 女
 

5
名

（2
0

代
）
 

年
齢

 
 

2
0

代
（2

0
名

） 
・ 

3
0

代
（0

名
） 

・ 
4
0

代
（0

名
） 

・ 
5
0

代
（0

名
） 

・ 
6
0

代
（0

名
） 

 

資
格

 
 

建
築

施
工

管
理

技
士

（0
名

）・
土

木
施

工
管

理
技

士
（0

名
）・

建
設

機
械

施
工

技
師

（0
名

）・
 

玉
掛

技
能

講
習

（0
名

）・
車

両
系

建
設

機
械

運
転

技
能

者
（0

名
）・

建
築

士
（0

名
）・

測
量

士
（0

名
） 

●
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
在

学
中

 

所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

職
 
 
 
種

 
 

学
生

（2
0

名
）
 

＊
留

意
事

項
・ 

本
ア

ン
ケ

ー
トは

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。
 

●
実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト
 
や

や
 

 
ど

ち
ら

と
も

 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 

 
評

価

●
実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト
 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 

 
評

価

1
 

環
境

工
学

の
目

的
が

わ
か

る
 

0
 

4
 

8
 

5
 

3
 

-
1
0

1
 

環
境

工
学

の
目

的
が

わ
か

る
 

4
 

1
5
 

1
 

0
 

0
 

2
7
 

2
 

環
境

工
学

で
扱

う
項

目
が

何
か

理
解

し
て

い
る

 
0
 

2
 

8
 

6
 

4
 

-
1
6

2
 

環
境

工
学

で
扱

う
項

目
が

何
か

理
解

し
て

い
る

 
1
 

1
5
 

4
 

0
 

0
 

1
8
 

3
 

ﾊ
ﾞｲ

ｵ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
の

定
義

 

が
わ

か
っ

て
い

る
 

1
 

0
 

4
 

2
 

1
3
 

-
3
8

3
 

ﾊ
ﾞｲ

ｵ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
の

定
義

 

が
わ

か
っ

て
い

る
 

4
 

1
3
 

2
 

1
 

0
 

2
4
 

4
 

0
 

0
 

1
 

6
 

1
3
 

-
4
5

4
 

0
 

1
1
 

3
 

4
 

2
 

1
 

5
 

ﾊ
ﾞｲ

ｵ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
で

は
 

表
面

温
度

を
知

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
 

こ
と

が
わ

か
っ

て
い

る
 

0
 

0
 

3
 

6
 

1
1
 

-
3
3

5
 

ﾊ
ﾞｲ

ｵ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
で

は
 

表
面

温
度

を
知

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
 

こ
と

が
わ

か
っ

て
い

る
 

7
 

9
 

3
 

1
 

0
 

2
9
 

評
価

合
計

 
-
1
4
2
 

評
価

合
計

  
9
9
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

・
環

境
工

学
や

ﾊ
ﾞｲ

ｵ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
の

定
義

が
理

解
で

き
た

。
 

・
建

物
を

計
画

す
る

際
、
環

境
の

可
視

化
が

重
要

だ
と

わ
か

っ
た

。
 

・
思

っ
て

い
る

以
上

に
環

境
に

対
す

る
要

素
と

い
う

も
の

が
沢

山
あ

り
、

驚
い

た
。

 

・
今

回
の

授
業

で
、

日
照

、
日

射
、

日
影

の
違

い
が

分
か

っ
た

。
 

・
環

境
工

学
の

何
が

大
切

な
こ

と
な

の
か

、
設

計
に

ど
う

生
か

せ
る

の
か

が
理

解

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

現
場

声
オ

タ
声

が
聞

と
も

参
考

な
た

・
環

境
工

学
は

あ
ま

り
面

白
く
な

い
と

思
っ

て
い

た
が

、
可

視
化

す
る

こ
と

で
分

か
り
や

す
く
、

面

白
い

と
思

え
ま

し
た

。
今

後
の

授
業

が
楽

し
み

で
す

。
 

・
感

覚
的

に
は

何
と

な
く
わ

か
っ

て
い

た
こ

と
も

、
目

で
は

っ
き

り
と

わ
か

る
デ

ー
タ

に
し

て
み

る
と

、

そ
の

理
解

が
よ

り
深

ま
っ

た
。

 

・
iP

ho
ne

で
使

え
る

ツ
ー

ル
な

ど
、

今
後

役
に

立
ち

そ
う

な
も

の
を

知
る

こ
と

が
で

き
て

大
変

よ
か

っ
た

。
 

・
iP

ad
の

、
風

の
動

き
を

予
想

で
き

る
ア

プ
リ
が

面
白

か
っ

た
。

 

上
や

会
社

役
員

説
や

人
材

育
成

分
や

す
教

材
が

欲

・
今

後
の

設
計

で
環

境
に

つ
い

て
も

っ
と

説
得

力
の

あ
る

説
明

を
す

る
こ

と
が

で
き

そ
う

だ
と

思
っ

た
。
今

後
の

プ
レ

ゼ
ン

に
活

か
し

て
い

き
た

い
。
 

・
た

だ
の

座
学

で
は

な
く
、

A
pp

を
使

っ
た

実
演

な
ど

も
あ

っ
て

面
白

か
っ

た
。

 

・
数

字
的

で
か

た
く
る

し
く
、

楽
し

そ
う

な
イ

メ
ー

ジ
は

な
か

っ
た

が
、

今
回

の
授

業
で

先
生

の
話

を

聞
い

て
、

人
の

為
に

な
り
、

設
計

す
る

上
で

と
て

も
大

事
な

ん
だ

と
感

じ
た

。
 

・
環

境
を

知
る

こ
と

で
も

っ
と

よ
り
良

い
建

築
物

を
設

計
で

き
よ

う
に

な
る

と
思

っ
た

。
 

・
iP

ad
と

か
を

使
っ

て
の

授
業

は
面

白
く
、

も
っ

と
取

り
入

れ
て

欲
し

い
と

思
っ

た
。

 

デ
比

較
失

敗
例

も
紹

介
欲

暑
さ

・寒
さ

の
感

覚
を

決
め

る
６
要

素
が

言
え

る
 

暑
さ

・寒
さ

の
感

覚
を

決
め

る
６
要

素
が

言
え

る
 

82



■
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

の
中

核
的

専
門

人
材

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト 
建

設
IT

 
 

実
証

講
座

 
受

講
生

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

環
境

工
学

A
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】 

 
 

 

 ●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実

施
 

 平
成

2
9

年
1
2

月
1
3

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
） 

氏
名

 
 
 
 
 
 
受

講
者

数
 

 
1
9

名
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

男
 

1
4

名
 
・
 女

 
5

名
（
2
0

代
）
 

年
齢

 
 

2
0

代
（1

9
名

） 
・ 

3
0

代
（0

名
） 

・ 
4
0

代
（
0

名
） 

・ 
5
0

代
（
0

名
）
 

・
 

6
0

代
（0

名
） 

 

資
格

 
 

建
築

施
工

管
理

技
士

（0
名

）
・土

木
施

工
管

理
技

士
（0

名
）
・建

設
機

械
施

工
技

師
（0

名
）・

 

玉
掛

技
能

講
習

（
0

名
）・

車
両

系
建

設
機

械
運

転
技

能
者

（0
名

）・
建

築
士

（0
名

）・
測

量
士

（0
名

） 

 
●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
 

 
 

在
学

中
 

 所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

 職
 
 
 
種

 
 

学
生

（1
9

名
） 

 

＊
留

意
事

項
・ 

本
ア

ン
ケ

ー
トは

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。
 

 

●
 
実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

  
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
 

 
 

 
 
や

や
 

 
  

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

●
 実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

1
 

熱
画

像
計

測
(サ

ー
モ

グ
ラ

フ
ィ

ー
)と

は
 

何
か

理
解

し
て

い
る

 
1
 

1
3
 

3
 

 
1
 

1
 

1
2

1
 

熱
画

像
計

測
(サ

ー
モ

グ
ラ

フ
ィ

ー
)と

は
 

何
か

理
解

し
て

い
る

 
１
３
 

５
 

0
 

0
 

0
 

4
4

2
 

日
射

(熱
)の

コ
ン

トロ
ー

ル
が

室
内

の
 

気
温

と
関

係
す

る
こ

と
が

わ
か

っ
て

い
る

 
3
 

9
 

5
 

1
 

1
 

  
8

2
 

日
射

(熱
)の

コ
ン

トロ
ー

ル
が

室
内

の
 

気
温

と
関

係
す

る
こ

と
が

わ
か

っ
て

い
る

 
１
１
 

7
 

0
 

0
 

0
 

4
0

3
 

室
内

の
気

流
が

窓
の

位
置

と
大

き
さ

に
 

関
係

し
て

い
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
 

2
 

1
1
 

4
 

2
 

0
 

1
5
 

3
 

室
内

の
気

流
が

窓
の

位
置

と
大

き
さ

に
 

関
係

し
て

い
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
 

1
0
 

7
 

1
 

0
 

0
 

 
3
7

4
 

ス
マ

ー
トハ

ウ
ス

と
は

、
ど

の
よ

う
な

住
宅

か
 

わ
か

っ
て

い
る

 
0
 

4
 

1
1
 

2
 

2
 

-
8
 

4
 

ス
マ

ー
トハ

ウ
ス

と
は

、
ど

の
よ

う
な

住
宅

か
 

わ
か

っ
て

い
る

 
1
1
 

6
 

 
1
 

0
 

0
 

 
3
9

5
 

H
E
M

S
(ヘ

ム
ス

)と
は

何
か

を
知

っ
て

い
る

 
0
 

1
 

1
 

3
 

1
4
 

-
4
4

5
 

H
E
M

S
(ヘ

ム
ス

)と
は

何
か

を
知

っ
て

い
る

 
2
 

1
0
 

3
 

0
 

3
 

 
1
3

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
評

価
合

計
  

2
6
 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

  
 1

7
3
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

 
・
サ

ー
モ

グ
ラ

フ
ィ

を
使

っ
て

み
た

感
想

は
、

と
て

も
す

ご
い

物
だ

と
思

っ
た

。
 

 
・
ス

マ
ー

ト
ハ

ウ
ス

は
と

て
も

近
未

来
的

で
あ

っ
て

、
自

分
の

住
む

家
も

携
帯

１
つ

で
何

で
も

出
来

る
よ

う
に

し
た

い
。

 

 
・
こ

う
い

う
実

技
的

授
業

は
と

て
も

分
か

り
や

す
く
て

頭
に

よ
く
入

る
気

が
す

る
。

 

 
・
住

環
境

に
熱

、
風

が
深

く
関

係
し

て
い

る
こ

と
が

よ
く
分

か
っ

た
。

 

 
・
サ

ー
モ

グ
ラ

フ
ィ

も
設

計
す

る
上

で
の

参
考

に
な

る
と

思
っ

た
。

 

 
・
自

分
が

感
覚

と
し

て
設

計
に

入
れ

て
い

た
こ

と
が

現
像

と
し

て
理

由
や

影
響

を
理

解
出

来
て

面
白

い
。

 
 

 
・
感

覚
を

数
字

で
と

ら
え

る
と

人
に

伝
え

る
の

が
簡

単
に

な
る

。
 

 
・
今

回
の

授
業

で
サ

ー
モ

グ
ラ

フ
ィ

を
使

っ
て

分
か

っ
た

こ
と

は
、

色
の

違
い

で
の

温
度

差
と

素

材
の

違
い

で
の

温
度

差
が

あ
る

こ
と

を
知

り
ま

し
た

。
 

 
・
住

宅
を

設
計

す
る

時
に

、
自

分
が

何
を

一
番

に
考

え
て

い
る

か
を

相
手

に
し

っ
か

り
と

説
明

で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

大
事

だ
と

い
う

こ
と

を
学

び
ま

し
た

。
 

 
・
H
E
M

S
と

は
電

気
が

ど
の

よ
う

に
使

わ
れ

て
い

る
の

か
目

に
見

え
る

よ
う

に
す

る
こ

と
だ

と
知

り
ま

し

た
。

 

 
・
サ

ー
モ

グ
ラ

フ
ィ

ー
で

は
実

際
に

日
当

り
と

日
影

を
調

べ
て

、
か

な
り
温

度
の

差
が

あ
る

こ
と

が
分

か
り
ま

し
た

。
 
IT

技
術

で
住

宅
の

電
気

を
管

理
し

、
w

if
i
環

境
で

ル
ー

バ
ー

や
エ

ア
コ

ン
を

オ
ン

オ
フ

で
き

る
の

は
す

ご
く
便

利
だ

と
思

い
ま

し
た

。
 

 
・
今

日
の

授
業

を
受

け
ス

マ
ー

ト
ハ

ウ
ス

の
事

が
わ

か
り
、

細
か

く
色

々
な

設
備

が
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

 

83



■
平

成
2
9

年
度

 文
部

科
学

省
委

託
事

業
 社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト 

建
設

IT
 
 

実
証

講
座

 
受

講
生

ア
ン

ケ
ー

ト
 

 
環

境
工

学
A
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】
 

 
 

 

●
 回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
実

施
 

 
平

成
2
9

年
1
2

月
2
0

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
） 

氏
名

 
 

 
 

 
 

受
講

者
数

 
 

1
8

名
 

 
 

 
  

 
 

 
 

男
 

1
3

名
 ・

 女
 

5
名

（2
0

代
）
 

年
齢

 
 

2
0

代
（1

8
名

） 
・ 

3
0

代
（0

名
） 

・ 
4
0

代
（0

名
） 

・ 
5
0

代
（0

名
） 

・ 
6
0

代
（0

名
） 

 

資
格

 
 

建
築

施
工

管
理

技
士

（0
名

）・
土

木
施

工
管

理
技

士
（0

名
）・

建
設

機
械

施
工

技
師

（0
名

）・
 

玉
掛

技
能

講
習

（0
名

）・
車

両
系

建
設

機
械

運
転

技
能

者
（0

名
）・

建
築

士
（0

名
）・

測
量

士
（0

名
） 

 
●

 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
 

 
 

在
学

中
 

 所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

 職
 
 
 
種

 
 

学
生

（
1
8

名
）
 

 

＊
留

意
事

項
・ 

本
ア

ン
ケ

ー
トは

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。

 
 

●
 実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 
や

や
 

 
  

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

●
 実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

1
 

直
接

日
光

が
受

け
ら

れ
る

こ
と

を
 

日
照

が
あ

る
と

い
う

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
 

2
 

6
 

1
0
 

0
 

0
 

1
2

1
 

直
接

日
光

が
受

け
ら

れ
る

こ
と

を
 

日
照

が
あ

る
と

い
う

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
 

8
 

8
 

0
 

0
 

0
 

3
2

2
 

日
照

が
建

物
な

ど
に

よ
っ

て
妨

げ
ら

れ
る

状
況

を
 

日
影

と
い

う
こ

と
が

わ
か

っ
て

い
る

 
4
 

8
 

6
 

0
 

0
 

 2
0

2
 

日
照

が
建

物
な

ど
に

よ
っ

て
妨

げ
ら

れ
る

状
況

を
 

日
影

と
い

う
こ

と
が

わ
か

っ
て

い
る

 
9
 

7
 

0
 

0
 

0
 

3
4

3
 

日
射

と
は

太
陽

放
射

の
熱

の
側

面
に

 

注
目

し
た

用
語

で
あ

る
こ

と
理

解
し

て
い

る
 

2
 

3
 

6
 

1
 

0
 

 
 
8
 

3
 

日
射

と
は

太
陽

放
射

の
熱

の
側

面
に

 

注
目

し
た

用
語

で
あ

る
こ

と
理

解
し

て
い

る
 

7
 

9
 

0
 

0
 

0
 

 3
0

4
 

太
陽

か
ら

の
放

射
エ

ネ
ル

ギ
ー

は
、

波
長

別
に

 

紫
外

線
・可

視
光

線
・赤

外
線

に
分

類
さ

れ
る

 

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
 

0
 

3
 

9
 

5
 

1
 

-
5
 

4
 

太
陽

か
ら

の
放

射
エ

ネ
ル

ギ
ー

は
、

波
長

別
に

 

紫
外

線
・可

視
光

線
・
赤

外
線

に
分

類
さ

れ
る

 

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
 

5
 

1
0
 

1
 

0
 

0
 

 2
5

5
 

環
境

（温
熱

）シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
 

設
計

に
結

び
つ

け
る

方
法

が
わ

か
っ

て
い

る
 

0
 

2
 

7
 

8
 

1
 

-
9
 

5
 

環
境

（温
熱

）シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
 

設
計

に
結

び
つ

け
る

方
法

が
わ

か
っ

て
い

る
 

2
 

1
3
 

1
 

0
 

0
 

 1
9

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
評

価
合

計
  

2
6
 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

  
 1

4
0
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

・
建

築
と

環
境

の
重

要
性

を
再

確
認

で
き

た
。

自
然

環
境

は
多

く
て

も
少

な
く
て

も

い
け

な
い

。
 

 
・
太

陽
か

ら
の

放
射

エ
ネ

ル
ギ

ー
は

波
長

別
に

紫
外

線
、

可
視

光
線

、
赤

外
線

に

分
類

さ
れ

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
 

 
・
今

回
の

授
業

で
建

築
家

の
末

光
さ

ん
の

建
築

を
見

て
、

環
境

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

数
多

く
の

パ
タ

ー
ン

を
検

討
す

る
こ

と
が

大
切

だ
と

思
い

ま
し

た
 

 
・
環

境
(温

熱
)シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
実

際
に

設
計

に
結

び
つ

け
る

事
例

を
見

る
こ

と
が

で
き

て
良

か
っ

た
。

環
境

を
可

視
化

す
る

こ
と

で
設

計
が

良
く
な

る
気

が
す

る
。

 

 
・
日

照
・
日

影
と

い
う

の
は

あ
る

程
度

は
理

解
し

て
い

る
つ

も
り
で

は
あ

っ
た

が
、

改
め

て
聞

い
て

み
る

と
認

識
の

仕
方

が
違

っ
た

り
、

き
ち

ん
と

理
解

で
き

て
い

な
い

と
い

う
の

が
わ

か
っ

た
。

 

 
・
熱

環
境

や
風

の
影

響
で

考
え

ら
れ

た
建

物
は

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

み
な

が
ら

だ
と

と
て

も
面

白

く
感

じ
、

理
に

か
な

う
よ

う
な

建
物

に
な

る
な

と
思

っ
た

。
 

 
・
環

境
を

設
計

に
結

び
つ

け
る

方
法

が
わ

か
っ

た
。

 

 
・
環

境
を

考
え

た
設

計
を

実
際

に
見

る
こ

と
で

、
実

感
が

わ
い

た
の

で
、

自
分

の
設

計
に

取
り
入

れ

た
い

。
 

 
・
資

料
が

も
ら

え
て

よ
か

っ
た

。
今

後
に

役
立

て
る

こ
と

が
で

き
る

か
な

と
思

っ
た

。
 

 
・
最

初
の

環
境

の
話

よ
り
最

後
の

渡
辺

先
生

の
話

の
方

が
聞

い
て

て
頭

に
入

っ
て

き
た

。
 

 
・
こ

の
教

室
が

使
い

づ
ら

く
て

不
便

だ
っ

た
。

 

 
・
映

像
を

見
る

の
は

、
ど

う
し

て
も

眠
く
な

り
や

す
い

の
で

辛
か

っ
た

で
す

。
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■
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

の
中

核
的

専
門

人
材

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト 
建

設
IT

 
 

実
証

講
座

 
受

講
生

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

環
境

工
学

A
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】 

 
 

 

●
 回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
実

施
 

 平
成

3
0

年
1

月
1
0

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
） 

氏
名

 
 

 
 

 
 

受
講

者
数

 
 

2
0

名
 

 
 

 
  

 
 

 
 

男
 

1
5

名
 
・
 
女

 
5

名
（2

0
代

）
 

年
齢

 
 

2
0

代
（
2
0

名
）
 

・ 
3
0

代
（
0

名
） 

・ 
4
0

代
（0

名
） 

・ 
5
0

代
（0

名
） 

・ 
6
0

代
（0

名
） 

 

資
格

 
 

建
築

施
工

管
理

技
士

（0
名

）・
土

木
施

工
管

理
技

士
（0

名
）・

建
設

機
械

施
工

技
師

（0
名

）・
 

玉
掛

技
能

講
習

（
0

名
）・

車
両

系
建

設
機

械
運

転
技

能
者

（0
名

）・
建

築
士

（0
名

）・
測

量
士

（0
名

） 

 
●

 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
 

 
 

在
学

中
 

 所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

 職
 
 
 
種

 
 

学
生

（
2
0

名
） 

 

＊
留

意
事

項
・ 

本
ア

ン
ケ

ー
トは

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。

 
 

●
 実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

  
  

  
 
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

 
 

 
 

 
 
や

や
 

 
  

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

●
 実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 
 

 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

1
 

熱
損

失
係

数
=
Q

値
（W

/
㎡

・ｋ
）は

、
 

小
さ

い
方

が
住

宅
の

性
能

が
よ

い
こ

と
を

 

表
し

て
い

る
の

を
わ

か
っ

て
い

る
 

0
 

0
 

6
 

5
 

9
 

-
3
2

1
 

熱
損

失
係

数
=
Q

値
（W

/
㎡

・ｋ
）は

、
 

小
さ

い
方

が
住

宅
の

性
能

が
よ

い
こ

と
を

 

表
し

て
い

る
の

を
わ

か
っ

て
い

る
 

9
 

6
 

3
 

2
 

0
 

3
1

2
 

「カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
トラ

ル
ハ

ウ
ス

」
と

は
 

二
酸

化
炭

素
を

出
さ

な
い

家
の

こ
と

だ
と

理
解

し
て

い

る
 

0
 

0
 

4
 

4
 

1
2
 

-
4
0

2
 

「カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
トラ

ル
ハ

ウ
ス

」と
は

 

二
酸

化
炭

素
を

出
さ

な
い

家
の

こ
と

だ
と

理
解

し
て

い

る
 

1
0
 

6
 

3
 

1
 

0
 

3
5

3
 

人
間

と
環

境
の

間
で

行
わ

れ
る

「
体

感
」を

決
め

る
 

熱
交

換
に

は
、

放
射

、
対

流
、

蒸
発

、
伝

導
が

あ
る

こ
と

を
わ

か
っ

て
い

る
 

0
 

3
 

6
 

6
 

5
 

-
1
8

3
 

人
間

と
環

境
の

間
で

行
わ

れ
る

「体
感

」を
決

め
る

 

熱
交

換
に

は
、

放
射

、
対

流
、

蒸
発

、
伝

導
が

あ
る

こ
と

を
わ

か
っ

て
い

る
 

1
1
 

6
 

3
 

0
 

0
 

 3
9

4
 

パ
ッ

シ
ブ

デ
ザ

イ
ン

と
ア

ク
テ

ィ
ブ

デ
ザ

イ
ン

の
 

違
い

を
理

解
し

て
い

る
 

0
 

2
 

4
 

7
 

7
 

-
2
6

4
 

パ
ッ

シ
ブ

デ
ザ

イ
ン

と
ア

ク
テ

ィ
ブ

デ
ザ

イ
ン

の
 

違
い

を
理

解
し

て
い

る
 

3
 

1
2
 

4
 

0
 

1
 

 1
8

5
 

熱
環

境
・空

気
環

境
を

設
計

に
結

び
つ

け
る

方
法

が
 

わ
か

っ
て

い
る

 
0
 

0
 

6
 

6
 

8
 

-
3
0

5
 

熱
環

境
・空

気
環

境
を

設
計

に
結

び
つ

け
る

方
法

が
 

わ
か

っ
て

い
る

 
5
 

9
 

6
 

0
 

0
 

 2
4

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評
価

合
計

  
-
1
4
6
 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

  
 1

4
7
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

・
今

回
の

授
業

で
、

人
間

と
環

境
の

間
で

行
わ

れ
て

い
る

体
感

原
理

に
つ

い
て

講

演
会

の
映

像
を

見
て

知
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
 

 
・
と

て
も

難
し

い
内

容
だ

っ
た

が
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
体

感
に

つ
い

て
知

れ
て

と
て

も
良

か
っ

た
。

 

 
・
今

回
の

ビ
デ

オ
を

見
て

、
温

度
と

は
熱

の
移

動
と

い
う

事
が

わ
か

っ
た

。
 

 

 
・
環

境
に

つ
い

て
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

設
計

に
活

か
し

て
い

き
た

い
。

 

 
・
環

境
に

つ
い

て
考

え
る

と
、

色
々

な
視

点
が

あ
っ

て
面

白
か

っ
た

で
す

。
 

"
こ

ち
ら

を
た

て
る

と
あ

ち
ら

が
立

た
な

い
"
ま

さ
に

そ
の

通
り
だ

と
思

い
ま

す
。

 

自
分

が
何

が
必

要
な

の
か

、
判

断
し

て
い

け
た

ら
と

思
い

ま
す

。
 

 
・
「
体

感
」
に

つ
い

て
の

話
が

と
て

も
面

白
か

っ
た

。
ク

ー
ラ

ー
を

使
わ

な
い

住
宅

は
今

後
の

設

計
に

活
か

せ
そ

う
だ

。
こ

れ
か

ら
の

建
築

は
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
ハ

ウ
ス

に
な

っ
て

い
く
と

思

う
。
 

 
・
建

築
を

取
り
巻

く
環

境
が

知
れ

た
。

 

環
境

を
設

計
結

び
方

法
が

わ
た

 
・
甲

斐
さ

ん
の

話
を

聞
い

て
い

て
、

こ
の

人
す

ご
い

情
報

量
を

も
っ

て
い

る
な

と
感

じ
て

、
聞

い
て

い

て
面

白
い

し
も

っ
と

聞
い

て
い

た
か

っ
た

で
す

。
 

・
植

物
の

扱
い

が
重

要
。

体
感

で
き

る
快

適
さ

は
ク

ー
ラ

ー
な

ど
の

機
械

だ
け

で
は

解
決

で
き

な

い
。

 

・
授

業
の

テ
ー

マ
は

理
解

で
き

る
が

時
間

数
が

足
り
な

い
。

 

 
・
卒

制
の

人
た

ち
と

同
じ

教
室

の
せ

い
で

い
ま

い
ち

話
が

聞
き

取
れ

な
か

っ
た

。
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■
平

成
2
9

年
度

 文
部

科
学

省
委

託
事

業
 
社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト 

建
設

IT
 
 

実
証

講
座

 
受

講
生

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

環
境

工
学

A
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】 

 
 

 

●
 回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
実

施
 

 平
成

3
0

年
1

月
1
7

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
） 

氏
名

 
 

 
 

 
 

受
講

者
数

 
 

1
9

名
 

 
 

 
  

 
 

 
 

男
 

1
4

名
 ・

 女
 

5
名

（2
0

代
）
 

年
齢

 
 

2
0

代
（1

9
名

） 
・ 

3
0

代
（0

名
） 

・ 
4
0

代
（0

名
） 

・ 
5
0

代
（0

名
） 

・ 
6
0

代
（0

名
） 

 

資
格

 
 

建
築

施
工

管
理

技
士

（0
名

）
・土

木
施

工
管

理
技

士
（0

名
）・

建
設

機
械

施
工

技
師

（0
名

）・
 

玉
掛

技
能

講
習

（0
名

）・
車

両
系

建
設

機
械

運
転

技
能

者
（0

名
）・

建
築

士
（0

名
）・

測
量

士
（0

名
） 

 
●

 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
 

 
 

在
学

中
 

 所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

 職
 
 
 
種

 
 

学
生

（
1
9

名
） 

 

＊
留

意
事

項
・ 

本
ア

ン
ケ

ー
トは

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。

 
 

●
 実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト
 

 
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

 
 

 
 

 
や

や
 

 
  

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

●
 実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 
 

 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

1
 

自
然

の
生

態
系

を
学

び
模

倣
す

る
こ

と
を

 

「バ
イ

オ
ミ
ミ
ク

リ
ー

」
と

よ
ぶ

こ
と

を
 

わ
か

っ
て

い
る

 

1
 

1
 

6
 

4
 

7
 

-
2
1

1
 

自
然

の
生

態
系

を
学

び
模

倣
す

る
こ

と
を

 

「バ
イ

オ
ミ
ミ
ク

リ
ー

」と
よ

ぶ
こ

と
を

 

わ
か

っ
て

い
る

 

7
 

6
 

6
 

0
 

0
 

3
1

2
 

蟻
塚

の
温

熱
コ

ン
トロ

ー
ル

を
建

築
に

応
用

 

す
る

の
は

「
バ

イ
オ

ミ
ミ
ク

リ
ー

」
の

事
例

で
あ

る
 

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
 

0
 

0
 

6
 

5
 

8
 

-
2
9

2
 

蟻
塚

の
温

熱
コ

ン
トロ

ー
ル

を
建

築
に

応
用

 

す
る

の
は

「バ
イ

オ
ミ
ミ
ク

リ
ー

」の
事

例
で

あ
る

 

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
 

6
 

8
 

5
 

0
 

0
 

3
5

3
 

昼
と

夜
の

外
気

温
差

を
室

内
の

温
熱

コ
ン

トロ
ー

ル
 

に
利

用
す

る
方

法
が

あ
る

こ
と

を
わ

か
っ

て
い

る
 

0
 

4
 

5
 

9
 

1
 

-
8
 

3
 

昼
と

夜
の

外
気

温
差

を
室

内
の

温
熱

コ
ン

トロ
ー

ル
 

に
利

用
す

る
方

法
が

あ
る

こ
と

を
わ

か
っ

て
い

る
 

4
 

1
0
 

5
 

0
 

0
 

 3
9

4
 

関
東

地
方

の
地

下
1
0
m

近
辺

に
あ

る
井

戸
水

は
 

1
年

を
通

し
て

約
1
5
℃

で
あ

り
、

こ
れ

を
室

内
の

温

熱
コ

ン
トロ

ー
ル

に
活

用
で

き
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
 

1
 

3
 

6
 

5
 

4
 

-
1
1

4
 

関
東

地
方

の
地

下
1
0
m

近
辺

に
あ

る
井

戸
水

は
 

1
年

を
通

し
て

約
1
5
℃

で
あ

り
、

こ
れ

を
室

内
の

温

熱
コ

ン
トロ

ー
ル

に
活

用
で

き
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
 

6
 

7
 

5
 

1
 

0
 

 1
8

5
 

熱
環

境
・
空

気
環

境
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

こ
と

が
、

快
適

な
住

宅
設

計
に

直
結

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

て
い

る
 

1
 

6
 

8
 

2
 

2
 

  
1

5
 

熱
環

境
・
空

気
環

境
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

こ
と

が
、

快
適

な
住

宅
設

計
に

直
結

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

て
い

る
 

6
 

1
1
 

2
 

0
 

0
 

 2
4

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評
価

合
計

  
 
-
6
8
 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

  
 1

2
8
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

・
今

回
の

授
業

で
、

人
と

環
境

が
共

存
す

る
た

め
に

は
、

ど
の

よ
う

な
対

策
を

取
れ

ば
良

い
か

を
深

く
考

え
ま

し
た

。
 

 
・
バ

イ
オ

ミ
ミ
ク

リ
ー

の
意

味
を

知
れ

て
良

か
っ

た
。

こ
れ

ら
の

事
を

ふ
ま

え
て

設
計

に
活

か
し

て
い

き
た

い
。

 

 
・
環

境
を

考
え

た
建

物
を

造
る

の
は

意
外

に
難

し
い

と
思

っ
た

。
 

 

 
・
ビ

デ
オ

で
見

る
と

わ
か

り
や

す
い

。
 

 
・
発

表
に

向
け

て
少

し
で

も
環

境
に

配
慮

で
き

て
い

た
ら

い
い

な
と

思
い

ま
し

た
。

 

 
・
今

回
映

像
で

見
た

ア
メ

リ
カ

副
大

統
領

の
ア

ル
・
ゴ

ア
の

「
気

候
変

動
に

関
す

る
楽

観
主

義
的

な
ケ

ー
ス

」
と

い
う

話
は

大
変

興
味

深
く
考

え
さ

せ
ら

れ
る

よ
う

な
内

容
で

と
て

も
面

白
か

っ
た

。

 
・
バ

イ
オ

ミ
ミ
ク

リ
ー

と
い

う
新

し
い

考
え

を
学

ん
だ

。
自

然
か

ら
学

べ
る

こ
と

は
多

い
と

思
っ

た
。

 

 
・
シ

ロ
ア

リ
の

巣
か

ら
発

想
を

得
た

壁
の

デ
ザ

イ
ン

を
ギ

ザ
ギ

ザ
の

で
こ

ぼ
こ

に
す

る
こ

と
で

表
面

積
を

大
き

く
し

、
熱

の
や

り
と

り
を

や
り
や

す
く
す

る
の

が
面

白
い

と
思

い
ま

し
た

。
 

 
・
課

題
が

終
盤

な
の

で
、

最
後

ま
で

頑
張

り
た

い
。

 

 
・
こ

こ
の

教
室

が
使

い
づ

ら
い

と
い

う
意

見
が

反
映

さ
れ

て
い

な
く
て

残
念

だ
。

 

・
明

日
、

発
表

っ
て

こ
と

で
追

い
込

み
作

業
を

や
っ

て
お

り
、

ま
だ

ま
だ

や
る

こ
と

が
多

い
で

す
。

 

・
提

出
も

も
う

す
ぐ

な
の

で
頑

張
っ

て
い

き
た

い
。

 

 
・
床

冷
却

と
か

、
バ

イ
オ

ミ
ミ
ク

リ
ー

と
か

、
そ

ん
な

う
ま

く
い

く
の

か
な

？
と

思
っ

て
し

ま
う

け
ど

、
や

ら

な
い

よ
り
か

は
マ

シ
な

の
か

と
思

い
ま

す
。

井
戸

水
を

利
用

す
る

発
想

は
な

か
っ

た
で

す
。

 

 
・
チ

ー
ム

を
ま

と
め

る
の

に
苦

労
し

た
。

チ
ー

ム
の

考
え

、
形

を
決

め
て

も
作

成
で

人
が

動
か

な
く

な
る

。
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■
平

成
2
8

年
度

 文
部

科
学

省
委

託
事

業
 社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト 

建
設

IT
 
 

実
証

講
座

 
受

講
生

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

環
境

工
学

B
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】 

 
 

 

 ●
 回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実

施
 

 平
成

2
9

年
1
2

月
6

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
） 

氏
名

 
 
 
 
 
 
受

講
者

数
 

 
1
9

名
 

 
 

 
  

 
 

 
 

男
 

1
9

名
 （

2
0

代
）
 

 年
齢

 
 

2
0

代
（1

9
名

） 
 

 

 
●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
 

 
 

 

在
学

中
 

 所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

 職
 
 
 
種

 
 

学
生

（1
9

名
） 

＊
留

意
事

項
・ 

本
ア

ン
ケ

ー
トは

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。
 

 

●
 実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

  
  

 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

 
 

 
 

 
や

や
 

 
  

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

●
 実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

1
 

環
境

工
学

の
目

的
が

わ
か

る
 

1
 

1
0
 

6
 

0
 

2
 

7
 

1
 

環
境

工
学

の
目

的
が

わ
か

る
 

5
 

1
1
 

3
 

0
 

0
 

2
6
 

2
 

環
境

工
学

で
扱

う
項

目
が

何
か

理
解

し
て

い
る

 
0
 

7
 

6
 

4
 

2
 

-
3
 

2
 

環
境

工
学

で
扱

う
項

目
が

何
か

理
解

し
て

い
る

 
3
 

1
3
 

3
 

0
 

0
 

2
2
 

3
 

夏
涼

し
い

家
と

は
ど

ん
な

家
か

わ
か

る
 

1
 

1
0
 

6
 

1
 

1
 

9
 

3
 

夏
涼

し
い

家
と

は
ど

ん
な

家
か

わ
か

る
 

1
0
 

7
 

2
 

0
 

0
 

3
7
 

4
 

気
象

に
は

ど
ん

な
要

素
が

あ
る

の
か

わ
か

る
 

1
 

1
0
 

6
 

1
 

1
 

9
 

4
 

気
象

に
は

ど
ん

な
要

素
が

あ
る

の
か

わ
か

る
 

4
 

1
1
 

3
 

1
 

0
 

2
2
 

5
 

ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド
現

象
と

は
何

か
わ

か
る

 
3
 

9
 

6
 

1
 

0
 

1
7
 

5
 

ヒ
ー

トア
イ

ラ
ン

ド
現

象
と

は
何

か
わ

か
る

 
9
 

8
 

2
 

0
 

0
 

3
5
 

6
 

 
 

 
 

 
 

 
6
 

 
 

 
 

 
 

 
7
 

 
 

 
 

 
 

 
7
 

 
 

 
 

 
 

 

8
 

 
 

 
 

 
 

 
8
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
評

価
合

計
 3

9
 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 評
価

合
計

  
1
4
2
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

 
・
環

境
工

学
の

授
業

を
前

年
受

け
て

分
か

っ
て

い
た

気
に

な
っ

て
い

た
が

、
全

然
わ

か
っ

て
い

な
い

こ
と

に
気

付
い

た
。

 

 
・
今

後
の

設
計

等
に

今
回

の
知

識
を

使
っ

て
い

け
た

ら
い

い
と

思
っ

て
い

る
。

 

 
・
生

物
気

候
学

は
と

て
も

興
味

が
わ

い
て

、
設

備
一

つ
で

生
物

の
考

え
方

が
変

わ
っ

た
り
す

る
の

は
す

ご
く
驚

い
た

。
 

 
・
設

計
し

て
い

く
中

で
、

建
物

に
対

し
て

の
日

の
入

り
方

を
考

え
て

い
た

が
、

夏
の

時
の

西
と

東
の

入
り
方

や
、

冬
の

南
の

日
の

入
り
方

ま
で

を
考

え
て

い
な

か
っ

た
の

で
、

次
回

か
ら

活
か

し
て

設
計

し
て

い
き

た
い

。
 

 
・
少

し
知

識
が

あ
っ

た
の

で
す

ん
な

り
と

内
容

が
理

解
で

き
た

。
今

ま
で

触
れ

て
こ

な
か

っ
た

こ
と

も
出

て
き

た
が

、
よ

く
わ

か
っ

た
。
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■
平

成
2
8

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

の
中

核
的

専
門

人
材

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト 
建

設
IT

 
 

実
証

講
座

 
受

講
生

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

環
境

工
学

B
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】 

 
 

 

 ●
 回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実

施
 

 平
成

2
9

年
1
2

月
1
3

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
） 

氏
名

 
 
 
 
 
 
受

講
者

数
 

 
1
6

名
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

男
 

1
5

名
 
、

女
 

1
名

（2
0

代
）
 

 年
齢

 
 

2
0

代
（
1
6

名
） 

 

 

 
●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
 

 
 

 

在
学

中
 

 所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

 職
 
 
 
種

 
 

学
生

（1
6

名
） 

＊
留

意
事

項
・
 本

ア
ン

ケ
ー

ト
は

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。
 

 

●
 実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

  
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
 

 
 

 
 
や

や
 

 
  

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

●
 実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

1
 

温
熱

環
境

の
６
要

素
が

わ
か

っ
て

い
る

 
 

0
 

1
 

3
 

7
 

5
 

-
2
1

1
 

温
熱

環
境

の
６
要

素
が

わ
か

っ
て

い
る

 
 

9
 

6
 

1
 

0
 

0
 

2
4
 

2
 

人
体

が
代

謝
に

よ
っ

て
熱

を
発

す
る

こ
と

を
知

っ
て

い
る

 
5
 

7
 

1
 

1
 

2
 

1
5
 

2
 

人
体

が
代

謝
に

よ
っ

て
熱

を
発

す
る

こ
と

を
知

っ
て

い
る

 
9
 

6
 

1
 

0
 

0
 

3
3
 

3
 

平
均

放
射

温
度

（M
R
T
）
と

は
何

か
を

理
解

し
て

い
る

 
0
 

1
 

5
 

4
 

6
 

-
2
1

3
 

平
均

放
射

温
度

（M
R
T
）と

は
何

か
を

理
解

し
て

い
る

 
5
 

7
 

4
 

0
 

0
 

2
2
 

4
 

不
快

指
数

と
は

何
か

を
わ

か
っ

て
い

る
 

1
 

2
 

2
 

6
 

5
 

-
1
6

4
 

不
快

指
数

と
は

何
か

を
わ

か
っ

て
い

る
 

7
 

7
 

2
 

0
 

0
 

2
8
 

5
 

体
感

温
度

と
は

何
か

理
解

し
て

い
る

 
2
 

9
 

3
 

1
 

1
 

1
1
 

5
 

体
感

温
度

と
は

何
か

理
解

し
て

い
る

 
5
 

1
0
 

1
 

0
 

0
 

2
5
 

6
 

 
 

 
 

 
 

 
6
 

 
 

 
 

 
 

 
7
 

 
 

 
 

 
 

 
7
 

 
 

 
 

 
 

 

8
 

 
 

 
 

 
 

 
8
 

 
 

 
 

 
 

 

9
 

 
 

 
 

 
 

 
9
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
評

価
合

計
 -

3
2
 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 評
価

合
計

  
1
3
2
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

 
・
体

感
温

度
は

人
に

よ
っ

て
違

い
が

あ
る

こ
と

が
わ

か
っ

て
い

た
が

、
あ

ま
り
よ

く
わ

か
っ

て
い

な
い

こ
と

に
気

が
付

い
た

。
 

 
・
温

熱
環

境
の

6
要

素
は

、
温

度
、

湿
度

、
気

流
、

放
射

、
代

謝
、

着
衣

と
い

う
要

素
は

今
ま

で
知

ら
な

か
っ

た
。

 

・
体

感
温

度
は

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

で
調

べ
る

こ
と

が
出

来
る

が
、

自
分

で
調

べ
る

こ
と

も
で

き
る

と
は

知
ら

な
か

っ
た

。
 

・
住

宅
に

お
け

る
環

境
を

考
え

る
う

え
で

、
数

値
と

し
て

の
温

度
・
湿

度
以

上
に

「
体

感
」
温

度
。

湿
度

を
考

慮
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
学

習
し

た
。

 

・
人

類
に

と
っ

て
、

温
度

、
熱

と
い

う
言

葉
が

と
て

も
重

要
な

要
素

だ
と

思
っ

た
。

 

・
温

度
ひ

と
つ

で
人

間
の

考
え

や
行

動
が

変
わ

っ
て

い
く
と

い
う

こ
と

が
わ

か
り
、

環
境

工
学

は
考

え
る

ほ
ど

と
て

も
深

い
分

野
で

楽
し

い
と

気
づ

い
た

。
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■
平

成
2
8

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

の
中

核
的

専
門

人
材

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト 
建

設
IT

 
 

実
証

講
座

 
受

講
生

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

環
境

工
学

B
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】 

 
 

 

 ●
 回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実

施
 

 
平

成
2
9

年
1
2

月
2
0

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
） 

氏
名

 
 
 
 
 
 
受

講
者

数
 

 
1
4

名
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

男
 

1
3

名
 
、

女
 

1
名

（2
0

代
）
 

 年
齢

 
 

2
0

代
（
1
4

名
） 

 

 

 
●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
 

 
 

 

在
学

中
 

 所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

 職
 
 
 
種

 
 

学
生

（1
4

名
） 

＊
留

意
事

項
・
 本

ア
ン

ケ
ー

ト
は

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。
 

 

●
 実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

  
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 

 
 

 
 

 
や

や
 

 
  

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

●
 実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

1
 

地
球

と
太

陽
の

運
行

の
内

容
を

理
解

し
て

い
る

 
0
 

6
 

5
 

2
 

1
 

1
 

1
 

地
球

と
太

陽
の

運
行

の
内

容
を

理
解

し
て

い
る

 
5
 

9
 

0
 

0
 

0
 

2
4
 

2
 

直
接

日
光

を
受

け
ら

れ
る

こ
と

を
日

照
が

あ
る

と
い

う

こ
と

を
わ

か
っ

て
い

る
 

0
 

3
 

7
 

4
 

0
 

-
1
 

2
 

直
接

日
光

を
受

け
ら

れ
る

こ
と

を
日

照
が

あ
る

と
い

う

こ
と

を
わ

か
っ

て
い

る
 

2
 

1
2
 

0
 

0
 

0
 

1
8
 

3
 

日
照

が
建

物
な

ど
で

妨
げ

ら
れ

る
状

況
を

日
影

と
い

う
こ

と
を

理
解

し
て

い
る

 
1
 

1
0
 

2
 

1
 

0
 

1
2
 

3
 

日
照

が
建

物
な

ど
で

妨
げ

ら
れ

る
状

況
を

日
影

と
い

う
こ

と
を

理
解

し
て

い
る

 
3
 

1
1
 

0
 

0
 

0
 

2
0
 

4
 

太
陽

か
ら

の
放

射
エ

ネ
ル

ギ
ー

は
、

紫
外

線
、

可
視

光
線

、
赤

外
線

に
分

類
で

き
る

こ
と

を
知

っ
て

い
る

 
3
 

3
 

7
 

1
 

0
 

1
1
 

4
 

太
陽

か
ら

の
放

射
エ

ネ
ル

ギ
ー

は
、

紫
外

線
、

可
視

光
線

、
赤

外
線

に
分

類
で

き
る

こ
と

を
知

っ
て

い
る

 
6
 

8
 

0
 

0
 

0
 

2
6
 

5
 

日
照

の
調

整
に

は
、

庇
が

有
効

で
あ

る
こ

と
を

理
解

し
て

い
る

 
3
 

6
 

4
 

1
 

0
 

1
4
 

5
 

日
照

の
調

整
に

は
、

庇
が

有
効

で
あ

る
こ

と
を

理
解

し
て

い
る

 
5
 

9
 

0
 

0
 

0
 

2
4
 

6
 

 
 

 
 

 
 

 
6
 

 
 

 
 

 
 

 
7
 

 
 

 
 

 
 

 
7
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
評

価
合

計
 3

7
 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 評
価

合
計

  
1
1
2
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

 
・
日

射
に

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
日

射
が

あ
る

こ
と

を
学

ん
だ

。
 

 
・
庇

と
植

栽
を

活
用

し
て

快
適

な
住

環
境

に
つ

い
て

考
え

て
い

き
た

い
。

 

 
・
日

射
の

調
整

、
省

エ
ネ

の
家

電
や

ペ
ア

ガ
ラ

ス
に

す
る

だ
け

で
、

3
分

の
1

ほ
ど

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

が
で

き
る

こ
と

を
知

っ
た

。
 

 
・
太

陽
熱

の
利

用
が

ど
れ

だ
け

効
果

が
あ

る
の

か
授

業
で

知
る

こ
と

が
出

来
た

。
 

 
・
日

射
に

は
人

の
生

活
や

建
物

へ
の

影
響

が
こ

こ
ま

で
あ

る
の

か
と

思
っ

た
。

す
こ

し
考

慮
す

る
こ

と
で

、
省

エ
ネ

や
人

体
へ

の
い

い
面

が
増

え
る

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。
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■
平

成
2
9

年
度

 文
部

科
学

省
委

託
事

業
 
社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト 

建
設

IT
 
 

実
証

講
座

 
受

講
生

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

環
境

工
学

B
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】 

 
 

 

●
 回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
実

施
 

 平
成

3
0

年
1

月
1
0

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
） 

氏
名

 
 

 
 

 
 

受
講

者
数

 
 

1
9

名
 

 
 

 
  

 
 

 
 

男
 

1
8

名
 ・

 女
 

1
名

（2
0

代
）
 

年
齢

 
 

2
0

代
（1

9
名

）
 

・ 
3
0

代
（0

名
） 

・ 
4
0

代
（
0

名
） 

・ 
5
0

代
（0

名
） 

・ 
6
0

代
（0

名
） 

 

資
格

 
 

建
築

施
工

管
理

技
士

（0
名

）
・土

木
施

工
管

理
技

士
（0

名
）・

建
設

機
械

施
工

技
師

（0
名

）・
 

玉
掛

技
能

講
習

（0
名

）・
車

両
系

建
設

機
械

運
転

技
能

者
（0

名
）・

建
築

士
（0

名
）・

測
量

士
（0

名
） 

 
●

 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
 

 
 

在
学

中
 

 所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

 職
 
 
 
種

 
 

学
生

（
1
9

名
） 

 

＊
留

意
事

項
・ 

本
ア

ン
ケ

ー
トは

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。

 
 

●
 実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

  
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
 

 
 

 
 
や

や
 

 
  

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

●
 実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 
 

 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

1
 

室
内

空
気

は
二

酸
化

炭
素

や
喫

煙
、

 

燃
焼

器
具

、
衣

類
な

ど
に

よ
っ

て
汚

染
 

さ
れ

る
こ

と
を

知
っ

て
い

る
 

2
 

8
 

8
 

1
 

0
 

1
3

1
 

室
内

空
気

は
二

酸
化

炭
素

や
喫

煙
、

 

燃
焼

器
具

、
衣

類
な

ど
に

よ
っ

て
汚

染
 

さ
れ

る
こ

と
を

知
っ

て
い

る
 

8
 

1
1
 

0
 

0
 

0
 

3
5

2
 

換
気

は
、

汚
染

さ
れ

た
空

気
を

排
出

し
、

 

新
鮮

外
気

を
と

り
入

れ
て

室
内

空
気

の
 

清
浄

度
を

保
つ

こ
と

が
目

的
で

あ
る

こ
と

を
理

解
し

て

1
 

8
 

1
0
 

0
 

0
 

 1
1

2
 

換
気

は
、

汚
染

さ
れ

た
空

気
を

排
出

し
、

 

新
鮮

外
気

を
と

り
入

れ
て

室
内

空
気

の
 

清
浄

度
を

保
つ

こ
と

が
目

的
で

あ
る

こ
と

を
理

解
し

て

8
 

1
1
 

0
 

0
 

0
 

3
5

3
 

シ
ッ

ク
ハ

ウ
ス

対
策

と
し

て
換

気
が

 
有

効
で

あ
る

こ
と

を
知

っ
て

い
る

 
2
 

7
 

9
 

1
 

0
 

 1
2

3
 

シ
ッ

ク
ハ

ウ
ス

対
策

と
し

て
換

気
が

 
有

効
で

あ
る

こ
と

を
知

っ
て

い
る

 
8
 

1
1
 

0
 

0
 

0
 

 3
5

4
 

自
然

換
気

に
は

風
力

換
気

と
温

度
差

換
気

が
 

あ
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
 

0
 

4
 

1
4
 

1
 

0
 

  
3

4
 

自
然

換
気

に
は

風
力

換
気

と
温

度
差

換
気

が
 

あ
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
 

7
 

1
1
 

0
 

0
 

0
 

 3
2

5
 

機
械

換
気

の
方

式
は

３
種

類
あ

る
こ

と
を

 

知
っ

て
い

る
 

2
 

5
 

1
2
 

0
 

0
 

 1
1

5
 

機
械

換
気

の
方

式
は

３
種

類
あ

る
こ

と
を

 
知

っ
て

い
る

 
1
0
 

8
 

1
 

0
 

0
 

 3
8

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評
価

合
計

  
  

 5
0
 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

  
 1

7
5
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

・
今

回
の

授
業

で
、

人
間

と
環

境
の

間
で

行
わ

れ
て

い
る

体
感

原
理

に
つ

い
て

講

演
会

の
映

像
を

見
て

知
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
 

 
・
と

て
も

難
し

い
内

容
だ

っ
た

が
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
体

感
に

つ
い

て
知

れ
て

と
て

も
良

か
っ

た
。

 

 
・
今

回
の

ビ
デ

オ
を

見
て

、
温

度
と

は
熱

の
移

動
と

い
う

事
が

わ
か

っ
た

。
 

 

 
・
環

境
に

つ
い

て
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

設
計

に
活

か
し

て
い

き
た

い
。

 

 
・
環

境
に

つ
い

て
考

え
る

と
、

色
々

な
視

点
が

あ
っ

て
面

白
か

っ
た

で
す

。
 

"
こ

ち
ら

を
た

て
る

と
あ

ち
ら

が
立

た
な

い
"
ま

さ
に

そ
の

通
り
だ

と
思

い
ま

す
。

 

自
分

が
何

が
必

要
な

の
か

、
判

断
し

て
い

け
た

ら
と

思
い

ま
す

。
 

 
・
「
体

感
」
に

つ
い

て
の

話
が

と
て

も
面

白
か

っ
た

。
ク

ー
ラ

ー
を

使
わ

な
い

住
宅

は
今

後
の

設

計
に

活
か

せ
そ

う
だ

。
こ

れ
か

ら
の

建
築

は
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
ハ

ウ
ス

に
な

っ
て

い
く
と

思

う
。
 

 
・
建

築
を

取
り
巻

く
環

境
が

知
れ

た
。

 

環
境

を
設

計
結

び
方

法
が

わ
た

 
・
甲

斐
さ

ん
の

話
を

聞
い

て
て

、
こ

の
人

す
ご

い
情

報
量

を
も

っ
て

い
る

な
と

感
じ

て
、

聞
い

て
て

面

白
い

し
も

っ
と

聞
い

て
い

た
か

っ
た

で
す

。
 

・
植

物
の

扱
い

が
重

要
。

体
感

で
き

る
快

適
さ

は
ク

ー
ラ

ー
な

ど
の

機
械

だ
け

で
は

解
決

で
き

な

い
。

 

・
授

業
の

テ
ー

マ
は

理
解

で
き

る
が

時
間

数
が

足
り
な

い
。

 

 
・
卒

制
の

人
た

ち
と

同
じ

教
室

の
せ

い
で

い
ま

い
ち

話
が

聞
き

取
れ

な
か

っ
た

。
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■
平

成
2
9

年
度

 文
部

科
学

省
委

託
事

業
 社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト 

建
設

IT
 
 

実
証

講
座

 
受

講
生

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

環
境

工
学

B
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】 

 
 

 

 ●
 回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実

施
 

 平
成

3
0

年
1

月
1
7

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
） 

氏
名

 
 
 
 
 
 
受

講
者

数
 

 
1
2

名
 

 
 

 
  

 
 

 
 

男
 

1
2

名
 ・

 女
 

0
名

（2
0

代
）
 

年
齢

 
 

2
0

代
（1

2
名

） 
・ 

3
0

代
（0

名
）
 

・ 
4
0

代
（0

名
） 

・
 

5
0

代
（0

名
） 

・
 

6
0

代
（0

名
） 

 

資
格

 
 

建
築

施
工

管
理

技
士

（0
名

）・
土

木
施

工
管

理
技

士
（0

名
）
・
建

設
機

械
施

工
技

師
（0

名
）・

 

玉
掛

技
能

講
習

（0
名

）・
車

両
系

建
設

機
械

運
転

技
能

者
（
0

名
）・

建
築

士
（
0

名
）・

測
量

士
（0

名
） 

 
●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
 

 
 

在
学

中
 

 所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

 職
 
 
 
種

 
 

学
生

（1
2

名
） 

 

＊
留

意
事

項
・ 

本
ア

ン
ケ

ー
トは

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。
 

 

●
 実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

  
  

 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

 
 

 
 

 
や

や
 

 
  

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

●
 実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

1
 

壁
を

は
さ

ん
で

内
外

に
温

度
差

が
あ

る
と

き
、
 

高
温

側
か

ら
低

温
側

に
向

か
っ

て
生

じ
る

熱
の

 

流
れ

を
貫

流
熱

流
と

い
う
こ

と
を

理
解

し
て

い
る

 

0
 

 
3
 

7
 

2
 

0
 

1
1
 

壁
を

は
さ

ん
で

内
外

に
温

度
差

が
あ

る
と

き
、
 

高
温

側
か

ら
低

温
側

に
向

か
っ

て
生

じ
る

熱
の

 

流
れ

を
貫

流
熱

流
と

い
う
こ

と
を

理
解

し
て

い
る

 

0
 

1
2
 

0
 

0
 

0
 

1
2

2
 

金
属

の
熱

伝
導

率
は

高
い

 

と
い

う
こ

と
を

わ
か

っ
て

い
る

 
3
 

5
 

2
 

2
 

0
 

 1
2

2
 

金
属

の
熱

伝
導

率
は

高
い

 

と
い

う
こ

と
を

わ
か

っ
て

い
る

 
2
 

1
0
 

0
 

0
 

0
 

1
6

3
 

暖
房

時
室

内
の

ガ
ラ

ス
窓

付
近

で
、

冷
た

い
空

気
が

自
然

に
降

下
し

て
床

上
を

流
れ

る
現

象
を

 
コ

ー
ル

ド
ド
ラ

フ
トと

い
う
こ

と
を

理
解

し
て

い
る

 
0
 

5
 

4
 

3
 

0
 

  
2

3
 

暖
房

時
室

内
の

ガ
ラ

ス
窓

付
近

で
、

冷
た

い
空

気
が

自
然

に
降

下
し

て
床

上
を

流
れ

る
現

象
を

 
コ

ー
ル

ド
ド
ラ

フ
トと

い
う
こ

と
を

理
解

し
て

い
る

 
0
 

1
1
 

0
 

1
 

0
 

 
1
0

4
 

複
層

ガ
ラ

ス
は

、
密

閉
度

の
高

い
中

空
層

に
よ

り
 

断
熱

性
能

を
向

上
さ

せ
て

い
る

こ
と

を
知

っ
て

い
る

 
0
 

4
 

6
 

2
 

0
 

  
3

4
 

複
層

ガ
ラ

ス
は

、
密

閉
度

の
高

い
中

空
層

に
よ

り
 

断
熱

性
能

を
向

上
さ

せ
て

い
る

こ
と

を
知

っ
て

い
る

 
0
 

1
1
 

1
 

0
 

0
 

 
1
1

5
 

日
射

を
透

過
し

な
い

壁
に

日
射

が
当

た
る

と
、

そ
の

一
部

が
吸

収
さ

れ
て

外
壁

表
面

温
度

が
 

上
昇

す
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
 

0
 

5
 

5
 

2
 

0
 

  
3

5
 

日
射

を
透

過
し

な
い

壁
に

日
射

が
当

た
る

と
、

そ
の

一
部

が
吸

収
さ

れ
て

外
壁

表
面

温
度

が
 

上
昇

す
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
 

0
 

1
2
 

0
 

0
 

0
 

 
1
2

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
評

価
合

計
  

  
 2

0
 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

  
  

6
1
 

 
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

・
熱

の
事

に
つ

い
て

学
ん

だ
。

生
活

の
上

で
と

て
も

大
切

な
内

容
だ

っ
た

。
 

 
・
熱

伝
導

率
や

床
ス

ラ
ブ

の
厚

さ
を

理
解

し
た

。
 

 
・
家

に
必

要
な

環
境

設
備

を
多

く
学

べ
た

。
 
 

 
・
熱

の
伝

わ
り
方

が
よ

く
分

か
っ

た
。

 

 
・
か

ぶ
り
厚

さ
の

理
由

な
ど

ま
た

知
ら

な
い

も
の

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 
・
熱

の
伝

達
、

伝
導

に
つ

い
て

学
習

し
た

。
 

 
・
ガ

ラ
ス

等
を

学
ん

だ
。

 

 
・
熱

を
伝

え
る

こ
と

や
遮

る
こ

と
で

、
室

内
環

境
を

整
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

必
要

な
材

料
も

あ
る

。
 

・
地

震
に

つ
い

て
、

詳
し

く
な

れ
た

と
思

う
。

 

 
・
少

し
ず

つ
よ

く
分

か
っ

た
。

 

 
・
全

部
で

５
回

や
っ

て
い

ろ
ん

な
こ

と
を

知
れ

て
良

か
っ

た
。

と
て

も
た

め
に

な
っ

た
。

 

 
・
関

係
の

な
い

話
が

多
す

ぎ
て

大
切

な
話

が
少

な
す

ぎ
た

。
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■
平

成
2
8

年
度

 文
部

科
学

省
委

託
事

業
 社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト 

建
設

IT
 
 

実
証

講
座

 
受

講
生

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

[Ｂ
ＩＭ

] 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】 

 
 

 

 ●
 回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実

施
 

 平
成

2
9

年
1
2

月
6

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
） 

氏
名

 
 
 
 
 
 
受

講
者

数
 

 
3
9

名
 

 
 

 
  

 
 

 
 

男
 

3
3

名
 、

女
 

6
名

（
2
0

代
）
 

 年
齢

 
 

2
0

代
（3

9
名

） 
 

 

 
●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
 

 
 

 

在
学

中
 

 所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

 職
 
 
 
種

 
 

学
生

（3
9

名
） 

＊
留

意
事

項
・ 

本
ア

ン
ケ

ー
トは

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。
 

 

●
 実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 
 

 
 

 
 

 
や

や
 

 
  

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

●
 実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

1
 

Ｂ
ＩＭ

デ
ー

タ
を

使
っ

て
熱

環
境

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

が
で

き
る

こ
と

を
知

っ
て

い
る

 
8
 

1
0
 

6
 

6
 

9
 

1
 

1
 

Ｂ
ＩＭ

デ
ー

タ
を

使
っ

て
熱

環
境

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

が
で

き
る

こ
と

を
知

っ
て

い
る

 
2
1
 

1
4
 

3
 

0
 

1
 

7
4
 

2
 

T
he

rm
o
R
e
nd

e
r(

サ
ー

モ
レ

ン
ダ

ー
)と

は
何

か
 

知
っ

て
い

る
 

2
 

1
0
 

8
 

1
0
 

9
 

-
2
1

2
 

T
he

rm
o
R
e
nd

e
r(

サ
ー

モ
レ

ン
ダ

ー
)と

は
何

か
 

知
っ

て
い

る
 

1
7
 

1
8
 

3
 

1
 

0
 

6
8
 

3
 

T
he

rm
o
R
e
nd

e
r 

で
で

き
る

内
容

と
操

作
が

わ
か

る
 

0
 

0
 

3
 

5
 

3
1
 

-
9
4

3
 

T
he

rm
o
R
e
nd

e
r 

で
で

き
る

内
容

と
操

作
が

わ
か

る
 

1
2
 

2
2
 

3
 

1
 

1
 

5
4
 

4
 

T
he

rm
o
R
e
nd

e
r
を

使
っ

て
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 

が
で

き
る

 
0
 

0
 

2
 

6
 

3
1
 

-
9
9

4
 

T
he

rm
o
R
e
nd

e
r
を

使
っ

て
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 

が
で

き
る

 
1
3
 

2
0
 

4
 

1
 

1
 

5
5
 

5
 

熱
環

境
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
住

宅
設

計
に

ど
の

よ

う
に

活
か

す
の

か
が

わ
か

る
 

1
 

7
 

8
 

1
3
 

1
0
 

-
3
3

5
 

熱
環

境
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
住

宅
設

計
に

ど
の

よ

う
に

活
か

す
の

か
が

わ
か

る
 

8
 

2
1
 

7
 

3
 

0
 

4
2
 

6
 

 
 

 
 

 
 

 
6
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

 
-
2
4
6
 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 評
価

合
計

  
2
9
3
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

・
サ

ー
モ

レ
ン

ダ
ー

を
使

っ
て

敷
地

の
熱

環
境

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

が
で

き
る

事
を

全
く
知

ら
な

か
っ

た
。

建
物

の
材

料
の

違
い

や
方

位
が

変
わ

っ
て

い
る

と
建

物
に

対
し

て
熱

の
伝

わ
り
が

全
然

違
う

と
改

め
て

感
じ

た
。

 

・
今

ま
で

は
た

だ
建

物
や

住
宅

を
設

計
し

て
い

た
だ

け
だ

っ
た

が
、

熱
や

太
陽

に
つ

い
て

可
視

化
す

る
こ

と
で

見
え

る
影

響
や

外
部

空
間

と
の

関
連

を
考

え
ら

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
た

。
 

・
サ

ー
モ

レ
ン

ダ
ー

は
簡

単
に

で
き

て
よ

い
と

思
う

け
ど

、
風

な
ど

も
っ

と
考

え
て

く
れ

た
ら

よ
り
リ
ア

ル
だ

と
思

っ
た

。
 

・
サ

ー
モ

レ
ン

ダ
ー

を
初

め
て

つ
か

い
、

表
面

温
度

、
敷

地
温

度
が

わ
か

る
の

は
と

て
も

便
利

だ
と

思
っ

た
。

せ
っ

か
く
覚

え
た

の
に

専
用

の
ソ

フ
ト
が

な
い

と
使

え
な

い
の

が
残

念
。

 

・
ベ

ク
タ

ー
で

サ
ー

モ
レ

ン
ダ

ー
が

で
き

る
事

を
知

っ
た

が
、

自
分

の
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

た
も

の
と

は
違

っ
た

の
で

、
設

計
に

は
使

わ
な

い
と

思
う

。
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■
平

成
2
8

年
度

 文
部

科
学

省
委

託
事

業
 社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト 

建
設

IT
 
 

実
証

講
座

 
受

講
生

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

[Ｂ
ＩＭ

] 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】 

 
 

 

 ●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実

施
 

 平
成

2
9

年
1
2

月
1
3

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
） 

氏
名

 
 
 
 
 
 
受

講
者

数
 

 
3
3

名
 

 
 

 
  

 
 

 
 

男
 

2
9

名
 、

女
 

4
名

（
2
0

代
）
 

 年
齢

 
 

2
0

代
（3

3
名

）
 
 

 

 
●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
 

 
 

 

在
学

中
 

 所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

 職
 
 
 
種

 
 

学
生

（3
3

名
） 

＊
留

意
事

項
・ 

本
ア

ン
ケ

ー
トは

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。
 

 

●
 
実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 

 
 

 
 
や

や
 

 
  

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

●
 実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

1
 

熱
環

境
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

と
目

的
を

理
解

し
て

い
る

 
1
 

2
4
 

6
 

1
 

1
 

2
3
 

1
 

熱
環

境
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

と
目

的
を

理
解

し
て

い
る

 
9
 

2
0
 

2
 

0
 

0
 

4
7
 

2
 

T
he

rm
o
R
e
nd

e
r(

サ
ー

モ
レ

ン
ダ

ー
)上

で
 

モ
デ

リ
ン

グ
が

で
き

る
 

1
 

1
4
 

1
4
 

3
 

1
 

1
1
 

2
 

T
he

rm
o
R
e
nd

e
r(

サ
ー

モ
レ

ン
ダ

ー
)上

で
 

モ
デ

リ
ン

グ
が

で
き

る
 

8
 

2
1
 

1
 

1
 

0
 

4
4
 

3
 

T
he

rm
o
R
e
nd

e
r
で

は
単

純
化

し
た

形
態

が
 

扱
い

や
す

い
こ

と
を

わ
か

っ
て

い
る

 
1
 

1
3
 

1
2
 

6
 

1
 

7
 

3
 

T
he

rm
o
R
e
nd

e
r
で

は
単

純
化

し
た

形
態

が
 

扱
い

や
す

い
こ

と
を

わ
か

っ
て

い
る

 
1
2
 

1
6
 

3
 

0
 

0
 

5
2
 

4
 

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

の
結

果
を

ど
の

よ
う

に
 

比
較

す
る

の
か

を
理

解
し

て
い

る
 

0
 

5
 

1
6
 

9
 

3
 

-
1
3

4
 

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

の
結

果
を

ど
の

よ
う

に
 

比
較

す
る

の
か

を
理

解
し

て
い

る
 

3
 

2
4
 

4
 

0
 

0
 

3
3
 

5
 

熱
環

境
の

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
住

宅
設

計
に

 

活
か

す
考

え
方

が
わ

か
っ

て
い

る
 

0
 

5
 

1
6
 

9
 

3
 

-
1
3

5
 

熱
環

境
の

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
住

宅
設

計
に

 

活
か

す
考

え
方

が
わ

か
っ

て
い

る
 

3
 

2
4
 

4
 

0
 

0
 

3
3
 

6
 

 
 

 
 

 
 

 
6
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

 
1
5
 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 評
価

合
計

  
2
0
9
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

 
・
結

果
が

で
る

と
面

白
い

し
、

サ
ー

モ
レ

ン
ダ

ー
を

使
っ

て
初

め
て

わ
か

る
情

報
も

多
く
て

た
め

に
な

る
。

 

 
・
前

回
と

は
違

い
ま

た
新

た
な

こ
と

を
知

り
、

と
て

も
面

白
く
、

建
物

の
温

度
変

化
を

色
で

見
る

こ
と

が
出

来
る

の
で

す
ご

く
わ

か
り
や

す
か

っ
た

。
今

後
の

設
計

に
活

か
し

た
い

 

 
・
サ

ー
モ

レ
ン

ダ
ー

を
使

用
す

る
こ

と
で

思
い

描
い

て
い

た
イ

メ
ー

ジ
と

は
違

う
結

果
が

見
ら

れ
た

。
 

・
角

度
や

配
置

を
決

め
る

の
に

サ
ー

モ
レ

ン
ダ

ー
は

有
力

な
資

料
に

な
る

と
思

う
。

 

 
・
普

通
に

モ
デ

リ
ン

グ
す

る
た

め
だ

け
に

ベ
ク

タ
ー

を
使

う
分

に
は

使
い

や
す

い
が

、
サ

ー
モ

レ
ン

ダ
ー

を
目

的
と

す
る

と
、

複
雑

な
形

状
だ

と
難

し
い

し
、

い
つ

も
と

違
く
大

変
だ

っ
た
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■
平

成
2
8

年
度

 文
部

科
学

省
委

託
事

業
 社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト 

建
設

IT
 
 

実
証

講
座

 
受

講
生

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

[Ｂ
ＩＭ

] 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】 

 
 

 

 ●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実

施
 

 平
成

2
9

年
1
2

月
2
0

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
） 

氏
名

 
 
 
 
 
 
受

講
者

数
 

 
3
5

名
 

 
 

 
  

 
 

 
 

男
 

3
0

名
 、

女
 

5
名

（
2
0

代
）
 

 年
齢

 
 

2
0

代
（3

5
名

）
 
 

 

 
●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
 

 
 

 

在
学

中
 

 所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

 職
 
 
 
種

 
 

学
生

（3
5

名
） 

＊
留

意
事

項
・ 

本
ア

ン
ケ

ー
トは

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。
 

 

●
 
実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 

 
 

 
 
や

や
 

 
  

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

●
 実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

1
 

Ｂ
ＩＭ

デ
ー

タ
を

使
っ

て
熱

環
境

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

が
で

き
る

事
を

知
っ

て
い

る
 

3
 

1
5
 

1
0
 

7
 

1
 

1
4
 

1
 

Ｂ
ＩＭ

デ
ー

タ
を

使
っ

て
熱

環
境

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

が
で

き
る

事
を

知
っ

て
い

る
 

1
6
 

1
8
 

1
 

0
 

0
 

6
6
 

2
 

ＩＮ
Ｓ

ＩＧ
Ｈ

Ｔ
 
3
6
0
（イ

ン
サ

イ
ト 

3
6
0
）
 

と
は

何
か

知
っ

て
い

る
 

0
 

0
 

7
 

5
 

2
3
 

-
7
4

2
 

ＩＮ
Ｓ

ＩＧ
Ｈ

Ｔ
 
3
6
0
（イ

ン
サ

イ
ト 

3
6
0
）
 

と
は

何
か

知
っ

て
い

る
 

6
 

2
5
 

3
 

1
 

0
 

4
2
 

3
 

ＩＮ
Ｓ

ＩＧ
Ｈ

Ｔ
 
3
6
0

で
で

き
る

内
容

と
操

作
が

 

わ
か

っ
て

い
る

 
0
 

0
 

5
 

6
 

2
4
 

-
7
8

3
 

ＩＮ
Ｓ

ＩＧ
Ｈ

Ｔ
 
3
6
0

で
で

き
る

内
容

と
操

作
が

 

わ
か

っ
て

い
る

 
5
 

2
2
 

7
 

1
 

0
 

3
6
 

4
 

ＩＮ
Ｓ

ＩＧ
Ｈ

Ｔ
 
3
6
0

を
使

っ
て

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

が
 

で
き

る
 

0
 

0
 

5
 

5
 

2
5
 

-
8
0

4
 

ＩＮ
Ｓ

ＩＧ
Ｈ

Ｔ
 
3
6
0

を
使

っ
て

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

が
 

で
き

る
 

4
 

2
3
 

6
 

2
 

0
 

3
3
 

5
 

熱
環

境
の

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
住

宅
設

計
に

 

ど
の

よ
う
に

活
か

す
の

か
が

分
か

る
 

3
 

1
0
 

1
3
 

7
 

2
 

0
 

5
 

熱
環

境
の

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
住

宅
設

計
に

 

ど
の

よ
う
に

活
か

す
の

か
が

分
か

る
 

7
 

2
1
 

7
 

0
 

0
 

4
2
 

6
 

 
 

 
 

 
 

 
6
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

 
-
2
1
8
 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 評
価

合
計

  
2
1
9
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

 
 
・
Ｒ

ｒｖ
ｉｔ
で

の
熱

環
境

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
用

い
る

方
が

、
ベ

ク
タ

ー
で

熱
環

境
を

用
い

る
よ

り
も

楽
で

使
い

勝
手

が
良

い
よ

う
に

感
じ

た
。

 

 
 
・サ

ー
モ

レ
ン

ダ
ー

よ
り
も

高
精

度
の

熱
環

境
デ

ー
タ

を
解

析
で

き
る

と
感

じ
た

。
 

 
 
・
解

析
を

し
て

い
る

間
、

ほ
か

の
作

業
が

で
き

て
便

利
だ

と
思

っ
た

。
 

・
ベ

ク
タ

ー
の

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

よ
り
も

質
が

高
く
、

パ
ー

ス
の

歓
声

が
早

い
。

 

・
ス

ピ
ー

ド
が

速
く
て

つ
い

て
い

く
の

が
大

変
だ

っ
た

 

・
ベ

ク
タ

ー
と

違
っ

て
操

作
が

難
し

く
表

記
が

英
語

な
の

で
、

個
人

的
に

使
い

づ
ら

い
と

感
じ

た
。

 

像
が

出
く

ま
時

が
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■
平

成
2
9

年
度

 文
部

科
学

省
委

託
事

業
 社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト 

建
設

IT
 
実

証
講

座
 

受
講

生
ア

ン
ケ

ー
ト 

 
  

 B
IM

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
【日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】 

 
 

 

 ●
 回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実

施
 

 平
成

3
0

年
1

月
1
0

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
） 

氏
名

 
 
 
 
 
 
受

講
者

数
 

 
3
9

名
 

 
 

 
  

 
 

 
 

男
 

3
3

名
 ・

 女
 

6
名

（2
0

代
）
 

年
齢

 
 

2
0

代
（3

9
名

） 
・ 

3
0

代
（0

名
）
 

・ 
4
0

代
（0

名
） 

・
 

5
0

代
（0

名
） 

・
 

6
0

代
（0

名
） 

 

資
格

 
 

建
築

施
工

管
理

技
士

（0
名

）・
土

木
施

工
管

理
技

士
（0

名
）
・
建

設
機

械
施

工
技

師
（0

名
）・

 

玉
掛

技
能

講
習

（0
名

）・
車

両
系

建
設

機
械

運
転

技
能

者
（
0

名
）・

建
築

士
（
0

名
）・

測
量

士
（0

名
） 

 
●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
 

 
 

在
学

中
 

 所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

 職
 
 
 
種

 
 

学
生

（3
9

名
） 

 

＊
留

意
事

項
・ 

本
ア

ン
ケ

ー
トは

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。
 

 

●
 実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

  
  

 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

 
 

 
 

 
や

や
 

 
  

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

●
 実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

1
 

B
IM

デ
ー

タ
を

使
っ

て
熱

環
境

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 

が
で

き
る

こ
と

を
知

っ
て

い
る

 
1
1
 

1
3
 

7
 

1
 

1
 

4
8

1
 

B
IM

デ
ー

タ
を

使
っ

て
熱

環
境

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 

が
で

き
る

こ
と

を
知

っ
て

い
る

 
1
7
 

1
9
 

2
 

0
 

0
 

 
7
0

2
 

T
he

rm
o
R
e
nd

e
r
で

で
き

る
内

容
と

操
作

が
 

わ
か

っ
て

い
る

 
1
 

2
3
 

1
2
 

2
 

1
 

2
1

2
 

T
he

rm
o
R
e
nd

e
r
で

で
き

る
内

容
と

操
作

が
 

わ
か

っ
て

い
る

 
1
0
 

2
3
 

5
 

0
 

0
 

5
3

3
 

IN
S
IG

H
T
3
6
0

で
で

き
る

内
容

と
操

作
が

 

わ
か

っ
て

い
る

 
0
 

1
3
 

1
8
 

5
 

3
 

-
1

3
 

IN
S
IG

H
T
3
6
0

で
で

き
る

内
容

と
操

作
が

 
わ

か
っ

て
い

る
 

7
 

2
1
 

9
 

1
 

0
 

4
1

4
 

T
he

rm
o
R
e
nd

e
r
ま

た
は

IN
S
IG

H
T
3
6
0

を
使

っ
て

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

が
で

き
る

 
0
 

1
2
 

2
0
 

4
 

3
 

-
1

4
 

T
he

rm
o
R
e
nd

e
r
ま

た
は

IN
S
IG

H
T
3
6
0

を
使

っ
て

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

が
で

き
る

 
7
 

2
3
 

6
 

2
 

0
 

 
4
2

5
 

熱
環

境
の

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
 

住
宅

設
計

に
ど

の
よ

う
に

活
か

す
の

か
が

わ
か

る
 

2
 

2
1
 

1
2
 

3
 

1
 

2
1

5
 

熱
環

境
の

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
 

住
宅

設
計

に
ど

の
よ

う
に

活
か

す
の

か
が

わ
か

る
 

1
1
 

2
3
 

3
 

1
 

0
 

 
5
5

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

 
 
8
8
 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

  
 2

6
1
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

・
熱

環
境

や
T
he

rm
o
R
e
nd

e
r

の
操

作
が

少
し

慣
れ

て
き

た
。

設
計

に
も

っ
と

活

か
せ

る
よ

う
に

頑
張

っ
て

い
き

た
い

。
 

・
今

回
の

授
業

で
建

物
と

コ
ン

セ
プ

ト
が

決
ま

っ
た

の
で

、
発

表
ま

で
に

し
っ

か
り
と

仕
上

げ
ら

れ
る

よ
う

に
頑

張
り
ま

す
。

 

・
熱

環
境

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
活

用
す

る
設

計
を

学
習

し
た

。
 

・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

の
重

要
性

が
わ

か
り
ま

し
た

。
 

・
R
e
v
it

を
使

っ
た

IN
S
IG

H
T
3
6
0

は
操

作
は

難
し

い
が

、
得

ら
れ

る
情

報
は

良
い

。
 

・
改

め
て

T
he

rm
o
R
e
nd

e
r
を

使
っ

て
楽

し
か

っ
た

。
 

・
T
he

rm
o
R
e
nd

e
r

の
結

果
よ

り
、

図
面

の
作

成
を

す
る

こ
と

や
配

置
計

画
を

す
る

こ
と

の
重

要

性
が

少
し

ず
つ

分
か

っ
て

き
た

。
そ

れ
ぞ

れ
が

分
担

し
、

進
め

て
い

け
た

ら
良

い
と

思
う

。
・
少

し
ず

つ
完

成
に

向
か

っ
て

進
ん

で
い

る
。

完
成

が
楽

し
み

だ
。

 

・
B
IM

と
ベ

ク
タ

ー
は

ほ
ぼ

同
じ

使
い

方
が

で
き

、
細

か
な

所
ま

で
で

き
る

事
が

分
か

っ
た

。
 

・
ベ

ク
タ

ー
、

R
e
v
it

と
も

に
新

し
い

機
能

を
も

っ
と

し
っ

か
り
と

学
び

た
い

。
 

 
・
熱

環
境

は
住

宅
を

考
え

る
上

で
欠

か
す

こ
と

の
で

き
な

い
こ

と
で

あ
る

が
、

今
ま

で
使

用
し

活
か

す
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

の
で

、
も

っ
と

早
く
か

ら
使

っ
て

み
た

か
っ

た
。

 

 
・
次

回
提

出
す

る
課

題
の

作
業

を
行

っ
た

。
間

に
合

う
か

心
配

。
 

・
プ

レ
ゼ

ン
で

使
用

で
き

る
T
he

rm
o
R
e
nd

e
r
の

画
像

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
た

。
し

か
し

、
思

う
よ

う
に

操
作

で
き

な
い

と
こ

ろ
も

あ
っ

た
。

 

 
・
設

計
に

対
す

る
作

業
時

間
が

少
な

い
。

テ
ー

マ
で

あ
る

バ
イ

オ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
な

住
宅

を
考

え
る

に
あ

た
り
必

要
な

情
報

が
多

い
の

で
ま

と
め

る
時

間
が

欲
し

い
。

 

オ
ク

ク
な

住
宅

と
も

難
な

と
感

た
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■
平

成
2
9

年
度

 文
部

科
学

省
委

託
事

業
 社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト 

建
設

IT
 
実

証
講

座
 

受
講

生
ア

ン
ケ

ー
ト 

 
  

 B
IM

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
【日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】 

 
 

 

 ●
 回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実

施
 

 平
成

3
0

年
1

月
1
7

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
） 

氏
名

 
 
 
 
 
 
受

講
者

数
 

 
3
7

名
 

 
 

 
  

 
 

 
 

男
 

3
2

名
 
・
 
女

 
5

名
（
2
0

代
）
 

年
齢

 
 

2
0

代
（3

7
名

） 
・ 

3
0

代
（0

名
） 

・ 
4
0

代
（0

名
） 

・ 
5
0

代
（
0

名
）
 

・ 
6
0

代
（0

名
） 

 

資
格

 
 

建
築

施
工

管
理

技
士

（0
名

）・
土

木
施

工
管

理
技

士
（
0

名
）・

建
設

機
械

施
工

技
師

（0
名

）・
 

玉
掛

技
能

講
習

（0
名

）・
車

両
系

建
設

機
械

運
転

技
能

者
（0

名
）
・
建

築
士

（0
名

）
・測

量
士

（0
名

） 

 
●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
 

 
 

在
学

中
 

 所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

 職
 
 
 
種

 
 

学
生

（3
7

名
） 

 

＊
留

意
事

項
・ 

本
ア

ン
ケ

ー
トは

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。
 

 

●
 実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 
 

 
 

 
 

 
や

や
 

 
  

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

●
 実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

1
 

B
IM

デ
ー

タ
を

使
っ

て
熱

環
境

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 
が

で
き

る
こ

と
を

知
っ

て
い

る
 

9
 

1
7
 

1
0
 

1
 

0
 

4
3

1
 

B
IM

デ
ー

タ
を

使
っ

て
熱

環
境

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 
が

で
き

る
こ

と
を

知
っ

て
い

る
 

1
4
 

2
0
 

2
 

0
 

0
 

 
6
2

2
 

T
he

rm
o
R
e
nd

e
r
で

で
き

る
内

容
と

操
作

が
 

わ
か

っ
て

い
る

 
6
 

1
8
 

1
2
 

1
 

0
 

3
5

2
 

T
he

rm
o
R
e
nd

e
r
で

で
き

る
内

容
と

操
作

が
 

わ
か

っ
て

い
る

 
1
1
 

2
1
 

4
 

0
 

0
 

5
4

3
 

IN
S
IG

H
T
3
6
0

で
で

き
る

内
容

と
操

作
が

 
わ

か
っ

て
い

る
 

5
 

1
5
 

1
4
 

3
 

0
 

2
7

3
 

IN
S
IG

H
T
3
6
0

で
で

き
る

内
容

と
操

作
が

 
わ

か
っ

て
い

る
 

1
1
 

1
8
 

6
 

1
 

0
 

5
0

4
 

T
he

rm
o
R
e
nd

e
r
ま

た
は

IN
S
IG

H
T
3
6
0

を
使

っ
て

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

が
で

き
る

 
5
 

1
5
 

1
5
 

2
 

0
 

2
8

4
 

T
he

rm
o
R
e
nd

e
r
ま

た
は

IN
S
IG

H
T
3
6
0

を
使

っ
て

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

が
で

き
る

 
1
0
 

1
9
 

6
 

1
 

0
 

 
4
8

5
 

熱
環

境
の

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
 

住
宅

設
計

に
ど

の
よ

う
に

活
か

す
の

か
が

わ
か

る
 

6
 

1
8
 

1
2
 

1
 

0
 

3
5

5
 

熱
環

境
の

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
 

住
宅

設
計

に
ど

の
よ

う
に

活
か

す
の

か
が

わ
か

る
 

1
1
 

2
2
 

3
 

0
 

0
 

 
5
5

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

 
 
1
6
8
 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

  
 2

6
9
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

・
今

回
の

講
座

に
よ

り
熱

環
境

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
使

用
し

設
計

に
利

用
で

き

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

 

・
グ

ル
ー

プ
で

役
割

分
担

し
て

よ
く
進

め
ら

れ
た

か
な

と
思

い
ま

す
。

と
て

も
い

い
も

の
が

で
き

た
な

と
思

い
ま

す
。

 

・
T
he

rm
o
R
e
nd

e
r
に

か
か

る
時

間
が

あ
ま

り
か

か
ら

な
い

こ
と

を
知

っ
た

。
 

・
5

週
を

通
し

て
だ

い
ぶ

環
境

に
つ

い
て

詳
し

く
な

っ
た

と
思

う
。

 

・
今

回
、

提
出

前
に

こ
の

よ
う

な
作

業
時

間
を

授
業

時
間

中
に

と
っ

て
あ

る
の

は
と

て
も

助
か

り

ま
し

た
。

こ
れ

か
ら

も
こ

の
よ

う
な

時
間

が
あ

る
と

と
て

も
良

い
と

思
い

ま
す

。
 

・
シ

ュ
ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
あ

る
か

な
い

か
で

説
得

力
が

大
き

く
変

わ
っ

て
き

た
。

・
 

・
こ

れ
か

ら
の

課
題

に
活

か
せ

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

い
い

と
思

う
。

 

・
良

い
感

じ
に

仕
上

が
っ

て
き

ま
し

た
。

明
日

は
良

い
発

表
に

な
る

と
い

い
。

 

・
今

ま
で

の
デ

ー
タ

を
も

と
に

プ
レ

ゼ
ン

内
容

を
ま

と
め

ま
し

た
。

た
く
さ

ん
の

こ
と

を
時

間
内

に
発

表
で

き
る

よ
う

に
簡

潔
に

す
る

こ
と

が
大

変
で

し
た

。
 

 
・
今

回
は

グ
ル

ー
プ

作
業

と
い

う
こ

と
で

み
ん

な
の

食
い

違
い

が
発

生
し

た
り
、

大
変

な
こ

と
が

た
く

さ
ん

あ
り
ま

し
た

が
、

最
後

に
は

み
ん

な
ま

と
ま

る
こ

と
が

で
き

た
の

で
良

か
っ

た
で

す
。

 

 
・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

は
大

変
。

 

・
作

業
時

間
が

も
う

少
し

欲
し

か
っ

た
。

 

 
・
グ

ル
ー

プ
は

と
て

も
難

し
い

と
思

っ
た

。
も

っ
と

早
く
か

ら
ち

ゃ
ん

と
や

っ
て

お
け

ば
良

か
っ

た
。

 

 
・
デ

ー
タ

の
最

後
の

仕
上

げ
が

難
し

か
っ

た
。

 

 
・
サ

ー
モ

レ
ン

ダ
ー

は
今

回
使

わ
な

い
が

、
ま

た
他

の
課

題
で

使
っ

て
み

た
い

と
思

う
。

 

環
境

も
と

く
考

設
計

を
く

き
た

と
た
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■
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 
社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト 

建
設

IT
 
実

証
講

座
 

受
講

生
ア

ン
ケ

ー
ト 

 
設

計
製

図
～

ﾊ
ﾞｲ

ｵ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
～

 
【日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】 

 
 

 ●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実

施
 

 平
成

2
9

年
1
1

月
3
0

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
） 

氏
名

 
 
 
 
 
 
受

講
者

数
 

 
4
0

名
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

男
 

3
4

名
 
・
 女

 
6

名
（
2
0

代
）
 

年
齢

 
 

2
0

代
（4

0
名

） 
・ 

3
0

代
（0

名
） 

・ 
4
0

代
（
0

名
） 

・ 
5
0

代
（
0

名
）
 

・
 

6
0

代
（0

名
） 

 

資
格

 
 

建
築

施
工

管
理

技
士

（0
名

）
・土

木
施

工
管

理
技

士
（0

名
）
・建

設
機

械
施

工
技

師
（0

名
）・

 

玉
掛

技
能

講
習

（
0

名
）・

車
両

系
建

設
機

械
運

転
技

能
者

（0
名

）・
建

築
士

（0
名

）・
測

量
士

（0
名

） 

 
●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
 

 
 

在
学

中
 

 所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

 職
 
 
 
種

 
 

学
生

（4
0

名
） 

 

＊
留

意
事

項
・ 

本
ア

ン
ケ

ー
トは

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。
 

 

●
 
実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

  
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
 

 
 

 
 
や

や
 

 
  

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

●
 実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

1
 

実
証

講
座

が
ど

ん
な

内
容

な
の

か
 

興
味

が
あ

る
 

1
4
 

1
7
 

9
 

0
 

0
 

1
2

1
 

実
証

講
座

が
ど

ん
な

内
容

な
の

か
 

興
味

が
あ

る
 

1
7
 

1
7
 

6
 

0
 

0
 

6
8

2
 

環
境

工
学

の
知

識
を

 

持
っ

て
い

る
 

0
 

1
 

1
6
 

1
1
 

1
2
 

 2
0

2
 

環
境

工
学

の
知

識
を

 

持
っ

て
い

る
 

0
 

3
 

1
9
 

1
2
 

6
 

-
2
7

3
 

B
IM

を
使

う
技

術
(ス

キ
ル

)を
 

持
っ

て
い

る
 

0
 

9
 

1
1
 

1
6
 

4
 

 
 
8
 

3
 

B
IM

を
使

う
技

術
(ス

キ
ル

)を
 

持
っ

て
い

る
 

0
 

1
0
 

1
2
 

1
4
 

4
 

-
1
6

4
 

設
計

製
図

の
課

題
を

仕
上

げ
る

 

能
力

が
あ

る
 

0
 

1
2
 

1
7
 

9
 

2
 

-
5
 

4
 

設
計

製
図

の
課

題
を

仕
上

げ
る

 

能
力

が
あ

る
 

0
 

1
3
 

1
4
 

1
1
 

2
 

 
-
4

5
 

グ
ル

ー
プ

作
業

に
積

極
的

に
 

参
加

し
た

い
 

1
6
 

1
2
 

8
 

3
 

1
 

-
9
 

5
 

グ
ル

ー
プ

作
業

に
積

極
的

に
 

参
加

し
た

い
 

2
3
 

1
3
 

3
 

1
 

0
 

 
8
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
評

価
合

計
  

2
6
 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

  
 1

0
2
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

・
一

度
提

出
ま

で
取

り
組

ん
だ

課
題

を
も

う
一

度
グ

ル
ー

プ
で

取
り
組

み
直

す
の

は
、

と
て

も
意

味
が

あ
る

こ
と

だ
と

思
う

し
、

よ
り
良

い
も

の
を

つ
く
れ

る
と

思
っ

た
。

 

・
グ

ル
ー

プ
分

け
に

て
今

後
自

分
が

何
を

し
て

い
く
の

か
が

明
確

に
な

り
ま

し
た

。
 

・
環

境
に

つ
い

て
グ

ル
ー

プ
で

考
え

て
み

て
と

て
も

楽
し

そ
う

だ
と

思
っ

た
。

グ
ル

ー

プ
で

し
っ

か
り
や

っ
て

良
い

物
を

作
っ

て
い

き
た

い
。

 

・
課

題
続

き
で

ハ
ー

ド
だ

け
ど

が
ん

ば
っ

て
い

き
た

い
。

 
 

 
・
み

ん
な

の
作

品
を

見
て

、
よ

く
ま

と
ま

っ
て

い
た

し
、

自
分

で
は

気
付

か
な

か
っ

た
こ

と
な

ど
の

発
見

が
で

き
て

よ
か

っ
た

。
 

 
・
み

ん
な

の
作

品
の

良
い

所
を

見
つ

け
て

い
く
の

が
楽

し
か

っ
た

。
 

 
・
水

曜
の

環
境

工
学

の
授

業
を

受
け

て
環

境
に

配
慮

し
た

建
築

を
し

た
い

と
思

っ
た

。
 

 
・
環

境
工

学
に

つ
い

て
も

っ
と

本
を

読
ん

だ
り
調

べ
な

い
と

い
け

な
い

な
と

思
い

ま
し

た
。

 

 
・
建

物
を

取
り
巻

く
環

境
を

よ
り
一

層
深

く
考

え
、

1
人

で
考

え
た

も
の

よ
り
も

質
を

上
げ

た
も

の
を

提
案

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

 
・
テ

ー
マ

に
つ

い
て

は
と

て
も

お
も

し
ろ

そ
う

だ
と

思
っ

た
が

チ
ー

ム
に

能
動

的
な

人
が

い
な

く
、

提

出
で

き
る

の
か

が
不

安
だ

。
 

 
・
同

じ
敷

地
で

ほ
と

ん
ど

同
じ

条
件

な
の

で
、

あ
ま

り
積

極
的

に
は

な
れ

な
い

。
 

 
・
班

員
が

、
ど

の
よ

う
な

も
の

を
考

え
て

、
得

意
な

の
か

も
把

握
で

き
て

い
な

い
の

で
こ

れ
か

ら
ど

の

よ
う

に
動

い
て

い
け

ば
い

い
か

効
率

を
良

く
し

て
い

き
た

い
。

 

 
・
密

度
の

高
そ

う
な

グ
ル

ー
プ

設
計

な
の

で
少

し
心

配
だ

け
れ

ど
も

、
い

い
も

の
が

で
き

れ
ば

い
い

な
と

は
思

う
。
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■
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

の
中

核
的

専
門

人
材

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト 
建

設
IT

 
実

証
講

座
 

受
講

生
ア

ン
ケ

ー
ト 

 
設

計
製

図
～

ﾊ
ﾞｲ

ｵ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
～

 
【日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】 

 
 

 ●
 回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実

施
 

 平
成

2
9

年
1
2

月
7

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
） 

氏
名

 
 
 
 
 
 
受

講
者

数
 

 
3
9

名
 

 
 

 
  

 
 

 
 

男
 

3
4

名
 ・

 女
 

5
名

（2
0

代
）
 

年
齢

 
 

2
0

代
（3

9
名

） 
・ 

3
0

代
（0

名
）
 

・ 
4
0

代
（0

名
） 

・
 

5
0

代
（0

名
） 

・
 

6
0

代
（0

名
） 

 

資
格

 
 

建
築

施
工

管
理

技
士

（0
名

）・
土

木
施

工
管

理
技

士
（0

名
）
・
建

設
機

械
施

工
技

師
（0

名
）・

 

玉
掛

技
能

講
習

（0
名

）・
車

両
系

建
設

機
械

運
転

技
能

者
（
0

名
）・

建
築

士
（
0

名
）・

測
量

士
（0

名
） 

 
●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
 

 
 

在
学

中
 

 所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

 職
 
 
 
種

 
 

学
生

（3
9

名
） 

 

＊
留

意
事

項
・ 

本
ア

ン
ケ

ー
トは

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。
 

 

●
 実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

  
  

 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

 
 

 
 

 
や

や
 

 
  

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

●
 実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

1
 

配
置

計
画

と
住

宅
の

快
適

性
は

 

関
連

し
て

い
る

 
1
5
 

1
4
 

7
 

2
 

1
 

5
4

1
 

配
置

計
画

と
住

宅
の

快
適

性
は

 

関
連

し
て

い
る

 
2
4
 

1
3
 

1
 

0
 

0
 

8
5

2
 

配
置

を
考

え
る

こ
と

は
 

住
宅

設
計

の
重

要
な

ポ
イ

ン
ト
の

ひ
と

つ
で

あ
る

 
1
6
 

1
8
 

3
 

1
 

1
 

 6
2

2
 

配
置

を
考

え
る

こ
と

は
 

住
宅

設
計

の
重

要
な

ポ
イ

ン
トの

ひ
と

つ
で

あ
る

 
2
9
 

8
 

1
 

0
 

0
 

9
5

3
 

住
宅

設
計

の
作

法
は

役
に

立
つ

 
9
 

1
6
 

1
1
 

2
 

1
 

3
8

3
 

住
宅

設
計

の
作

法
は

役
に

立
つ

 
2
2
 

1
4
 

2
 

0
 

0
 

8
0

4
 

グ
ル

ー
プ

案
を

１
案

に
し

ぼ
り
込

む
の

は
 

た
い

へ
ん

だ
 

2
0
 

1
2
 

6
 

0
 

1
 

6
9

4
 

グ
ル

ー
プ

案
を

１
案

に
し

ぼ
り
込

む
の

は
 

た
い

へ
ん

だ
 

3
0
 

8
 

0
 

0
 

0
 

 
9
8

5
 

グ
ル

ー
プ

作
業

は
お

も
し

ろ
い

 
5
 

1
0
 

1
7
 

3
 

4
 

1
0

5
 

グ
ル

ー
プ

作
業

は
お

も
し

ろ
い

 
2
7
 

1
1
 

4
 

3
 

3
 

 
8
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

 
 
2
3
3
 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

  
 4

3
8
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

・
今

ま
で

、
グ

ル
ー

プ
課

題
を

い
く
つ

か
や

っ
て

き
ま

し
た

が
、

み
ん

な
で

一
つ

の
建

物
を

設
計

す
る

と
い

う
形

は
な

か
っ

た
の

で
、

こ
ん

な
に

大
変

だ
と

い
う

の
を

初
め

て
知

り
ま

し
た

。
 

・
住

宅
を

建
て

る
上

で
確

か
に

住
宅

の
プ

ラ
ン

も
大

事
だ

が
、

外
部

の
プ

ラ
ン

も
大

事
だ

と
い

う
こ

と
を

あ
ら

た
め

て
感

じ
た

。
 

・一
つ

の
環

境
に

配
慮

し
て

も
、

色
々

な
考

え
が

あ
っ

て
面

白
い

と
思

っ
た

。
 

 
・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
取

り
組

む
こ

と
で

エ
ス

キ
ス

段
階

か
ら

多
く
の

ア
イ

デ
ア

が
出

て
非

常
に

多

く
の

選
択

肢
の

中
か

ら
最

良
の

も
の

を
つ

く
れ

る
メ

リ
ッ

ト
を

感
じ

た
。

 

 
・
と

て
も

良
い

グ
ル

ー
プ

活
動

が
出

来
た

。
こ

れ
か

ら
も

っ
と

話
し

合
っ

て
住

宅
の

案
を

一
つ

に

決
め

て
い

き
た

い
と

思
っ

た
。

 

 
・
５

人
グ

ル
ー

プ
な

の
で

や
は

り
５

人
色

々
の

考
え

方
が

あ
る

の
で

と
て

も
一

つ
に

ま
と

め
る

の
は

大
変

だ
と

思
う

。
 

 
・
み

ん
な

で
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

し
意

見
を

出
し

合
う

こ
と

は
大

事
だ

と
感

じ
た

。
 

 
・
グ

ル
ー

プ
内

で
意

見
が

全
く
出

て
こ

ず
、

一
つ

に
ま

と
め

る
作

業
は

困
難

を
極

め
る

と
思

う
。

 

 
・
グ

ル
ー

プ
作

業
は

自
分

の
考

え
つ

か
な

い
事

や
盲

点
の

時
な

ど
気

づ
か

な
か

っ
た

所
が

わ
か

る

な
ど

の
メ

リ
ッ

トも
あ

る
が

、
そ

れ
ぞ

れ
の

個
性

な
考

え
を

う
ま

く
取

り
入

れ
る

の
が

と
て

も
難

し
い

。
 

 
・
個

人
の

設
計

と
違

い
、

計
画

を
練

っ
て

も
グ

ル
ー

プ
の

中
で

す
り
あ

わ
せ

て
み

ん
な

で
納

得
の

い

く
計

画
に

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
し

自
分

１
人

の
ミ

ス
や

遅
れ

が
グ

ル
ー

プ
全

体
の

問
題

に
な

る
。

 

 
・
今

回
の

授
業

で
平

面
図

だ
け

で
な

く
断

面
図

が
と

て
も

重
要

だ
と

い
う

こ
と

を
再

認
識

し
た

。
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■
平

成
2
9

年
度

 文
部

科
学

省
委

託
事

業
 社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト 

建
設

IT
 
実

証
講

座
 

受
講

生
ア

ン
ケ

ー
ト
 

 
設

計
製

図
～

ﾊ
ﾞｲ

ｵ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
～

 
【
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】

●
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
実

施
 

 平
成

2
9

年
1
2

月
1
4

日
 

（日
本

工
学

院
八

王
子

専
門

学
校

） 

氏
名

 
 

 
 

 
 

受
講

者
数

 
 

3
8

名
 

 
 

 
  

 
 

 
 

男
 

3
3

名
 ・

 女
 

5
名

（2
0

代
）
 

年
齢

 
 

2
0

代
（3

8
名

） 
・ 

3
0

代
（0

名
） 

・ 
4
0

代
（0

名
） 

・ 
5
0

代
（0

名
） 

・ 
6
0

代
（0

名
） 

 

資
格

 
 

建
築

施
工

管
理

技
士

（0
名

）・
土

木
施

工
管

理
技

士
（0

名
）・

建
設

機
械

施
工

技
師

（0
名

）・
 

玉
掛

技
能

講
習

（0
名

）・
車

両
系

建
設

機
械

運
転

技
能

者
（0

名
）・

建
築

士
（0

名
）・

測
量

士
（0

名
） 

●
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
在

学
中

 

所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

職
 
 
 
種

 
 

学
生

（
3
8

名
）
 

＊
留

意
事

項
・ 

本
ア

ン
ケ

ー
トは

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。

 

●
実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト
 
や

や
 

 
ど

ち
ら

と
も

 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 

 
評

価

●
実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト
 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 

 
評

価

1
 

平
面

計
画

・断
面

計
画

と
住

宅
の

快
適

性
は

 

関
連

し
て

い
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
 

6
 

2
3
 

7
 

1
 

1
 

5
4

1
 

平
面

計
画

・断
面

計
画

と
住

宅
の

快
適

性
は

 

関
連

し
て

い
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
 

1
6
 

1
8
 

2
 

0
 

0
 

6
6

2
 

平
面

・断
面

を
考

え
る

こ
と

は
、

住
宅

設
計

の
 

重
要

な
ポ

イ
ン

トの
ひ

と
つ

で
あ

る
こ

と
を

 

わ
か

っ
て

い
る

 

1
0
 

2
0
 

6
 

1
 

1
 

6
2

2
 

平
面

・断
面

を
考

え
る

こ
と

は
、

住
宅

設
計

の
 

重
要

な
ポ

イ
ン

ト
の

ひ
と

つ
で

あ
る

こ
と

を
 

わ
か

っ
て

い
る

 

1
6
 

1
8
 

2
 

0
 

0
 

6
6

3
 

住
宅

設
計

の
作

法
を

平
面

計
画

・断
面

計
画

に
 

取
り
こ

む
方

法
を

理
解

し
て

い
る

 
1
 

1
1
 

1
9
 

6
 

1
 

3
8

3
 

住
宅

設
計

の
作

法
を

平
面

計
画

・
断

面
計

画
に

 

取
り
こ

む
方

法
を

理
解

し
て

い
る

 
9
 

1
7
 

9
 

1
 

0
 

4
3

4
 

1
 

6
 

2
0
 

6
 

5
 

6
9

4
 

8
 

1
4
 

9
 

3
 

2
 

2
9

5
 

グ
ル

ー
プ

作
業

の
成

果
を

上
げ

る
方

法
が

 

わ
か

っ
て

い
る

 
1
 

4
 

1
8
 

1
0
 

5
 

1
0

5
 

グ
ル

ー
プ

作
業

の
成

果
を

上
げ

る
方

法
が

 

わ
か

っ
て

い
る

 
6
 

1
5
 

1
2
 

1
 

2
 

2
6

評
価

合
計

 
 
2
3
3
 

評
価

合
計

  
 2

3
0
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
良

さ
を

理
解

し
て

ス
タ

デ
ィ

を
積

み
重

ね
た

。
 

・
個

人
で

や
る

よ
り
気

も
使

う
が

個
人

で
や

る
よ

り
案

も
出

る
し

た
く
さ

ん
の

考
え

方

を
知

れ
て

と
て

も
良

い
。
 

・
サ

ー
モ

レ
ン

ダ
ー

で
出

力
し

て
き

た
も

の
を

、
見

合
い

、
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
い

が

ス
ム

ー
ズ

に
進

め
ら

れ
た

。
 

・断
面

計
画

は
と

て
も

重
要

な
要

素
だ

と
感

じ
ま

し
た

。
 

・色
々

な
意

見
を

聞
い

て
一

つ
の

物
を

考
え

る
の

は
面

白
い

。
 

・
平

面
計

画
と

断
面

計
画

か
ら

住
宅

の
快

適
性

で
考

え
、

一
案

に
し

ぼ
り
込

む
の

が
難

し
い

け

れ
ど

精
度

が
上

が
る

。
 

・
住

宅
だ

け
の

断
面

で
は

な
く
て

、
敷

地
全

体
と

し
て

の
断

面
が

あ
れ

ば
も

っ
と

先
に

進
ん

だ
考

え
が

思
い

浮
か

べ
ら

れ
た

と
思

っ
た

。
 

 
・
グ

ル
ー

プ
で

相
談

し
、

案
を

す
す

め
て

い
く
こ

と
が

で
き

た
。

提
出

に
間

に
合

う
よ

う
も

っ
と

相

談
し

よ
り
よ

い
設

計
が

で
き

る
よ

う
に

頑
張

り
た

い
。

 

・
お

互
い

に
言

う
だ

け
で

も
ダ

メ
だ

し
、

気
つ

か
う

の
も

難
し

い
し

、
ほ

ど
よ

く
、

言
い

合
っ

て
う

け
と

め

合
う

環
境

が
出

来
る

と
い

い
と

思
う

。
 

・
疲

れ
た

。
 

・
グ

ル
ー

プ
作

業
は

や
は

り
苦

手
で

一
つ

に
ま

と
め

た
結

果
が

な
ん

と
も

な
ら

な
い

。
 

・
今

回
の

発
表

で
は

１
つ

の
案

(前
の

案
)に

執
着

し
す

ぎ
て

グ
ル

ー
プ

案
で

は
な

い
と

指
摘

さ
れ

た
。

次
回

ま
で

に
は

そ
れ

ぞ
れ

の
案

を
し

っ
か

り
入

れ
て

グ
ル

ー
プ

で
の

案
を

挙
げ

る
よ

う
に

し
た

い
。

 

グ
ル

ー
プ

案
を

１
案

に
し

ぼ
り
込

む
の

 

考
え

方
が

わ
か

っ
て

い
る

 

グ
ル

ー
プ

案
を

１
案

に
し

ぼ
り
込

む
の

 

考
え

方
が

わ
か

っ
て

い
る
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■
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 
社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト 

建
設

IT
 
実

証
講

座
 

受
講

生
ア

ン
ケ

ー
ト 

 
設

計
製

図
～

ﾊ
ﾞｲ

ｵ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
～

 
【日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】 

 
 

●
 回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実

施
 

 平
成

2
9

年
1
2

月
2
1

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
） 

氏
名

 
 
 
 
 
 
受

講
者

数
 

 
3
6

名
 

 
 

 
  

 
 

 
 

男
 

3
0

名
 
・
 
女

 
6

名
（
2
0

代
）
 

年
齢

 
 

2
0

代
（3

6
名

） 
・ 

3
0

代
（0

名
） 

・ 
4
0

代
（0

名
） 

・ 
5
0

代
（
0

名
）
 

・ 
6
0

代
（0

名
） 

 

資
格

 
 

建
築

施
工

管
理

技
士

（0
名

）・
土

木
施

工
管

理
技

士
（
0

名
）・

建
設

機
械

施
工

技
師

（0
名

）・
 

玉
掛

技
能

講
習

（0
名

）・
車

両
系

建
設

機
械

運
転

技
能

者
（0

名
）
・
建

築
士

（0
名

）
・測

量
士

（0
名

） 

 
●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
 

 
 

在
学

中
 

 所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

 職
 
 
 
種

 
 

学
生

（3
6

名
） 

 

＊
留

意
事

項
・ 

本
ア

ン
ケ

ー
トは

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。
 

 

●
 実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 
 

 
 

 
 

 
や

や
 

 
  

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

●
 実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

1
 

住
宅

設
計

で
は

、
周

辺
環

境
と

の
関

係
を

構
築

 

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

こ
と

が
わ

か
っ

て
い

る
 

5
 

2
6
 

5
 

0
 

0
 

4
1

1
 

住
宅

設
計

で
は

、
周

辺
環

境
と

の
関

係
を

構
築

 

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

こ
と

が
わ

か
っ

て
い

る
 

1
3
 

2
2
 

1
 

0
 

0
 

6
1

2
 

中
間

領
域

の
設

計
を

決
定

案
に

反
映

さ
せ

る
 

方
法

を
理

解
し

て
い

る
 

0
 

7
 

2
0
 

5
 

4
 

-
1
0

2
 

中
間

領
域

の
設

計
を

決
定

案
に

反
映

さ
せ

る
 

方
法

を
理

解
し

て
い

る
 

5
 

2
5
 

5
 

1
 

0
 

3
9

3
 

温
熱

環
境

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
決

定
案

に
 

と
り
込

む
考

え
方

が
わ

か
っ

て
い

る
 

0
 

1
1
 

1
9
 

4
 

2
 

1
3
 

温
熱

環
境

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
決

定
案

に
 

と
り
込

む
考

え
方

が
わ

か
っ

て
い

る
 

7
 

2
1
 

6
 

2
 

0
 

4
0

4
 

住
宅

の
快

適
性

と
は

何
か

を
 

理
解

し
て

い
る

 
0
 

1
4
 

1
5
 

6
 

1
 

5
4
 

住
宅

の
快

適
性

と
は

何
か

を
 

理
解

し
て

い
る

 
7
 

2
1
 

8
 

0
 

0
 

 
4
2

5
 

ﾊ
ﾞｲ

ｵ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
な

住
宅

の
 

設
計

と
は

何
か

が
わ

か
っ

て
い

る
 

0
 

5
 

1
8
 

6
 

7
 

-
2
2

5
 

ﾊ
ﾞｲ

ｵ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
な

住
宅

の
 

設
計

と
は

何
か

が
わ

か
っ

て
い

る
 

6
 

2
1
 

6
 

2
 

1
 

 
3
4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

 
 
1
5
 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

  
 2

1
6
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

・
他

の
グ

ル
ー

プ
の

設
計

の
話

、
講

評
な

ど
を

聞
い

て
い

る
と

自
分

た
ち

の
グ

ル
ー

プ
に

も
当

て
は

ま
る

こ
と

や
参

考
に

な
る

こ
と

が
た

く
さ

ん
あ

っ
て

勉
強

に
な

る
と

思
っ

た
。

 

・
コ

ン
セ

プ
ト
的

な
段

階
か

ら
少

し
ず

つ
具

体
的

な
段

階
に

進
ん

で
き

た
。

 

・
グ

ル
ー

プ
は

難
し

い
が

と
て

も
楽

し
い

と
思

う
。

中
々

案
が

決
ま

っ
て

こ
な

い
が

楽

し
く
出

来
て

い
る

。
 

先
週

比
あ

ま
進

だ
う

な
感

な
た

・み
ん

な
考

え
が

ま
と

ま
り
同

じ
方

向
に

進
む

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
コ

ン
セ

プ
ト
を

し
っ

か
り
と

決
め

て
お

か
な

い
と

皆
の

意
見

を
統

合
す

る
の

に
苦

労
す

る
こ

と
が

わ
か

り
ま

し
た

。
 

・
あ

る
程

度
の

案
に

絞
り
込

み
が

で
き

こ
こ

か
ら

理
由

と
快

適
さ

を
求

め
て

内
観

を
考

え
る

。
 

・
１

つ
の

事
を

考
え

、
そ

れ
を

進
め

る
と

違
う

問
題

が
起

き
て

、
設

計
の

大
変

さ
、

楽
し

さ
を

知

れ
た

。
 

・
少

し
ず

つ
完

成
に

向
か

っ
て

進
ん

で
い

る
。

完
成

が
楽

し
み

だ
。

 

 
・
発

表
中

周
り
が

う
る

さ
く
て

あ
ま

り
聞

け
な

か
っ

た
。

 

 
・
方

針
が

決
ま

っ
た

が
、

建
物

の
形

が
な

か
な

か
決

ま
ら

な
か

っ
た

。
 

 
・
こ

の
授

業
の

意
味

が
見

い
だ

せ
な

い
。

 

 
・
班

長
が

い
な

く
て

進
み

具
合

が
遅

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
 

 
・
イ

メ
ー

ジ
通

り
に

い
か

な
い

の
で

難
し

い
。

 

 
・
先

生
た

ち
か

ら
の

意
見

を
も

ら
う

こ
と

で
、

気
づ

け
て

い
な

か
っ

た
も

の
に

気
づ

く
こ

と
が

で
き

た
。

 

 
・
環

境
に

つ
い

て
も

っ
と

よ
く
考

え
、

設
計

を
よ

く
し

て
い

き
た

い
と

思
っ

た
。

 

決
め

と
が

色
あ

大
変

す
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■
平

成
2
9

年
度

 文
部

科
学

省
委

託
事

業
 社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト 

建
設

IT
 
実

証
講

座
 

受
講

生
ア

ン
ケ

ー
ト 

 
設

計
製

図
～

ﾊ
ﾞｲ

ｵ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
～

 
【日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】 

 
 

 ●
 回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実

施
 

 
平

成
3
0

年
1

月
1
1

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
） 

氏
名

 
 
 
 
 
 
受

講
者

数
 

 
3
8

名
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

男
 

3
3

名
 
・
 女

 
5

名
（
2
0

代
）
 

年
齢

 
 

2
0

代
（
3
8

名
） 

・ 
3
0

代
（0

名
） 

・
 

4
0

代
（
0

名
） 

・ 
5
0

代
（
0

名
）
 

・
 

6
0

代
（0

名
） 

 

資
格

 
 

建
築

施
工

管
理

技
士

（0
名

）・
土

木
施

工
管

理
技

士
（0

名
）
・
建

設
機

械
施

工
技

師
（0

名
）・

 

玉
掛

技
能

講
習

（
0

名
）・

車
両

系
建

設
機

械
運

転
技

能
者

（
0

名
）・

建
築

士
（
0

名
）・

測
量

士
（0

名
） 

 
●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
 

 
 

在
学

中
 

 所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

 職
 
 
 
種

 
 

学
生

（3
8

名
） 

 

＊
留

意
事

項
・
 本

ア
ン

ケ
ー

ト
は

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。
 

 

●
 実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト
 

 
  

  
 
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 

 
 

 
 

 
や

や
 

 
  

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

●
 実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

1
 

グ
ル

ー
プ

案
を

１
案

に
し

ぼ
り
込

む
 

考
え

方
が

わ
か

っ
て

い
る

 
6
 

1
9
 

1
0
 

1
 

2
 

3
0

1
 

グ
ル

ー
プ

案
を

１
案

に
し

ぼ
り
込

む
 

考
え

方
が

わ
か

っ
て

い
る

 
1
0
 

2
1
 

5
 

1
 

0
 

 
5
0

2
 

グ
ル

ー
プ

案
で

は
何

を
最

も
重

視
し

た
の

か
 

理
解

し
て

い
る

 
3
 

2
3
 

8
 

2
 

2
 

2
4

2
 

グ
ル

ー
プ

案
で

は
何

を
最

も
重

視
し

た
の

か
 

理
解

し
て

い
る

 
1
5
 

1
6
 

5
 

1
 

0
 

6
0

3
 

温
熱

環
境

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
 

グ
ル

ー
プ

案
に

活
か

す
方

法
を

わ
か

っ
て

い
る

 
1
 

2
0
 

1
3
 

2
 

2
 

1
5

3
 

温
熱

環
境

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
 

グ
ル

ー
プ

案
に

活
か

す
方

法
を

わ
か

っ
て

い
る

 
9
 

2
0
 

6
 

2
 

0
 

4
5

4
 

住
宅

の
快

適
性

の
表

現
と

は
 

何
か

を
理

解
し

て
い

る
 

1
 

1
9
 

1
4
 

1
 

3
 

1
2

4
 

住
宅

の
快

適
性

の
表

現
と

は
 

何
か

を
理

解
し

て
い

る
 

7
 

2
2
 

7
 

1
 

0
 

 
4
2

5
 

ﾊ
ﾞｲ

ｵ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
な

住
宅

の
設

計
と

は
 

何
か

が
わ

か
っ

て
い

る
 

0
 

1
5
 

1
9
 

2
 

2
 

7
5
 

ﾊ
ﾞｲ

ｵ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
な

住
宅

の
設

計
と

は
 

何
か

が
わ

か
っ

て
い

る
 

8
 

1
9
 

8
 

2
 

0
 

 
4
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

 
 
8
8
 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

  
 2

3
8
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

・
各

班
の

プ
ラ

ン
が

そ
れ

ぞ
れ

の
個

性
が

あ
っ

て
い

い
と

思
っ

た
。

他
の

班
の

ア
イ

デ
ィ

ア
を

取
り
入

れ
な

が
ら

良
い

案
に

し
て

い
き

た
い

。
 

・
グ

ル
ー

プ
作

業
が

進
行

し
た

。
 

・
他

の
グ

ル
ー

プ
案

を
聞

い
て

先
生

の
質

問
が

と
て

も
多

く
そ

れ
を

聞
く
こ

と
に

よ
っ

て
色

々
と

参
考

に
な

っ
た

。
 

・各
班

の
発

表
を

聞
い

て
色

々
な

主
旨

が
あ

っ
て

と
て

も
良

き
勉

強
と

な
っ

た
。

 

・
提

案
の

際
毎

回
進

み
具

合
を

プ
レ

ゼ
ン

し
て

い
る

の
は

何
故

か
と

今
ま

で
思

っ
て

い
た

が
、

あ

る
程

度
の

形
が

決
ま

り
、

プ
レ

ゼ
ン

す
る

こ
と

に
よ

り
、

授
業

中
に

直
す

べ
き

点
が

わ
か

り
、

提

案
以

外
の

作
業

の
効

率
が

よ
く
な

り
そ

う
。

 

・
グ

ル
ー

プ
を

一
案

に
し

ぼ
る

こ
と

が
で

き
た

。
来

週
は

今
日

以
上

の
完

成
度

に
仕

上
げ

る
。

 

・
今

日
の

発
表

で
、

得
ら

れ
た

も
の

は
と

て
も

多
か

っ
た

。
作

っ
た

空
間

の
も

つ
魅

力
を

シ
ー

ト

で
十

分
に

引
き

出
し

た
い

。
ま

だ
ま

だ
プ

レ
ゼ

ン
す

る
に

は
穴

だ
ら

け
で

、
全

て
の

も
の

に
理

由

づ
け

を
し

っ
か

り
し

た
い

。
 

１
事

を
考

れ
を

進
め

と
違

う
題

が
起

き
設

計
大

変
さ

楽
さ

を
知

 
・
言

わ
れ

て
み

る
と

ツ
ッ

コ
ま

れ
る

所
が

多
々

あ
っ

た
。

ま
だ

ま
だ

考
え

る
べ

き
だ

な
と

思
い

ま
し

た
。

 

 
・
時

間
が

足
り
な

さ
そ

う
…

。
案

は
ま

と
ま

る
が

プ
レ

ゼ
ン

シ
ー

トに
ま

と
め

る
の

が
難

し
い

。
 

・
グ

ル
ー

プ
で

の
案

が
な

か
な

か
ま

と
ま

ら
ず

大
変

だ
な

と
感

じ
ま

し
た

。
 

 
・
発

表
の

為
の

準
備

な
ど

に
も

時
間

が
か

か
る

の
で

、
３

週
間

～
１

ヵ
月

程
度

で
１

案
を

練
り
上

げ

る
の

は
大

変
だ

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

。
 

 
・
バ

イ
オ

ク
ラ

イ
マ

テ
ィ

ッ
ク

な
住

宅
は

と
て

も
難

し
い

な
と

感
じ

た
。

 

先
生

た
ち

ら
意

を
も

ら
う

と
気

づ
な

た
も

気
づ

く
と

が
き

た
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■
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 
社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト 

建
設

IT
 
実

証
講

座
 

受
講

生
ア

ン
ケ

ー
ト 

 
設

計
製

図
～

ﾊ
ﾞｲ

ｵ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
～

 
【日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
】 

 
 

 ●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実

施
 

 平
成

3
0

年
1

月
1
8

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
） 

氏
名

 
 
 
 
 
 
受

講
者

数
 

 
3
5

名
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

男
 

3
0

名
 
・
 女

 
5

名
（
2
0

代
）
 

年
齢

 
 

2
0

代
（3

5
名

） 
・ 

3
0

代
（0

名
） 

・ 
4
0

代
（
0

名
） 

・ 
5
0

代
（
0

名
）
 

・
 

6
0

代
（0

名
） 

 

資
格

 
 

建
築

施
工

管
理

技
士

（0
名

）
・土

木
施

工
管

理
技

士
（0

名
）
・建

設
機

械
施

工
技

師
（0

名
）・

 

玉
掛

技
能

講
習

（
0

名
）・

車
両

系
建

設
機

械
運

転
技

能
者

（0
名

）・
建

築
士

（0
名

）・
測

量
士

（0
名

） 

 
●
 
回

答
し

て
く
だ

さ
る

方
の

基
本

情
報

２
 

 
 

在
学

中
 

 所
 属

 先
 

 
日

本
工

学
院

八
王

子
専

門
学

校
 

 職
 
 
 
種

 
 

学
生

（3
5

名
） 

 

＊
留

意
事

項
・ 

本
ア

ン
ケ

ー
トは

講
座

開
始

直
前

と
講

座
終

了
直

後
に

実
施

し
ま

す
。
 

 

●
 
実

施
前

ア
ン

ケ
ー

ト 
 

  
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

  
 
  

 
 

 
 

 
 
や

や
 

 
  

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 

 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
  

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

●
 実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 
や

や
 
 

ど
ち

ら
と

も
 
 
や

や
 
 
 
そ

う
は

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 そ
う
思

う
 
そ

う
思

う
 
言

え
な

い
 
思

わ
な

い
 
思

わ
な

い
 

＋
３
 

 
 

＋
１
 

 
 ０

 
 

 
－

１
 

 
－

３
 
  

評
価

1
 

周
辺

環
境

と
の

関
係

を
バ

イ
オ

ク
ラ

イ
マ

テ
ィ

ッ
ク

な
 

考
え

方
を

元
に

構
築

す
る

方
法

が
わ

か
っ

て
い

る
 

2
 

1
6
 

1
7
 

0
 

0
 

2
2

1
 

周
辺

環
境

と
の

関
係

を
バ

イ
オ

ク
ラ

イ
マ

テ
ィ

ッ
ク

な
 

考
え

方
を

元
に

構
築

す
る

方
法

が
わ

か
っ

て
い

る
 

9
 

2
2
 

2
 

0
 

0
 

4
9

2
 

バ
イ

オ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
な

考
え

方
を

中
間

領
域

の
 

設
計

に
反

映
さ

せ
る

考
え

方
が

わ
か

っ
て

い
る

 
3
 

1
5
 

1
7
 

0
 

0
 

2
4

2
 

バ
イ

オ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
な

考
え

方
を

中
間

領
域

の
 

設
計

に
反

映
さ

せ
る

考
え

方
が

わ
か

っ
て

い
る

 
8
 

2
2
 

3
 

0
 

0
 

4
6

3
 

温
熱

環
境

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
結

果
を

住
宅

設
計

に
反

映
さ

せ
る

考
え

方
が

わ
か

っ
て

い
る

 
3
 

1
5
 

1
7
 

0
 

0
 

2
4

3
 

温
熱

環
境

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
結

果
を

住
宅

設
計

に
反

映
さ

せ
る

考
え

方
が

わ
か

っ
て

い
る

 
1
1
 

1
8
 

4
 

0
 

0
 

5
1

4
 

バ
イ

オ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
な

考
え

方
と

住
宅

の
快

適

性
が

ど
の

よ
う
に

結
び

つ
く
か

を
理

解
し

て
い

る
 

2
 

1
7
 

1
5
 

0
 

0
 

 
2
3

4
 

バ
イ

オ
ク

ラ
イ

マ
テ

ィ
ッ

ク
な

考
え

方
と

住
宅

の
快

適

性
が

ど
の

よ
う
に

結
び

つ
く
か

を
理

解
し

て
い

る
 

1
2
 

1
8
 

3
 

0
 

0
 

 
5
4

5
 

快
適

性
を

生
む

た
め

の
バ

イ
オ

ク
ラ

イ
マ

テ
ィ

ッ
ク

な
 

住
宅

の
設

計
と

は
何

か
が

わ
か

っ
て

い
る

 
3
 

1
6
 

1
6
 

0
 

0
 

 
2
5

5
 

快
適

性
を

生
む

た
め

の
バ

イ
オ

ク
ラ

イ
マ

テ
ィ

ッ
ク

な
 

住
宅

の
設

計
と

は
何

か
が

わ
か

っ
て

い
る

 
1
0
 

2
1
 

2
 

0
 

0
 

 
5
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

 
 
1
1
8
 

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
価

合
計

  
 2

5
1
 

自
由

回
答

欄
 

概
要

 
（
類

似
の

回
答

は
ま

と
め

て
い

ま
す

）
 

・
発

表
会

だ
っ

た
。

短
い

期
間

で
皆

で
協

力
し

て
よ

く
頑

張
っ

た
と

思
う

。
他

の
班

の
発

表
も

よ
か

っ
た

。
 

・
プ

レ
ゼ

ン
が

無
事

終
わ

っ
て

よ
か

っ
た

。
 

・
よ

う
や

く
終

わ
り
、

先
生

方
か

ら
こ

こ
が

足
り
な

い
な

ど
言

わ
れ

確
か

に
そ

う
だ

と

思
っ

た
と

こ
ろ

が
あ

っ
た

。
 

・シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

は
や

っ
ぱ

り
大

事
だ

な
と

思
っ

た
。

 

・
６
回

を
通

し
て

住
宅

・
建

築
を

取
り
巻

く
環

境
が

わ
か

り
ま

し
た

 

・
プ

ロ
の

人
た

ち
か

ら
見

て
い

た
だ

く
こ

と
で

、
や

は
り
自

分
た

ち
で

は
見

え
て

い
な

か
っ

た
も

の
が

た
く
さ

ん
見

え
た

。
 

・
今

回
の

発
表

で
い

ろ
い

ろ
な

ア
イ

デ
ア

や
シ

ー
ト
、

プ
レ

ゼ
ン

の
進

め
方

な
ど

と
て

も
参

考
に

な

る
よ

う
な

物
が

多
く
あ

っ
た

の
で

そ
れ

を
吸

収
し

て
こ

れ
か

ら
の

設
計

に
い

か
し

た
い

。
 

・
発

表
で

他
の

班
を

見
る

中
で

、
こ

う
い

う
考

え
が

あ
る

の
か

。
と

か
新

し
い

環
境

と
つ

な
が

り
を

考
え

る
の

が
面

白
か

っ
た

。
 

 
・
良

い
プ

ラ
ン

で
あ

っ
て

も
発

表
や

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
し

っ
か

り
や

ら
な

い
と

す
べ

て
が

台
無

し
に

な
っ

て
し

ま
う

と
実

感
し

た
。

 

・
材

料
の

特
徴

、
色

を
建

築
に

反
映

さ
せ

る
こ

と
も

大
事

だ
と

知
っ

た
。

 

 
・
建

物
の

形
や

環
境

に
対

し
て

ど
の

よ
う

な
配

慮
を

す
る

の
か

を
具

体
的

に
決

め
る

こ
と

は
で

き
ま

し
た

が
、

そ
れ

を
ど

の
よ

う
に

し
て

表
現

す
る

か
、

ま
た

図
面

も
満

足
に

で
き

あ
が

っ
て

い
な

い
の

で
、

し
っ

か
り
と

班
で

話
し

合
っ

て
協

力
し

て
い

か
な

い
と

い
け

な
い

と
思

い
ま

し
た

。
 

 
・
仕

上
げ

や
発

表
が

ま
だ

き
れ

い
に

で
き

な
か

っ
た

の
は

、
詰

め
が

甘
か

っ
た

な
と

思
い

ま
し

た
。

 

ジ
通

な
難
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文部科学省委託事業 平成 29 年度専修学校による地域産業中核的人材養成事業 

社会基盤分野における建設 IT 技術（BIM・CIM）に係る中核的専門人材養成プログラム開発プロジェクト

d.可視化実証講座の結果

設計製図の課題「バイオクライマティックな住宅デザインとは何か？」 

   の講評結果は下表のとおりである。 

   5 講師による 100 点満点での評価をした結果、 

   チームごとの平均得点（500 点満点）が、 

   A ―― 環境工学を可視化したグループ        ―― 403.25/チーム 

   B ―― 環境工学を通常の座学で実施したグループ ―― 391.25/チーム 

   となり、「環境工学を可視化したグループ」の方が 4 点高かった。 

Ａ ― 環境工学を可視化したグループ 

チーム 講師Ｈ 講師Ｏ 講師Ｋ 講師Ｎ 講師Ｗ 得点 

Ａ－１ 95 65 65 80 55 360 

Ａ－２ 90 85 85 80 80 420 

Ａ－３ 98 90 95 95 90 468 

Ａ－４ 85 80 60 75 65 365 

合計 368 

(Ｂ+38) 

320 

(Ｂ-25) 

305 

(Ｂ-10) 

330 

(Ｂ±0) 

290 

(Ｂ+45) 

1613 

(平均 

403.25 / 

チーム) 

Ｂ ― 環境工学を通常の座学で実施したグループ 

チーム 講師Ｈ 講師Ｏ 講師Ｋ 講師Ｎ 講師Ｗ 得点 

Ｂ－１ 80 90 85 85 80 420 

Ｂ－２ 85 85 85 90 70 415 

Ｂ－３ 75 80 65 70 40 330 

Ｂ－４ 90 90 80 85 55 400 

合計 330 345 315 330 245 1565 

(平均 391.25 

/ チーム) 

可視化実証講座 講評結果 

可視化の効果を示す一定の結果が得られたが、 

一般解を得るためには複数回の詳細な検討を要す。 
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     第 4 章  カリキュラム評価、分野別第三者評価      

（1） カリキュラム評価 

（2） 分野別第三者評価 

 

 

 

 



文部科学省委託事業 平成 29 年度専修学校による地域産業中核的人材養成事業 

社会基盤分野における建設 IT 技術（BIM・CIM）に係る中核的専門人材養成プログラム開発プロジェクト 
 

第４章カリキュラム評価、分野別第三者評価 

  

（1） カリキュラム評価 
    

  ・カリキュラムの評価は PDCA(Plan,Do,Action,Check)サイクルの C(Check)に該当し、 

   カリキュラム・ポリシーに基いて、カリキュラムが機能しているのかを検証する。 

  ・カリキュラム評価手法には、 

   ①試験 

   ②アンケート 

   ③面接評価 

   ④観察評価 

   ⑤卒業論文・卒業制作 

   ⑥各授業における厳密な成績評価 

   ⑦ラーニング・ポートフォリオ 

   などがある。 

  ・評価手法の選択肢には、複数の評価手法を組み合わせ、プロセス評価とアウトカムおよび 

   評価主体（自己評価と第三者等の評価）を区分するなどの留意点がある。 

 

（2）分野別第三者評価 
    

  ・現在専門学校においては第三者評価が求められていないが、2019 年 4 月からスター 

   トする専門職大学においては分野別第三者評価が義務化されることもあり、今後、 

   職業教育とその成果が重視されるのに伴い、専門学校においても分野別第三者評価 

   が求められることが予測される。 

  ・本事業においては第三者評価の現状 (評価機関、評価内容等)を調査し、大学におけ 

   る分野別質保証の方向性(文部科学省調査、日本学術会議による基準)を把握した。 

  ・今後の専門学校における分野別第三者評価の検討の方向性としては、 

   ①既存評価機関に評価を依頼する 

   ②新規に専門学校の団体等を母体にした評価機関を設立する 

  などについて、専門学校団体等による検討を経て、総合的に判断していく必要がある。 
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■
 
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
と

は
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

                   

       

 

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
手

法
の

考
え

方
 

 

①
試

験
 ―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 論

述
試

験
、

口
頭

試
験

、
客

観
試

験
 

 ②
ア

ン
ケ

ー
ト

 
―

―
―

―
―

―
―

 カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 
  

 講
座

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
 

 ③
面

接
評

価
 ―

―
―

―
―

―
―

―
 個

人
面

接
、

グ
ル

ー
プ

面
接

 
 ④

観
察

評
価

 ―
―

―
―

―
―

―
―

 実
験

・
実

習
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

、
 

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

 
⑤

卒
業

論
文

・
卒

業
制

作
 
 

 ⑥
各

授
業

に
お

け
る

厳
密

な
 ―

―
 定

期
的

な
シ

ラ
バ

ス
チ

ェ
ッ

ク
、

 
成

績
評

価
 

 
 

 
 

 
 

 
 

成
績

評
価

基
準

の
設

定
、

 
成

績
分

布
状

況
の

チ
ェ

ッ
ク

 
 ⑦

ラ
ー

ニ
ン

グ
・

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
＊
  

 
 

 

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
手

法
 例

 

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
の

事
例

 
―

―
 J

A
B
E
E

導
入

に
よ

る
評

価
体

制
の

確
立

 

手
法

選
択

時
の

留
意

点
 

 

付
表

1
-
3
-
7
 土

木
及

び
関

連
の

工
学

分
野

の
学

士
課

程
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
関

す
る

分
野

別
要

件
 

分
野 名
 

主
と

し
て

 
関

連
す

る
基

準
の

 
項

目
 

分
野

別
要

件
（
勘

案
事

項
）
の

内
容

 

土
木

 
及

び
 

関
連

 
の

 
工

学
分

野
 

基
準

 
1
(2

)(
d)

 
付

表
1
-
2

の
勘

案
事

項
に

追
加

す
る

勘
案

事
項

は
定

め
な

い
。
 

基
準

 
2
.1

(1
) 

当
該

分
野

に
ふ

さ
わ

し
い

『
数

学
、
自

然
科

学
及

び
科

学
技

術
に

関
す

る
内

容
』
と

し
て

、
以

下
が

考
慮

さ
れ

て
い

る
こ

と
。
 

(1
) 

応
用

数
学

 
(2

) 
自

然
科

学
（
物

理
、
化

学
、
生

物
、
地

学
の

う
ち

少
な

く
と

も
１
つ

を
含

む
）
 (

3
) 

土
木

工
学

の
主

要
分

野
（
土

木
材

料
・

施
工

・
建

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
／

 構
造

工
学

・
地

震
工

学
・
維

持
管

理
工

学
／

地
盤

工
学

／
水

工
学

／
土

木
計

画
学

・
交

通
工

学
／

土
木

環
境

シ
ス

テ
ム

）
の

う
ち

、
最

低
3

分
野

以
上

を
含

む
こ

と
 

基
準

 
2
.3

(1
) 

当
該

分
野

に
ふ

さ
わ

し
い

『カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
を

適
切

な
教

育
方

法
に

よ
っ

て
展

開
し

、
教

育
成

果
を

あ
げ

る
能

力
を

持
っ

た
十

分
な

数
の

教
員

と
教

育
支

援
体

制
』
と

し
て

、
以

下
が

考
慮

さ
れ

て
い

る
こ

と
。
 

非
常

勤
も

含
め

た
教

員
団

に
、
技

術
士

や
土

木
学

会
認

定
土

木
技

術
者

等
の

資
格

を
有

し
て

い
る

か
、
又

は
教

育
内

容
に

関
わ

る
実

務
経

験
に

よ
っ

て
、
科

目
を

教
え

る
能

力
の

あ
る

教
員

を
含

む
こ

と
 

  
付

表
1
-
3
-
1
0
 
建

築
学

・建
築

工
学

及
び

関
連

の
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
分

野
の

学
士

課
程

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

に
関

す
る

分
野

別
要

件
 

分
野 名
 

主
と

し
て

 
関

連
す

る
基

準
の

 
項

目
 

分
野

別
要

件
（
勘

案
事

項
）
の

内
容

 

建
築

学
 

・
 

建
築

 
工

学
 

及
び

 
関

連
 

の
 

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

 
分

野
 

基
準

 
1
(2

)(
d)

 
当

該
分

野
の

『
専

門
的

知
識

と
そ

れ
ら

を
応

用
す

る
能

力
』
（
水

準
を

含
む

）
と

し
て

、
以

下
が

考
慮

さ
れ

て
い

る
こ

と
。
 

「
U
N
E
S
C
O
-
U
IA

 建
築

教
育

憲
章

」
が

求
め

る
以

下
の

教
育

の
目

標
、

及
び

実
践

能
力

・
理

解
力

・
知

識
、
及

び
実

務
経

験
な

ど
を

含
む

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

設
定

さ
れ

、
公

開
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 (

1
) 

美
観

上
、
及

び
技

術
上

の
諸

要
求

に
応

え
る

建
築

の
設

計
・
計

画
の

能
力

 (
2
) 

建
築

の
歴

史
と

理
論

、
及

び
関

連
す

る
芸

術
、
工

学
及

び
人

文
科

学
に

関
す

る
適

切
な

知
識

 (
3
) 

建
築

の
設

計
・
計

画
の

質
を

高
め

る
美

術
の

知
識

 
(4

) 
都

市
の

設
計

・
計

画
及

び
そ

の
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
適

切
な

知
識

と
技

術
 (

5
) 

人
と

建
物

の
関

係
、
建

物
と

周
辺

環
境

の
関

係
、
及

び
、
建

物
と

あ
い

だ
の

空
間

を
人

間
の

ニ
ー

ズ
や

尺
度

に
関

係
づ

け
る

必
要

性
の

理
解

 (
6
) 

建
築

の
職

能
、
建

築
家

の
社

会
的

使
命

、
特

に
社

会
的

要
因

を
考

慮
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ミ
ン

グ
の

理
解

 (
7
) 

調
査

方
法

及
び

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
方

法
の

理
解

 (
8
) 

建
築

の
設

計
・
計

画
に

伴
う
構

造
計

画
、
施

工
技

術
、
そ

の
他

関
連

す
る

技
術

の
理

解
 (

9
) 

快
適

で
安

全
な

室
内

環
境

を
得

る
た

め
の

建
物

性
能

、
技

術
に

関
す

る
適

切
な

知
識

 (
1
0
) 

関
連

す
る

予
算

や
法

的
制

約
の

も
と

で
、
建

物
利

用
者

の
要

求
を

満
た

す
の

に
必

要
な

設
計

・
計

画
の

技
術

 (
1
1
) 

統
合

的
な

設
計

・
計

画
を

進
め

る
た

め
の

、
関

連
産

業
、
組

織
、
法

令
、
手

続
き

に
関

す
る

適
切

な
知

識
 (

1
2
) 

人
間

、
社

会
、
文

化
、
都

市
、
建

築
、

環
境

、
建

築
遺

産
な

ど
の

価
値

に
対

す
る

責
任

の
認

識
 (

1
3
) 

環
境

の
保

全
と

修
復

、
及

び
生

態
学

的
に

持
続

可
能

な
設

計
・
計

画
の

方
法

に
関

す
る

適
切

な
知

識
 (

1
4
) 

建
築

施
工

原
理

の
包

括
的

理
解

に
基

づ
く
建

築
構

法
に

関
す

る
能

力
の

研
鑽

 (
1
5
) 

事
業

企
画

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、
コ

ス
ト
管

理
な

ど
事

業
遂

行
に

関
す

る
適

切
な

知
識

 
(1

6
) 

学
生

・
教

員
双

方
の

た
め

の
学

習
・
教

育
・
研

究
方

法
の

研
鑽

 

基
準

 
2
.1

(1
) 

当
該

分
野

に
ふ

さ
わ

し
い

『
数

学
、
自

然
科

学
及

び
科

学
技

術
に

関
す

る
内

容
』
と

し
て

、
以

下
が

考
慮

さ
れ

て
い

る
こ

と
。
 

関
連

す
る

実
務

の
国

家
資

格
で

あ
る

「
一

級
建

築
士

」
の

受
験

資
格

要
件

を
満

た
す

科
目

を
開

設
す

る
こ

と
。

 

基
準

 
2
.3

(1
) 

共
通

基
準

に
追

加
す

る
勘

案
事

項
は

定
め

な
い

。
 

 

  ●
日

本
大

学
生

産
工

学
部

・土
木

工
学

科
 

  
 
―

―
 J

A
B
E
E

基
準

に
よ

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

P
D
C
A

サ
イ

ク
ル

 
 
 
 
 
 

 を
構

築
し

、
4

年
タ

ー
ム

で
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

改
訂

 
  
 
―

―
 授

業
ア

ン
ケ

ー
トの

集
計

・分
析

、
学

生
の

社
会

人
基

礎
力

 
 
 
 
 
 

 に
関

す
る

定
期

的
な

自
己

点
検

な
ど

を
指

標
に

評
価

 
 ●

近
畿

大
学

工
学

部
・建

築
学

科
 

  
 
―

―
 技

術
者

と
し

て
の

1
0

の
能

力
を

達
成

目
標

に
設

定
し

、
 

 
 
 
 
 

 科
目

ご
と

の
能

力
達

成
へ

の
寄

与
度

を
数

値
化

 
  
 
―

―
 科

目
間

の
連

携
・接

続
を

重
視

し
た

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
改

訂
 

  
 
―

―
 上

記
は

建
築

系
の

J
A
B
E
E

に
定

め
ら

れ
た

教
育

の
 

 
 
 
 
 

 質
保

証
の

仕
組

 
   ■

日
本

技
術

者
教

育
認

定
基

準
 

 
 共

通
基

準
（2

0
1
2

年
度

～
） 

 
 
 

 
  

【J
A
B
E
E
】 

  
基

準
1
 

 
学

習
・教

育
到

達
目

標
の

設
定

と
公

開
 

  
基

準
2
 

 
教

育
手

段
 

 2
.1

 教
育

課
程

の
設

計
 

 (1
)学

生
が

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

学
習

・教
育

到
達

目
標

を
達

成
で

き
る

よ
う
に

、
 

 
 

教
育

課
程

（カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
）が

設
計

さ
れ

、
当

該
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
関

わ
る

 
 

 
教

員
及

び
学

生
に

開
示

さ
れ

て
い

る
こ

と
。
ま

た
、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

は
、
 

 
 

各
科

目
と

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

学
習

・
教

育
到

達
目

標
と

の
対

応
関

係
が

 
 

 
明

確
に

示
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、
標

準
修

了
年

限
及

び
教

育
内

容
 

 
 

に
つ

い
て

は
、
個

別
基

準
に

定
め

る
事

項
を

満
た

す
こ

と
。
 

 (2
)カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

設
計

に
基

づ
い

て
、
科

目
の

授
業

計
画

書
（
シ

ラ
バ

ス
）
 

 
 

が
作

成
さ

れ
、
当

該
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
関

わ
る

教
員

及
び

学
生

に
開

示
さ

れ
 

 
 

て
い

る
こ

と
。
シ

ラ
バ

ス
で

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
科

目
ご

と
に

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
 

 
 

中
で

の
位

置
付

け
が

明
ら

か
に

さ
れ

、
そ

の
科

目
の

教
育

内
容

・
方

法
、
 

 
 

到
達

目
標

、
成

績
の

評
価

方
法

・評
価

基
準

が
示

さ
れ

て
い

る
こ

と
。
 

 
 

ま
た

、
シ

ラ
バ

ス
あ

る
い

は
そ

の
関

連
文

書
に

よ
っ

て
、
授

業
時

間
が

 
 

 
示

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

  
基

準
3
 

 
学

習
・教

育
到

達
目

標
の

達
成

 
 (1

)シ
ラ

バ
ス

に
定

め
ら

れ
た

評
価

方
法

と
評

価
基

準
に

従
っ

て
、
科

目
ご

と
 

 
 

の
到

達
目

標
に

対
す

る
達

成
度

が
評

価
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

 (2
)学

生
が

他
の

高
等

教
育

機
関

等
で

取
得

し
た

単
位

に
関

し
て

、
 

 
 

そ
の

評
価

方
法

が
定

め
ら

れ
、
そ

れ
に

従
っ

て
単

位
認

定
が

行
わ

れ
て

 
 

 
い

る
こ

と
。
編

入
生

等
が

編
入

前
に

取
得

し
た

単
位

に
関

し
て

も
、
 

 
 

そ
の

評
価

方
法

が
定

め
ら

れ
、
そ

れ
に

従
っ

て
単

位
認

定
が

行
わ

れ
て

 
 

 
い

る
こ

と
。
 

 (3
)プ

ロ
グ

ラ
ム

の
各

学
習

・教
育

到
達

目
標

に
対

す
る

達
成

度
を

総
合

的
に

 
 

 
評

価
す

る
方

法
と

評
価

基
準

が
定

め
ら

れ
、
そ

れ
に

従
っ

て
評

価
が

行
わ

 
 

 
れ

て
い

る
こ

と
。

 
 (4

)修
了

生
全

員
が

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

す
べ

て
の

学
習

・教
育

到
達

目
標

を
達

成
 

 
 

し
て

い
る

こ
と

。
 

 (5
)修

了
生

が
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
学

習
・
教

育
到

達
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

に
よ

り
、
 

 
 

基
準

1
(2

)の
(a

)～
(i
)の

内
容

を
身

に
つ

け
て

い
る

こ
と

。
 

  
基

準
4
 

 
教

育
改

善
 

  

 ●
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

 

ポ
リ

シ
ー

 
 

教
育

目
標

や
 

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

 
等

を
達

成
す

る
た

め
に

 

必
要

な
教

育
課

程
の

 

編
成

や
講

座
の

内
容

 
お

よ
び

教
育

方
法

に
 

つ
い

て
基

本
的

な
 

考
え

方
を

示
し

た
も

の
 

 

 ■
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

評
価

は
P
D
C
A

サ
イ

ク
ル

の
C

 

 
 

 

 

 
1
 領
域

ご
と

の
複

数
の

 
評

価
手

法
を

 
組

み
合

わ
せ

る
 

 

 

2
 形

成
的

評
価

 
（プ

ロ
セ

ス
評

価
）と

 
総

括
的

評
価

 
（ア

ウ
トカ

ム
評

価
）を

 
使

い
分

け
る

 

 

3
 評

価
主

体
を

 
使

い
分

け
る

 
 自

己
評

価
と

 
他

者
（
教

員
、
第

三
者

、
 

他
の

学
生

）
評

価
 

 

出
典

：ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

「ベ
ネ

ッ
セ

教
育

総
合

研
究

所
」 

 
 

 
 

・「
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
手

法
の

算
定

」 
愛

媛
大

准
教

授
 佐

藤
浩

章
 

 
 

 
 

・「
ど

の
よ

う
に

し
て

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
の

評
価

・改
善

を
実

施
す

べ
き

か
」ベ

ネ
ッ

セ
教

育
総

研
 

 
 

 
 

・「
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
を

教
育

改
善

サ
イ

ク
ル

に
組

み
込

み
、
実

質
化

す
る

た
め

の
視

点
」愛

媛
大

准
教

授
 山

田
剛

史
 

 

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
・ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

い
て

 
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
が

機
能

し
て

い
る

の
か

を
検

証
 

＊
学

習
の

過
程

や
成

果
を

目
的

に
沿

っ
て

 
蓄

積
し

た
も

の
 

P
la

n 

C
he

ck
 

D
0
 

A
ct

io
n 
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 ●
専

門
学

校
 第

三
者

評
価

を
実

施
す

る
 

 
 (

平
成

2
9

年
度

 [
2
0
1
7

年
] 

～
 
) 

 
 

  ●
第

三
者

評
価

の
体

制
 

  
―

―
 5

名
以

上
の

評
価

委
員

か
ら

成
る

 

評
価

委
員

会
を

組
織

 
  

―
―

 以
下

の
属

性
を

も
つ

委
員

を
必

ず
含

む
 

  ■
評

価
委

員
会

（評
価

委
員

に
よ

っ
て

構
成

） 

■
 
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

分
野

別
第

三
者

評
価

の
検

討
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

     

 

   

           

専
門

学
校

（
職

業
実

践
専

門
課

程
）
教

育
の

質
保

証
 

 

・
い

つ
  

―
―

―
 W

he
n 

・
ど

こ
で

 
―

―
―

 W
he

re
 

・
誰

が
  

―
―

―
 W

ho
 

・
何

を
  

―
―

―
 W

ha
t 

・
ど

の
よ

う
に

 
 ―

 H
o
w

 

・
な

ぜ
  

―
―

―
 W

hy
 

・
い

く
ら

 ―
―

―
 H

o
w

 M
uc

h 

 

  
2
0
2
0

年
4

月
を

め
ざ

し
 

専
門

学
校

（
土

木
・
建

築
分

野
）
の

団
体

 
等

 

が
、
分

野
別

第
三

者
評

価
を

ど
の

よ
う
に

行
う
 

べ
き

か
検

討
し

、
専

門
職

大
学

へ
の

移
行

も
 

視
野

に
入

れ
た

結
論

に
結

び
つ

け
る

 

 
●

社
会

全
体

を
通

じ
 

職
業

教
育

に
対

す
る

 

認
識

が
不

足
 

 ●
専

門
学

校
は

制
度

的
 

自
由

度
の

高
さ

の
裏

面
 

と
し

て
、
質

保
証

の
面

で
 

課
題

が
あ

る
 

 ●
「
大

学
教

育
に

お
け

る
分

野
別

質
保

証
の

在
り
方

に
関

す
る

調
査

研
究

」 
 
 （

2
0
1
5
.3

月
/
大

学
評

価
・学

位
授

与
機

構
 ［

H
2
6

年
度

 文
科

省
委

託
事

業
］ 

） 
  
 ―

―
 海

外
事

例
の

紹
介

が
く
わ

し
い

 
 ●

「
大

学
教

育
の

分
野

別
質

保
証

の
た

め
の

教
育

課
程

編
成

上
の

参
考

基
準

 土
木

工
学

・建
築

学
分

野
」 

 
 （

2
0
1
4
.3

月
/
日

本
学

術
会

議
 土

木
工

学
・建

築
学

委
員

会
） 

  
 ―

―
 分

野
別

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
を

策
定

 

 ●
学

校
評

価
と

情
報

公
開

 
・自

己
（点

検
）評

価
の

実
施

・
公

表
 →

義
務

 

・学
校

関
係

者
評

価
の

実
施

・
公

表
 →

努
力

義
務

/
義

務
 

◎
・第

三
者

評
価

の
実

施
・公

表
 
 
 
 
→

規
定

な
し

 

・学
校

運
営

状
況

に
関

す
る

積
極

的
な

 

情
報

提
供

・情
報

公
開

 
 
 
 

 
  

→
義

務
 

●
第

三
者

評
価

 
 ―

―
 独

立
し

た
第

三
者

に
よ

る
 

 
 
 
 
第

三
者

が
設

定
し

た
基

準
 

 
 
 
 
に

基
づ

く
評

価
 

―
―

 専
門

学
校

に
お

い
て

も
 

今
後

求
め

ら
れ

る
 

●
職

業
実

践
専

門
課

程
に

お
け

る
第

三
者

評
価

 
 ―

―
 学

校
が

設
定

し
た

目
的

・目
標

を
達

成
で

き
て

い
る

か
に

 
つ

い
て

、
社

会
と

の
接

続
の

観
点

も
含

め
て

評
価

を
行

う
 

 
  

・
評

価
の

観
点

 
 
 
 
①

設
置

基
準

 等
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

  
◎

③
学

習
成

果
 

 
 
 
②

職
業

実
践

専
門

課
程

認
定

要
件

 
 ◎

④
内

部
質

保
証

 

認
証

評
価

機
関

（平
成

2
8

年
4

月
1

日
現

在
） 

職
業

教
育

の
課

題
 

 
専

門
職

大
学

 
（
2
0
1
9

年
4

月
ス

タ
ー

ト
）
 

に
お

い
て

は
、

 

分
野

別
第

三
者

評
価

 

が
義

務
化

さ
れ

る
 

今
後

の
動

き
 

 
●

専
門

学
校

の
評

価
機

関
 

  
①

私
立

専
門

学
校

等
評

価
研

究
機

構
 

  
②

一
般

社
団

法
人

  
専

門
職

高
等

教
育

質
保

証
機

構
 

（
Q
A
P
H
E
）
 

 
 
 →

専
門

学
校

の
第

三
者

評
価

を
行

う
 

  
③

一
般

社
団

法
人

  
 
 
 日

本
技

術
教

育
認

定
機

構
（J

A
B
E
E
） 

 
 
 →

理
工

学
分

野
の

（分
野

別
含

む
） 

 
 
 
 
 第

三
者

評
価

を
行

う
 

 
●

Q
A
P
H
E
 専

門
学

校
評

価
基

準
要

綱
の

概
要

 
  
Ⅰ

 評
価

の
目

的
 

  
Ⅱ

 基
本

的
方

針
 

  
Ⅲ

 評
価

基
準

 
   

基
準

1
 目

的
・目

標
の

設
定

お
よ

び
入

学
者

選
抜

 
  

基
準

2
 専

修
学

校
設

置
基

準
お

よ
び

関
係

法
令

等
の

適
合

性
 

  
基

準
3
 職

業
実

践
専

門
課

程
の

認
定

要
件

の
適

合
性

 
◎

基
準

4
 内

部
質

保
証

 
  

 
4
-
1
 自

己
評

価
・学

校
関

係
者

評
価

の
適

切
な

実
施

 
  

 
4
-
2
 自

己
評

価
・学

校
関

係
者

評
価

の
公

開
 

  
 

4
-
3
 自

己
評

価
・学

校
関

係
者

評
価

の
結

果
に

従
っ

た
改

善
 

  
 

4
-
4
 企

業
等

と
連

携
し

た
組

織
的

な
教

職
員

研
修

の
実

施
 

 ◎
基

準
5
 学

修
成

果
 

  
 

5
-
1
 資

格
取

得
の

状
況

か
ら

見
た

学
修

成
果

 
  

 
5
-
2
 学

生
か

ら
の

意
見

聴
取

か
ら

見
た

学
修

成
果

 
  

 
5
-
3
 修

了
後

の
進

路
実

績
か

ら
見

た
学

修
成

果
 

  
 

5
-
4
 修

了
生

や
就

職
先

の
意

見
か

ら
見

た
学

修
成

果
 

  
Ⅳ

 評
価

の
方

法
・手

順
  

  
Ⅴ

 評
価

体
制

 

一
般

社
団

法
人

 
専

門
職

高
等

教
育

質
保

証
機

構
 

参
考

資
料

 等
の

精
査

 

分
野

別
第

三
者

評
価

検
討

の
方

向
性

 

 
業

界
 

関
係

者
 

 
専

門
学

校
 

関
係

者
 

 

 
高

等
学

校
 

関
係

者
 

 

 
有

識
者

 
 

評
価

委
員

長
 

 
既

存
 

評
価

機
関

 
に

 
依

頼
す

る
 

 

 
 

 
新

規
に

 
 
 
 専

門
学

校
の

 
 
 
 団

体
 等

を
 

 
 
 母

体
に

し
た

 
 
 
 機

関
を

設
立

 

総
合

的
に

 
判

断
す

る
 

   
（1

）機
関

別
 

 
【
大

学
】
 
 
 
 
 
 
  

公
益

財
団

法
人

 
大

学
基

準
協

会
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

  
独

立
行

政
法

人
 
大

学
改

革
支

援
・
学

位
授

与
機

構
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

  
公

益
財

団
法

人
 
日

本
高

等
教

育
評

価
機

構
 

 
【短

期
大

学
】 

 
  

 一
般

財
団

法
人

 
短

期
大

学
基

準
協

会
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 公

益
財

団
法

人
 
大

学
基

準
協

会
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 公

益
財

団
法

人
 
日

本
高

等
教

育
評

価
機

構
 

 
【高

等
専

門
学

校
】 

 独
立

行
政

法
人

 
大

学
改

革
支

援
・学

位
授

与
機

構
 

 

   
（2

）
専

門
職

大
学

院
 

  
 
 
 
以

下
の

1
5

分
野

ご
と

に
、

分
野

別
評

価
を

す
る

評
価

機
関

が
認

証
さ

れ
て

い
る

 
 

・
法

科
大

学
院

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
・
会

計
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

  
 ・

情
報

、
創

造
技

術
、
組

み
込

み
技

術
、
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  
 ・

助
産

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  
 
  

原
子

力
 ―

―
 J

A
B
E
E
 
 

 
 
 
 
 
 

 
・経

営
（経

営
管

理
、
技

術
経

営
 
 
 
 
 

 ・
臨

床
心

理
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 ・
公

衆
衛

生
 

 
 
 
 
 
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
、
経

営
情

報
）
 
 
  

・
公

共
政

策
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 ・
知

的
財

産
 

・経
営

（経
営

学
、
経

営
管

理
 
 
 
 
 

  
 ・

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

・
ビ

ジ
ネ

ス
 
 
  

  
・
ビ

ュ
ー

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

 ―
―

 
Q
A
P
H
E
 

 
 
 
 
 国

際
経

営
、
会

計
、
 
 
 
 
 
 

  
・
教

職
大

学
院

、
学

校
教

育
  

 
 ・

環
境

・造
園

 ―
―

 日
本

造
園

学
会

 
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
、
技

術
経

営
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

 
 ・

グ
ロ

ー
バ

ル
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

分
野

ご
と

に
追

加
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■
 平

成
2
9

年
度

 文
部

科
学

省
委

託
事

業
 社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
 

 
第

三
者

評
価

の
し

く
み

の
検

討
 

（平
成

2
6

年
度

作
成

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
                                          

    

達
成

度
の

基
本

的
考

え
方

 

■
 基

本
方

針
 

・ 
学

生
の

自
己

評
価

を
授

業
中

の
ア

ン
ケ

ー
ト 

に
よ

っ
て

得
る

 

・ 
こ

れ
を

基
礎

資
料

と
し

て
、
教

員
が

試
験

、
レ

ポ
ー

ト、
 

作
品

等
を

加
味

し
て

、
達

成
度

を
総

合
的

に
評

価
す

る
 

・ 
さ

ら
に

、
上

記
を

第
三

者
が

評
価

す
る

 

■
 達

成
度

の
と

ら
え

方
 

・
 達

成
度

と
は

狭
義

に
は

受
講

者
（
学

生
）
の

修
得

の
 

程
度

を
さ

す
も

の
と

考
え

る
。
 

 

・ 
し

か
し

、
受

講
者

（学
生

）の
修

得
を

支
え

る
も

の
は

、
 

講
座

（科
目

）の
内

容
で

あ
り
、
教

員
の

教
え

方
で

も
 

あ
る

の
で

、
 

―
 講

座
（科

目
）の

内
容

と
構

成
 

―
 受

講
者

（学
生

）の
修

得
の

程
度

 

―
 教

員
の

教
え

方
 

の
達

成
度

を
評

価
す

べ
き

も
の

と
考

え
る

。
 

 

    

モ
デ

ル
講

座
に

よ
る

評
価

の
試

験
的

実
行

 

原
則

は
 

基
本

方
針

を
踏

襲
す

る
。
 

た
だ

し
、
よ

り
精

度
を

高
め

る
た

め
に

モ
デ

ル
講

座
（科

目
） 

に
お

い
て

試
験

的
に

第
三

者
評

価
を

実
行

す
る

。
 

（次
年

度
以

降
） 

■
 留

意
点

 

一
方

で
、
あ

ま
り
形

式
に

か
た

よ
っ

た
「
し

く
み

」を
 

構
築

す
る

と
 

―
 評

価
し

に
く
い

重
要

な
成

果
（学

生
の

モ
チ

ベ
ー

 

シ
ョ
ン

ア
ッ

プ
な

ど
）
が

切
り
す

て
ら

れ
る

 

―
 「

し
く
み

」の
運

用
に

ば
か

り
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
 

と
ら

れ
る

 

な
ど

、
教

育
の

実
効

性
を

そ
こ

な
う
懸

念
も

あ
る

。
 

 「
達

成
度

評
価

に
つ

い
て

は
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
質

の
効

果
が

あ
が

る
 

こ
と

を
第

一
に

と
ら

え
、

評
価

方
法

そ
の

も
の

の
精

度
は

次
の

課
題

と
 

す
れ

ば
よ

い
。

」（
第

1
回

コ
ン

ソ
委

員
会

） 

 

講
座

（科
目

）
 

の
内

容
と

 

構
成

 

  

受
講

者
（学

生
） 

の
修

得
の

 

程
度

 

  

教
員

の
 

教
え

方
 

 ・ 
全

体
観

を
つ

か
む

た
め

の
ヒ

ア
リ
ン

グ
調

査
を

 

重
視

す
る

 

・
 ア

ン
ケ

ー
ト
に

関
し

て
は

比
較

検
討

の
た

め
に

数
値

化
 

す
る

が
、
数

値
の

絶
対

値
を

評
価

に
結

び
つ

け
る

も
の

 

で
は

な
い

 

評
価

対
象

 

モ
デ

ル
講

座
（科

目
）の

 

―
 シ

ラ
バ

ス
 

―
 学

習
指

導
計

画
表

 

の
精

査
 

受
講

者
（学

生
）向

け
 

―
 ア

ン
ケ

ー
ト
 

―
 ヒ

ア
リ
ン

グ
 

の
設

計
 

教
員

向
け

 

―
 ア

ン
ケ

ー
ト
 

―
 ヒ

ア
リ
ン

グ
 

の
設

計
 

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

 

    

第
三

者
評

価
の

し
く
み

案
 

   

●
 コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

が
評

価
を

担
当

す
る

 

 
コ

ン
ソ

メ
ン

バ
ー

（一
部

） 

に
よ

る
 

モ
デ

ル
講

座
（科

目
） 

の
視

察
・聴

講
 

受
講

者
（学

生
）へ

の
 

―
 ア

ン
ケ

ー
ト
 

―
 ヒ

ア
リ
ン

グ
 

の
実

施
 

教
員

へ
の

 

―
 ア

ン
ケ

ー
ト
 

―
 ヒ

ア
リ
ン

グ
 

の
実

施
 

 

基
本

姿
勢

 

（
M

in
d）

 

講
座

の
内

容
 

魅
力

あ
る

実
例

紹
介

 

受
講

者
の

修
得

 
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ア
ッ

プ
 

教
員

の
教

え
方

 
受

講
者

の
興

味
を

引
き

出
す

知
識

 

（
K
no

w
le

dg
e
） 

講
座

の
内

容
 

新
分

野
の

基
礎

を
含

む
 

受
講

者
の

修
得

 
シ

ラ
バ

ス
、
学

習
指

導
計

画
表

に
 

示
す

、
基

本
的

な
考

え
方

の
理

解
 

教
員

の
教

え
方

 
新

分
野

を
理

解
 

技
術

・
技

能
 

（
S
k
ill
）
 

講
座

の
内

容
 

実
習

、
演

習
を

重
視

 

受
講

者
の

修
得

 
基

本
S
k
ill

を
 

体
験

を
通

し
て

身
に

つ
け

る
 

教
員

の
教

え
方

 
実

務
者

と
し

て
の

経
験

知
 

評
価

項
目

 

基
本

資
料

 

の
提

供
 

＋
 

と
り
ま

と
め

 

      

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
 

で
議

論
 

  第
三

者
 

評
価

の
 

と
り
ま

と
め

 

 

課
題

の
整

理
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■
 平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 
社

会
基

盤
分

野
の

中
核

的
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
 

 
 

 
建

設
分

野
 

第
三

者
評

価
の

検
討

 
（平

成
2
7

年
度

作
成

） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
●

内
容

 

 ―
J
A
B
E
E

を
参

考
に

す
る

と
、
 

基
準

3
 

教
育

手
段

 

基
準

5
 

学
習

目
標

の
達

成
 

の
部

分
に

特
に

フ
ォ

ー
カ

ス
す

べ
き

で
あ

る
。
 

 

―
評

価
基

準
の

整
備

が
必

要
。
 

 
 

 
 

そ
の

際
、

基
準

を
つ

く
り
に

く
い

内
容

 

＝
非

認
知

ス
キ

ル
 

 ・分
野

に
対

す
る

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

が
上

が
っ

た
 

・問
題

解
決

能
力

が
あ

る
 

 

 
 

 
 

 
な

ど
を

、
評

価
の

項
目

と
し

て
落

と
さ

な
い

 

工
夫

が
必

要
。
 

 

●
し

く
み

 

 

 
 

 
―

本
事

業
の

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
が

発
展

的
 

転
換

を
し

て
、
第

三
者

評
価

を
行

な
う
 

集
ま

り
と

し
て

機
能

す
る

と
よ

い
。
 

 

 
 

 
－

産
業

界
が

求
め

る
「実

践
力

」が
評

価
 

さ
れ

る
「し

く
み

」を
創

造
す

る
。
 

 
 

 
 

 →
第

三
者

評
価

員
に

よ
る

特
別

授
業

 

の
実

施
・評

価
な

ど
 

 

  
 

 ―
学

生
個

人
の

評
価

が
就

職
、
転

職
等

に
 

 
 

 
 

 
ス

ム
ー

ズ
に

連
動

す
る

し
く
み

が
必

要
。

 

 
 

 
 

 →
「履

修
カ

ル
テ

」に
「ク

ロ
ッ

シ
ン

グ
・ 

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

」を
明

記
な

ど
 

 

・産
業

界
が

求
め

る
「実

践
力

」を
評

価
内

容
に

含
め

る
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 
―

そ
の

た
め

、
「実

践
力

」を
詳

細
に

定
義

、
記

述
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
そ

の
際

、
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

を
ベ

ー
ス

に
す

る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

―
一

般
教

養
、
専

門
基

礎
分

野
、
専

門
分

野
、
統

合
演

習
分

野
 

全
て

に
わ

た
り
、
実

践
力

を
明

確
に

す
る

。
 

   ■
建

設
分

野
の

履
修

成
果

を
第

三
者

が
評

価
す

る
シ

ス
テ

ム
の

構
築

 

  ―
第

三
者

が
教

育
の

質
を

保
証

す
る

 
 ―

対
象

は
、
学

科
、
コ

ー
ス

、
専

攻
単

位
な

ど
の

教
育

課
程

お
よ

び
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

全
般

に
お

よ
ぶ

 

基
本

テ
ー

マ
 

 ・専
門

学
校

お
よ

び
「実

践
的

な
職

業
教

育
を

行
う
新

た
な

高
等

教
育

機
関

」（
文

科
省

が
検

討
中

）に
お

い
て

も
 

第
三

者
評

価
の

シ
ス

テ
ム

構
築

が
必

要
 

 

・教
育

機
関

と
し

て
の

評
価

に
加

え
、
学

生
個

人
の

履
修

成
果

を
保

障
す

る
「し

く
み

」が
求

め
ら

れ
て

い
る

 

専
門

学
校

に
お

け
る

第
三

者
評

価
の

課
題

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

  
 
  

  
 J

A
B
E
E
=
一

般
財

団
法

人
 日

本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

 ・
対

象
 ―

―
―

 大
学

、
高

等
専

門
学

校
 

 ・
認

定
の

目
的

―
教

育
成

果
が

技
術

者
と

し
て

活
動

す
る

た
め

に
必

要
な

 

最
低

限
度

の
知

識
や

能
力

（
M

in
im

um
 R

e
qu

ir
e
m

e
nt

）の
 

養
成

に
成

功
し

て
い

る
こ

と
を

認
定

す
る

。
 

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

評
価

。
 

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
・

J
A
B
E
E

に
よ

る
技

術
者

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

認
定

審
査

は
、
 

下
記

の
項

目
を

含
む

自
己

点
検

書
の

評
価

と
実

地
審

査
に

 

よ
っ

て
な

さ
れ

る
。
 

 基
準

1
 

学
習

・教
育

目
標

の
設

定
と

公
開

 

 
 

 
 

 
―

お
よ

び
分

野
別

要
件

で
要

求
さ

れ
る

知
識

・能
力

 
 基

準
2
 

学
習

・教
育

の
量

 
 基

準
3
 

教
育

手
段

 

 
 

 
 

 
―

入
学

者
選

抜
方

法
/
教

育
方

法
/
教

育
組

織
（
教

員
の

量
・
質

向
上

） 
 基

準
4
 

教
育

環
境

 
 基

準
5
 

学
習

目
標

の
達

成
 

 
 

 
 

 
―

目
標

達
成

度
の

評
価

基
準

と
そ

れ
に

基
づ

く
評

価
、
 

総
合

的
な

達
成

度
評

価
、
厳

密
な

成
績

管
理

 
 

 
 

 
基

準
6
 

教
育

改
善

 

 J
A
B
E
E

の
ス

タ
ン

ス
 

実
践

力
を

重
視

す
る

専
門

学
校

の
ス

タ
ン

ス
 

J
A
B
E
E

の
審

査
項

目
 

専
門

学
校

の
第

三
者

評
価

シ
ス

テ
ム

 

 
基

本
テ

ー
マ

 
  建

設
分

野
の

履
修

成
果

を
第

三
者

が
評

価
す

る
 

シ
ス

テ
ム

の
構

築
 

 
 産

業
界

が
求

め
る

実
践

力
 

の
評

価
を

含
め

る
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 ・ 

W
E
B

の
情

報
で

知
識

は
生

徒
と

フ
ラ

ッ
トに

 
な

っ
て

し
ま

う
  

～
 知

識
以

上
の

価
値

を
教

え
る

必
要

が
あ

る
 

■
 平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
大

学
教

育
の

分
野

別
質

保
証

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

         

  

  

        

 
 

 

●
「
文

部
科

学
省

先
導

的
大

学
改

革
推

進
委

託
事

業
 

大
学

教
育

に
お

け
る

分
野

別
質

保
証

の
在

り
方

に
関

す
る

調
査

研
究

」
 
大

学
評

価
・
学

位
授

与
機

構
（
平

成
2
6

年
度

～
2
8

年
度

）
の

概
要

 

   
 

 

平
成

2
8
年

度
（
2
0
1
7
年

3
月

）
 

   
 

 

平
成

2
7
年

度
（
2
0
1
6
年

3
月

）
 

   
 

 

 
■

主
要

な
目

次
項

目
 

 
第

Ⅰ
部

 
海

外
諸

国
な

ら
び

に
日

本
に

お
け

る
分

野
別

質
保

証
の

現
状

 
  
 
 
 
 
―

―
 
米

国
 

 
 
 
 
 
―

―
 
英

国
 

 
 
 
 
 
―

―
 
フ

ラ
ン

ス
 

 
 
 
 
 
―

―
 
オ

ラ
ン

ダ
 

 
 
 
 
 
―

―
 
ス

ペ
イ

ン
 

 
 
 
 
 
―

―
 
欧

州
 

 
 
 
 
 
―

―
 
日

本
 

 第
Ⅱ

部
 

米
英

仏
に

お
け

る
分

野
別

質
保

証
制

度
と

 

 
 

 
 

 
 そ

の
実

施
状

況
に

関
す

る
基

礎
情

報
 

 

平
成

2
6
年

度
（
2
0
1
5
年

3
月

）
 

 
 

 

 

  
■

主
要

な
目

次
項

目
 

  
・
学

協
会

に
お

け
る

大
学

・大
学

院
教

育
の

質
保

証
に

関
す

る
 

 
ア

ン
ケ

ー
ト調

査
結

果
 

 ・
資

格
・専

門
職

団
体

に
お

け
る

、
大

学
教

育
の

質
保

証
に

関
連

す
る

 
 
取

り
組

み
状

況
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
結

果
 

 ・
国

内
の

分
野

別
質

保
証

実
施

団
体

に
対

す
る

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
結

果
 

 ・
分

野
別

評
価

の
あ

り
方

に
関

す
る

有
識

者
懇

談
会

に
よ

る
検

討
 

  
■

主
要

な
目

次
項

目
 

  
・「

教
育

の
内

部
質

保
証

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」 
  ・「

人
文

学
系

の
教

育
の

質
保

証
・評

価
の

あ
り
方

 
に

つ
い

て
（
検

討
ま

と
め

）」
 

  ･国
内

に
お

け
る

分
野

別
質

保
証

の
導

入
に

関
す

る
論

点
の

整
理

 

  
■

テ
ー

マ
と

背
景

 
 

分
野

別
質

保
証

 
の

現
状

調
査

 
（外

国
、
日

本
） 

  機
関

別
認

証
評

価
が

 
第

三
サ

イ
ク

ル
 

（H
3
1

年
度

～
） 

の
設

計
時

期
 

 ～
内

部
質

保
証

の
 

重
要

性
が

指
摘

 
さ

れ
て

い
る

 

 
■

調
査

か
ら

の
含

意
 

 
□1

 各
国

で
は

機
関

単
位

と
プ

ロ
グ

ラ
ム

単
位

（分
野

別
） 

 
  

 の
双

方
の

質
保

証
を

併
用

し
て

い
る

傾
向

が
あ

る
 

 
 
 
  

  
→

 
日

本
で

も
機

関
と

プ
ロ

グ
ラ

ム
双

方
の

併
用

構
造

 
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
 

 

□2
 分

野
別

質
保

証
の

対
象

と
な

る
分

野
の

設
定

が
あ

る
 

 
 
 
  

  
→

 
日

本
で

も
対

象
分

野
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

 
 

□3
 分

野
別

質
保

証
を

支
え

る
基

盤
情

報
の

形
成

が
 

必
要

で
あ

り
、
分

野
別

の
基

準
、
国

家
資

格
枠

組
み

、
 

国
レ

ベ
ル

で
の

学
生

調
査

な
ど

が
求

め
ら

れ
る

 

   
□4

 学
協

会
 等

の
分

野
別

団
体

が
、
分

野
別

基
準

の
策

定
、
 

 
  

 プ
ロ

グ
ラ

ム
の

認
定

・ラ
ベ

ル
授

与
、
質

保
障

機
関

と
の

 
 
  

 連
携

な
ど

の
形

で
関

与
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

 
 □5

 分
野

別
基

準
の

策
定

に
お

い
て

も
、
大

学
の

多
様

性
に

 
 
  

 配
慮

し
た

仕
組

み
が

必
要

で
あ

り
、
複

数
の

基
準

認
定

 
 
  

 の
設

定
や

、
同

一
分

野
で

も
異

な
る

団
体

に
よ

る
認

定
 

 
  

 が
あ

る
 

 □6
 上

記
の

よ
う
に

な
さ

れ
る

分
野

別
質

保
証

の
利

用
や

 
 
  

 公
開

の
仕

組
み

を
明

確
に

定
め

る
こ

と
に

よ
っ

て
、
 

 
  

 大
学

側
が

教
育

の
質

を
追

求
す

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

 
 
  

 を
形

成
す

る
必

要
が

あ
る

 
 

  
■

テ
ー

マ
 

 
分

野
別

質
保

証
を

 
推

進
す

る
に

当
た

っ
て

の
 

現
状

と
課

題
の

整
理

 
  ア

ン
ケ

ー
ト
、
ヒ

ア
リ
ン

グ
に

 
よ

っ
て

 
 ―

―
分

野
別

質
保

証
を

 
推

進
す

る
基

盤
 

 ―
―

分
野

別
質

保
証

の
 

分
野

ご
と

の
必

要
 

認
識

を
把

握
す

る
 

  
■

テ
ー

マ
と

背
景

 
  

プ
ロ

グ
ラ

ム
 等

を
 

単
位

と
す

る
質

保
証

 
を

中
心

と
す

る
 

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
 

を
学

内
で

形
成

す
る

 
た

め
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

 
の

作
成

 

 
■

分
野

別
評

価
の

枠
組

み
の

提
案

 
 

□1
 分

野
別

質
保

証
の

制
度

化
の

全
体

的
方

向
性

 
 

 
 
 
 
 大

学
自

身
の

責
任

と
し

て
内

部
質

保
証

の
中

で
 

分
野

ご
と

の
質

保
証

を
行

う
枠

組
み

が
必

要
。
 

さ
ら

に
そ

こ
に

外
部

の
目

が
各

分
野

の
特

性
や

 
必

要
性

に
応

じ
て

入
る

枠
組

み
が

望
ま

れ
る

 
 

□2
 内

部
質

保
証

に
お

け
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
レ

ビ
ュ

ー
 

 
 
 
 
 
 教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

 等
の

3
ポ

リ
シ

ー
を

定
め

る
主

体
を

 
 
 
 
 
 単

位
と

し
た

自
己

点
検

・
評

価
が

行
わ

れ
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
 

 

□3
 分

野
別

外
部

質
保

証
に

よ
る

外
部

の
目

の
担

保
 

 
 
 
 
 
 プ

ロ
グ

ラ
ム

レ
ビ

ュ
ー

に
外

部
の

目
が

入
る

仕
組

み
が

 
 
 
 
 
 必

要
で

あ
る

 

 
□4

 分
野

別
質

保
証

の
種

類
と

体
制

 
  
 
 外

部
評

価
委

員
会

や
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

委
員

会
を

プ
ロ

グ
ラ

ム
 
 
 自

ら
が

つ
く
る

方
法

に
加

え
、
学

協
会

の
連

合
組

織
、
大

学
 

 
 
 連

携
組

織
、
学

部
長

会
議

な
ど

の
活

動
が

期
待

さ
れ

る
 

 □5
 評

価
基

準
や

評
価

に
必

要
な

参
照

情
報

の
形

成
と

活
用

 
  
 
 学

内
で

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

レ
ビ

ュ
ー

に
用

い
る

基
準

は
、
機

関
別

 
 
 
 認

証
評

価
基

準
や

専
門

職
大

学
院

に
共

通
す

る
評

価
基

準
 
 
 の

モ
デ

ル
が

活
用

で
き

る
 

 □6
 機

関
別

認
証

評
価

と
の

関
係

 
  
 
 内

部
質

保
証

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

レ
ビ

ュ
ー

に
加

え
外

部
か

ら
の

 
 
 
 目

を
入

れ
る

必
要

が
あ

る
 

 □7
 国

立
大

学
法

人
評

価
と

の
関

係
 

  
 
 詳

細
な

単
位

で
の

分
野

を
対

象
と

し
た

評
価

の
検

討
が

必
要

 
 
 で

あ
る

 

 
■

分
野

別
質

保
証

を
推

進
す

る
に

当
た

っ
て

の
 

 
 

 ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
 

 
1
.教

育
の

内
部

質
保

証
に

関
す

る
方

針
と

体
制

 
 2
.教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
点

検
・評

価
 

（モ
ニ

タ
リ
ン

グ
と

レ
ビ

ュ
ー

） 
 3
.教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
新

設
等

の
学

内
承

認
 

 4
.教

職
員

の
能

力
の

保
証

と
開

発
 

 5
.学

修
環

境
・学

生
支

援
の

点
検

・評
価

 
 6
.大

学
や

学
部

・研
究

科
の

教
育

研
究

活
動

の
 

有
効

性
の

検
証
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■
 
平

成
2
9

年
度

 
文

部
科

学
省

委
託

事
業

 社
会

基
盤

分
野

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

分
野

別
第

三
者

評
価

の
検

討
の

方
向

性
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

●
「
大

学
教

育
の

分
野

別
質

保
証

の
た

め
の

教
育

課
程

編
成

上
の

参
照

基
準

 
土

木
工

学
・
建

築
学

分
野

」 
 

 
 

2
0
1
4

年
3

月
 

 
日

本
学

術
会

議
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
土

木
工

学
・建

築
学

委
員

会
 

       

           

 

 
●

専
門

学
校

の
評

価
機

関
 

  
 

・
私

立
専

門
学

校
等

評
価

研
究

機
構

 
  

 
・
（
一

社
）
専

門
職

高
等

教
育

質
保

証
機

構
 

 
 

  
（
Q
A

P
H
E
）
 

  
 

・
（
一

社
）
日

本
技

術
教

育
認

定
機

構
（
J
A
B
E
E
）
 

参
考

資
料

 

専
門

学
校

に
お

い
て

も
今

後
求

め
ら

れ
る

 分
野

別
第

三
者

評
価

検
討

の
方

向
性

 

 

 
●

現
在

は
ま

だ
な

い
 

 
 

 
 

●
「
全

国
専

門
学

校
建

築
教

育
連

絡
協

議
会

」
 

 
 

 等
、

検
討

の
主

体
と

な
り
う

る
団

体
は

あ
る

 

 

 
 

 
新

規
に

 

 
 

 
専

門
学

校
の

団
体

 

 
 

 
等

を
母

体
に

し
た

 

 
 

 
評

価
機

関
を

 

 
 

 
設

立
 

 

  

 
 

既
存

 

 
 

評
価

機
関

に
 

 
 

評
価

を
 

 
 

依
頼

す
る

 

 
土

木
工

学
・
建

築
学

の
学

び
を

通
じ

て
獲

得
す

べ
き

基
本

的
能

力
   

専
門

学
校

の
 

団
体

 
等

に
よ

る
 

検
討

を
経

て
、

 

総
合

的
に

 

判
断

す
る

 

  

 
 

 
 ①

土
木

工
学

・
建

築
学

に
固

有
の

能
力

 
  

 
 

 
 1

課
題

発
見

能
力

 
 

 
 

 
 

 
土

木
工

学
・建

築
学

の
体

系
的

知
識

に
基

づ
い

て
 

 
 

 
 

 
 

都
市

・
地

域
が

抱
え

る
課

題
を

発
見

し
、
調

査
・ 

 
 

 
 

 
 

計
画

・
設

計
の

対
象

を
明

確
に

す
る

問
題

設
定

能
力

 
  

 
 

 
 2

解
析

的
能

力
 

 
 

 
 

 
 

土
木

工
学

・建
築

学
の

体
系

的
知

識
に

基
づ

く
 

 
 

 
 

 
 

論
理

的
で

分
析

的
な

問
題

解
決

能
力

 
  

 
 

 
 3

計
画

・設
計

能
力

 

 
 

 
 

 
 

個
々

の
知

識
を

応
用

・総
合

し
つ

つ
自

ら
の

 

 
 

 
 

 
 

創
造

性
を

発
揮

し
て

、
各

種
の

制
約

条
件

の
下

で
 

 
 

 
 

 
 

所
定

の
機

能
を

実
現

す
る

能
力

 
  

 
 

 
 4

説
明

・表
現

能
力

 
 

 
 

 
 

 
土

木
工

学
・建

築
学

の
体

系
的

知
識

を
踏

ま
え

、
 

 
 

 
 

 
 

具
体

的
な

文
書

、
模

型
、

図
面

 
等

を
用

い
て

 
 

 
 

 
 

 
ア

イ
デ

ア
を

論
理

的
か

つ
明

快
に

説
明

で
き

る
能

力
 

 
 

 
 

 
 

（英
語

で
の

説
明

力
を

含
む

） 

 

  

 
 

  
②

ジ
ェ

ネ
リ
ッ

ク
ス

キ
ル

 
  

 
 

 
 1

多
様

な
現

象
を

理
解

す
る

た
め

の
情

報
を

収
集

し
、

 
 

 
 

 
 

 
数

理
的

に
解

析
す

る
能

力
 

   
 

 
 

 2
合

理
的

・論
理

的
に

思
考

し
、
総

合
的

に
 

 
 

 
 

 
 

判
断

す
る

能
力

 
   

 
 

 
 3

自
然

、
歴

史
の

中
で

、
人

間
と

環
境

と
の

関
わ

り
を

 
 

 
 

 
 

 
科

学
的

に
思

考
で

き
る

能
力

 
   

 
 

 
 4

異
な

っ
た

価
値

観
を

持
つ

多
様

な
人

々
と

協
働

 
 

 
 

 
 

 
し

な
が

ら
目

的
を

達
成

で
き

る
能

力
 

 

 

 
評

価
方

法
 

  

 
・
土

木
工

学
・
建

築
学

の
分

野
が

カ
バ

ー
し

て
い

る
 

 
 領

域
が

広
い

の
で

、
多

様
で

柔
軟

な
評

価
方

法
を

 

 
 と

ら
ざ

る
を

得
な

い
 

  
 
 
 
 
 
 
 
当

該
分

野
や

事
象

に
深

い
知

識
を

持
つ

評
価

者
の

 

 
 
 
 
 
 
 
 
高

度
な

評
価

能
力

に
依

存
 

  
 1

基
礎

知
識

の
理

解
度

を
評

価
す

る
 
―

―
 講

義
、

演
習

 
  

 2
専

門
知

識
の

理
解

度
を

評
価

す
る

 
 

 
 

 
―

―
 講

義
、
実

験
、
設

計
、
演

習
 

  
 3

知
識

の
総

合
化

能
力

を
評

価
す

る
 
―

―
 課

題
研

究
、
設

計
 

  
 4

リ
テ

ラ
シ

ー
を

評
価

す
る

 ―
―

 
実

験
、
設

計
、
課

題
研

究
 

  
 5

課
題

発
見

・分
析

・解
決

能
力

を
総

合
的

に
評

価
す

る
 

 
 

 
 

―
―

 課
題

研
究

、
設

計
 

  
 6

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
評

価
す

る
―

―
 実

習
、
課

題
研

究
 

  
 7

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト能

力
を

評
価

す
る

―
―

 課
題

研
究

、
実

習
 

  
 8

倫
理

的
事

項
に

つ
い

て
の

判
断

力
を

評
価

す
る

 
 

 
 

 
―

―
 演

習
、
実

習
、
課

題
研

究
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文部科学省委託事業 平成 29 年度専修学校による地域産業中核的人材養成事業 

社会基盤分野における建設 IT 技術（BIM・CIM）に係る中核的専門人材養成プログラム開発プロジェクト 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

委員会 名簿 

委員会 実施日 

 

 

 



№ 氏名 部署 役職

1 東京工業大学 梅干野　晁 名誉教授

2 オートデスク株式会社 渡辺　朋代 エデュケーション  プログラムマネージャ マネージャ

3 竹口　太郎 営業本部　販売推進部　ソリューション販売促進課 課長

4 佐藤　和孝 BIM・環境デザイン推進課 課長

5 一岡　義宏 ビジネス・ディベロップメント 部長

6 川井　達朗 BIMインプリテーション BIMコンサルタント

7 島谷　洋一郎 プロフェッショナル・エージェンシー・グループ

8 神田　雅章 プロフェッショナル・エージェンシー・グループ

9 株式会社ビム・アーキテクツ 山際   　東 代表取締役

10 ペーパレススタジオジャパン株式会社 勝目　高行 代表取締役

11 株式会社ＳＥＥＺ 大槻　成弘 代表取締役

12 渡邉　秀樹 代表取締役

13 廣瀬　妙子

14 渋田　雄一 テクノロジーカレッジ 科長

15 川村　公二 テクノロジーカレッジ 科長

16 山野　大星 副校長

17 上田　耕作 テクノロジーカレッジ 科長

18 高地　昭彦 テクノロジーカレッジ 科長

19 清水　憲一 テクノロジーカレッジ 科長

20 丸島　浩史 テクノロジーカレッジ 科長

21 小林　　猛 テクノロジーカレッジ 教員

日本工学院八王子専門学校

有限会社リノベイトダブリュ

教育プログラム開発委員会  

グラフィソフト株式会社

エーアンドエー株式会社

企業名・学校名

株式会社クリーク・アンド・リバー社

日本工学院専門学校

 

114



№ 氏名 部署 役職

1 堀口　一秀 理事長

2 松田　正之 学校長

3 髙瀨　恵悟 学校長

4 三上　孝明 本部企画部

5 鈴木　茂樹 学校長

6 野村　種明 副校長

7 修成建設専門学校 堤下　隆司 学校長

8 中央工学校ＯＳＡＫＡ 平上　秀明 建築系学科 学科長

9 読売理工医療福祉専門学校 渡邉　敏章 学校長

10 青山製図専門学校 新井　長秀 建築学部 部長

11 筑波研究学園専門学校 大野　克典 建築環境学科 科長

12 新潟工科専門学校 仁多見　　透 学校長

13 大阪工業技術専門学校 宗林　　功 教務課 課長

14 麻生建築＆デザイン専門学校 今泉　清太 教務部 主任

15 日本工科大学校 田中　政人 環境建設工学科 学科長

16 渡邉　秀樹 代表取締役

17 廣瀬　妙子

18 日本工学院北海道専門学校 俵藤　亥久生 副校長

19 日本工学院専門学校 渋田　雄一 テクノロジーカレッジ 科長

20 山野　大星 副校長

21 上田　耕作 テクノロジーカレッジ 科長

22 清水　憲一 テクノロジーカレッジ 科長

23 小林　　猛 テクノロジーカレッジ 教員

教育プログラム評価委員会  

専門学校東京テクニカルカレッジ

東海工業専門学校金山校

日本工学院八王子専門学校

中央工学校

有限会社リノベイトダブリュ

企業名・学校名
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地
域
版
　
職
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

1
回
目

2
回
目

3
回
目

4
回
目

9
月

8
日

（
金

）
１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
那
覇
市
職
員
厚
生
会

上
下
水
道
庁
舎
Ｂ
棟
３
階

中
会
議
室

1
2
月

8
日

（
金

）
１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
那
覇
市
職
員
厚
生
会

上
下
水
道
庁
舎
Ｂ
棟
３
階

中
会
議
室

1
2
月

2
0
日

（
水

）
１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

（
※
建
設
IT
　
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
委
員
会
と
合
同
）

Ｂ
社
会
基
盤
分
野
に
お
け
る

次
世
代
ニ
ー
ズ
に
係
る

中
核
的
専
門
人
材

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
委
員
会

（
４
　
回
）

@
沖

縄

1
0
月

2
7
日

（
金

）
１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
那
覇
市
職
員
厚
生
会

上
下
水
道
庁
舎
Ｂ
棟
３
階

中
会
議
室

1
1
月

1
7
日

（
金

）
１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
那
覇
市
職
員
厚
生
会

上
下
水
道
庁
舎
Ｂ
棟
３
階

中
会
議
室

e
-
ラ
ー
ニ
ン
グ
検
討
委
員
会

（
４
回
）

1
0
月

5
日

（
木

）
１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

（
※
建
設
IT
　
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
委
員
会
と
合
同
）

委
員

会
実

施
日

Ａ
社
会
基
盤
分
野
に
お
け
る

建
設
ＩＴ
技
術
に
係
る

中
核
的
専
門
人
材

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
委
員
会

（
４
　
回
）

1
0
月

5
日

（
木

）
１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

（
※
次
世
代
ニ
ー
ズ
　
e
-
ラ
ー
ニ
ン
グ
検
討
委
員
会
と
合
同
）

1
1
月

2
日

（
木

）
１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

（
※
次
世
代
ニ
ー
ズ
　
e
-
ラ
ー
ニ
ン
グ
検
討
委
員
会
と
合
同
）

1
2
月

2
0
日

（
水

）
１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

（
※
次
世
代
ニ
ー
ズ
　
e
-
ラ
ー
ニ
ン
グ
検
討
委
員
会
と
合
同
）

1
2
月

1
5
日

（
金

）
１
６
：
０
０
～

１
８
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
専
門
学
校
(蒲

田
)

３
号
館
２
０
階
第
一
会
議
室

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価
委
員
会

（
４
　
回
）

9
月

１
5
日

（
金

）
１
６
：
０
０
～

１
８
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
専
門
学
校
(蒲

田
)

３
号
館
１
階
多
目
的
ル
ー
ム

1
1
月

2
日

（
木

）
１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

（
※
建
設
IT
　
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
委
員
会
と
合
同
）

9
月

1
1
日

（
月

）
１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

（
※
建
設
IT
　
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
委
員
会
と
合
同
）

1
0
月

6
日

（
金

）
１
６
：
０
０
～

１
８
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
専
門
学
校
(蒲

田
)

３
号
館
１
階
多
目
的
ル
ー
ム

1
1
月

1
0
日

（
金

）
１
６
：
０
０
～

１
８
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
専
門
学
校
(蒲

田
)

３
号
館
２
０
階
第
一
会
議
室

9
月

1
1
日

（
月

）
１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

（
※
次
世
代
ニ
ー
ズ
　
e
-
ラ
ー
ニ
ン
グ
検
討
委
員
会
と
合
同
）

地
域
版
　
職
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

1
回
目

2
回
目

3
回
目

4
回
目

9
月
8
日
（
金
）

１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
那
覇
市
職
員
厚
生
会

上
下
水
道
庁
舎
Ｂ
棟
３
階

中
会
議
室

1
2
月
8
日
（
金
）

１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
那
覇
市
職
員
厚
生
会

上
下
水
道
庁
舎
Ｂ
棟
３
階

中
会
議
室

1
2
月
2
0
日
（
水
）

１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

（
※

建
設

IT
　
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
委

員
会

と
合

同
）

Ｂ
社

会
基

盤
分

野
に
お
け
る

次
世

代
ニ
ー
ズ
に
係
る

中
核
的

専
門

人
材

養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
委

員
会

（
４
　
回

）

@
沖
縄

1
0
月
2
7
日
（
金
）

１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
那
覇
市
職
員
厚
生
会

上
下
水
道
庁
舎
Ｂ
棟
３
階

中
会
議
室

1
1
月
1
7
日
（
金
）

１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
那
覇
市
職
員
厚
生
会

上
下
水
道
庁
舎
Ｂ
棟
３
階

中
会
議
室

e
-
ラ
ー
ニ
ン
グ
検
討
委
員
会

（
４
回

）

1
0
月
5
日
（
木
）

１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

（
※

建
設

IT
　
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
委

員
会

と
合

同
）

委
員

会
実

施
日

Ａ
社

会
基

盤
分

野
に
お
け
る

建
設
ＩＴ
技
術

に
係

る
中
核
的

専
門

人
材

養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
委

員
会

（
４
　
回

）

1
0
月
5
日
（
木
）

１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

（
※

次
世

代
ニ
ー
ズ
　
e
-
ラ
ー
ニ
ン
グ
検

討
委

員
会

と
合

同
）

1
1
月
2
日
（
木
）

１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

（
※

次
世

代
ニ
ー
ズ
　
e
-
ラ
ー
ニ
ン
グ
検

討
委

員
会

と
合

同
）

1
2
月
2
0
日
（
水
）

１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

（
※

次
世

代
ニ
ー
ズ
　
e
-
ラ
ー
ニ
ン
グ
検

討
委

員
会

と
合

同
）

1
2
月
1
5
日
（
金
）

１
６
：
０
０
～

１
８
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
専
門
学
校
(蒲

田
)

３
号

館
２
０
階

第
一

会
議

室

教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
評

価
委

員
会

（
４
　
回

）

9
月
１
5
日
（
金
）

１
６
：
０
０
～

１
８
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
専
門
学
校
(蒲

田
)

３
号

館
１
階

多
目

的
ル

ー
ム

1
1
月
2
日
（
木
）

１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

（
※

建
設

IT
　
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
委

員
会

と
合

同
）

9
月
1
1
日
（
月
）

１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

（
※

建
設

IT
　
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
委

員
会

と
合

同
）

1
0
月
6
日
（
金
）

１
６
：
０
０
～

１
８
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
専
門
学
校
(蒲

田
)

３
号

館
１
階

多
目

的
ル

ー
ム

1
1
月
1
0
日
（
金
）

１
６
：
０
０
～

１
８
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
専
門
学
校
(蒲

田
)

３
号

館
２
０
階

第
一

会
議

室

9
月
1
1
日
（
月
）

１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

（
※

次
世

代
ニ
ー
ズ
　
e
-
ラ
ー
ニ
ン
グ
検

討
委

員
会

と
合

同
）
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文部科学省委託事業 

平成 29 年度 専修学校による地域産業中核的人材養成事業 

社会基盤分野における建設 IT 技術（BIM・CIM）に係る 

中核的専門人材養成プログラム開発プロジェクト 

 

報告書 

 

平成 30 年 2 月 

 

教育プログラム開発委員会 

教育プログラム評価委員会 

 

連絡先 ： 〒192-0983 東京都八王子市片倉町 1404-1 

学校法人 片柳学園  日本工学院八王子専門学校 

TEL．042-637-3111  FAX．042-637-3112 

 

＊本書の内容を無断で転記、記載することは禁じます。 

 


